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北村 歳治 はじめに
はじめに
本報告書は､文部科学省の科学研究費補助金による3カ年研究プロジェク ト ｢IT等の科
学技術の視点を踏まえたイスラム問題の現状と今後の展開に関する研究｣基盤研究A(2)海
外 :18252002(2003年4月～2006年 3月)の研究成果である｡
1.本報告書の執筆者
本報告書の執筆者 (以下､継承は省略､肩書きは2007年3月時点)は､以下の通りである｡
研究代表者 :
北村 歳治 (早稲田大学大学院 ･国際情報通信研究科 ･教授)
研究分担者 :
吉村 作治 (早稲田大学 ･人間科学部 ･教授)
佐藤 次高 (早稲田大学 ･文学部 ･教授)
湯川 武 (慶鷹義塾大学 ･商学部 ･教授)
山崎 芳男 (早稲田大学大学院 ･国際情報通信研究科 ･教授)
店田 鹿文 (早稲田大学 ･人間科学部 ･教授)
孫崎 亨 (防衛大学校 ･公共政策学科 ･教授)
畑中 美樹 (財 ･国際開発センター ･エネルギー環境室 ･室長)
長谷川 奏 (早稲田大学 ･エジプ ト学研究所 ･助教授)
及川 靖広 (早稲田大学･国際情報通信研究センター ･講師)
また､研究協力者として､
高橋 謙三 (福井大学 ･工学部 ･教授)
保坂 修司 (早稲田大学 ･イスラム科学研究所 ･客員助教授)
鴨川 明子 (日本学術振興会 ･特別研究員)
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基盤 (A) IT等の科学技術の視点を踏まえたイスラム問題の現状と今後の展開に関する研究
樋口 美作 (日本ムスリム協会名誉会長､早稲田大学 ･イスラム科学研究所 ･客員研究員)
藤田東久夫 (麻 ]サ トー ･代表取締役会長､早稲田大学アジア太平洋研究科 ･博士課程在学)
小野 隆彦 (早稲田大学 ･空間科学研究所 ･客員教授､[株]サ トー ･社外取締役)
さらに､
GhauthJasmon(PresidentofMultimediaUniversity,Malaysia)
AhmadZainalAbidin(Lecturer,MultimediaUniversity,Malaysia)
FezaG由nergun(Professor,DepartmentofHistoryofScience,FacultyofLeters,IstanbulUniversity)
TayfunAkgtil(Professor,FacultyofElectrical-ElectronicsEngineering,IstanbulTechnicalUniversity)
AtilaBir(Professor,FacultyofElectricsElectronics,IstanbulTechnicalUniversity)
MiyukiAokiGirardeli(Lecturer;BogaziciUniversity)
は､本研究プロジェクトの一環としてマ レー シアのクアラルンプール及び トルコのイスタ
ンブールでワークショップを開催した時に､それぞれ現地で参加 した研究協力者である｡
2.本科学研究費プロジェク トによる調査の成果
2000年代に入って以降､イスラムの問題は様々な角度から関心を集めているが､研究代
表者及び研究分担者は､3年間においてイスラム世界を湾岸地域､東南アジア地域及び中央
アジア地域に3分して捉える見地に立って､IT等の先端科学を切り口にイスラムの社会､文
化､技術等の多方面の比較調査等を行なってきた｡
これらの調査は､マレーシア､ トルコ等の現地調査 ･意見交換を含め､多岐にわたる活動
から成っており､多くの収穫を得るものであったが､これらの調査 ･研究活動においては､
現代イスラム ･コミュニティにおいて先端科学がどのように利用されその影響 ･成果はどの
ようなものになっているかを追求する問題意識で貫くことに努めた｡その成果の多くは､北
村等が運営するイスラム科学研究所のジャーナルである､イスラム科学研究 (WasedaJoumal
oflslamicSciences)に投稿する形にするように努め､調査研究の成果の文献として残すと
ともに対外発信することに努めてきた｡
(1) まず､局部的なイスラム地域を越えて歴史的なイスラムの全体的な流れを今日のイ
スラム ･コミュニティとの関係という文脈でどのように捉えるかと問題意識について､研究
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代表者である北村は研究分担者及び研究協力者との間で積極的に意見交換し今日の問題認識
としてある程度共有することに努めた｡この調査研究の結果は､北村歳治 ｢イスラムの歴史
的な展開と今日のイスラム問題｣に示されている｡
これに応えて､東南アジア ･イスラムを代表するような形でマレーシア大学関係者からイ
スラムの観点からITのような先端科学がインターネットを通じる知識 ･情報の有がイスラ
ム社会の将来に多様な発展経路を提示するとともに､コミュティ意識で支配されてきたイス
ラム社会に知識 ･情報格差､多様な価値判断による混迷等を避けるために､イスラムの文脈
でIT等をどのように位置付けるかというという興味ある視点が提示された｡これは､マレー
シアのマルティメディア大学学長であるGhauthJasmon"ImpactofICTInnovations:Thels-
1amicContext"に示されている｡ これを補足する形で若手の学徒であるAhmadZainalAbidin
"IslamandICT'は､工学技術が非イスラム教徒の手によるものであろうと "Acceptwisdom,
whereveritcomefrom.Mというイスラムの原則から考えれば､所詮はイスラム教徒の生活を
正しく向上させるものである限り積極的に受け入れようとする認識が示されている｡また､
中東イスラムに接するトルコからの見方は､ヨーロッパ化した現代の トルコの知識層の科学
観を反映するものであり､それはイスタンブール大学科学史の教授であるFezaG血 ergun"A
BriefHistoryofScienceandTechnologyintheO批)manWorldMに示されるように､近代化の過程
を経た トルコにとっては､ITは欧米を中心とした科学技術の一環であり､これまでの受入
れと同様､急速に受容されていく可能性を示している｡
(2) 具体的な分野における本科研費プロジェク トによる調査の結果は以下の通りであ
る｡なお､当該プロジェクトによる調査 ･研究の成果は､それぞれの分野に係る学会及び早
稲田大学等における講義 ･講演等の場を利用して他分野の関係者を含めて意見交換を行い､
その知見の深化を図るとともに､その成果をブラッシュアップして記録にとどめるように努
めてきた｡対象となった分野は多岐にわたるが､IT等の先端科学 ･技術がそれぞれの分野
でどのような影響をもたらしているかという観点から､それぞれの分野の知識 ･情報を共有
することによりさらに深い理解と視野の拡大を目指している点では､多分に共通している｡
(i) 政治の分野においては､IT等の-イテクは一方でイスラム諸国の近代化を急速に推
進すると同時に､他方でハイテクを利用した米国の武力依存が中東のイスラム諸国に強制に
よる改革を迫っているとの観点から､孫崎 亨 ｢『文明の衝突』と米国軍事戦略｣は国際政
治の最もクルーシャルな側面を挟り出した｡同様の観点から､孫崎 亨 ｢テロリズムと中東
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民主化構想｣は､米国 (ブッシュ)政権によるテロに対する戦いと中東民主化政策の矛盾を
批判的にレビューしている｡ このようなIT等を利用した政治 ･軍事の分野では､中東イス
ラム諸国は米国に対抗できる立場ではないが､しかし､社会 ･経済面では､インターネット
の浸透と利用は､急速に進んでいる｡保坂修司 ｢デジタル ･ジ-- ドの現在｣は､イスラム
系のウェブサイ トの実態を調査することを通じて､国際政治の主要課題であるテロリズムに
関係するウェブの背景の分析を試みている｡経済的な分野においては､中東イスラム地域の
中でドバイがインターネット･シティの設立等を通じて急浮上しており､これに他の湾岸イ
スラム諸国が追随しているが､そのモデルとなっているドバイの実態を畑中美樹 ｢中東の新
たな国づくりモデル ･ケースとなりつつあるドバイ｣は明らかにしている｡ また､東南アジ
ア ･イスラム諸国の先端を走るマレーシアについて､早稲田大学の博士課程後期のMohad
GazaliAbasHICTandtheMalaysianEconomy"は､ICT導入が投資､生産性の上昇を通じてマ
レーシア経済に予想以上のポジティブな影響を与えているという知見を明らかにした｡ま
た､金融の分野では､年 15-20%の高い率で成長を続けるイスラム金融に対する関心が急
速に高まっており､主要な国際金融機関はIT等を駆使する金融技術と結び付けてグローバ
ルなビジネス戦略の下に積極的に取り込もうとしている｡北村 歳治 ｢イスラミック･バン
キング及びファイナンス (IBF)の国際的展開｣は､この動きの分析を試みている｡
(ll) 社会的な側面においては､汀は教育面に積極的に取り入れられているが､早稲田大学
人間科学部の店田 贋文 ｢現地調査報告 :マラヤ大学学生の意識調査 1997年～2004年｣
は､ITを使いながらこれからの調査の可能性を探っている｡これとは別に､鴨川明子 (Akiko
Kamogawa)"HigherEducationandICTinMlaysia"においては､ITがマレーシアの高等教育に
おいて政府の推進策を背景に急速に取り入れられている状況を具体的に明らかにし､その綿
密な分析を通じてITの導入の成果は他の開発途上国にも極めて示唆的である､ことを明ら
かにしている｡また､教育を含め社会福祉等の分野で活躍を続けているイスラム組織のムハ
ンマディーヤに焦点を当て､樋口美作 ｢インドネシア ･ムハンマディーヤ全国大会とその周
辺｣は､インターネットワークをも駆使する同組織の全国大会に参加 した経験を踏まえて､
イスラム教徒自身による社会運動 ･改革運動の実態の分析を試みている｡さらに､藤田東久
夫及び小野隆彦 ｢サ トー ･マレーシアの企業特色(cI)と民族､宗教 :他民族 ･他宗教国家だ
からこそ成功したサ トー のマレーシア進出｣は､物流のIT化を進める (秩)サ トー のケー
ススタディを通じて､日本企業がいかにしてイスラム社会に参入し成功を収めていったかの
分析を試みている｡
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(iii) 歴史 ･文化の分野においては､下記のようなさまざまな調査 ･分析が行われた｡そ
こでは､(現代のインターネットに先行する)地域 ･民族を超えたネットワーク社会として
存在したアラビア語中心のイスラム世界の諸成果をどのように分析 ･評価するかという視点
に立っている｡イスラム諸国においても､文化遺産の動きは､着実に進展している｡文化遺
産の保存に対する認識は､これまで各国が置かれた歴史的､文化的な発展経路に依存してき
たが､今日のITを中心とする先端技術の応用と国際的な敏速な情報交換のネットワークは､
新たな展開を示している｡
イスラムにおける文化遺産の認識の変化については､ボアジチ大学のMiyukiAoki
Girardeli講師から､オスマントルコにおける文化遺産の保存の伝統的な認識とヨーロッパか
らの影響､その間にあって現代につながるオスマントルコの文化遺産保存の方式の形成とい
う貴重な知見を得ることができた｡これは､MiyukiAokiGirardelli"Preserinigthe`01d'and
Creatingthe`New':FomationandDevelopmentorOtomanIdeasonCulturalHeritage"に示されて
いる｡
文化遺産のケーススタディは､IT技術によるデータ収集､分析を駆使しながら､次のよ
うな調査結果が得られた｡佐藤 次高 ｢イブン･アルハ-ツジュによる砂糖精製所の実態｣
は､エジプトのマムルーク朝の時代における砂糖の製法の実態をさまざまな視点から捉えた
イスラム法学者の記述を通して､現代のインターネット時代にも名残が見られるビジネス手
法を明らかにしている｡ 佐藤 次高 ｢ヌワイリーによる砂糖きびの栽培法と砂糖の製法｣
は､インドからササン朝を通じてイスラムの世界に伝えられた砂糖の製法を巡り､イスラム
の知識人の記述を通して､マムルーク朝時の砂糖きびの耕作､精製の技術的側面をきわめて
具体的に明らかにしている｡
長谷川 奏及び吉村 作治 ｢エジプ トにおける文化財の保存問題-デルタ地域の事例-｣
は､-レニズム時代､ビザンチン時代からイスラム時代にかけて歴史的な都市としての活動
を行ってきたアレクサンドリアに焦点をあてて発掘調査に係る諸条件を明らかにするととも
に､文化財の保存の実態を明らかにしている｡また､長谷川 奏及び吉村 作治 ｢エジプ ト
における文化財の保存問題-オアシス地域の事例-｣は､都市開発と文化財保護の関係につ
いて､ナイル川の西方に位置するオアシス地域に焦点を当て､その実態分析を行い､現代の
イスラム国における文化財保護の課題-の対応を明らかにしている｡ さらに､吉村 作治､
長谷川 奏及び小野 隆彦 ｢古代の医術と医療器具-エジプト･ルクソールの地方博物館か
ら-｣は､古代エジプトのミイラ製作法からギリシャ医学､イスラム医学-の系譜を念頭に
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置きながら､ミイラ製作に係る副葬品､器具､薬品等のきめ細かな科学的分析が進められて
いる状況とこのような技術的な側面に焦点を当てて公開する現代の考古学の潮流を紹介して
いる｡ 同様の視点から､吉村 作治及び長谷川 奏 ｢中東文化遺産の公開手法とデジタル
化-フランス ･ルーブル博物館-｣は､古代オリエントの文化遺産のデジタル化を進めるルー
ブル博物館が様々なデジタル技術を凝らした展示法の実態を調査しその成果を示している｡
(iv)技術の分野においては､マレーシアがイスラム諸国の中で最も先進的にITを取り入れ
ようとして政府レベルで推進策を進め､ITの高度利用をテコとして人材と企業の育成を図っ
ている｡ その長期計画 (OutlinePerspectivePlan)の一環として､クアラルンプールの近郊に
広大なマルティメディア ･スーパーコリドー ル (MSC)が建設されているが､このMSCの
成果をどのように評価するかは､他の開発途上のイスラム諸国にとっても示唆に富む｡高橋
謙三 ｢マレーシアの文化に根ざした情報通信技術政策の展開｣は､MSCを社会政策の観
点をも取り入れながら､IT技術に焦点を当てたMSCの展開を技術専門家として参加した経
験を踏まえ､その発展段階を分析している｡(｢技術｣については､以下の3.でこの他の論
文についても記述する)
3.本科学研究費プロジェクトによるワークショップの実施と現地調査等
(1)ワークショップの実施
この3年間に､研究代表者及び研究分担者は､マレーシアのクアラルンプールあるいはト
ルコのイスタンブールにおけるワークショップに参加し､イスラムと現代の科学技術に関す
る調査と議論を行い､貴重な収穫を得た｡
マレーシアにおいては､2003年 12月の慎重な準備態勢を踏まえて､2004年3月に早稲田
大学の大学院生の参加をも募って､総勢40名を越える日本側の参加者となり､サイバージャ
ヤのマルチメディア ･スーパー ･コリドー ル (MSC)を訪れ､イスラム諸国の先陣を切る
マレー シア政府の情報通信プロジェクトの実態を現地調査し､意見交換を行なった｡多民族
国家として同国のマレー人を優先するブミプ トラ政策は往々にして非難の対象になってきた
が､融和策と社会経済開発を目指した長期計画 (OutlinePerspectivePlan)は､情報 ･知識社
会-の脱皮を目指し､インターネット技術の高度利用をテコとする人材､ベンチャー ･ビジ
ネスの育成の問題に関心が集まっている｡MSCでは､マレーシアのベンチャー ･ビジネス
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が外国企業等と提携しながら､独自の通信技術や情報処理の手法を試みているが､マルティ
メディア大学 (MMU)では全国から優秀な若い人材を集め技術者のみならずITに係るコン
テンツ作成者の育成に努めている｡
このマルティメディア大学 (MMU)で開かれたワークショップでは､既述のMohadGa祖Ii
Abas "ICTandtheMalaysianEconomy"による経済分析の報告が参加者の関心を集めるとと
もに､既述のマレーシアのマルティメディア大学学長GhauthJasmon"ImpactofICTInnova-
tions:TheIslamicContextHのプレゼンテーションは､イスラム教徒としての自信に満ちた進
取的アプローチと道徳的規制論であり､マレーシアの学生を魅了するとともに日本の参加者
に強烈な印象を与えた｡
このワークショップでは､MSCを巡って､既述の高橋謙三 ｢マレーシアの文化に根ざし
た情報通信技術政策の展開｣を基に､MSC計画の評価を巡って活発な議論が行なわれた｡日
本側の冷静なMSCプロジェクト参加者であった高橋のプレゼンテーションはきわめて説得
力のあるものであり､これにマレーシア側の研究者､実務者が真剣に応じていた｡一方､
MMUの熱意ある教育環境の雰囲気はワークショップにおけるMMUの発表者の活躍にも反
映していた｡特に､既述のAhmadZainalAbidin氏のプレゼンテーションHICTandlslam:ad-
vantagesandProblems"は､イスラム社会におけるITの与えるプラスマイナスの影響を冷静
に見極めようとするものであり､その後の質疑も含めて印象的な内容となった｡
また､このワークショップでは､自然のメカニズムを重視するイスラムの工学技術に焦点
を当てるとともに､コーランすべてを音声化した音響学の最近の成果を発表し､マレーシア
の工学関係者の関心を引いた｡その成果の一端は､池畑 光浩､及川 靖広､永野 桃子及
び山崎 芳男 ｢コミュニケーション ･エイ ドとしての管弦楽 :電力の供給を必要としない音
声合成器｣､及川 靖広､木村 洋介及び山崎 芳男 ｢高速1bit信号とHD映像での無形文
化遺産等の記録伝送システム｣に示されている｡
トルコにおいては､2005年 9月に早稲田大学の大学院生等の参加も得て､イスタンブー
ルを訪れ､同地のボアジチ大学イスタンブール工科大学関係者と意見交換を行なうととも
に､イスタンブール工科大学においてワークショップを行なった｡意見交換では､ヨーロッ
パと中東イスラムの間に置かれた トルコにおいては､オスマントルコ以来の数学 ･天文学の
伝統に加えカイロに蓄積されたイスラム諸学との交流を踏まえて､実務上の要請から造船技
術､砲術､金属工法､地理学等が (イスラムの教育システムであるマ ドラサ中心に)発達し
たが､17世紀以降はヨーロッパの諸学がオスマン トルコ政府機関と軍機関を中心に導入さ
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れ､またヨーロッパ-の留学生派遣が持ち帰った近代科学の成果は､教育を通じ20世紀の
トルコの近代化に大きく貢献した｡近代の欧 (莱)科学文化に直面した日本はその後目覚し
い進展を遂げたが､同様の立場に置かれたオスマントルコは､ヨーロッパに直面するイスラ
ム国として特異な進路を取ることとなった｡その貴重な知見は､既述のFezaG血ergunイス
タンブール大学教授のペーパー "ABriefHistoryofScienceandTechnologyintheOtomanWorld"
に示されている｡ これを基に､ワークショップにおいては､日本 ･トルコ間の比較の議論が
活発に行なわれた｡その一環で､ボアジチ大学のMiyukiAokiGirardeli講師から､既述のオ
スマントルコの文化遺産保存の認識の変化と形成という貴重な知見を得ることができた｡こ
のような貴重なプレセンテ-ションに加えて､イスタンブール工科大学におけるITの展開
状況等を巡って参加者による意見交換が行なわれた｡
上記のクアラルンプール及びイスタンブールにおけるワークショップ の概要については､
英文のものを本稿の末尾に添付してある｡なお､上記のワークショップにおいては､日本大
使館関係者にも参加いただき､協力を得ることができた｡特に､2005年 9月のイスタンブー
ルでのワークショップについては､日本から総勢35名が参加し､阿部知之大使から日･ト
ルコ関係について特別講演をいただいたことに深く感謝している｡
上記のワークショップの他､本プロジェクトによる調査研究の成果は､研究代表者 ･分担
者が内外における学会､講演会等の場において援用され､今日の躍動するイスラム社会の内
部の建設的な動きに関心を払 う必要性を訴えている｡ また､研究代表者の北村が内外で行
なってきている講義 ･講演等の場合､金融論議の際にイスラム金融の議論を紹介する形で欧
米流の現代の金融との対比を通じて論点を明確にするとか､ITを駆使する現代の金融工学
の手法は部分的に利子を禁ずる現代のイスラム金融商品の複雑な構成に貢献している｡
同様に､研究分担者の山崎は､内外における学会､講演会等の場において､自然のメカニ
ズムを重視し人工的なエネルギーに依存しないイスラムの工学技術の伝統に言及し､新たな
視点でイスラムの工学を見直す必要を訴えるとともに､イスラムを含む世界遺産の保存にお
ける先端技術の応用の具体例を示している｡
さらに､研究分担者の吉村は､IT等の先端科学技術を駆使して考古学の トポログラフイ
の見直しの必要性と中東における成果を議論している｡また､研究分担者の長谷川は､エジ
プト･ギリシャ/ローマとイスラムの繋ぎとなる時代に焦点を当て､本プ ロジェクトによる
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調査研究の成果を援用しながら､教育の場で先端技術の利用によって見直されている発掘技
術や資料収集､資料分析等の状況を伝えている｡
(2)現地調査
現地調査は､研究代表者 ･分担者それぞれの立場で必要に応じて実施し､その成果は調査研
究に反映しているが､以下では2-3の点に焦点を絞って感想をこめた思い出を記述したい｡
北村と長谷川は､2005年 12月にマレーシアを中心に､イスラム問題の調査を行なった｡
内外から強い関心をもって見られているのは､タイ深南部のイスラム地域の問題である｡マ
レーシアと国境を接するタイの深南部のマレー･イスラム3県 (パタニ地域)には､仏教国
のタイの少数派であるイスラム教徒(約600-800万人)の多くが住んでいる｡ 同地域は貧困
層が多数を占め､教育等の面で後進地域とされ､1950年代から70年代にかけて､同地域は
分離独立の運動が激化したこともあった｡2004年のはじめにタイ兵士が殺害され多数の銃
器が略奪された事件が生じて戒厳令が敷かれ､また､4月には銃撃戦の中で100人以上が殺
害されたため､パタニ地域は国際的な関心を集めることとなった｡その後も殺害事件が続
き､現在も解決の見通しも立っていない｡このようなタイ側のイスラム強硬策に比べ､北村
と長谷川が調査したマレーシア半島の北東部では､マレーシア内に住む仏教徒に対し宥和的
な政策が採られている実情を見聞することができた｡マレーシア西部の中国系住民が大多数
を占めるペナンでも宗教的に宥和的な政策がとられていると言われている｡東南アジアでも
イスラム問題はしばしば政治問題となってきたが､国際的に比較すれば､尖鋭化している
ケースはむしろ例外になりつつある｡おそらく､東南アジアでは､これまでの民主化の過程
の中で対処していくことが十分可能のように思われる｡東南アジア ･イスラム諸国では､イ
スラム的な民主化が強く根付きつつある｡それだけに､本プロジェクトのような調査 ･研究
活動を通じて､イスラムに対する的確な情報の把握と建設的な対話路線は今後ますます重要
になっていくことを確信した次第である｡
北村は､その際にタイ北部のチェンマイにおけるイスラムの実態を調査した｡そこには､
中国の雲南省から移住してきた北からの雲南イスラム､またベンガル湾を超えてきた西から
のベンガル ･イスラム､そしてマレー半島を北上してきた南からのマレー ･イスラムの3グ
ループ の存在を確認できた｡これらの3グループは相互のコミューにケ-ションに乏しかっ
たが､タイのタクシン政権によるイスラム強硬策を恐れて相互のコミュニケーションを強化
していた時期でもあった｡本プロジェクトの調査 ･研究に係った研究関係者は､中東イスラ
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ム､東南アジア ･イスラム及び中央アジア ･イスラムに3別してアプローチする方式をとっ
たが､イスラムの実情は､さらにきめ細かな理解と配慮が必要ということを実感した｡イス
ラム問題に対する注意深い問題意識とアプローチは､対話の内容を実りあるものとすると同
時に､調査 ･研究の成果のレベルを高めることを痛感した次第である0
中央アジアについては､諸般の事情により調査活動を注力することが困難な場合が多く､
仮に機会に恵まれてもきわめて形式的な情報 ･意見交換に終わってしまう傾向が強い｡北村
と長谷川は2004年 3月に中央アジアを訪れ､同地域におけるイスラムにかかわる政治経済
情勢とともにイスラム文化を調査したが､9世紀に活躍したフェルガナ出身のアフマ ド･
フェルガーニーがバグダー ドの ｢知恵の館｣移り､さらにカイロに移ってナイル川の推移測
定所の建設に従事した話を耳にした｡当時は､アラビア語を中心にしたイスラムの一大ネッ
トワークが西はイベリア半島から東は東南アジア､北は中央アジア奥深くまで伸び､そこに
盛んな知的交流が行なわれていたことを垣間見たような印象だった｡しかし､現在の中央ア
ジア､特に歴史的 ･民族的に重要な位置を占めるウズベキスタンにおいては､この種の議論
を進める余地が乏 しいことも判明した｡(北村は､通信情報省 (communicationsand
Information)のMakhsumM.Makhmudov次官と新設のTashkentUniversityofInformationTech-
nologyの KasimovSadikdjanSabirovich学長(Rector)等とも協議したが､結局､将来の可能
性は､タシケントあるイスラム大学 (IslamicUniversity)､東洋大学 (TashkentStatelnstitute
ofOrientalStudies)に絞られる見通しとなった｡長谷川からは､この東洋大学の講師で早稲
田大学にも客員研究員として在籍する予定のMsElenaPynova女史との交流を通じ､日本に
なじみの薄いコ-カサス地域の民族とイスラムを含む宗教問題について､率直な意見 ･情報
交換の機会を要請した (これは今後の課題となっている)｡この時､タシケント市内で爆発
事件が2件続き､市内外の交通事情が困難になったという思い出もある｡
中央アジア諸国のイスラム問題は､独立後の1990年代と2000年代に入ってからの時期と
では､その性格が変化している｡ 特に､タリバンの影響が中央アジアにおいて明確になった
1990年代後半からは､過激派に対する強い 懸念が前面に出てきており､イスラム問題は即
テロ対策という色彩すら帯びるようになった｡中央アジアでは､民主化､市場経済化がもた
らす深刻なひずみと硬直的な政治･社会体制の問題が根底にある｡市場経済化は遅々として
おり､その過程で生ずる所得格差の拡大がもたらす貧困と腐敗の問題は､時には政府に対す
る急進的な批判となり､時にはイスラムの過激派の議論と結びつきやすい｡2005年5月の
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フェルガナのアンディジャンで生じた暴動とその鎮圧は､氷山の一角であろう｡我々が得た
情報は､きわめて公式的なものに過ぎなかったが､その背後には中央統制的なメカニズムが
複雑に動いていることを窺わせる話が尽きない｡一般に､中央アジア地域では､イスラムは
伝統的に穏やかな生活慣習に貢献してきたが､素朴なイスラムは急進派の議論に利用されや
すい面もある｡この地域におけるイスラムの潜在的な問題に対する的確な知見が必要と考え
た次第である｡
最後に､ トルコにおけるワークショップに先立って､本プロジェクト研究の関係者は､ボ
アジチ大学で日本から同行した大学院生等をまじえて意見交換を行なったが､ボスポラス海
峡を見下ろす大学の庭園でイスタンブールのイスラム展開の歴史､イスラムの工芸技術､日
本とオスマントルコとの関係の歴史等､話題は尽きなかった｡今でも懐かしい思い出であ
る｡この時には､ トヨタの トルコ現地法人の自動車生産工場を見学し､東南アジアとは異
なったイスラム教徒の労働状況を調査する予定だったが､学生に思わぬ怪我人が生じ､見学
の予定を取止めざるをえなかった苦い思い出もある｡
なお､トルコのイスラムについては､そもそも中東のイスラム諸国からは特異な目で見ら
れている｡イスラム諸国にとっては､トルコは頑固なまでに政教分離主義､そしてアラビア
語を中心としたイスラムの伝統から離れて100年近くになろうとしているので､今や共有す
るものはあまりない｡しかし､地方に行くと敬度なイスラム教徒が多く､イスラム教徒人口
の比率は90%を超えている｡ トルコの民主化はこのような多くのイスラム教徒の意見を反
映させることをも意味し､イスラム化の方向を強める可能性もある｡ここでも､中東イスラ
ムは､きめ細かく対処する必要性を強くした｡
なお､上記の現地調査においては､現地の研究機関のみならず､東南アジアのマレーシ
ア､タイ､インドネシア､中央アジア諸国及びエジプト､湾岸諸国に日本から出向いている
研究者 ･教育者､日本のJETRO､JICA関係者､そして日本からの進出企業､商社等にお世
話になっている｡ この場を借 りて､お礼を申し上げたい｡
4.他のプロジェク トとの連携
- 1ユニ
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本科研費プロジェクトと並行的に､2001年にスター トしその後も継続されている ｢イス
ラムとIT｣という国際シンポジウムがある｡ これは､イスラム科学研究所 (当初､吉村作
治所長､2006年4月から北村歳治)が中心になり､早稲田大学GITS､同大空間科学研究所
及び同大エジプ ト学研究所と共催で進めてきているが､2003年11月の第3回シンポジウム
において､伊東俊太郎国際文明比較学会会長による基調講演が行なわれた｡(その要旨 :イ
スラム文化は､理論･論理の追求が主であったギリシャ文化とは異なる要素を持っていた｡
もちろん､ギリシャ文化と言っても､イオニア時代､アテネ時代､そしてアレキサンドリア
を中心にした-レニズム時代とでは､性格が少しずつ異なる｡しかし､基本的には､数学で
言えば､幾何学､数論というような理論が中心であった｡これに対し､イスラム文化は､得
られた理論を実務･実験を通じて蓄積していくというものであった｡数学でも､現代人が
使っている数字の元となるゼロを含むアラビア数字を使って計算術が進展した｡幾何学でも
測量術が伴った｡代数(algebra)もコンピュータでは当り前になったalgorismもその語源はい
ずれもイスラム文化である｡ このように､イスラム文化は価額の理論とその応用･技術とが
車の両輪のように一体となっていた点に特徴がある｡ ギリシャ文化に対し､イスラム文化
は､｢自然｣に手を加え操作してみるという立場であった｡このようなイスラム文化が典型
的に具現したのは ｢錬金術｣であり､それはヨーロッパの ｢化学｣につながっていった｡イ
スラム文化で育まれた科学技術は､その後､ヨーロッパに引き継がれてい く ｡ イスラムの科
学技術がこのようなものであったことを正しく理解する必要がある｡また､このようなイス
ラムの科学技術の背景は､現代の科学技術にも十分対応しているものであり､そこから将来
の可能性が導き出されることにも思いを致すべきであろう｡)
この科学史的な認識が､2003-2005年度の本科研費プロジェク トの科学技術的なアプ
ローチに大きく影響している｡
本科研費のプロジェクトは､このように上記の国際シンポジウムと相乗効果を上げ､多く
の研究者 ･実務者の関心を集めるようになっている｡本科研費プロジェクトの研究分担者で
ある保坂､店田､長谷川等の調査研究活動の成果は､この国際シンポジウムのプレゼンテー
ション等でも援用されている｡
なお､このような相乗効果は､第3回国際シンポジウムにおける吉村の ｢ドバイにおける
ITセンターの成功と周辺国-の影響｣､須藤隆也元駐エジプ ト大使の ｢アラブ ･イスラムに
おけるIT化｣､松本慎二UNESCO文化局エグゼクティブ･オフィス企画担当官(早稲田大学 ･
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客員教授)の ｢アレキサンドリア図書館の歴史的経緯と今日｣等の議論｡
また､2004年10月の国際シンポジウムにおける深見奈緒子 (東京大学)｢イスラム建築に
おける光､音､水､樹木｣､北村 歳治 (早稲田大学)｢イスラム世界の金融｣､飯塚 正人
(東京外国語大学AA研)｢イスラムの生命倫理-クローンと臓器移植-｣､滞田 哲生 (東京
工業大学)｢イスラムと原子力開発｣､菅野 重樹 (早稲田大学)｢ヒューマノイ ド･ロボッ
トは偶像崇拝か｣､酒井 啓子 (アジア経済研究所)｢イラク戦争とメディア｣､高木 徹
(NHK)｢9.11とメディア｣｡
さらに2005年第5回国際シンポジウムにおける佐藤 次高 (早稲田大学)｢イスラムの公
益 ･福祉(マスラハ)と行政｣､A.Shamsuddin(HeadofMuha… adiya,Indonesia)"Muham adiya
andPostTsunamiReconstructionMにおいて､直接､間接的に反映 している｡
5.結語
本科学研究費プロジェクトによる調査研究活動は､多分野にわたる研究者 ･実務経験者の
参加の下に､今日にITを中心とする先端科学技術の視点から､イスラム問題を多角的に取
上げることを目指してきた｡イスラムは､日本では一般的にITのような先端科学技術とは
縁が薄いと見なされがちである｡ しかし､長期的な観点に立てば､イスラムがっい3-4世
紀前まで高度な科学技術を作り上げてきた経緯があり､今日的な科学技術に対する受容性は
きわめて高い｡最近の2- 3世紀の植民地時代の不幸な歴史がそれを押しつぶしてきたと言
えなくはない｡このような見方からすれば､伝統的な宗教あるいは民族という切り口による
イスラム問題-のアプローチには自ずと限度があると考えざるをえない｡
2003年度から2005年度にかけての調査研究活動は､インターネット時代の恩恵を十分に
享受できる環境に置かれてきた｡それは､単にデータ管理や相互の連絡調整等にとどまら
ず､情報 ･データの源の補充 ･拡大､最近時の研究活動状況の把握等､多岐にわたってい
る｡本プロジェクトに参加した関係者は､もちろん各自手法は異なるにしても､今日的な出
来事､背景等に係る情報についてインターネットを通じて即座に知りかつ比較し､その1次
情報を様々な角度から吟味､検討することができる立場を多分に利用できる｡
さすがにイスラム問題の全体的な流れに係る議論 (上記2.(1))等については､これま
でのペーパー媒体による考察が主となっているが､それでも近時の問題になればなるほどイ
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ンタ-ネットに依存する度合いが高まっている｡ 各論における各分野の調査研究活動､特
に､2.(2)(i)の保坂の成果はその典型であろう｡また､2.(2)(i)の北村､2.(2)(ii)の鴨川､
また､おそらく2.(2)(iii)の高橋の研究の成果等は､インターネット情報を大なり小なり
取り入れざるをえなかったことを窺わせる｡その他の成果も､何らかの形でインターネット
の恩恵を受けていることは否定できない｡このような傾向は､我々が接触 したイスラム関係
者についてもほとんど同じ傾向にあった｡言語のバリアを超えれば､イスラム問題の議論は
ほぼ同一次元で展開する道が開けつつある｡
しかし､同時に､インターネット情報は､文献による綿密な確認のみならず､現地に足を
踏み入れ現地の人々と直接議論を戦わせることによって､真実に一歩でも近づくことができ
ると確信している｡その意味では､長谷川､保坂等の現地調査によるデータ ･情報収集とイ
ンターネット情報の確認及び現地の研究者 ･実務者等との議論は､特に重要だったと考えら
れる｡また､そういう調査活動を踏まえた現地でのワークショップは､研究の度合いの深化
及び教育効果において､国内でのシンポジウに勝るとも劣らない成果を上げることができた
と考えている｡
なお､本報告書の記述内容は､あくまでも執筆者の個人的な見解であって､その所属する
組織の見解ではないことを念のために書き添えておきたい｡
2007年3月 研究メンバーを代表 して 北村歳治
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(資料 1)
WorkshopatKualaLumpuronICTInnovationsand
TheirImpactsonSocio-economicandCultural
Environments
.'DialogueinBorderlessWorldandIslamiccontext,March,2004
KITAMURA,Toshiharu+YAMASAXI,Yoshio+YOSHmm A,Sakuji什+
ONO,Takahiko★HOSAKA,Shuji'andHASEGAWA,So'*'
Introduction
The3rdworkshoplentitled"WorkshoponICTInnovationsandTheirImpactson
Socio-economicandCulturalEnvironments:DialogueinaBorderlessWorldandIslamic
Context,MwasheldatMultimediaUniversity(MMU)inMalaysia,underthekind
understandingofProf.Dr.Jasmon,PresidentofMMUonMarch3and4,2004.
MalaysiaiswelknOwnasaMuslimcountryamongthemulti-ethnicity(Pl.1,2).
PrimeMinisterMahathirhasbeentakinginitiativeinpromotingsince1996,and
thisGoverrmentplanismostdeeplyrelatedtotheMultimediaSuperCorridor(MSC),
whichwasalsofbcusedoninthisworkshopfわritsimpactonthesociety.
Wわrkshopsite
TheworkshopsiteatCyberjayaislocatedbesidePutraJaya,andthelocation
includingtheairportandKualaLumpurisasfわlows(Fig.1).MSCisa15-km-
wide,50-km-longreglOnthatconnectsthisKualaLumpurcity, wherethetwin
towersandshoppingmolesstandsidebyside(Pl.3,4),andKualaLumpurlntemational
Airport(KLIA).CyberjayaandPutrajaya,towhichthecapitalisplannedtobe
transferredandwhereconstructionisproceeding,arelocatedinthisreglOn.
InthisMMU,theFacultyofCreativeMultimedia(Pl.5,6),whichwasusedas
thesiteforthisworkshop,isespecialyrelatedtoadvancedtechnology.Toteach
studentsadvancedtechnology,thisfacultyischaracterizedbyteachingstafcolected
fromverywide-ranglngfields,includingcopywriters,screenwriters,broadcast
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englneerS,photographers,animators,computeトrelateddesigners,andothers.This
facultyaimstointegratethesedetailedtechnicalfieldstoconnecttocreativestudy.
Towardthisend,thefacultyworks,asitsbasicpolicy,toactivateclassesthat
tendtoJustPursuethetechnicalaspect,bypromotingtwofeatures:face-to-face
interaction,andonlineclassestorespondtowide-ranglngdemandfわreducation.
Studentsstudybasicsubjectsinthefirstyear,andstudytechnicalfieldsduring
thesubsequentthreeyears･Thestudysubjectscanbelargelyclassifiedintodesign,
Computers,liberalarts(mainlydesignhistory,etc.),andbasicsubjects(mathematics,
English,etc.),andstudentsfinishstudyingcomputersbythefirststageofthe
fourthyear,andtakeaninternshipafterthat.TheFacultyofCreativeMultimedia
wilforwarditsfirstgraduatesintotheworldthisyear.Evenduringtherecent
workshop,anemploymentexplanationmeetingwasheldbycompaniesmakingan
impressivescene･MMUsetupanexhibitionatE-Galery(Pl.7)fortheparticipants
oftheworkshop,whichisitsIT-relatedfacility.Thewelcomepartywasheldby
bothMMUandJapaneseside(Pl.8).
Presentations(pl.9-14)
Asisclearfromtheprogram,agreetingontheopenlngOftheworkshopwas
glVenOnthesecondday, foraschedulereasonoftheMMUcommitee.
ThefirstkeynotelecturewasapresentationbyMr.Fujita,theCEOofSato
Corporation,concernlnghisexperienceinoperatingacompanyinMalaysla.After
describinghiscompany'sbusinesscontentandhistorysince1986,hereviewed
thatthedecisivefactorsintheselectionwereeconomicpoints,suchaslowcost
andbeingtheonlyASEANcountrythatalowedlOO%foreignCapital.Atthesame
time,Malaysia'sculturalandethnicbackgroundwashighlyevaluated.Multi-ethnicity
andthe"LookEast"policyslgnificantlycontributetoSato'smanagementofthe
Malaysiafactory,andtheyalsoindicateMalaysia'sownpoliticalstability2.
ThesecondlecturewasbyPro£Dr.Jasmon,thePresidentofMMU.Hecited
theKoranandHadith,whichreferthatinformationandknowledgeareconsidered
veryImportant,andtherefわreIslamitselfhasnoreligiousreasonthatwouldinhibit
ICTdevelopment･However,heinsistedthatrather,inlslam,believersareencouraged
toseekknowledgeandshareknowledge.Atthesametime,ethicaluseOHCT
technologylSemphasized,whichwilleadtoproperuseOHCTtechnology.
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Session1,"∫mpactsOHCTonEconomicSociety"wasselectedasatheme.
Inthissession,theJapansidepresented,asanissue,evaluationontheMSCby
emphasizingICTusageandstandpointofventurecapitalfinanclng.Thethird
presenterassessedMSCcomprehensively,lnCludingareviewofthecourseofMSC
plannlngSincethe1990sandthefutureprospect,fromhisstandpolntaSaProfessor
dispatchedfromNTTtotheMMU.
Ontheotherhand,theMalaysla-Sidepresentationsinsession1didnotfわcus
onlyonMSCbutconcernedICTitself.Thefirstpresentationwasabouttherelation
betweenIslamicreligionandICT,andthepresenterexpressedtheviewthatIslamic
religiondonotprohibitICTdevelopment;rather,itsdevelopmentshouldbepositively
acceptedforimprovlnglife.Thesecondpresenterexpressedtheimportanceof
ICTuseatthecontactpointsofthethreefieldsof"government,business,and
communlty,"whichhasbeenoverlooked.
Session2centeredonthefieldofscienceandtechnology,underthetheme"ICT
Irmovations."AstotheJapan-sidepresentations,researchlaboratoryfToracousticstudies
introducedtheircurrentresultconcemlng"theissueofenergy/resourceconservation",
whichwasanultimatethemeintheageshiftingfromthe20thcenturytothe21st
century.ThispointisalsodeeplyrelatedtooilandwaterproblemsintheIslamic
world.Further,diversityintheIslamicworldisdeeplyrelatedtothefleldoflanguage,
andsomestudiesaimedtoelucidatethisbasicstructure.
TherlrStMalaysia-SidepresentationinthissessionwasabouttheroleofICT
intheshiftofMSCfTromthelststagetothe2ndstage;and,thesecondpresenter
discussed,whileshowlngabundantactualexamples,howICTisappliedinthe
automobilerouteguidanceintheInteligentTransportSystem(ITS),whichthe
MalaysiaGovernmentispromoting.
Thethemeofsession3was"ICT'sImpactsonCultureandEducation."The
rlrSttalkedaboutcharacteristicdevelopmentsincethe1990S,whichindicateda
riseofbusinesselitegroupsthatpromotedadevelopmentplanbyeliminatlng
bureaucracy,behindtheculturalassetprotectionadministrationinEgypt.Thesecond
pointedouttheexistenceofabroadpopulationwithhighinteligenceinJapan,in
additiontoJapanesepeople'spreferencetowardscienceandtechnology,as
backgroundofadvancedprogressoftrickmechanismsandarithmeticthatcanbe
tracedbacktotheEdoera.ThethirdtalkedabouttheeducationalfieldinMalaysla,
reviewedtherelationbetweenhigheducationinMalayslaandICTfroma
socioeconomicviewpolnt,andexplainedthatICThasanaspectthatinvolvesthe
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genderissuealso･
ThefirstMalaysla-Sidepresenteralsotalkedabouteducationalissuesasatheme,
anddescribedhowthemeritsanddemeritsofpromotingICTareembodiedin
Malaysla.ThesecondexplainedhowICT,whichhasbeenpromotedinrecent
years,isaffectlngthelifestyleandsenseofvaluesofMalaysla,Whichisacomplex
nationethnicalyandculturaly.Thethird,underthethemeoftherelationbetween
ICTandIslam,explainingrealisticaspectsinMalaysla.
Obserbation(pl.15-16)
Observationwasheldafterthepresentation,onMarch5.Wehopedthatthe
currentICTadvanceanditssocialchangewilbeunderstoodnotonlybythe
discussionbutalsobytheactualobseⅣation.Therefわre,wevisitedtheSato.Co.
inMalaysla,WherewasintroducedbyitsCEO,Mr.Fujitaatthepresentation.
PutraJayaisisaslargeasll,320acres,ofwhichover70% isusedasgreen
spaceorwaterside.Here, PerdanaPutra:thePrimeMinister'sOmces,which
representgovemmentoffices,andthepinkPutramosque,Witharchitecturedesigning
fromTurkey,Kazakhstan,andMorocco,standinarowinamostatention-geting
location･ThisPutrajayaalsocontainscommercialfacilities,houslngfacilities,
governmentofrlCeS,andculturalfacilities;andfurther,astadiumandothersports
facilities,athemepark,hotels,andexhibitionsitesareplannedtobebuilt.
Anotherfieldobservationsiteisacompany(SatoCo.)thatdevelopedprinters
thatprlntbarcodesandOCRcharacters,aheadofothersintheworld,in1974,
andthathascontinuallyprogressedasageneralmakerofautomaticrecognltlOn
systems,includingsupplyproducts,notonlyinretailingbutalsoinindustrialand
physicaldistributionfields･Thiscompanyestablishedamanufacturingbasefor
prlnterSandhandlabelersinMalayslainthelate1980S,andithasfbrwardedproducts
toworldmarketsthroughdistributioncentersbothinsideandoutsidethecountry3.
Perspectives
Atthisuniversity,whichisdeeplyrelatedtopromotingMSC(MultimediaSuper
Corridor),logicfわrmationontherelationbetweentherootsoHslamandICTis
recognlZedasthemostimportantpolntatissue,andfわcushasbeenplacedona
one-step-deeperpoint:thepresentstateoHslaminMalaysla.Malaysla,Which
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hasmaintainedapositionasanITequlpmentSupplyce山erfわrtheworld,ispresently
aimlngatmorediversified,aggressiveuseofIT4.TheimpactofITpromotion
ontheAsianeconomylSClearlyhuge,andpresentationsofvarioustheoriesare
madebasedonsuchbackground.Inthisworkshop,WeconfirmedthatITpromotion
inMalaysiahasresultedinthepresentsituationordecreaseddemandfわrtraditional
manuallaborersandincreaseddemandfわrexpertsinITandskiledworkers,and
welearnedthatlaborershavebeenglVennecessarytraining,overadequatetime,
toacqulreITskils,andexistinglaborershavebeenincorporated.InMalaysla,
therearegeneralynotenoughpeoplewithsufficientITskils,butinrecentyears,
relatedcurriculahavebeenincorporatedinalschoollevels,fromelementaryto
university5,andmanyprivateITtechnologytrainingschoolshavebeenestablished,
greatlyafectingtoday'ssituation,includingwomen'sopportunitiesforemployment6.
Thoughwelearnedthesethings,Wecouldnotdiscusssuchissuesasthedigital
divideandinfわrmationmanagementbygovernment,whichwewanttochalenge
inthefuture7.
Program
3March,2004(Wednesday)Registration:8:30-9:00
Session1:ICTimpactsonEconomyandSociety
Chairs:ProfessorToshiharuKITAMURA(GITS,WasedaUniversity),ProfessorMohdIsmail(FOM,
MMU)
Time Presentation Speake
r9:00-9:45 VentureCapitalFinancinginaTclmologyPark:ACseStudyof Mr.SohaimiMohdSaleh(Ph.D.Candid
ate,MdtimediaSuperCoⅣidor(MSC),alaysla GⅠTS,WasedaUnive
rsity)9:45-10:30 TheImpactofICTUtilizationinthe Mr.MohdGaza
liBinAbasMalays1anbnomy (Ph.D.Candidate,GⅠTS,Waseda
University)10:30-10:45
Cofeebreak10:45-ll:15EvolvingICTandMSCDevelopmentBasedDr.KenzoTAKAHASHI(ExecutiveEnginr,NTA
dvanceTechnology)onMalayslanCulture (Professor,PresientOfrlC,Mu
timediaUniversity)ll:15-ll:45ApplicationofIslamicLawinICTIssues Ms.SarabdeenJawahitha(Lecturer,FOM,
MultimediaUniversity)ll:45-12:15Govem ent,BusinessesandCo…unity-atrisectoralapproachtochievesocialbenfitsfomICTinnovations r.JeffreyPhan或Ph.D.Candidate,FOM,MultimediaUniversit
y)12:
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Session2:ICTInnovations
Chairs:ProfessorYoshioYAMASAKI(GITS,WasedaUniversity),Dr.EweHongTat(FIT,MMU)
Time Presentation W eake
r14:00-15:00 Divers止yandPossibilitiesofⅠS血nicScences:CormuncatonandEnergySavingMr.YoshioYAMASAKⅠandMr.Yasuhiro0ⅠKAWA(L∝turers,GITI,WasdaUniverity),Ms.MomokoNAGANO(ResacerISSRGCWasedaUniverity)KiyoshiOGⅠNOandMr. tsuhroIKEHAT (PhD.Candiats,GITS,Waseda
ity)15:00-15:30 ICTirmovationinMalaysla Dr.YewKokMeng(SeniorManagpr,HigherEducationClientSqvicsUnit,ClientSevicsDeparme
nt,MDC)15:30-15:45 Cof
feebreak15:45-16:15 IPv6pentrationinMalaysla Mr.NicholasKraal,(Managg,GlobalBackboneOpe tionDiv
isionNTTMSC)16:15:16:45 DynamicrouteguidanceinITS r.hfPneTeeW飴Jing(Lecturer,FIT,ult
imediaUniversity)4Marc
h,2004(Thursday)Time EVent
Presentation Speaker9:30-9:40 WelcomeSpeech Presid
entorMultimediaUniVerslty9:40-9:50 SpeechfromWasedaUniverslty Objectivesofthisworkshop ProfessorToshiharuKITAMURA(GraduaeSchooofGlobalInfomationandTelecommunica
tionStudiesWasedaUniversity)9:5
0-10:10 SpeechfromMinis
ter10:10-10:40Cofeebrak4 ll25 Keynote Thecorporate ide山止yovertheracsandeligons--InthcsofSATOCORPORATIONMALAYSⅠA一一 M r.TokuoFUJⅠTA(Chaiman&CEO,SATOCorporation,PHDCandidate,WasedaUniversity)Mr.TakhikoONOspeechl (Dirctor,SATOCorporation&Professor,lnstitueofSpatalSciencefr
RegionalandGrobalCulture,WasedaUniVersity)ll:25-12:10 Keynote ICTInnovationsandTheirⅠmpactsnScio-economcandCulturalEvronmnts一一DiaogueiBrderlesWo
ldandlslamicContexl--- ProfessorGhauthJa
smon ,speech2 President(Mult
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Session3:ICTimpactsoncultureandeducation
Chairs:ProfessorSakujiYOSHIMURA(SchoolofHumanScience,WasedaUniversity),Professor
PeterWoods(FCM,MMU)
Time Presentation Speake
r14:00-14:30CurrentTrendforCulturalHerita夢 inCaseofMiddleEastIslam (Egypt)RelatedtoUrbaDvlopmentandⅠTUs ProfessorSakujiYOSHIMURA(SchoolofHurN Science,WasedaUniversity)andM .SDHASEGAWA(AssociateProfessr,InstituteofEgyptology,WasdaUnivr
ity)14:30-15:00TraditionalTechnologyandModemSciencesinthMiddlehstandJapan Mr.ShujiHOSAKA(AssociateProfessor,InstituteofIslamicSciences,WasedaUniv
ersity)15:00-15:30HigherEducationandICTinMalaysia&omGend Perspective Ms.AkkoKAMOGAWA(ResearchFelow,JapanSocietyforPromotiono
fScience)15:30-15:45
Cofeebreak15:45-16:15ICTimpactsonMalaysiaeducation Mr.MazilanMusa,(SeniorFelow/Diector,Cetreforbo mics,SocialStudiesand
Technology,IKIM)16:15-16:45ICTimpactsonMalayslanCulture Mr.ShaikhModSaifuddeenbinShaikhohdSaleh,(Felw,CentreforEcnomics,Soial tudiesa
ndTechnology,ⅠKⅠM)16:45-17:15ⅠCTandⅠslam:AdVantagesandProblems Mr.AhmadZainalAbidin(Lecturer,CenterfoFoundtionStudiesadE虹ensio別ucationMultmea
University)References1TwotimesworkshopsatCairoandTashkent.Islam皮Infbrmation-Telec
ommunicationTechnology-EgyptianandJapanesePerspectives-,ed.byTheCommiteeofIslamand
Information-Telecommuni-cationTechnology,2002,Tokyo.Workshop"IslamandITMatTashkent,
ed.byTheCommiteeoflslamandlnformation-Telecommunication
Technology,2004,Tokyo.2Japanesemanagementfわrthemuslimsinthecompanyhadbeenoncede
scribed.WendyA.Smith,"ManagingEthnicDiversityinaJapaneseJointVentureinMalaysia"(Ma
rch27-28,2002:htp:/W- .iar.ubc.ca/
centres/cjr/smith.pdf)3 CompanyProfile,SATODSC&LabelingWorldwide,SatoCorp
oration(www.sato.co.jp)4"InfbrmationTechnologyinMalaysia:ⅠTExportMarket'(htp:/www.ameri
can.edu/initeb/yo2115a/itexport.html).Regardinginformationcommunications,newbusinesseshave
beenestablished,mainlybylocalcapital,andin2002,MalaysiaTelecomestablishedanewleadingpositi
on,anditistendingtoleadtheindustry."3GLaunchedInMalaysiabyTelekom"(February02,2004,htp:/www.3g.co.uk
/PR/Feb2004/6510.htm15TanSiokChoo,"Leveloffemaleliteracyontherise"(htp:/biz.thestar.com
.my/news/story.asp?file.Suet-lingPong,"EthnicityandSchooolinginMalaysia:TheRoleofPolicy"(ww
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education/actes/comIPong.pdf)
6"TheCostofDoingBuisinessinMalaysia'sSuperCorridor'(http:/www.mdc.com.my/xtras/quickinfb/
Cost-ofJdoing%20buisiness%20in%20MSC.pdf):Gross,A.,山HRinMalaysia:AnOverview"(htp:/
www.pacificbridge.com/pdf/pub_malaysia_2002_hr.pdf)
7Bociurkiw,M.,"MalaysiaKeepsTightControlOverInternetProviders'(htp:/www.hartfわrd-hwp.com/
archives/54/093.html)
(+,十十Professor,GITS;十十十Professor,SchoolofHumanScience;*InstituteofSpatialSciencefor
RegionalandGlobalCulture(SSRGC);**AssociateProfessor,InstituteoflslamicSciences,
***AssociateProfessor,InstituteofEgyptology:WasedaUniversity)
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KITAMURA,T. Workshopon"AdvancedScience&TechnologyandIslam"atITUin2005
WorkshoponuAdvancedScience&TechnologyandIslamn
atIstanbulTechnicalUniversityin2005
KITAMURA,Toshiharu
Theworkshopon"AdvancedScience&technologyandIslam"washeldon
September14and15,2005attheFacultyofElectricaトElectronicsEnglneerlng
ofIstanbulTechnicalUniversity(ITU)(SeeProgram,Pl.1).We,Staffsandstudents
oftheGraduateSchoolofGlobalInformationandTelecommunicationStudies(GITS)
良InstituteoHslamicSciences(ⅠIS)ofWasedaUniversity,havecontinuedthe
atemptstoinvestigatethesocial,economicandculturalproblemsoHslamicworld
whiletheinformationcommunicationtechnologylSadvanclngrapidlyfromthe
crosscutviewpointOHC-centeredadvancedscienceandtechnologyabouthow
themoderntechnologleShaveexertedinfluenceonthesocialandeconomiclife
andculturalactivitiesoHslamandhowtheIslamicpeopleare山ilizingtheseadvanced
technologleS.Forthispurpose,WehavesofarheldworkshopsatCairoofEgypt
(CairoUniversity),TashkentofUzbekistan(TashkentIslamUniversity)andKuala
LumpurofMalaysia(Multi-MediaUniversity).Andfrom2005,Wehavestarted
theattempttoalowthedepartmentstudentsofWasedaUniversitytoparticipate
inthisworkshop.
Historicaly,TurkeylSacountryknowntohavedevelopedrichIslamicculture
atthetimeorOtomanPeriod.Seelngtheoutskirtofthecity,thestudentswho
visitedthiscountryshouldhaverealizedthatthisisthecrosspointofAsiaand
EuropeconnectingtheMediterraneanregion(MarmaraSea)andEurasianContinent
(BlackSea)WiththeboarderlineofBosporusStraight.Also,thecraftworksexhibited
atIslamicArtMuseum andTopkapiPalaceMuseummayhaveglVengood
understandingontheislamicsciences.Fortunately,wewerealowedtostayat
thedormitoryOHTUandhadopportunitytocontactwiththeITUstudents(Pl･2).
Touchingwiththepeopleatthecenterofcity,thestudentsmayhaverecognlZed
Turkeyfromthetwoaspectsofthesocietywhichstrictlysustainsthesystemof
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religiousseparationandtheIslamicsocietywheremorethan90%orpeopleare
Muslim.
ProfessorAtilaBirandProfessorTayfunAkgdlbelongingtOtheabove-mentioned
departmentputtheirlaborstoprepareforthisworkshop.Wehavedeepenedthe
understandingwithbothProfessorsthroughtheInternationalSymposiumentitled
"IslamandIT"heldbyGITS&IIS,WasedaUniversity.TheProfessorsorganized
themeetingqulteWelbyinvolovlngthespeakersnotonlyoftheirUniversitybut
alsoofIstanbulUniversityandBogaziciUniversity,forwhichwewouldliketo
expressheartythanks.FromtheJapaneseside,AmbassadorH.E.TomoyukiAbe
participatedfromAnkaraandgaveinformativespeechabouttheintemationalrelation
ofTurkeyandJapaninthefuture.Also,Ms.MiyukiAokiGirardeliwhoisagraduate
OHTUandisstudyingmodernarchitectureinTurkey (Currentlyalecturerof
BogaziciUniv.)gaveaspeechaboutthecluetounderstandtheTurkishculture
basedonherexperience;Shealsoreadapaperonherresearch(thepaperiscontained
inthisBuletin).Wewouldliketoextendappreciationtobothofthespeakers.
Theworkshopwasheldfortwodaysbeingdividedintothreesessionsofscientific
education,economicsocietyandculturalheritage.Duetotherestrictionofpages,
thekeynotespeechandtwopresentationsareintroducedhere.
Professor,GITS,WasendaUniversity
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KITAMURA,T. Workshopon"AdvancedScience&TechnologyandIslam"atITUin2005
"AdvancedScience&TeclmologyandIslam"
Septemkr14-15,2005
IdrisYamanturkConferenceCenter,Ekctrical-ElectronicsFacuky,IstanbulTechnicalUnivershy
Day1Wednesday-September14,2005
9:00IopeningStatements
Dem'sGreeting
IiE.TomoyukiAbe,Am bassadorofJapaninTurkey
9.15-KeynoteSTXeCh.
FezaGuneTgun:放iefHktoryofIslam icScienceandTechnology
lO:00-10:15COFFEEBREAK
10:15SessionI:
Mか〟kiAoki:OnthetwoEdgesofAsia:ExpenencesIおtweenTurkeyandJapan
<EducationofScience>
(JapaneseSide)
1. BamoSat'dkaTihova:Distanceeducationinh短hereducationalsystem:acomparativeapproach(experienceof
CentralAsian Countries,JapanandMalaysia)
21 SajinaQoLガn'･CurentpositionofIntelectualProperty Rights(IPR)in theFormerSovietUnion:Theviewon
softwareissues
(TurkishSide)
1･TqqunAAgat,SilqmLmBLD'kut:ITinITU
DiscussionofEducationandScience
12:00-14:00LtmCHBREAK
14:00Sessk)nII:
IiETomoyukiAbe,Am bassadorofJapan inTurkqy:JapaneseVenturesinTurkqy
<EconomicandSocialA触 S>
(JapaneseSide)
I.ShujiHasakaINewHorizonoftheArab-Islam icInternet
2.TLAfht'haruKitamuraICurrenttrendofAsianfinancialmarkets(Comparedw辻hTurkey).
(TurkishSkle)
1.SabneKqyamIForelgnDirectInvestmentandTurkq
2.YaalCandkmirITurkishTransportSectorinanInternatiornlContext
DiscussionofEconomicandSocialAf:airs
CocktailParty
Day2ThLWSday-September15,2005
9:00SessionIII:
<ApplicationofModernScience&TechnologytotheFieldofCulturalHer祉age>
(JapaneseSide)
1. SoHasqawaLmdSakujiYLdknunL･ApphcationofAdvancedTechnologyinArchaBOlogy:晩sedonWaseda
Univers祉y'sActivtiesinEgypt
2. YLWhl'OYamasakELmdYamhilVOikawaITheDivers祉yandPotentialofAcoustics.'Energy-savingandsmalLscak
self-sufrlCiency
3. Mib,ukiAoki.･Preservlngthe"Old"andCreatingthe'New':FormationandDevelopmentofO仇oman Ideason
CukuralHeritage
lO:00-10:15COFFEEBREAK
(TurkishSide)
1.GunhLmDLmLSmLm,HdLh'鋤 qy:ArcheometricAnabsesofMetanurgicalSampksfromDemirkoyIronFoundry
ResearchProject.
2.Zqvnq)Ahunbqy:PreliminaryResearchforRestoration
3.AtitlaBilT,MustafaKaq,SbZaSt'Aw :0仙)man DistanceArcheryIbwsandArrows.
Dkcussk)nofCukuralHer祉age
Program
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基盤 摘∋ 澄管等殿科学接衝の祝意を務潰えた耳弟ラ嘉開港の現状と今後鉛展開妄こ開する研究
北村 歳治 イスラムの歴史的な展開と今 日のイスラム問題
く総論>
イスラムの歴史的な展開と今 日のイスラム問題
北村 歳治
は じめに
イスラムの動きは､冷戦後の世界においてますます緊張の度を高めている｡イスラムの問
題は､中東以外の地域にも拡大し､また､非イスラム諸国においてもさまざまの影響を及ぼ
すようになっている｡ 米国では2001年 9月の同時多発テロ事件の記憶が今なお生々しい｡
1200万人のイスラム教徒を抱えるヨーロッパでも､イスラム教徒との共存は複雑な問題を
もたらしている｡中央アジア等でも､イスラム過激派の動きを無視することができない｡東
南アジアでも､フィリピン､インドネシアに続いて､マレーシアと国境を接するタイ南部に
おいて､最近イスラム教徒をめぐる対立が先鋭化している｡
本論は､このようなイスラム問題を､歴史的な視点からアラブ及びその周辺､中央アジ
ア､そして東アジア等に大別して捉え､今日における各地のイスラム問題の一端を論じよ
うとするものである｡ 1､2
1.イスラムの歴史的展開
AD622年の-ジラ (聖遷)の後､メッカを征服したイスラム教徒は､アラビア半島のイ
スラム化 (Islamisation)に大きく踏み出した｡そして､630年代にアラビア半島から堰を
切ったように流れ出て､またたく間に周辺地域を征服した｡その後におけるイスラム教の
外延のプロセスは､今 日の国際問題を考える上で重要な視点を与えてくれる｡ 3
1.1地中海方面とサブ･サ-ラ
アラブ軍が進出する直前には､地中海東海岸に位置するシリア ･パレスティナ地域は､
ビザンティン帝国 (東ローマ帝国)とササン朝ペルシャの抗争の場であった｡610年代に
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は､ペルシャがシリアを占領しさらに南西のエジプトに侵攻した｡そこは､かつてはビザン
ティン帝国の領域だった｡また､620年代には､ビザンティン帝国が反撃に移りエジプ トと
シリアを奪回し､メソポタミア深くまで進出した｡その間､マホメッドは､メッカを逃れて
メディナにイスラム共同体(ウンマ)をつくり､その後のアラビア半島におけるイスラム化の
基礎を固めていた｡
(シリアとェジブ ト)
アラブ軍のシリア進出は､AD630年前後から始まった｡マホメッドの死(632年)を受け､
アラビア半島を越えて布教と征服による急速な拡大だった｡そのスピー ドは､当時の物理
的､地理的条件から考えれば驚異的なものだった｡アラブ軍は､ガラリア湖の東方にある
ヤルムーク渓谷の決戦においてビザンティン帝国軍を打ち破 り(636年)､新たな境界はシ
リアとアナ トリア半島との間にあるタクルス(トロス)山脈となった｡ビザンティン帝国と
の関係は､その後も数世紀にわたって緊張が続いた｡
シリアの中南部方面では､アラブ軍はエルサレムを攻略し(638年)､そしてエジプ トに
進出した(641年)｡新たにイスラム教徒の支配下に入った地域の多くのキリス ト教徒等の
住民は､税 (人頭税ジズヤと地租ハラージュ)を払えば自治を認めるイスラムの政策を受
け入れた｡しかし､同時に､アラブ軍との間には､明確な支配･被支配の関係が築かれた｡
シリア地域は､ウマイヤ朝(661-750年)の支配下に置かれた｡同朝は､イスラムの内
部の抗争 4から生まれ､その基点をアラビアからダマスカスに移動した｡同朝は､キリス
ト教徒に寛容だった｡そして､ウマイヤ朝後期になってから､アラブ人がシリヤ地域に移
住し現地の居住者と同化していくことに伴って､シリアの本格的なイスラム化が始まった
(この時期においてはアラブ化と表現する場合もある)0 5 この時期に､イスラムの世界
は､アラビア半島･シリアはもちろんのこと､北アフリカ､そして後述するように､東方
のメソポタミアからペルシャ､さらに(ペルシャの一部ともいえる)中央アジア南部に､そ
の影響力を及ぼすこととなった｡
エジプ ト･シリア地域は､その後､マムルーク朝(1260-1517年)の時代にかけてさらに
イスラム化が定着していった｡その意味では､シリアとエジプ ト地域のイスラム化は､合
わせて700年前後の歳月をかけたということになる｡尤も､その間､750年にウマイヤ朝
が滅び､アッパース朝が成立しその基点をバグダー ドに置くこととなった(750-1258
午)｡その後は､シリア地域はバグダー ド勢力の一地方に過ぎなくなっていた｡一方､ウ
マイヤ朝の生残 りがイベ リア半島に逃れ､コル ドバを基点とする後ウマイヤ朝(756-1031
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午)を打ち建てた｡こうして､イスラムは東のメソポタミア､西のイベ リア半島を感化し
ていくことになる｡ しかし､栄華をきわめたアッパース朝は､その後､モンゴールの征服
を受けて崩壊した(1258年)｡
アッパース朝の崩壊後､イスラムの基点は､新たにカイロに移動した｡そこでは､マム
ルーク朝(1250- 1517年)が中心となり､独自の軍事体制を構築していった｡それは､後
述するようにイスラムの世界に奴隷として売られてきた トルコ系の兵士等が軍事的に牛耳
る体制だったが､モンゴール軍を打ち破ったのみならず(1260年)､十字軍の戦いにも勝利
しシリア･パレスティナ地域を奪回した｡そして､オスマン･トルコの支配が確立するまで
エジプ トとシリアにおける勢力を維持することができた｡
ちなみに､モンゴールのメソポタミア侵入は､玉突き的に トルコ系､アラブ系の民族を
西方に追いやることになり､その余波はスーダンやヌビアにおけるアラブ系によるイスラ
ム化という結果をもたらした｡
(パレスティナ ･イスラエル問題)
なお､今日のイスラム問題の根幹であるイスラエル問題は､シリア地区の一角にあった
イスラエルがローマによってAD70年に滅ぼされたことに端を発する｡イスラエル人は､各
地に離散しさまざまな迫害に遭遇して､ようやく1948年に建国にこぎっけた｡しかし､そ
の時点からパレスティナ人の生活権､生存権を伴ったイスラエル問題が先鋭化した｡
歴史上では､中近東に接するクル ド人､アルメニア人のようにさまざまな迫害に遭遇し
て危うく消滅しかかった例が数多い｡米国のインディアンもその一例である｡ 歴史の中で
消えてしまった民族も数多くある｡ 極端な例では､アーリア系のジプシーのように､独特
の民族的な慣習を維持しながら､各地で迫害と差別を受け流浪の旅を続けている民族もあ
る｡ジプシーの場合､イスラエル人と違い､経済的な基盤もなければ故国もなく､宗教も
通過するそれぞれの地域の宗教を受入れながら今 日に至っている｡
上記のうち､イスラム教徒が多数を占めるクル ド人は2- 3千万人の規模に及び､ トル
コを中心にイラク､イラン及びシリアの国境にまたがって居住 しているが､独自の言語､
文化･習慣にもかかわらず､国家という概念は霧散しそうになっている｡ 一方､アルメニ
アは､今でこそコ-カサスの一角の小国になってしまったが､かつて4世紀はじめには最
初にキリス ト教を受け入れた大国だった｡不幸なことに､西は トルコ､東はペルシャ､北
はロシアという大国にはさまれ､迫害に追われ続けた｡特に､第一次世界大戦の最中には､
トルコによる大規模な殺教 (100- 150万人)を受け､そのしこりは現在まで続いている｡
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その後､ソ連邦内に組み入れられ､同連邦の中では最小の国として扱われた｡現在アルメニ
アの人口は､380万人にとどまっているが､国外には旧ソ連邦､米国にそれぞれ 100万人以
上､その他の地域を含めれば､国外に650万人ものアルメニア人がいるというきわめて特異
な歴史的な事例を示している｡
このように､中東､コ-カサス､中央アジアには､内陸ならではの民族問題が宗教と殺
教と表裏一体となって積み重なっている｡ そういう中で､イスラエル人のみがAD70年に
消失した国を復興させるのに成功し､なおかつその拡大を図っている｡その背景には､19
世紀末にシオニズムが生まれ強固なバックボーンとなったこと､日本人には考えられない
強靭な民族性､宗教性を維持できたこと､英米の支援を獲得できたこと等の要因が指摘で
きようが､歴史的にはきわめて例外的な事例と言わざるをえない｡ 6 第 2次世界大戦後､
パレスティナ･イスラエル問題は､しばらく東西冷戦の脇役だった｡しかし､冷戦後は国
際的に最も根の深い問題となった｡その間､1978年にはカーター米大統領の提唱でエジプ
トとイスラエルを中心とする中東和平が真剣に協議されたが､1990年代半ばから事態は悪
化､混迷の一途をたどるだけで､未だに和平に向けて展望は開けていない｡7
(アナ トリア)
一方､西北方では､AD1071年にセルジューク･トルコ軍がビザンティン軍を打ち破った
ことを契機に､イスラムはシリアとキリス ト教のアナ トリア半島との間にあるタクルス山
脈を越えて(現在の トルコがある)アナ トリアに入った｡この地域のイスラム化は､これに
伴 うトルコ系の住民の移住が活発化したことによるO その一部は､1299年にオスマン･ト
ルコとして興り､プルサを基点として､次第に勢力を増していった｡さらに､1345年には
ダーダネルス海峡をわたってヨーロッパに入り(現在のブルガリアの国境に近い)アドリア
ノーブル(現在のエディルネ)に基点を移した｡この時から､バルカン地域もイスラムの影
響下に入ることとなった｡オスマン･トルコは､その後中央アジアから西進 してきたティ
ムールの軍勢に敗れたものの(1402年)､直ちに再興を果たした｡その約 50年後の1453年
にはコンスタンティノープルが陥落し､バルカン半島全体がオスマン･トルコに征服され､
その多くがイスラム化の道をたどることになった｡ 8 また､16世紀始めには､エジプ ト
のマムルーク朝を破 り､その支配を(後述の)マグリブ地域にまで拡大することとなった｡
さらに､オスマン･トルコの最盛期に君臨したスレイマン大帝 (1520- 1566年の統治)
はハンガリー南部でマジャール軍を大破し､1529年にはウィーンを包囲しキリス ト教世界
を震据させた (第 1次ウィーン包囲)｡マジャール人は､その頃には既にキリス ト教カ ト
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リック派に改宗していた｡9 その後､ハンガリー は､モンゴールに侵略され､1396年にオ
スマン･トルコとの戦いに敗れ､遂には前述のスレイマン大帝のオスマン軍に大敗した｡10
いずれにせよ､スレイマン大帝時のオスマン･トルコは､バルカン半島から黒海を取り
囲むようにして北は黒海西北部の (現代のオデッサを含む)ウクライナ南部､また東は黒
海の東北のアゾフ海からロシア南部そしてコ-カサスにかけて支配を及ぼした｡11 その
後､オスマン･トルコは次第に衰退の道をたどることになるが､それでも1683年には再び
ウィーンを包囲(第2次ウィーン包囲)だけの余力があった｡尤も､第2次のウィーン包囲
では､結局､オスマン･トルコ軍が大敗し､ヨーロッパ東南部におけるイスラムの退潮が
始まった｡
(北アフリカとサブ･サハラ)
北アフリカでは､ベルベル人を編入したアラブ軍が西端のジブラルタル海峡をわたって
イベ リア半島に進出し(AD711年)､その後､コル ドバを基点に後ウマイヤ朝が成立した
(756年)｡それから約 750年後､イベリア半島のイスラムは､最後のナスル朝がキリス ト
教徒によって滅ぼされたため(1492年)､ジブラルタル海峡を南に退いた｡
北アフリカには､エジプ トを中心に､10世紀初頭からアッパース朝に代わって､ファー
ティマ12､アイユーブ13､マムルーク朝と続き､結局､16世紀にオスマン･トルコの支配下
に入った｡これらの王朝に共通したのは､その基点をカイロに置き､豊かなナイル川沿い
の経済と地中海､紅海とインド洋を結ぶ交易の利益を享受し､イスラムの文化の花を咲か
せたことである｡
ナイルの西方は､マグリブ地域を形成 した(現在のチュニジア､アルジェリア及びモ
ロッコ等)14｡この地域は､最後のナスル朝までマラケシュを基点にしたベルベル人の王朝
(ムラービト朝とムワッヒド朝)､その後現れたいくつかの小王朝の後､東はオスマン･ト
ルコ､西はスペイン､ポル トガルから圧迫されることとなった｡
このように､7世紀から15世紀にかけて､イスラムが今 日の中近東に深く根ざすまで
に､イスラムの中心はアラビア半島からダマスカス､そしてメソポタミアのバグダー ドを
-てカイロというように変遷を重ねている｡
イスラムがアラビア西部から紅海を渡り､またサハラ砂漠を南に越えてアフリカの深層
部に入ったのは､ 2つのルー トがある｡ 15 一つは､紅海､アラビア海をダウ船で南下し
インド洋西のアフリカ東海岸沿いに展開した動きである｡ アフリカ東海岸は､スワヒリ海
岸と呼ばれ､イスラム商人の海上交易が拡大した｡16 イスラム商人の海上交易は､地中
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海の他に､古くから中国､インドを含む東方と､タンザニア､モザンビークを含む南方に広
く展開したが､この南方の海岸地域のルー トに沿ってイスラム化が進行した｡
他のルー トは､マグリブからラクダを使ってサハラ砂漠を越えセネガル川に達し､さら
に東に移動 してニジェール川の水運を使ってアフリカの深奥部に達するものであった｡17
この場合､サハラ西南の縁で ｢砂の中にニンジンのように生えている｣と誓えられた金
が産出され､北から運ばれてくる(サハラ砂漠産の)岩塩との交易が行われていた経緯がイ
スラム商人を強く引き寄せたことが指摘されている｡ この金は､イスラムの金貨ディナー
ルにも貢献した｡こうして､サブ･サハラ(サハラ砂漠の南側)でもイスラム化が進み､ll
世紀にはガーナ王国と接して現れたイスラム商人の町の他に､セネガル川とニジェール川
流域にいくつかのイスラム国が現れた｡13世紀前半から15世紀にかけてマグリブ諸国と
の交易で栄えたマリ王国､それを滅ぼしたソンガイ王国等である｡ マリ王国は､ニジェー
ル川の水運をも支配し､メッカ巡礼を行 う者も現れた｡18
ニジェール川からはるか東方に離れたチャド湖周辺にもイスラム国が成立した｡チャド
湖の地域は､後にリビアを支配したオスマン･トルコの影響を受けるようになった｡しか
し､近世の19-20世紀になると､欧州列強のアフリカ分割の一環として､リビアはイタ
リア領になり､チャド､ニジェール､マリ及びセネガル等はフランス領となって､サハラ
砂漠の交易の伝統は衰退した｡ しかし､その背景にあるイスラムの影響は現代にまで影響
を与えている｡
現在のアフリカでは､ナイル川の西方に砂漠地帯が北回帰線 (23.5度)をまたがるよう
に東西に延びている｡そのサブ･サハラには北緯20度から10度のベル ト地帯にイスラム教
徒が過半を占める諸国が並んでいる｡すなわち､東から､イスラムを国教とするスーダン､
次いでチャド､ニジェール､ナイジェリア､マリ､そして西にはイスラムを国教とするモー
リタニアの他､セネガル､ギニア等が並んでいる｡さらに､イスラム教徒が社会的に影響
力を持つ地域は､赤道直下及び赤道以南の一部の諸国にも及んでいる｡19
(イブン･バ トウ一夕)
地理的な視点を離れ､文化･商業の視点からすると､中世の時代にほとんど想像を絶す
るような一人の大旅行者が現れた｡ジブラルタルの対岸にある(モロッコの)タンジールに
生まれたベルベル人系のイブン･バ トウ一夕(AD1304- 1368年あるいは1377年)は､まず
マシュリクに及び､さらに広大なイスラムの世界に及んだ｡マルコ･ポーロの場合は､主
にモンゴールの支配下にある世界を旅したが､その約50年後にイブン･バ トウ一夕は､モ
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ンゴールの世界をはるかに超えるユーラシア､インド､中国､アフリカの世界を旅 した｡
それは､メッカ巡礼から始まり(1325年)､メソポタミア･ペルシャ､南アラビア･東アフ
リカ､地中海南岸･アナ トリア･バルカン･南ロシア･中央アジア(黒海地域､キルギス平原､
カスピ海の北岸からアラブ海南部さらにアム･ダリア川をさかのぼりサマルカンド)､そこ
からヒンズー･クシ山脈を越えてインダス川流域･インド､さらに東に向かって海路でスリ
ランカ･東南アジア･中国 (泉州･杭州･大都)､さらにインド洋に引き返してエジプ トを経
て故郷に戻り､最後にサハラ砂漠の南西のニジェール川流域･マリ国を回って故郷に落ち
着くものだった(1353年ころ)｡
当時の諸条件から考えれば驚嘆すべき内容である｡ イブン･バ トウ一夕の旅は､イスラ
ムの世界が知的好奇心を刺激するものに満ち､また､平和と繁栄に恵まれていたことを示
している｡ それから650年を-た今 日の世界におけるイブン･バ トウ一夕の旅の地域はさ
まざまな紛争が続出している｡
1.2 メソポタミア､ペルシャとカスピ海
一方､アラブの征服以前のメソポタミア､ペルシャの地域は､ティグリス川東岸のクテ
シフォンに基点を置いたササン朝ペルシャによって支配され､ゾロアスター教徒の世界で
あった｡アラブ軍は､シリア進出とほぼ時期を同じくして､メソポタミアに向かいユーフ
ラテス川をはさんでペルシャ軍と対峠したが(AD630年代)､やがてアラブ軍はメソポタミ
ア地域を征服しザグロス山脈に入 りイラン高原に進出した｡アラブ軍とペルシャ軍の雌雄
を決したのは､イラン高原からイラク北部に抜ける交通路に位置しザグロス山中の要所で
あったニ--ヴァンドにおける戦いだった(642年)0
アラブ軍は､この戦いに勝利した後､北はカスピ海西岸のアゼルバイジャン (640年代)､
東北方にはニシャプール及びメルヴ､そしてスイースタン､(現在のアフガニスタンの)-
ラー ト及びパルフに向かった(650-660年代)｡ そした､さらに東北方に向かい､ヒンズー･
クシ山脈とアム･ダリア川を越えることとなった｡
以下では､メソポタミアとペルシャのイスラム化について略述し､そのあと北方のコ-
カサス周辺及び中央アジアのイスラム化について詳述することにしたい｡
(メソポタミア)
7- 8世紀にかけてのアラブ軍の征服は多分に軍事的なものであった｡ しかし､前述の
ように､ウマイヤ朝後期に入って以降､ペルシャ地域や(現在のアフガニスタン及び中央
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アジア南部の)ホラーサーン地域では､進出したアラブ人が地域の共同体に溶け込み､次第
にイスラム化が進んでいった｡
このようにウマイヤ朝の時代には､イスラムの影響力は､アラビア半島､シリア等の東
地中海沿岸､西方の北アフリカのみならず､メソポタミアからペルシャと(ペルシャの一
部ともいえる)中央アジア南部で､次第に定着していった｡ しかし､イスラムの指導者の
正統な家系をめぐる抗争は､ウマイヤ朝に対する武装蜂起に発展 し､750年にウマイヤ朝
が滅び､アッパース朝が成立し､その基点はダマスカスからバグダー ドに移ることとなっ
た(750-1258年)0
バグダー ドから東西南北にのびる陸海路の交易とイスラム文化の粋を誇ったアッパース
朝は､イスラムの一つのピークをもたらした｡アッパース朝の繁栄は200年近く続いたが､
10世紀初頭には財政が破綻寸前になる等の問題が山積していた｡当時､アッパース朝は唯
一人のカリフ体制を敷き､カリフがイスラム全体を治めていくというシステムを確立して
いたが､財政破綻は軍の不満を招いていた｡当時は既に､奴隷として売られてきた トルコ
系の兵士を雇 う政策を採用するようになっており､この軍が政権を掌握 しカリフの実権を
脅かすこととなった(936-945年)｡
結局､アッパース朝はブワイフ朝に代わったが､同朝がアッパース家のカリフを廃絶し
なかったお陰でカリフ制は存続 した｡ しかし､セルジューク･トルコに圧迫され､1055年
には､バグダー ド入城を許すことになった｡カリフ体制は､政治的な支配者に君主の称号
としてスルタンを付与する等の対処によってしのいだが､200年後には､モンゴールの征
服を受けて崩壊 した(1258年)｡なお､アッパース朝時代に定着 した､奴隷として売られて
きた トルコ系の兵士を雇用する政策は､13世紀以降のイスラム諸王朝に大きな影響を及ぼ
すようになる｡
その後､バグダー ド周辺のメソポタミアは､西のオスマン･トルコと (後述の)ペルシャ
のサフアヴィ一朝との争奪の地となり衰退したが､結局はオスマンの支配下に収まった｡
しかし､長いオスマンの支配の後､20世紀に入ると石油問題が浮上し､最初は英独､次い
で英仏の利害調整を-て､英国の支配下に置かれた｡第 2次大戦後は､反英民族主義､反
共軍事同盟､社会主義､中東世界での孤立化等､さまざまな政治社会的な要因が入 り乱れ､
次第にサダム･フセインが頭角を現していく過程をたどった｡そこでは､クル ド人問題､ス
ンニ派･シーア派対立等が常に付きまとっていた｡
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(ペルシャ)
10世紀以降のペルシャとその東方では､サーマ-ン朝やカラ･ハーン朝等の王朝が並立
したが､13世紀にはモンゴールの影響を受け､複雑な動きとなった｡結局､メソポタミ
ア､ペルシャはモンゴール系の国家に支配され､さらに､AD1400年を前後して トルコ系の
ティムール(1336-1405年)の支配を受けたが､バグダー ド以東のペルシャ等の地域では､
16世紀からペルシャ系のサフアヴィ一朝が現れ(1501-1736年)､カスピ海に近いタプ
リーズからイスフアハーンに基点を移 し､オスマン･トルコと対峠しながらシーア派のイ
スラム体制を強化した｡
しかし､1722年にはアフガン軍に占領され､その後 トルコ系の部族のみならず､北はロ
シア､南は英国の進出を受け混乱が続き､結局､英国に支援されたパフラヴィ一朝が成立
した(1925年)｡同朝は､国名をイランと改め､第2次大戦後は米国の支援を得たが､1979
年のイラン革命により､ホメイニーの指導による宗教指導者の影響力の強いイラン･イス
ラム共和国に変容した｡その影響は､他のイスラム諸国にもさまざまな形で及ぶことと
なった｡
(コ-カサスと南ロシア)
一方､メソポタミアとペルシャの北方､すなわち､黒海とカスピ海とにはさまれ､大小
のコ-カサス山脈を超えた北の草原地帯は､紀元前には騎馬遊牧民のスキタイ人の支配す
る世界だった(コ-カサスはスキタイ語で ｢白雪｣の意)｡その後､さまざまな遊牧民が現れ
たが､7世紀には屈強なハザール人がカスピ海に流れ込むヴォルガ川を基点として王国を
建て､西は ドニエプル川､東はヴォルガ川までに及ぶ支配力を確立していた｡このハザー
ル王国は､非ユダヤ人(おそらくトルコ系)による特異なユダヤ教の国として知られている｡
7世紀後半に北上したアラブ軍は､このハザール王国と対峠した｡同王国はビザンティ
ン帝国と連携し､アラブ軍との間で8世紀に入ってもなお戦闘を繰 り返した｡しかし､そ
の後イスラムとの関係は落ち着き､9世紀には次第に交易関係も盛んになっていった｡そ
の証拠を示すように､8- 10世紀のイスラム銀貨 (ディルハム銀貨)等が北コ-カサス
からカスピ海､アゾフ海 (黒海の東北部)からバル ト海にかけて見つかっている｡ 20
しかし､この時期のイスラムとコ-カサス山脈を超えた北側との関係は､基本的には軍
事的なものであった｡そして､この地域がイスラム化したのは､ヴォルガ川上流のブル
ガール族､アゼルバイジャン地域等､一部に限られていた｡この地域が本格的にイスラム
化したのは､カスピ海より東方の トルコ系民族が12-13世紀以降にイスラム化したこと
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に強く影響されている｡(これについては後述する｡)
その後､ハザール王国は南方の情勢が安定化したものの､北方からはルス(ロシア)人が
侵略を開始し､結局､同王国は862年にキエフ･ロシア国に代わった｡しかし､1223年に
モンゴール軍が侵入してキエフ･ロシアを壊滅させ､さらにポーランド､ハンガリーに攻
め込んだ｡こうしてモンゴール軍はキリス ト教ヨーロッパ世界を震擦させたが､結局､
ヨーロッパから後退 し､カスピ海に流れ込むヴォルガ川下流のサライを基点としてキプ
チャク･--ン国を打ち建てた(1243-1502年)｡ 21
キプチャク･ハーン国の領域内には既に多数の トルコ系遊牧民がおり､モンゴール人の
キプチャク･--ン国は次第に トルコ化していった｡キプチャク･--ン国の第2代のハー
ンだったベルケは､--ンに就く前からイスラム教徒だったといわれている｡ しかし､キ
プチャク･ハーン国全体そしてその周辺地域が広くイスラム化していったのは､ トルコ系
遊牧民が(後述の)スーフィズムの影響を通じてイスラムに改宗していったためである｡ こ
れは､13世紀以降の動きであった｡
キプチャク･ハーン国は､1359年以降､後継者を巡って混乱が続き､その後さらに南か
ら北進してきたティムールの攻撃を受けた(1395年)｡ティムールの軍によって弱体化した
キプチヤク･--ン国は､15世紀の中ごろには､カザン､アス トラハン､シベリア､大オ
ルダー等の諸ハーン国に分裂した｡これらのヴォルガ川東西のモンゴール･トルコ系の諸
国(タタールと呼ばれる)は､その後､キリス ト教であるルスの小国から発展したモスクワ
公国によってバランスが逆転していった｡これがロシア側から見た ｢タタールのくびき｣
からの脱却である (1480年ころ)｡そして､ロシアは､モスクワのイワン4世(雷帝)の1550
年代以降､これら諸--ン国を征服､併合していった｡22 これら諸ハーン国では､いず
れもロシア帝政､その後のソ連体制の下でイスラムの問題は潜在化 していくこととなっ
た｡こうして､ロシアはイスラム教徒の諸民族を支配する多民族の帝国となっていった｡
一方､コ-カサスについては､1810年代に入ると､ロシアはキリス ト教のグルジア王
国､アルメニア王国を併合し､直ちに山岳地域のダゲスタン､チェチェンのイスラム教徒
と対立した(1810年代)｡ しかし､これは泥沼のコ-カサス戦争となり､1861年になって
ようやく制圧することができた｡コ-カサス戦争が一応終了すると､ロシアの関心はすぐ
さま中央アジアに拡大した｡
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1.3中央アジア
(トランス･オクシアナと中央アジア)
アラブ軍がヒンズー･クシ山脈を越え､パルフを収めた後､中央アジアに横たわる2大
河川のうち南側のアム･ダリア (オクサス川)を越えて中央アジアに本格的に進出したの
は､前述したように､ウマイヤ朝のAD700年代に入ってからであった｡アラブ軍はさらに
東北方に進み､中央アジア諸部族から強い抵抗を受けながらも､サマルカンド､フェルガ
ナ等の中央アジアの繁栄した地域を征服していった(730年代)｡ようやく､サマルカンド
やフェルガナにおけるアラブの支配が安定化したのは740年代に入ってからであった｡そ
して､東方の大国､唐の軍とペルシャ人等を編入したアラブ軍とが対決したのはフェルガ
ナに近いタラス河畔であったが(751年)､さすがのアラブ軍の東進もここでさえぎられる
こととなった｡23 しかし､この時期のイスラム化は､まだ部分的なものに過ぎなかった｡
中央アジアを故地とした トルコ系民族の本格的なイスラム化は､10世紀前後から始まっ
た｡その過程は､ トルコ系民族の宗教観が当初のシャーマニズム､その後の仏教､マニ教24
等-の対応に見られたようにさまざまの宗教に受容的だったことで説明されることが多
い｡しかし､ トルコ系の人々は､中央アジアに興り次第にイスラム化していったカラ･ハー
ン朝 (840- 1041年そして東西に分裂して～ 1212年)以降､イスラム教徒から他宗教-
改宗することはなかった｡25
-方､軍事的には､セルジューク･トルコ(1037- 1157年)のように､ペルシャに進出し
西進してバグダー ドに入城 してイスラムの宗教的な権威を奪い取 り(1055年)､遂にはアナ
トリアでビザンティン帝国軍を打ち破った動き(1071年)､また､オスマン･トルコ(1299-
1922年)の動き等､いずれもトルコ系民族の華々しい活動を示している｡ また､ トルコ系
の奴隷兵士の動きは､アフガニスタンに興 りインドのイスラム化にも影響を与えたガズニ
朝(977- 1186年)､また､シリア､エジプ トを支配したマムルーク朝(1250- 1517年)等
にも大きな影響を与えた｡特に､故地である中央アジアのサマルカンドを中心に華々しく
活躍したティムール朝(1370- 1507年)､あるいは中央アジアからインドに進出したムガー
ル朝(1526- 1858年)等は､イスラム化した トルコ系民族の軍事的才能を示している｡
(スーフィズム)
中央アジアのイスラム化とそれが他の地域に与えた影響という意味では､スーフィズム
(イスラム神秘主義)が重要である｡ これは､スンニ派の流れを汲み､8世紀の後半にイラ
クで始まり､12- 13世紀に中央アジア等を中心に盛んになった｡粗末な衣装(ス-フ)に
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満足する禁欲的な性格を持ち､他方でリズミカルな舞踏で無我の境地に達しながら神に近づ
く中央アジア的なイスラム教徒(ス-フィー)は､シャーマニズム的な側面を持ったトルコ系
民族に広く受け入れられた｡しかも､彼らに対するス-フィーの布教は､アラビア語ではな
くトルコ語で行われた｡ ティムールが遊牧民出身のスーフィズムの教師ヤサヴィ-(1103-
1166年)を崇拝し､これを擁護したこともスーフィズムの拡がりに影響している｡
このヤサヴィ-教団は､主に中央アジア北方のシル･ダリア流域におけるイスラム化に
貢献し､また､同じスーフィズムのナクシュバンディ教団は南方のアム･ダリア流域のイ
スラム化に貢献した｡このスーフィズムは､中央アジアの歴代の支配者によって保護され
たばかりでなく､オスマン･トルコにも影響し､中近東､ロシア､バルカン半島にも広ま
ることとなった｡さらに､教団化(タリーカ)して力を蓄えたスーフィズムは､インドや東
南アジアにも影響を広げていった｡26
(東 トルキスタン)
イスラムがAD751年のタラスの戦いによって東進を阻まれたことは､既述したが､アル
タイ山脈と天山山脈にはさまれたジュンガル盆地､また天山山脈の南側のタリム盆地､そ
してこの2つの盆地から東側にかけては､ トルコ系の東突蕨の出身である遊牧民ウイグル
族が勢力を確立していた｡当初､ウイグル族は､マニ教の影響を受けていたが､その後は
仏教､ネス トリウス系キリス ト教(景教)等も受容した｡このころ､中央アジア南部とアフ
ガンに興ったサーマ-ン朝(875-999年)はすでにイスラム化していた｡また､それと前
後して中央アジア東端部からタリム盆地にかけて興ったカラ･ハーン朝(840-1212年)も
早くからイスラム化していたが､このカラ･ハーン朝がウイグル族のイスラム化に大きく
影響した｡それは､950年前後とされている｡ 27
ウイグル族のイスラム化は､急速に定着した｡28 しかし､漢族との対立は絶えなかっ
た｡19世紀に入っても､1860年代に中国西部で大衝突が生じ､また､1870年代に中央ア
ジアのコ-カン ド出身のヤークーブ･ベクによるイスラム教徒の反乱が生じたり､1940年
前後には日中戦争等により中国が混乱していたときに､短期間ではあったがイスラム系の
独立共和国が存在したこともある｡ しかし､1949年には人民解放軍の支配下に入 り､情勢
が一段落したと考えられた 1955年には新彊ウイグル自治区が設けられた｡
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(アミール･ティムール)
トルコ系の諸民族は10- 11世紀にイスラム化し､その後はむしろ西進して､前述のト
ルコ系民族の活躍につながっていった｡ウイグル族を含めトルコ系の諸民族は､東西に及
ぶ トルキスタン地域を形成した｡東西の トルキスタンを統合しようとしたのは､ティムー
ル(1336- 1405年)だった｡
ジンギス･ハーンの第2子であるチャガタイが建国したチャガタイ･ハーン国は､モン
ゴール部族間の内部対立の後､オゴタイ･--ンと一体化して中央アジアを支配し､その
後その一角からティムールが現れた｡ティムールは､モンゴール･トルコ系の大小の諸部
族を率いて､南征した｡その途上､ハーンを補佐するアミール(司令官)の地位に甘んじつ
つもイスラム教徒としての支配者の権威付けを手にし､短期間のうちに中央アジアを支配
しティムール帝国を打ち建てた(サマルカンドを首都としたのは1370年)0
ティムールは､中央アジアを中心に､アナ トリアを始め南北(ペルシャ､デリーから北
はキプチヤク･ハーン国等を含む)に戦いを進め勝利を重ねた後､明(1368- 1644年)を興
したばかりの永楽帝をモンゴールの敵､イスラムの敵とみなして明征服を目指して東征に
向かった｡しかし､その途上で急死した｡
ティムール帝国の後は､中央アジアはコ-カンド､ブハラ､ヒバの3ハーン国に分裂し
ていくが､いずれも1860年代にはロシアの植民地として組み入れられていった｡これら
ハーン国を支配するために､タシケントに トルキスタン総督府が設置された｡ロシア帝政
のイスラム対策は時期によって相違があるが､文明化とキリス ト教の名において行われた
ため､中央アジア諸民族の反発は絶えなかった｡その後のソ連体制下では､無神論を背景
に､諸宗教の特権は剥奪され､社会の限界的な地位に押しとどめられたが､イスラム教徒
の場合は反体制に結びつく慣れが加わったために､抑圧の度合いは顕著だった｡
上記のように､ トルコ系の諸民族は広大な範囲にわたってイスラム化し､また既に西進
していたモンゴール族を包摂していった｡しかし､イスラム化したものの､中央アジアの
トルコ系遊牧民は､結局は分岐し互いに抗争し､そして諸ハーン国に分立した結果､民族
的､政治的な統一は失われた｡このような中で捕虜､奴隷となった トルコ系の人々がエジ
プ ト､インド等まで売られていった｡しかし､その奴隷兵士自身が13世紀以降そこで新
たな勢力を築いていったのが､前述のマムルーク朝であり､後述のデリー･スルタン朝で
ある｡ その後の トルコ系イスラムの動きは､それぞれの地域に同化していき､19世紀の欧
州列強の植民地化政策の中で､次第に政治的､社会的な影響力を失っていった｡
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1.4 インダス以東と東南アジア
(インダス流域からインド-)
アラブ軍のインド進出は､AD660年代に既に始まっていた｡これは､ペルシャ湾､アラ
ビア海沿いの海路が中心であった｡しかし､この頃のアラブの進出は軍事的なものであっ
た｡すなわち､改宗よりも服従させることが基本であり､税を納める限り､ヒンドゥー 教
等の信仰を容認したといわれている｡ インドでは､都市部に多かった仏教徒と農村部に多
かったヒンドゥー教徒という構成であった｡商業に従事していた仏教徒はイスラム化して
いく傾向を示したが､農業とカース ト制度に守られたヒンドゥー教徒はあまり改宗しな
かったといわれる｡ その後､イスラム化した(アフガン地域の)ガズニ朝がセルジューク･
トルコ等に押されて北西インドに侵入し､北､西インドは次第にイスラム化していった｡
こうした中で､ペルシャ系をも含めた トルコ系イスラム教徒のデリー･スルタン諸王朝
によるヒンドゥー教徒中心のインド支配が進行した(1206-1526年)｡また､この時期に
スーフィズムがインド内部にも伝わった｡こうしたイスラム王朝は､当初､軍事的な色彩
が強かったが､次第に寛容的になり結局はインドの伝統的な社会に君臨するような立場を
とることとなった｡この時期と次のムガール帝国の時代に､イスラム教はヒンドゥー教の
習慣､風俗と融合しながら､各地に拡大していった｡これが今日のパキスタン､北インド
そしてバングラデシュのイスラム化の経緯である｡29
1526年に､中央アジアのフェルガナ出身で､ティムールの血を引いたパープルがモン
ゴール･トルコ系の兵を率いて北インドに進出し､その後､パープルの子孫の王がアフガ
ニスタンからインドにいたる広大な地域を統治した(モンゴールが靴ったムガール帝国)0
ムガール帝国は､政治的にも文化的にも18世紀前半まで勢力を誇ったが､それはペルシャ
や中央アジアからイスラム教徒を引き寄せることにもなった｡しかし､18世紀の中ころか
らは弱体化し､英国の東インド会社の勢力が急激に拡大し､セポイの反乱を機にムガール
朝の王位が廃され(1858年)､ヴィクトリア英女王が兼任するインド帝国となり､政治的､
軍事的にはイスラムの世界から離れることとなった｡
(東南アジア)
東南アジアの海域におけるイスラム教徒の活躍は､8世紀以来の長い歴史にさかのぼ
る｡ 尤も､8世紀のイスラム商人は､あまりイスラムの布教に熱心でなかったと言われて
いる｡既に､この地域はヒンドゥー教と仏教が深く根を下ろしていたこともある｡しかし､
前述のように､インドの西北部から次第にイスラム化が進展するのに伴い､13世紀末に
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は､現在のアチェを含むスマ トラ島の西北部に､スム ドラ･パサイ王国が出現し､14世紀
後半から15世紀にかけてはジャワ島の東北部にイスラム諸国が成立した｡マルコ･ポーロ
やイブン･バ トウ一夕が見聞した光景は､アラブ･ペルシャ商人やイスラム化したインド商
人によって隆盛をきわめた交易の光景だったと考えられる｡ おそらく､イスラム商人の活
発な商業活動と高い水準の文化､科学がこの地域の諸民族を魅了し､イスラム化の契機に
なったと考えられる｡ また､スーフィズム等がその後に影響 したのであろう｡
このような動きの中で､14世紀末にマレー半島の南西部にイスラム国であるマラッカ王
国(1390年代～ 1511年)は､その建国者がイスラム教徒に改宗したこともあり､東南アジ
アにおける交易の中心地として重要な役割を果たした｡30
このイスラムの交易活動に沿って､イスラム教は､ジャワ島ではイスラム諸都市が分立
し､また､カリマンタン島､スラウェシ島､ミンダナオ島に拡大し､また､その北部のフィ
リピン諸島のモロ族にもつながった｡31 その後､ジャワ島では1527年にイスラムのマタ
ラム王国が成立し､現在のイン ドネシアに相当するほぼ全域がイスラム化した｡
このように16世紀末にイスラム化は､東南アジア､特にマレー系のマレーシア､イン
ドネシア､そして東南アジア島喚国に定着した｡この地域では､今でもイスラム教徒の比
率がきわめて高い｡特に､イスラムの交易ルー トに沿った人口2億 2千万人余のインドネ
シアは､世界最大の 1億 8千万人のイスラム教徒を抱えている｡ 32 これに対し､仏教の
伝統が強いインドシナ半島のミャンマー､タイ､カンボジア､ラオス及びベ トナムでは､
イスラム人口は5%以下となっている｡ 33
東南アジア諸国を全体的に見ると､総人口5億 1千万人のうち､イスラム教徒は2億2
千万人､約40%の比率を占めている｡そして､この地域のイスラム教徒は､中東地域との
間で､日本人の予想を超えるイスラム教の巡礼､師弟､婚姻､教育､観光､同盟関係等で
結ばれるネットワークがある｡ 要するに､民族的な結合意識と同時に､イスラム教徒とし
ての国際的な同胞意識がアジアの東南部においても根強く続いている0
1.5 イスラムの外延と縮小
イスラムの外延の動きは､17世紀ころまでさまざまな形で展開していった｡13世紀に
モンゴールの動きによって中央アジア等のイスラム化は中断されたが､それでも､東西の
交易に活躍していたイスラム教徒とモンゴール人との間には直接･間接に深い関係が保た
れていた｡そして､フビライ･ハーンが南采を征服した時に (1279年)､陸路経由の北西か
らのイスラム教徒とすでにアラビア海､インド洋､ベンガル湾､南シナ海等の海路経由で
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盛んに交易に従事していたイスラム教徒が結びつくことになった｡イスラム化した トルコ系
の諸民族も､イスラム商人の広大な商取引圏の恩恵をこうむった｡イスラム教徒のイブン･
バ トウ一夕の大旅行､明の時代に雲南出身でイスラム教徒であった鄭和の中東大遠征(1405
-1433年)も､この時代の恵まれた条件を十分に享受することができた｡16世紀以降急速に
浮上してきたポル トガル人による略奪､布教､交易が交錯した時代でも､主流はまだイスラ
ム教徒に握られていた｡
しかし､18世紀以降は､ポル トガル等に代わった英国等のヨーロッパ列強の進出が著し
く､西は北アフリカ､中東から東はアジアまで､イスラム地域の実質的な支配権を手に入
れることになった｡それに伴って､イスラムの諸国家は､植民地化され､矯小化していっ
た｡イスラムの外延は終わり､縮小の過程に入っていった｡
これに対するイスラムの反転は､早くには18世紀後半のワッハーブによるイスラムの
純化と復興の動きや､19世紀末のジャラムディン･アフガニの汎イスラム･反欧州帝国主義
の動きに萌芽が見られた｡しかし､実際の社会的な反転は､20世紀に入りアジアの東端の
日本が日露戦争でロシアを破ったころから､さまざまなイスラム地域に現れた｡エジプ ト
の農民の反英闘争､青年 トルコ人革命､オスマン･トルコに対するアラブ反乱軍とアラビ
アのローレンスの出現､ガンディーの反英運動と組んだインドのイスラム教徒の反英運動
等である｡ 第1次､第2次世界大戦を-て反転の動きは次第に勢いを増していったが､そ
の主要なエネルギー源は民族独立運動であり､科学技術･文化､社会制度は遅れて欧米に
追随するような形で今 日に至っている｡
2.今日の各地のイスラム問題
東は東南アジア､西はイベ リア半島､北は中央アジアとロシア､そして南はアフリカに
拡大したイスラムの世界は､今 日､それぞれの地域において複雑な動きを示した｡
広く報道されているように､2001年の9.11多発テロ事件は､イスラムの中心地である
サウジアラビアをも揺るがすような兆しを見せている｡ 過激派の中心人物であるオサマ･
ビン･ラデン以外にも､資金の一部がサウジから出ているという噂に加えて､テロリス ト
の中にサウジ出身者が頻繁に見出されるようになってきたからである｡ さらに､サウジア
ラビア国内においても2004年 5月にテロ事件が連続して発生 し､また王室の腐敗等の情
報がインターネットに現れるようになってきている｡
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これに､2004年のマイケル･ムーアのドキュメント映画 ｢華氏911｣や米国のブッシュ
政権とサウド王室の関係を扱った出版物が関心を高めさせている｡ その内容の適否を別と
しても､欧米の知識層のみならず､サウジアラビア内部にも､民主化なりサウド王室の伝
統的な基盤であるイスラムの純化を目指すイスラム改革運動のワッハ- ビズム
(wahhabism)の在り方に強い関心を持つ人々が現れるようになった｡34 これに対し､サ
ウジ政府は批判派に対し同国が現在改革を進めていると反論し､きわめて厳しい態度で臨
んでいる｡ その結果､2004年になって､米国政府すらもサウジのスタンスを批判し始めて
いるというのが現況である｡
一方､これも広く報道されているように､イスラム問題の根幹に触れるパレスティナ･
イスラエル問題は､多大の流血を伴う暴力的な対立がもはや解決不可能ではなかろうか､
という絶望感すらもたらしている｡ 筆者は､この問題の専門ではないが､地域格差という
観点から､次の点を常々不思議に感じている｡
すなわち､第1次世界大戦の直後のパレスティナにおけるユダヤ人は25,000人 (5%)､
所有面積は6%足らずだった｡しかし､1947年にパレスティナ分割を行った国連決議の際
には､ユダヤ人は65万人､そしてパレスティナの56%の土地を所有していた｡そして､第
1-4次の中東戦争の悲惨な戦闘を-た後は､イスラエルの人口は現在663万人 (うち､ユ
ダヤ人は77%の510万人)､これに対しパレスティナの居住人口は330万人 (パレスティナ
人全体の規模は難民387万人を含めて717-930万人)となっている｡ また､イスラエルの
面積は全体の78%を占めている｡ 35 経済的な格差も著しく､1人当たりGDPは､イスラエ
ルの16,250ドルに対しパレスティナは1,300ドルと10倍以上の格差となっている｡
パレスティナ･イスラエルについては､一方で､パレスティナのアラフアット議長に率
いられたpLOの統治能力が厳しく問われている｡ 他方では､問題を混迷化させているイス
ラエル政府のこれまでの拡大路線 (expansionism)が国連決議違反を含めて国際な非難を浴
びている｡2004年末の大統領選を目前にした米国の態度はイスラエルのシャロン政権に対
し宥和的な態度に終始しているが､筆者はフェアネスの観点からこの点にも常々疑問を感
じている｡
以下では､英国､ トルコ､マレーシア､タイ及び中央アジアで筆者がこの1年に見聞し
議論してきた4つの地域のイスラム問題に焦点を絞ることとしたい｡
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2.1 ヨーロッパとトルコ
(ヨーロッパ内のイスラム問題)
ロンドン･エコノミス ト誌によれば､EUは､イスラム教徒が人口の7.5%(500万人弱)を
占めるフランス､3.6%(約300万人)を占める ドイツ､2.5%(約 150万人)を占める英国､
1.7%(約 100万人)を占めるイタリア､6.2%(約 10万人)を占めるオランダ､そして 1.2%
(約50万人弱)を占めるスペイン等となってお り､全体として1200万人(EU全体の人口比
率3.2%)イスラム教徒を抱えている｡
そのEUにおいては､増大するイスラム教徒を抱え宗教的な多様化にどう対応するかと
いう問題に直面している｡ 36 個人主義的な意味での平等主義の原則を重んじるフランス
でも､北アフリカ出身のイスラム教徒を抱え､女性のベール(スカーフ)着用を公立学校で
禁止するいわゆる ｢ベール禁止法｣が2004年になって関心を集めた｡2004年9月から施
行されたが､その実質的な標的がイスラム教徒と見なされていただけに､施行の途端にイ
ラクの武装勢力は同法の廃止を求めてフランス人記者を泣致 した｡37
また､多くの植民地を抱え異文化に対 して多元的､寛容的だった英国でも､パキスタン
等のようにかつての植民地からのイスラム教徒に加え､新たにアルジェリアやアルバニア
等からのイスラム教徒の移民を抱え､ロンドン北部のフィンスベ リー公園地域で紛争が起
きている｡ そして2001年9月の同時多発テロ事件以来､国内のイスラム教徒 と非イスラ
ム教徒の関係は先鋭化 した｡英国内のイスラム過激派の動きは､穏健派の英国モスレム評
議会(theMuslimCouncilofBritain)を苦しい立場に追い込んでいる｡ 反抗的かつ自己主張的
な一部のイスラム教徒の動きと大衆紙のタブロイ ド版メディアの感情的な反応がこれに拍
車をかけている｡ これは､EUにある程度共通 した現象である｡
EUの拡大とともに､中(東)欧諸国は､今後イスラム教徒を圧倒するようなキリス ト教徒
をEUに送 り込むことになる｡ 人口2200万人のルーマニアのイスラム教徒は200万人を占
め､ トルコと隣接する人口1千万人弱のブルガリアも100万人のイスラム教徒を抱えてい
る｡ この両国のイスラム教徒の人口比率は10%前後とEU平均3.2%に比べれば高いものと
なっているが､仮にこれ ら2国が2007年にEUに加盟 したとしても､すでに先行 してEU
メンバーとなるポーラン ド等の中 (東)欧諸国がほとんどがキリス ト教徒のために､EU在
住のイスラム教徒は､全体としてマイノリティの地位に甘んじざるをえない｡38 しかも､
トルコのEU加盟は､後述のように､2004年の12月に交渉が開始されるのかどうかが決ま
る程度で､その成否は混沌としている｡ 見ようによっては､EUの拡大とともに､イスラ
ム教徒は反って疎外されていく可能性すらある｡
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(トルコ周辺のバルカン諸国とキプロス)
第2次世界大戦後は､ソ連体制とは一線を画しながら､チ トー 大統領がバルカン諸国の
異なる民族をまとめユーゴスラビア連邦を運営してきた｡しかし､1980年に同大統領が死
去し､1990年に社会主義諸国が独自の路線を歩みだすと､ユーゴスラビアは内戦状態に
陥った｡特に､ボスニア･-ルツェゴビナでは､民族と宗教が入 り混じった紛争が続いた｡
すなわち､カ トリック派であるクロアチア人､そしてオスマン･トルコの時代には支配層
であったイスラム教徒と被支配層であった東方キリス ト正教派のセルビア人とが入 り乱れ
ての戦いの連続であった｡また､コソボを巡ってセルビア人とアルバニア人の戦いが続い
た｡いずれも､NATO軍の空爆によって内戦の終結に目処がついてきたが､かつて ｢バル
カン的｣という形容詞が意味したように､モザイク的に混合 した民族､宗教問題の解決困
難な状況は消滅 していない｡
バルカン半島の東南に位置するトルコ周辺においても､イスラムの問題はさまざまな影
を投げかけている｡ キプロスは､1960年にイギリスの植民地から独立して､キプロス共和
国となった｡ しかし､ギリシャ系の初代大統領が憲法を改正 して トルコ系住民(人口約80
万人を擁する同島の北側 3分の1の地区において トルコ系は20%弱の人口比率)の権利を
制限しようとしたために内戦となり､結局､国連軍の駐留によって紛争が回避された｡し
かし､1973年にギリシャに誕生した軍事政権がキプロスでクーデターを起こしたため､ ト
ルコ政府は1974年 7月に トルコ系住民の保護を目的に トルコ軍を進駐させた｡そして､
1983年にトルコ系住民は ｢北キプロス･トルコ共和国｣の独立を宣言した｡39 その後､1999
年に国連が南北のキプロス代表に調停案を提示し間接交渉が始まったが､特に進展なく
2004年を迎えることとなった｡
この問題は､2004年のEU拡大統合の際に､キプロス問題として国際的に一躍脚光を浴
びた｡結局､同年 5月 1日のEU拡大においては､キプロス島の南部分だけがEUに加盟す
ることになり､北の トルコ系の地域はEU加盟から取 り残されることとなった｡
ギリシャ系の立場からは､国連の保証が必ずしも当てにならない状況では､ トルコ系キ
プロスとの統合は ｢EUの南東に民族間の殺教というボスニアの再現｣あるいは ｢EUにイ
スラムの トロイの木馬｣をもたらすことになる､という懐疑論となる｡ EUの中では､特
にフランスの懸念が強かったといわれている｡ これに対し､歴史的に因縁浅からぬ ドイツ
がソフト路線､そして トルコの軍事的機能を重視する米国が トルコを支持､というのが当
時の背景だった｡
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少しうがった見解は､EUの本音は ｢トルコ系住民の地域を無視した場合､ギリシャ系住民
との所得格差が1/4にとどまり､また同地域の失業率が高いままとなる｡それでは､対立状
態は解消されない｡したがって､ トルコ系住民の地域に経済支援を行い､経済発展の過程で
統合を図る｡｣と見る｡40 すなわち､ギリシャ系住民の住む南側の地域は､北にトルコ系が
残る限り､EUにおけるキプロスの経済は不安定なままで､とても通貨 ｢ユーロ｣との統合は
おぼっかない｡一方､ トルコ系住民にしても､｢現状のままでは､経済の低迷から脱却できな
い｡所詮は､経済的な発展を求めざるをえない｡｣が本音だと見る｡したがって､両者の帝離
は実質的にはそれほど大きなものではない､という見方である｡
このようなうがった見解は､キリス ト教､イスラム教という宗教色を越え､経済的な理
由で問題の解決が可能､という方向を示している｡だが､以下に見るように､単純な統合
シナリオに疑問をさしはさむ向きが強い｡
(トルコのEU加盟問題)
キプロス問題は､2004年秋以降に始まるトルコのEU加盟 ｢交渉｣を考える際に､多くの
インプリケーションを持つ｡ これは､既述した16-17世紀に現実となったオスマン･トル
コの脅威の時代を努第させる｡EU加盟に際しては､人権の尊重､民主主義､市場経済化等
の条件を示した ｢コペンハーゲン基準｣と呼ばれる1995年の欧州理事会の決定がある｡ 人
口規模から見れば､ ドイツに次いで､7千万人を擁するトルコ経済の好転と民主化の動き
には目覚しいものがある (EuropeanisationofTurkey)O しかし､EU加盟の最小限の基準として
民主主義と多元的な寛容を要求するEUの目には､ トルコの世俗化(政教分離)したイスラム
主義は依然として不確定要素が多く残っているばかりか､ヨーロッパキリス ト教世界にとっ
て将来の不安定材料になる(IslamisationofEurope)ものとして映る場合が多い｡41
経済の好転といっても､ トルコは依然としてヨーロッパの基準から見ればきわめて貧し
い国であり､また､地政的にも東は不安定な不安定なイラク､イラン､シリア等と接して
いる｡英･独･仏等の主要メンバーは､欧州の安全保障やエネルギー資源の輸送経路を確保
すること等の長期的な問題を考慮し､公式的には トルコ加盟の方向のポジションを示し続
けるだろうが､イスラム的な復古調の逆戻りとかイスラムの内部対立の余波に対する懸念
は絶えない｡42
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2.1 スーダン等のアフリカ諸国
マグリブ諸国 (リビア､チュニジア､アルジェリア､モロッコ及びモーリタニアの5カ
国)は､1950-60年代に植民地の宗主国の英国あるいはフランスから独立した後､1980
年代にアラブ･マグリブ連合(AMU)を結成した｡域内には､イスラム本来の姿に戻ろうと
する原理主義の動きもあるが､カダフィ(大佐)に率いられたリビアを除き､近年ではおお
むね平和的な国際関係を維持してきた｡そのリビアも､2003年 12月には大量破壊兵器計
画の廃棄を発表し､2004年には米国を含めた国際社会との協調に踏み切った｡
一方､スーダンの問題は混迷を極めている｡ 同国は､1956年にエジプ トと英国から独立
したアフリカ最大の面積を持っ国だが､独立以来､北部のイスラム教徒のアラブ人と南部
のキリス ト教あるいはアニミズムを信じる黒人系住民との間で紛争が絶えなかった｡しか
し､国の政策としては､社会経済活動についてイスラム教のシャリア法を包括法として取
り入れ､宗教国家としての性格を打ち出していた｡
スーダンは､また､アル･カイダの拠点を含め過激派の組織を受け入れてきたとも言わ
れている｡ そのため､1990年代後半には同国の国際活動の制約等を内容とする国連によ
る制裁を受け国際社会から孤立したこともあった｡2001年以降は､西側の隣国チャドとの
国境に近いダルフール州を中心に自治拡大を求める黒人系勢力と統治能力に欠けた政府側
との間で紛争が続いている｡ 要するに､政府の意向を受けたアラブ系民兵は黒人系の土着
民と対立し､これまでに死者 5万人､難民 140万人をもたらすなどきわめて大規模の人道
危機､虐殺につながっているとの報道が引きも切らない｡統治努力を怠るスーダン政府に
対しては､2004年7月以降､石油や武器の禁輸､渡航制限等の国連による制裁が待ち受け
ている(2004年 9月末の時点)0
このダルフールの問題は､単に宗教の対立問題として整理することはできない｡その背
後には､民族対立に加えて､貧困と干ばつによる困窮に政府の腐敗が拍車をかけていると
いう事情がある｡また､イラク治安問題の悪化という今日の国際情勢の中で国際的な共同
作業が困難になっているという事情も重なっている｡ 一般的な国際世論は､アフリカの結
束を目指したアフリカ連合(AU)による介入に期待するという論調になっている｡ しかし､
既に派遣が決まったルワンダにしてもナイジェリアにしてもアフリカ諸国自身の統治力が
問われているのが実情であろう｡ ルワンダは､10年前に80万人が外部から救いの手を差
し伸べられることなく虐殺されていった辛苦をなめたばかりだし､ナイジェリアにして
も､国内のキリス ト教徒とイスラム教徒の内部対立を抱え非常事態にある｡
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そして､隣国のチャドでは､1960年の独立当初は北部のアラブ系イスラム教徒と南部スー
ダン系の非イスラム教徒の争いだったものが最近では軍部の派閥闘争に転じているといわれ
ている｡
2.3 中央アジア周辺
既述のように､中央アジア周辺のイスラムの動きは､諸ハーン国に分岐しロシア･ソ連
体制に組み込まれていく過程で､次第に潜在化していった｡しかし､ソ連邦崩壊後､イス
ラム問題は､急速に表面化してきている｡ 現在のロシア内には､約 1200-2300万人のイ
スラム人口があるといわれている｡ その中には､コ-カサスを中心に､広く知られるよう
になったチェチェンの他､アラブ諸国よりもイスラムを篤く信奉していると自称するダゲ
スタン､イングーシ等の自治国がある｡ また､その近くの自治共和国､さらに､2004年9
月に多数の児童が殺害された北オセチア(南オセチア自治州はグルジアに所属)､グルジア
に所属するアブハジア等のイスラム問題も指摘されている｡ これらの問題も既に広く報道
されている｡
以下では､筆者が強い 関心を持っている中央アジアとその周辺に焦点を絞ることにしたい｡
(中国のウイグル問題)
中国のイスラムの動き､特に西域のウイグル族は､なかなか分かりづらい｡例えば､中
国当局はイスラム人口を約 1800万人としていたのに対し､ロンドン･エコノミスト誌は1
億3300万人と報道した｡43 後者の数字は､英国イスラム評議会(MCB)の資料に基づくと
思われるが､7-8倍の違いがある｡ 仮に中国側の情報に基づくとしても､新彊ウイグル
自治区の人口は2000年時点で約 1800万人､そのうち漢民族が約 3分の1を占めているの
で､新彊ウイグル自治区だけのイスラム教徒は約 1200万人ということになる｡ この他に
も､イスラム教徒は､北京を含め中国各地に居住している｡
1990年代に入 り､中央アジア諸国の独立に刺激されたこともあり､新彊自治区でのウイ
グル族の民族意識は､イスラム意識とともに急速に高まった｡東 トルキスタン独立の動き
が再燃 し､1992年のイスタンブールにおけるトルコ系民族会議でもその反映が見られた｡
同時に､暴動が多発するようになり､1997年2月には同自治区のウルムチで連続バス爆破
事件が発生し､また､カザフスタンの国境近くでも多数の死者をもたらす衝突が生じた｡44
その後も､同地区の独立運動の動きは根強く､類似の事件の報道が続いている｡一方､2001
年9月の同時多発テロ事件に先立つ6月には､ウイグルの過激派はアフガニスタンで新た
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な組織を結成 したとの報道も見られた｡
2001年の中国の対応は､その後の中国の動きを見る上で重要である｡ この年､中国は､
新彊自治区のウイグル族の動き以上に深刻な形で､米･中関係の亀裂の問題に直面してい
た｡それは､同年4月の南シナ海における米偵察機 との接触事件に象徴的に示されてい
る｡ 両国の急速な硬直化亀裂の深層を反映して､中国は､ロシア､カザフスタン､キルギ
スタン､タジキスタンと遅れて参加したウズベキスタンとともに､2001年6月に新たに上
海協力機構(sco)を設立した｡その後､9月の同時多発テロ事件が発生し､米国は中国に
対する態度を大幅に軟化させた｡その結果､SCOの反米的な要素は陰に隠れることとなっ
たが､消えたわけではない｡
SCOはその後も会議を重ね､2004年6月の第4回会合がタシケン トで開かれた｡そこで
は､6カ国の協力関係を構築する一環として､イスラム過激派を念頭に反テロ機関を正式
に発足させすることとなり､タシケン トがSCOの反テロ･センター(Counterte汀Orismcenter)
として位置づけられることとなった｡留意すべき点は､2001年の同時多発テロ事件以降､
中央アジアにおいて次第に強まってきた米国の存在に対する懸念がこれら諸国の間に大な
り小なり共有されていることであろう｡ なお､中央アジアを越えて､イスラムの問題が先
鋭的に現れている中東では､中国の存在感はまだ目立っていない｡しかし､米国主導の中
東の動向に対し､いずれ中国の胡錦涛体制がロシアやヨーロッパ諸国と連携ととりながら
発言を強めていくことも十分予想される｡
(独立後の中央アジアのイスラム問題 (1990年代))
中央アジアのイスラムは､ロシア帝政と特にその後のソ連体制下における無神論の教育
の普及､時には圧殺を伴 う没イスラムの浸透のなかで､隅に押しやられた宗教として存命
してきたO当時､中央アジアを支配したのは､｢統一的な多民族連邦国家｣という認識で
あり､モスクワを起点とする中央統制の末端を担う職務の遂行だった｡そして､(タジキス
タンのペルシャ系の伝統を除けば)トルコ系とイスラム系という同質的な地域として位置
づけられた｡こういう環境下で､一般のイスラム教徒はむしろ無垢の状態に近く､社会生
活で宗教色が出ることに控えめだった｡尤も､ソ連がペレス トロイカ等の改革運動に動き
出したころには､中央アジアの一角､ウズベキスタン､キルギスタン及びタジキスタンの
3国が入 り混じるフェルガナを中心にすでに改革の可能性をイスラムに求める動きが胎動
していた｡
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1991年ソ連邦崩壊に伴う中央アジア諸国の独立は､政治指導者にそれぞれの国のアイデ
ンティティを求めさせた｡多くの場合､それはそれぞれの歴史と歴史上の人物であり､ま
たイスラム教だった｡イスラム教については､コーランの配布､モスクの修復等を中心に
サウジアラビアとトルコがすぐさま反応した｡尤も､中央アジア諸国の指導者は､その後
の支援について必ずしもこれを歓迎し続けたわけではない｡彼らは､その余波を早い段階
から看取していたからである｡
ウズベキスタンの場合､フェルガナでは1991年に急進的なイスラム組織との衝突が生
じた｡その後の動きは過激化 し､後述のように､フェルガナを中心に深刻な問題となって
いった｡タジキスタンでは､1991年からイスラム勢力が反政府の武力闘争を繰り広げた｡45
それは､中央アジアの中では最も解決が困難な問題だった｡46
キルギスでは､情勢は比較的安定していたが､貧しい南部オシュ州､バ トケン州は､タ
ジキスタンとの国境を越えたイスラム過激派の影響を受けやすかった047 カザフスタン
では､反政府のテロ活動は特に報道されなかったが､南部の国境地帯は常に不安定な状況
に置かれていた｡48 トルクメニスタンは､ニヤーゾフ大統領の極端な独裁体制の下で一
応の安定が保たれていたが､実情は不明な点が多い｡49
(2000年以降の中央アジアのイスラム問題)
中央アジアのイスラム問題は､独立以降､社会･政治改革と無縁のものではなくなった｡
しかし､中央アジア諸国の指導者のイスラム認識は､独立直後と異なり､急速に慎重なも
のに転化していった｡特に､1990年後半､アフガニスタンにおけるタリバンの北上の動き
が顕著になってきてから､イスラム問題の取扱いが慎重になった｡1999年以降は､爆破等
のテロが中央アジア諸国に次々と頻発した事情もある｡ さらに､反政府的な動きがイスラ
ムと結びつき､その判別が事実上不可能になってきたこともある｡ 市場移行国では､民主
化､市場経済化は遅々としている｡ 自由主義的な現代化は､短期的には所得格差を産み出
し経済社会に歪みと腐敗をもたらしやすいが､それに対する不満や苛立ちがイスラムの急
進的な動きに結びつく傾向が目立っようになってきた｡50
同時に､中央アジア諸国の政府関係者が懸念するように､イスラム過激派は中央アジア
域内外で強弱はともあれ何らかのネットワークで結ばれている可能性が高い｡その根底に
は､心情的にウイグル的な東 トルキスタンの設立の願望につながるものがある｡ また､旧
ソ連体制に比べても､従前の集団指導体制に比べて最近のあまりにも独裁的な長期政権の
動きに対する抵抗も否定できない｡さらに､旧ソ連体制とは異質の社会経済的な格差と腐
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敗に対する糾弾もある｡ そして､これらの不満がアフガニスタン等を追われ各地で連携を
狙っている過激派と性急に結びつく傾向を否定できない｡あるいは､人命を無視した物理
的な破壊､狂信的なテロの要素もあろう｡しかも､このようなテロが貧困､差別等の問題
に直結しながらごく少数のグループでも実行可能になってしまっている｡
過激派に言わせれば､それだけ､中央アジア諸国の多くが絶望的な状況に置かれている
ということになろう｡ これに対し､中央アジアの政府関係者は､このような性急な動きを
イスラムのテロ行為と断 じてそのネガティブな側面を強調する｡
反政府の動きに対する抑圧で深刻な人権問題が狙上に上り､強い批判を浴びているのが
ウズベキスタンである｡だが､自由化が進んでいるといわれるカザフスタン､キルギスタ
ンにしても根幹的なところでは類似している｡ トルクメニスタンにいたっては､国民の数
より多いニヤーゾフ大統領の肖像画等が立ち並び､おびただしい数のイスラム関係書の焼
却が命じられたとか､各月の呼称に大統領の名前を入れたとか､もはや常識のみならず非
常識をも飛び越えた内容の噂が流布されている｡ タジキスタンでは､内乱収拾の直後だけ
に未だ噂は少ない｡しかし､政府の権威主義的な色彩が強まるとすれば､これからウズベ
キスタン等と似たような問題に直面する憤れがある｡
(過激派テロに対する中央アジア諸国の対応)
中央アジアにおけるイスラム過激派に対する対策の問題に焦点を絞れば､テロに対する
危機意識は､米国の2001年 9月の同時多発テロ事件に先行 している｡ これは､1999年 2
月にウズベキスタンで大統領暗殺未遂の連続爆破事件が生じ､同年 8月にはチェチェンで
分離派が蜂起した事件等が背景にある｡ 51 また､カザフスタン南部でも2000年 10月に
は､中央アジア諸国の政府を倒 しイスラム国家の建設を企図しているといわれるイスラム
過激主義組織 ｢ヒズブ･タフリール｣のビラが大量に配布され､その後も同組織の活動が
散発した｡さらに､キルギスタンでも､1999年と2000年にウズベキスタン･イスラム運動
(IslamicMovementofUzbekistan､IMU)による侵入が活発化した｡
このような動きを背景に､ウズベキスタンは､従来のロシアを忌避する態度を修正し､
2000年にはテロ対策を模索するロシアに接近する動きをとった｡ウズベキスタンは､こう
して一方でロシアとバイラテラルの形で軍事協力を結び､他方で米国との間でも安全保障
の協力関係を模索していたともいわれている｡ これが2001年 9月の同時多発テロ事件後
の迅速な行動につながった｡(中央アジア諸国の個々の対応については､本論の末尾に付論
として掲げておく｡)
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2.4 東南アジア
東南アジアでも､イスラム過激派アブ･サヤフ･グループ(As°)の動き等が頻繁に報道さ
れている｡ 52 ASGは､フィリピンのモロ民族解放戦線から独立し南部に拠点を置きなが
ら､アル･カイダとの関係も指摘されているグループである｡ このような動きもイスラム
問題の一つとして無視できないが､本論では東南アジア諸国のうち､特にインドネシアの
政治問題とマレーシア北部の国境周辺のイスラム問題に焦点を当てることとしたい｡
この両国では､経済成長策とともにイスラム重視の政策が採られた｡尤も､両者には基
本的な差異がある｡ イン ドネシアは85%強のイスラム人口(1億 7千万人)を抱えながら
も､世俗化(政教分離)された意味での民族意識が強く､多様性の中の統一というアプロー
チがとられてきた｡そこでは､イスラムが政治の前面に出ず､イスラム教も国教ではない｡
そして､スハル ト政権の32年間は､実務者中心のゴルカル党がイン ドネシアの政治社会
問題を仕切ってきた｡
これに対し､マレーシアは､英国植民地から独立した際にスルタン制を引き継いだ｡
(ブルネイではさらにイスラム主義が前面に出され､イスラム王権が継続した｡)そして､
イスラム教徒がインドネシアに比べて60%と相対的に低いにもかかわらず､イスラム教を
国教とし政策の隅々に細かな配慮を行ってきた｡その背景には､22年のマハティール政権
の間に､急進的なイスラム化政策を掲げる野党に対応するために､ある程度のイスラム化
は譲らざるをえなかったと解釈する向きもある｡
(インドネシア)
1997年の東アジアの通貨 ･金融危機は､インドネシアのイスラムにも微妙な変化を与
えた｡スハル ト体制の間にイスラム政党は細分化し､1998年にワヒド政権に移った際には
かろうじてイスラム諸グループは結束を維持 したものの､その後は分岐の色彩を強め､
2004年4月の総選挙においては宗教色のない(かつてのスハル ト政権の与党であった)ゴル
カル党と(メガワティ現大統領の)闘争民主党の2党の陰に隠れた｡53 その後の2004年 7
月の大統領選挙では退役軍人の前政治･治安担当相大臣ユ ドヨノの率いる民主党に関心が
集まったものの過半数に至らず(33%)､メガワティ現大統領(27%)との間で､9月20日
の決選投票に持ち込まれた｡その結果は､ユ ドヨノ61%､メガワティ39%とい う結果に
なった｡このような流れの中で､イスラム諸グループの動きはほとんど言及されなかっ
た｡宗教色の薄いこれら2政党(あるいは4政党の国民連合)の陰にあって､イスラム諸勢
力は静かな動きにとどまった｡
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インドネシアにおいては､1999年には東ティモールにおけるキリス ト教徒との対立､流
血事件､2002年にはバリ島におけるイスラム過激派組織ジュマ･イスラミーア (JI)54による
爆破事件も生じている｡また､アチェ問題も残っている｡このように､政治･社会を取り巻
く状況はかなり流動的だが､平静のうちに行われた今回の大統領選挙は､イスラム教徒が
大多数を占める国において民主主義が着実に定着できることを示しているといえよう｡
(マレーシアとタイの深南部)
マレーシアにおいては､2003年 10月にイスラム教を重視したマハティール政権からア
ブドラ政権に代わったが､そのイスラム路線に変化はない｡但し､同国は､非イスラムの
中国系とインド系の住民が33%以上を占めており､イスラム教徒は前述のように60%を
占めるに過ぎないため､イスラムと非イスラムのバランスが重要な政治的な課題となって
いる｡ 日常生活では､2004年に入って､携帯電話のショー ト メッセージ･サービスを利用
した懸賞の抽選がイスラムに反するギャンブルと認定され､また､靴の小売店で豚革の靴
の売り場が分離される等の動きが見られた｡しかし､内外から強い関心をもって見られて
いるのは､以下に述べる国境を接するタイ深南部のイスラム地域の問題である｡
タイの深南部は1909年にタイに併合されたが､この地域のマレー･イスラム4県には仏
教国のタイの少数派であるイスラム教徒(約600-800万人)の大多数が住んでいる｡ 同地
域は貧困層が多数を占め､教育等の面で後進地域とされ､パタニ県はタイから分離しょう
とする動きも生じていた｡そういう中で､2004年のはじめにタイ兵士が殺害され多数の銃
器が略奪された事件が生じたが､これを契機に､イスラム3県には戒厳令が敷かれ､また､
4月28日には銃撃戦の中で100人以上が殺害されたために､一挙に国際的な関心を集める
こととなった｡その理由の一つに､この事件が東南アジアにおいてイスラム国家の建立を
目指す過激派ジュマ･イスラミーアとの関係が取りざたされたこともある｡
その後も殺害事件が続き､事件に関係しているイスラム過激派がマレーシア内に潜んで
いるのではないかという問題を巡って両国の外交問題に発展 した｡両国は､8月に同地域
の経済的な発展を図るために協力することに合意した｡しかし､その後も､殺害事件の関
係者の一部がスーダンで訓練されていたのではないかとする疑惑が生じ､緊張関係はエス
カレー トした｡これに対するタクシン首相の強引な鎮圧策は､2004年夏までに300人を越
える死者をもたらし､国連等からも批判的な目で見られることとなった｡さらに､タイに
おけるイスラムの人権擁護弁護士が5月に粒致された事件にタイの警察当局が絡んでいる
のではないかという疑惑も持ち上がり､事態は複雑化した｡なお､この事件の延長で､マ
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レ-シアのクアラルンプールでは､2004年4月にもミャンマーを脱出したイスラム教徒が
イスラムに厳しいミャンマー大使館に火を放つという事件も起きている｡
3.各地のイスラム問題の意味
3.1 イスラム問題の歴史的な概観
宗教に対する関心は､布教の熱意とその宗教を取り巻く付帯的な条件に左右される｡あ
る宗教を担 う民族が科学技術､芸術文化､軍事力等に秀でていれば､他の民族はその宗教
に魅せられる場合が多い｡おそらく､イスラム教においては､当初は聖戦の使命感に支え
られた軍事力がプラスに幸いし､その後は高い科学技術と芸術文化がイスラム教に対する
関心を高めるのに役立ったと考えられる｡
イスラムのピークはいくつかある｡ 一つは､AD750年にバグダー ドを基点としたアッ
パース朝であり､この時代には東は唐との接点とインダス川まで､西はイベリア半島の後
ウマイヤ朝まで東西に広く領域が拡大した｡次に､イスラム圏が10世紀ころから分裂に
入った後も､イスラムという共通のネットワークを基礎に､海陸でイスラム商人の活動が
展開され､それとともに高い水準の科学技術､芸術文化等が広汎に浸透した｡さらに､オ
スマン･トルコのスレイマン大帝の時代には第 3のピークを迎え､イスラム圏はユーラシ
ア､アフリカの旧大陸の広い地域に影響力を及ぼし､軍事的､政治社会的にもヨーロッパ
に対する脅威 となった｡
だが､その後のヨーロッパの立直りは目覚しかった｡一つの転機は､オスマン･トルコ
が1566年にベネチア領のキプロス島を占領した5年後に､スペインとベネチアの連合艦
隊にギリシャ西部のレパント沖の焼烈な海戦で敗れたことだった｡これを契機にキリス ト
教世界はイスラム世界に対する自信を回復した｡また､1683年には､オスマン･トルコは
第2次ウィーン包囲に失敗して後退した｡こうして､17世紀以降､ヨーロッパ列強は､科
学技術､芸術文化､軍事力等いずれにおいてもイスラム諸国とバランスできる体制に入っ
ていった｡その後の動きは､前記 1.5｢イスラムの外延と縮小｣で述べたとおりである｡
以下では､3- 4のイスラム問題に対する感想を記 しておきたい｡
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3.2 中東のイスラム問題
イスラム地域といっても､20世紀初めにオスマンから独立したアラブ諸国､20世紀半
ばに植民地から独立した東南アジア諸国､20世紀末に社会主義から独立した中央アジア､
21世紀に入ってもなお貧困と混乱に見舞われているアフリカ諸国等､さまざまである｡そ
こに共通しているのは､民族的なアイデンティティの模索とイスラムの国際的な連帯､そ
して立ち遅れた科学技術･文化と低迷する社会経済である｡ その動きは､欧米先進諸国の
期待通りに展開するほど単純ではない｡イスラム諸国内では､内部的な申し蝶と不平等が積
もり重なり､穏健派の基盤が脆弱なイスラム地域では､反欧米主義､反グローバリズム等
と結びつき､しばしば目標を失った暴力的な動きに陥っている｡
特に､中東及びその周辺では､困難なさまざまな問題が山積した｡その根底には､依然
としてパレスティナ･イスラエル問題があると考える｡ 多くの民族の興亡に満ちた世界史
の教訓は､隣り合 うグループ､民族の節度ある共存ということであろう｡ パレスティナ･
イスラエル問題が先鋭化する以前には､問題解決の努力はまだ穏健派によって方向づけら
れる余地があった｡しかし､あい次ぐ衝突と紛争は問題の解決をますます困難なものとし
ている｡ 55 2001年 9月の同時多発テロ事件は､イスラムの過激な行為がもたらした悲劇
だったが､その前後のイスラエル寄りかつユニラテラリズムともいえる米国の中東政策
は､欧米先進諸国間にも亀裂をもたらしたと同時に､中東以外のイスラム諸国におけるイ
スラム穏健派と急進派の間の関係を対立させた｡
1970年代には､米国にはまだフェアな外交姿勢があった｡筆者には､最近 10年の米国
主導の国際政策におけるフェアネスの喪失がもたらしたコス トは予想を超えるものがあっ
たと思われる｡ 複雑化したパレスティナ･イスラエル問題の難しさは､アレキサンダー大
王が断ち切ったゴルディオスの結び目の比ではない｡もし日本が米国一辺倒の政策を続け
るならば､国際社会において日本は翻弄されざるを得ない｡
このような状況下で､米国は､2004年5月のG8外相会議において､西はモロッコから
東はパキスタンまでの ｢中東地域｣について､独裁排除､男女平等､公正選挙等を内容と
した ｢民主化｣路線(大中東圏構想)を打ち出した｡アラブ諸国は当然反発し､欧州も米国
の強硬路線の修正を求め､結局､6月の主要国首脳会議の声明に収まった｡56 その間､日
本の多くの論調がパレスティナ･イスラエル問題の解決に全力を注ぐ重要性を指摘してき
たのは当然であろう｡
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3.3 その他の地域のイスラム問題
その他の地域のイスラム問題は､それぞれ性格が異なる｡ これらを一括的にイスラム問
題として議論することはあまりにも危険である｡
(トルコとヨーロッパ)
トルコのEU加盟については､最近のヨーロッパにおける論調のいくつかは､あまりに
もイスラムの異質性を強調 しすぎている印象を受ける｡ 要するに､ トルコのEU加盟は問
題が多く時期尚早であるという論調である｡ しかし､ トルコは､1995年のコペンハーゲン
基準を念頭に､ここ数年民主的な改革を進めてきた｡1980年代以前の トルコを考えれば隔
世の感がある｡ 死刑制度は廃止､拷問は非合法化されたし､少数民族のクル ドの人権にも
配慮が払われた｡国際的にもキプロスの トルコ系住民とギリシャ系住民との融合にはきわ
めてリーズナブルな判断を下している｡
2004年 10月の欧州委員会は､ トルコの加盟 ｢交渉｣ に入るかどうかの勧告を検討する
段階であり､12月のEU首脳会議はそれを踏まえて ｢何時｣交渉に入るかを議論すること
になっている｡ 日本風にいえば､入学試験に合格するかどうかではなく､受験できるかど
うかの段階なのだ｡そこでは､｢宗教｣は加盟条件･基準にはなっていない｡問われている
のは ｢民主主義｣であり ｢市場経済化｣であって､イスラム教徒の数の多寡ではない｡イ
スラム教徒が多数を占める国に民主主義が存在しうるかというパーセプションをEU自身
が持っているかどうかが問われている｡ にもかかわらず､EUのメンタリティにはきわめ
て強い ｢蹟曙｣がある｡ EUの政治指導者の中には､油に火を注ぐような失言も見られた｡
パレスティナ･イスラエル問題に対する米国のフェアネスが問われているのと同様に､EU
についてもフェアネスが問われている､と考えるのが自然であろう｡
(中央アジア)
中央アジア諸国のイスラム問題は､独立後の1990年代と2000年代に入ってからの時期
とではその性格に相当の差が現れてきている｡ 特に､タリバンの影響が中央アジアに感得
できるようになった1990年代後半からは､過激派に対する対応が前面に出てきており､イ
スラム問題は即テロ対策という色彩すら帯びるようになった｡中央アジアにおけるイスラ
ム過激派の動きは､もちろんチェチェン等とのネットワーク的なテロ行為に注視しなけれ
ばならないが､テロ対策ですべてが済むわけではない｡
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中央アジアでは､民主化､市場経済化がもたらす深刻なひずみと硬直的な政治･社会体制
の問題が根底にある｡市場経済化は遅々としており､その過程で生ずる所得格差の拡大がも
たらす貧困と腐敗の問題は､時には政府に対する急進的な批判となり､時にはイスラムの過
激派の議論と結びつく｡ 同地域では､イスラムは穏やかな伝統的な生活慣習に貢献している
が､素朴なイスラムは急進派の議論に利用されやすい面がある｡一度その素朴さと急進的な
行動が結びつき､それに対する政府の弾圧が行われれば､事態は悪循環に陥る｡しかも､中
央集権的､統制的という社会的な伝統もネガティブに働く｡ 結局､選挙プロセス､人権問題
等における不正､弾圧等という結果を伴っているのが中央アジアに大なり小なり共通する問
題である｡
中央アジアのイスラム問題は､コ-カサスの民族独立と結びついたチェチェン問題とは
異なり､統制的な経済社会からの脱却を図る移行期における政策的な文脈できめ細かく捉
えていく必要があろう｡
(東南アジア)
東南アジアでは､インドネシアにおけるイスラムの世俗化(政教分離)の流れとタイ･マ
レーシア間のイスラム問題対処のこじれが対照的である｡ 後者は､タイに属するパタニ県
がかつてはイスラムのスルタン領だったものがタイに併合されたという歴史的な経緯もあ
る｡ しかし､それ以上に､そういう地域に育ったイスラム教徒の若者がスーダン等でアラ
ビア語を学ぶという名目で教条的な教えのとりこになり､結局､現代社会との乱棟のなか
で犠牲となっていく姿はあまりにも悲劇的である｡ タイの深南部にあって､貧困と差別､
それと裏腹の乏しい教育･就職機会が若者をそういう犠牲に追いやっているという面から
の対策の考慮が不可欠である｡
明るい面では､マレーシアのように､自国に伝統的なイスラムを尊重しながらも先進諸
国に追いっこうとする努力が先端技術の積極的な取り入れ等を通じて､具体的な成果を上
げている｡一例は､日本に先んじたETC(electronictolcolection)システムの導入である｡ 同
国の先進諸国からの直接投資の受け入れ､国内の企業活動の促進も､これまでに雇用･所
得の水準を引き上げ､国民生活の向上に貢献した｡
1997年以降低迷を続けたイン ドネシアも､同様の方向に舵を切 り替える段階に差しか
かった｡マレーシアの現代的な成功は､他のイスラム諸国に一つの指針を与えることにな
ろう｡ また､マレーシアやインドネシアの民主化は､世俗主義のイスラムのモデルが十分
に活力あるものであることを示している｡
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同じアジアに身をおく我々にとっては､マレーシア等の経験を学びながら､イスラムの問
題に対する感覚を研ぎすます必要があろう｡生活慣習の違い､その背後にある価値観の相違
等を的確に認識することは､我々の生活感覚をも豊かなものにしてくれる｡身近な問題とし
ては､マレー シアでは､イスラムの教義に沿った調理を行う ｢-ラル｣指定の飲食店や施設
が目立つようになり､同国を訪れる観光客の関心を呼んでいる｡情報通信技術の先端を行く
ICタグの機能とその一般化を考えれば､食品の素材等についての追跡調査(traceability)が容
易になり､宗教的な慣習の相違の問題を技術的にミニマイズしていく可能性もある｡
おわりに
日本を含む先進諸国は､このようなイスラム問題にどのように対処しているのだろう
か?地味な所では､さまざまな経済的､技術的な支援が続いている｡目立っ所では､米国
主導のテロとの戦いの武力行使にどのように参加するかという問題がある｡ 前者について
は､経済的､技術的な支援も流れに樟さすにはあまりにも激流､乱流の社会政治情勢に
なってしまったという観もある｡ かといって､後者もそれほど効果を挙げているとは言え
ない｡国連の平和維持活動 (PKO)を越えた武力による強制措置は､ソマリア等では事実
上無に帰した｡2001年 9月以降の米国主導の武力優先策も､各国の十分な理解を得るのに
成功していない｡
ただ､唯一の救いは､和平に向けての夢がまだ残されている点である｡ あれほど残虐と
混迷に見舞われたバルカン半島においては､1999年のコソボ危機を乗り越えた後に和平が
多少なりとも舞い戻り､その後､マケドニア等に問題を残しながらも､経済的な活気が生
じて将来に対する夢が芽生えてきた｡また､アジアでもマレーシアがイスラムの国として
着実に民主化､市場経済化を推進しているのはきわめて心強い｡さらに､最大のイスラム
教徒を擁するインドネシアにおいても､長年の腐敗と混乱の中から民主的なプロセスの可
能性が見えてきた｡中央アジアでも､カザフスタンが経済の低迷を打開する糸口に達し
た､という観測もある｡
しかし､このような動きがそのまま他のイスラム地域に当てはまるという保証はない｡
イスラムの内延的な動きはこれからであり､我々日本人にとっては､それぞれの地域･国
のイスラム問題を的確に理解することが第一歩となろう｡
≪付論≫ 過激派テロに対する中央アジア諸国の対応
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<ウズベキスタンの対応> 米国の対イスラム過激派戦略にとって､アフガニスタンに直
結するテルミズに近いハナバー ド空港等は不可欠だった｡米国は､タジキスタンのクリヤブ
空港とキルギスタンのマナス空港にも､強い関心を持った｡一方､カザフスタンは､基地提
供の意向を表明したが､地理的に離れていたこともあり､米軍にとっては必ずしも便利なも
のではなかった｡ウズベキスタンにとっては反テロリストの気運の中でアフガニスタンにも
潜んでいた反政府グループ､ウズベキスタン･イスラム運動(IMU)を一挙に駆逐する契機を
えるとともに､自国が攻撃されたときには米国がその防衛に協力する確約も得た｡カリ-モ
フ大統領は､この緊張感を背景に2002年 1月の選挙で大統領の任期を5年から7年に延長
する国民投票で91%の支持率を確保するのに成功した｡
その後の動きとしては､2004年3月と7月にタシケントを中心に爆破事件が連続した｡同
国政府は､これらをイスラム過激派の仕業と断定しているが､その真相は必ずしも明確で
はないとする説もある｡他方では､反政府運動者等約6,500人の拘束とそれに伴う人権問題
を批判して､欧州復興開発銀行 (EBRD)は2004年4月に同国に対する投融資を停止し､米
国政府も同年 7月にNGO以外の援助を停止することを決定した｡57 他方､IMUの動きは､
その指導者ナマンガニの死亡か否かの問題をも絡め､その動向が注目されている｡
ナマンガニについては､2001年 11月にはアフガニスタンでその死亡が報道されたが､
ウズベキスタン政府は､これに反応しなかった｡もし死亡しているのであれば､アフガニ
スタンの過激派拠点の衰弱化からすればIMUの影響の影響は減少しているはずという見方
も可能であり､ウズベキスタン政府の抑圧的な姿勢が問われる｡ 他方､ナマンガニがタジ
キスタン等に脱出し､さらにIMUが トルキスタン･イスラム運動(IslamicMovementor
TurkistanIMT)等に発展しているとすれば､新喪のウイグル問題を含め問題の根は深く､判
断に慎重を期さなければならない｡
<タジキスタンの対応> 2001年9月の米同時多発テロ事件を契機に､タジキスタン
は､アフガニスタン等に対する外交政策の転換を図り､米軍の領空の使用を許可し､軍事
基地の提供に踏み切 り､米国との間で準同盟国的な関係を築いた｡こうして､一方でロシ
ア国境警備隊12,000人の駐留政策を継続するとともに､他方で､テロ対策として米欧軍
100人の駐留をも認めている｡
<キルギスタンの対応> キルギスタンも､マナス空軍基地を米軍に即座に提供した｡
尤も､その後2003年8月にはカント空軍基地をロシアにも提供することとし､米･ロのバ
ランスを図っている｡ 一方､最近では､2002年12月に首都ビシュケクのバザールでの爆
破事件に続き､2003年5月には南部オシュ州の通貨両替所が爆破される事件が発生した｡
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また､これまで南部に限られていたイスラム過激派､ヒズブ･タフリールの活動が首都の所
在する北部地域-広がっているという警告もある｡キルギス国家保安庁は､これらの事件を
ウズベキスタン･イスラム運動(IMU)の関係者による犯行としている｡
<カザフスタンの対応>カザフスタンも､2001年9月の同時多発テロ事件後､米国と連
携し米国の対応を支援した｡米軍の領空通過､情報･諜報の共有とともに､米欧等による
連合側の航空機の国内配備に備えた｡その後､カザフスタンではテロの動きは表面化して
いないが､南部を中心に2003年には､ウイグル系の過激派 ｢東 トルキスタン･イスラム党｣
のメンバーの他､ウズベキスタン･イスラム運動(IMU)の潜伏者が逮捕された｡また､イ
スラム過激派の ｢タブリギ ･ジャマア ト｣の動きも報道された｡
<トルクメニスタンの対応> これに対し､ トルクメニスタンは､永世中立の立場を前
面に出し､人道支援のための領空通過しか認めなかった｡依然として､中央アジアの他の
諸国とは異なる対応に終始 している｡
註
1 本論は､早稲田大学における2004年の ｢イスラム的ネットワーク論｣の講義のメモを整理､追加
したものである｡筆者が専攻する中央アジア以外の問題については､一般的な歴史書等に拠ると
ともに､今日の問題については､海外での筆者の見聞･議論とともに､エコノミス ト誌､フィナン
シャル･タイムズ紙等を参考にした｡
2 イスラム国という場合､公式にイスラム共和国を掲げる国は､モーリタニア､コモロ･イスラム
連邦共和国､イラン､パキスタン､アフガニスタン国の5カ国｡イスラム教を国教とする国は､チュ
ニジア､モロッコ､アルジェリア､リビア､エジプト､スーダン､ジブチ､ソマリア､レバノン､
ヨルダン､サウジアラビア､イエメン､オマーン､パーレン､アラブ首長国連邦､カタール､ク
ウェー ト､イラク､モルディブ､バングラデシュ､マレーシア､インドネシア､ブルネイの23カ
国｡(以上の分類は ｢21世紀総合研究所｣､｢世界遺産総合研究所｣に拠るが､レバノンはキリスト
教が主流であり､また､インドネシアはイスラムを国教としていない｡)なお､サウジアラビアの
ジェッダに本部があるイスラム諸国会議機構(OIC)の参加国は､レバノンを含め､50数カ国､ま
た､赤十字社に代えて赤新月社の名称を使用している国は28カ国ある｡
3 イスラムの歴史的な展開については､板垣雄三監修･堀川徹編[1995]『世界に広がるイスラーム』
栄光教育文化研究所､アラン･パーマー(白須英子訳)[1998]『オスマン帝国衰亡史』中央公論社､
バーナー ド･ルイス(白須英子訳)[2001]『イスラーム世界の二千年｣草思社､及び山内昌之教授の諸
著作等による｡
4 マホメッドの死後､正統カリフ時代となるが(632-661年)､4代目のカリフの後継者をめぐって､
スンニ派とシーア派の分離が始まった｡
5 前掲の 『世界に広がるイスラーム』第 1章(太田敬子)｢イスラーム拡大とシリア｣ を参照｡このよ
うな考え方によれば､ウマイヤ朝は ｢アラブ帝国｣であ り､アラブ人の特権が薄れ今 日
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認識 されるよ うなイスラム的文化､社会機構がコミュニティ全体に深 く根 ざしていった
｢イスラム化｣は､アッパース朝(イスラム帝国)以降 とい うことになる｡
6 第一次大戦後のアラブ諸国の独立を示 したフセイン･マクマフォン往復書簡(1916年)､
英仏の間で取 り決めたオスマン･トルコの領土分割にかかわるサイクス･ピコ協定(1916
年)等はイスラエルにとって必ず しも有利なものではないが､ユダヤ人のナショナル･
ホームを約束 したバルフォア宣言(1917年)が結果的にイスラエルに有利に働いた｡
7 イスラエルは､1948年､56年､67年､73年とアラブ周辺諸国と4次の中東戦争を-て､1979年に
はエジプトと平和条約を締結し､また､1994年 10月ジョルダンと平和条約を締結､pLOとは1993
年に相互承認を行い暫定自治原則宣言に(オスロ合意)に署名し､パレスティナとの間で将来に向
けての展望が開けたかに見えた｡しかし､1979年のエジプ ト･イスラエルの平和条約後の 1981年
にはエジプ トのサダト大統領がイスラム原理主義者によって殺害され､また､1993年イスラエル･
pLOのパレスティナ暫定自治に関する合意後の1995年にはイスラエルのラビン首相がユダヤ教過
激派により殺害された｡これらの悲劇の歴史的なコス トは､計り知れないものがある｡
8 これは､キリス ト教世界では信じられないことが起きたと言われることがある｡しかし､コンス
タンティノープル自体は､1204年に同じキリス ト教徒である第4次十字軍によって既に略奪され
たことがあり､また､オスマン･トルコは､コンスタンティノープル攻略以前にすでにバルカン半
島を手中に収めていた｡なお､バルカン(トルコ語で ｢山地｣の意)は､黒海に流れ込む ドナウ川
の南､またその上流のサバ川より南をさすが､これら2河川よりも北のスロベニアとルーマニア
を含めることもある｡
9 マジャール人は､元来､アジア系の遊牧民であり､黒海北岸を西進してハンガリー盆地に定住し
997年にハンガリー 王国を建立したが､その時に､諸部族統一を図るためにカ トリックに改宗した｡
10 再興は､オスマンの第2次ウィーン包囲 (1683年)後の東ヨーロッパの解放以降である｡ハンガ
リー は､その後ハブスブルグ帝国領に組み込まれ､オース トリアとの二重帝国等を-て､第二次
世界大戦後には社会主義圏に組み込まれた｡しかし､1989年には､東側の社会主義圏から脱却し､
2004年5月には西側のEUに加盟することとなった｡このような経緯から､ハンガリー はハブスブ
ルグ帝国領に組み入れられたクロアチアとスロベニアと同様､南のバルカン諸国とは異なりイス
ラム色がきわめて希薄である｡
11 オスマン･トルコは地中海にも進出し､スレイマン大帝の死後の 1566年にベネチア領のギリシャ
系住民のキプロス島を征服した｡(なお､地中海では､既にシチリア島が827年頃にイスラムの支配
下に入っていた｡これは1072年のノルマン人の征服まで続き､北欧にイスラムの文化を伝える契
機となった｡)
12 ファーティマ朝は､ベルベル人の王朝といわれる｡
13 アイユーブ朝は､十字軍との攻防に勝利したクル ド出身の英雄サラーフ･アッディーン(サラディ
ン)によって建てられ(1169年)､同朝の奴隷軍団であったマムルーク軍のクーデタまで存続した
(1250年)｡
14 リビア等を含める場合もある｡マグリブは日没を意味し､転じて西方イスラム世界となった｡一
方､マシュリクは､日の出を意味し､特にエジプ ト以東の東方イスラム世界を指す言葉となった｡
15 後藤明､山内昌之編[2003]『イスラームとは何か』新書館｡
16 ｢スワヒリ｣は､アラビア語で ｢沿岸の｣を意味し､スワヒリ語はアラビア語 (及びヒンドゥ
語)を多分に含むアフリカ東部･中部の共通語となっている｡
17 このルー トも古くから存在し､サハラ西部の南北を結ぶ交易を反映してサハラ砂漠の西南の縁､
ちょうどセネガル川 とニジェール川の間に位置する所に8世紀には非イスラムのガーナ
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王国が成立 し､1076年頃に北のマグリブに在ったイスラム教徒のムラー ビト朝に代わっ
た｡
18 1960年に独立したマリ国はこのマリ王国の名を引き継ぎ､ニジェール川の上流に位置している
が､かつてのマリ王国はセネガル川をも擁する広大な勢力圏を持っていた｡
19 現在､マリ､ギニアのイスラム人口の比率は､80-95%となっており､また､ニジェールでは80
%､ナイジェリアでも48%がイスラム教徒である｡
20 アッパース朝の時代には､旧ビザンティン領で使われていたディナール金貨とペルシャで使わ
れていたディルハム銀貨の双方が､各地で使用されるようになっていた｡
21 この前後の事情は､和田春樹編[2002]『ロシア史』山川出版の第2､3章に詳しい｡
22 クリミア･ハーン国は遅れて､エカテリーナ女帝の1770-80年代になってから｡
23 タラスの戦いがイスラム世界の東端で起きた出来事であったとすれば､その約20年前に､イスラ
ム世界の西端ではアラブ軍がピレネー山脈を越え､ トウール･ポワティエの戦いでフランク軍と衝
突しさらなる進出を阻まれたのは､732年であった｡
24 ペルシャのゾロアスター教を基本とし､キリス ト教と仏教の要素をも加味した宗教といわれる｡
25 1220年代から100年余にわたってユーラシア大陸の広大な中央部を制覇したモンゴール民族は､
当初は天と地に対する崇拝､占いを中心とするシャーマニズム信仰が基本だったといわれている｡
しかし､ユーラシアを制覇 したモンゴール人は次第に トルコ化し､またイスラム化していく過程
をたどった｡
26 中央アジアにおいては､当然のことながら根強い伝統が保たれ､ロシア革命以後､フェルガナ
でソヴィエ トに強く抵抗 したバスマチ運動の一部の指導者は､ヤサグィ-教団の末商だったとい
う説もある｡
27 このころを境にタリム盆地ではほとんどの仏教遺跡が消滅しイスラム化が進んだと考えられている｡
28 今谷明[2001]『中国の火薬庫』集英社｡
29 この過程で､16世紀にインド西部のパンジャブ地方において､イスラム教とヒンドゥ教を批判的に
融合させたシーク教が登場した(一神教の徹底とカース トの差別の否定)｡その特徴は強固な軍事的
な教団組織である｡後年､インド､パキスタンの分離に際しては､インドの人口の2%を占めるシー
ク教徒はインドに帰属することを選んだが､1960年代以降インドからの独立を要求するシーク教徒
の過激派は､インディラ ･ガンジー首相を暗殺し､新たな国内問題をはらむこととなった｡
30 16世紀初めにこのイスラムの交易ネットワークに侵入したポル トガル人は､その繁栄に驚嘆し
たが､結局､この交易都市国家を武力によって滅ぼした｡
31 このモロ族の名称は､イベ リア半島で長年キリス ト教徒を支配 してきたイスラム教徒のムーア
(モロ)人を意味している｡この名は､1522年にマジェランに率いられたスペインの船隊が太平洋
をようやく渡 りきったフィリピン諸島でイスラム教徒に出会ったときの驚情を示している｡
32 キリス ト教20億人､イスラム教 12億人､仏教徒4億人等と言われる中で､イスラム教徒は､人
口規模からみればインドネシアに続いてバングラデシュ､インドとアジア諸国が目立っている｡ア
ジア以外では､アフリカの他､ヨーロッパに1200(～1500)万人､米国にはユダヤ人の数に匹敵す
るような700(～800)万人のイスラム教徒がいると言われている｡
33 タイは10%超という説もある｡
34 2004年6月 1日､7月27日付のフィナンシャル･タイムズの社説等を参照｡
35 外務省のウェブサイ トの ｢各国･地域情勢｣､21世紀研究会 ｢イスラームの世界地図｣文春新書､
2002年､等による｡
36 ロンドン･エコノミス ト "SpecialReport---ⅠntegratingMinorities" 2004年 2月 7日号を参照｡
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37 北アフリカのモロッコに接するスペインのマ ドリー ドでは､2004年 3月にイスラム
過激派による列車同時爆破事件が生 じた｡ ヨーロバの周辺では､2003年 5月にモロッコ
のカサブランカでホテル とユダヤ関連施設､また､ トル コのイスタンブールでユダヤ関
連施設 と英国関係の施設が爆破 されている｡
38 ロンドン･エコノミス ト "SurveyoflslamandtheWest'2003年9月13日号､及びフィナンシャル･
タイムズ 2004年5月12日の記事を参照｡
39 尤も､これを承認しているのはトルコだけである｡
40 フィナンシャル･タイムズ "Specialreport:Cyprus"2004年7月19日を参照｡
41本論の執筆時(2004年9月)に､ トルコのEU加盟の前哨戦において トルコのエル ドアン政権は ｢悼
的不義罪(adulterycriminisation)｣を巡ってEU事務局と対立した｡これは､同政権がこれまでの民
主化努力に対し､ トルコ内の支持母体である保守層から ｢欧米追従｣という批判が高まったため
に､保守層が固執する同罪を刑法改正に取り入れることによって対処しようとした｡これに対し､
EU側は､女性に不利になる倶れ､私事に対する国家介入の憤れ､イスラム的雰囲気が漂 う等の理
由で､同罪の条項を疑問視した｡このため､結局エル ドアン政権は同条項を削除する意向を示し
た｡しかし､これは､今後 トルコ国内に反発を巻き起こす可能性があると見られている｡
42 フィナンシャル･タイムズ "IslamisationorEuropewaming" 2004年9月8日を参照｡
43 Economist誌の2003年9月13日号を参照｡
44 中国政府はこれらをテロ行為とみなし､ウルムチで分離独立運動を画策していた過激派 10数名
を逮捕しそのうち5人を､2000年6月に銃殺刑に処した｡
45 イスラム系組織は､旧共産党系の政権に対し反政府勢力 (UTO)を結成し､これにタリバン勢力が
影響を拡大していたアフガニスタンやイランが支援を行ったため､紛争が長期化､複雑化した｡
46 タジキスタンでは､1997年6月に政府側とイスラム系の反政府勢力との最終和平合意がようや
く成立し､99年9月26日に憲法改正の国民投票､同年 11月に大統領選挙が行われる等の和平プロ
セスが進行した｡
47 現に､1999年8月には､南部国境地帯においてイスラム武装勢力による国際協力事業団 (JICA)
の派遣技師4人の誘拐事件が発生した (同年10月に無事解放)｡
48 カザフスタンの人口構成はカザフ人50%程度であり､ロシア人の他､ウズベク､タタール､ウイ
グル､クル ド､チェチェン､タジク､キルギス人等が混在している｡また､長い国境線を通じて､
ロシアの他､新彊ウイグル自治区､キルギス､ウズベキスタン及び トルクメニスタンの5カ国とつ
ながっており､さらにカスピ海をはさんでイラン及びアゼルバイジャンと向き合っている｡特に､
1999年以降は南部の国境地帯は､チェチェン難民を含めさまざまな勢力が入り込んできていると
いわれている｡
492002年 11月の大統領暗殺未遂事件は､これまでの所､イスラム過激派とは異なるものとして理解
されている｡いずれにしても同国の国境は､アフガニスタン､イラン､ウズベキスタン､カザフ
スタンと接しており､カスピ海に面している点ではカザフスタンと変わらない｡イランとアフガ
ニスタンとの国境地帯では立入り制限区域を設けて外部との遮断を図っているが､その効果は不
明である｡現在のイラク戦争やアフガニスタン情勢､あるいは他の中央アジア諸国の情勢如何で
は､同国の政治体制が極端なだけに､いつ過激派の動きに巻き込まれるか予断を許さない｡
50 その一方では､中央アジア諸国に対しては､欧米諸国のNGO等から､選挙プロセス､人権問題､腐
敗等について糾弾が続いている｡選挙の不公正の問題等では､中央アジア諸国は大同小異である｡
腐敗等については､キルギスタンに加え､カザフスタンにおいても ｢カザフゲー ト｣と邦旅され
るように､同国の石油利権を巡る不正事件を報道すると別の問題で起訴されたり課税問題の提起
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された りする政府の隠蔽問題が指摘 されている｡また､カザフスタンでは､石油部門と
非石油部門 との格差の深刻化の問題 も陰に隠れている｡
51 同時期には､キルギスタンでイスラム過激派が4人の日本人を人質にした事件も生じた｡
52 アブ･サヤフ(As°)は､1970年代に急進派イスラム青年グループが､フィリピン南部バシラン､ス
ルー州を中心に､モロ民族共和国の独立を目指して結成したモロ民族解放戦線(MNLF)から分派し
て結成した｡その性格は､イスラム原理主義過激派グループで､1994年ころからキリス ト教徒-
のテロ行為を重ねている｡
53 スハル ト政権時代には､ゴルカル党は77%の支持を確保していたが､1998年の大統領選挙では､
ゴルカル党支持は22%､闘争民主党は34%､そして2004年4月の総選挙においてはゴルカル党22
%､闘争民主党は19%となった｡2004年9月の大統領選挙についは､メガワティ大統領がゴルカ
ルと闘争民主党の支持を得たにもかかわらず､これら既成政党がすでに求心力を失い､インドネ
シアは新しい道を歩み始めたと考えられる｡
54 ジュマ･イスラミーアは､1980年後半から､マレーシア､シンガポール､インドネシア及びフィ
リピン等の東南アジア諸国にまたがるイスラム国家樹立を目指し､各地に計5000人規模の組織網
を築いたといわれている｡かつてはアフガニスタンでの軍事訓練に参加 し､国際テロ組織アル･カ
イダと連携していると噂されている｡
55 極端な場合には､局所的に､宗教に名を借りて実際には民族浄化 (ethniccleansing)等の極端な残
虐行為がまかり通っている例もある｡
56 2004年6月9日のシーアイランドG8政治宣言 ｢拡大中東･北アフリカとの前進と共通の未来に
向けたパー トナーシップ｣では､パレスティナ､イラク問題等に焦点が置かれ､近隣地域のスー
ダン､ソマリア等には言及がない｡なお､それに先立つG8外相会合では､スーダンの問題には
多少言及が見られた模様である｡
57 EBRDの措置に対し､ウズベキスタンは同行の年次総会に参加することを中止したが､このよう
な緊張関係の中で､ウズベキスタンに対しロシアと中国はすかさず接近策を具体化した｡(ロシア
は､同国の天然ガス開発の協力､中国はテロ対策資金の供与｡)
(早稲田大学大学院 ･国際情報通信研究科 ･教授)
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ⅠmpactOHCTinnovations:TheIslamiccontext
GhauthJasmon
CHANGEinthelasttwodecadeshasbeenacceleratingbecauseofnew
technologies,butnonehashadagreaterimpactthanICT(informationand
communicationstechnology).Ittook35yearsfromthedatethetelephonewas
inventedfわrittoreach25%oftheworldpopulation.Ittook26yearsfわrthetelevision
toachievethesamefeat,16yearsforthepersonalcomputer,butonlysevenyears
fortheInternet.ICTisreshaplngbusiness,education,mediaandentertainment,
leadingtotheevolutionoftheso-caledknowledge-basedsociety.TheInternetis
connectingbusiness,individualsandcountriestogether,transfbrmlngCOmmerCe
andsociety･ICTisalreadymakingaseriousimpactintheworkplace.Skiledworkers
arenowneededin85%ofaljobstoday,comparedwith20%in1950.By2006,
almosthalfofalworkersintheUnitedStateswilbeemployedinICToritsrelated
industries.Abouthalfofalemployees'currentskilswilbecomeoutdatedwithin
threetofiveyears.
Paradoxicaly,ICTconnectspeopleanddividesthematthesametime.This
divisioniscommonlyreferredtoasthedigitaldivide.Communitiesthatembrace
technologywilmakespeedyprogressinbecomlng"k-communities,"whilethose
thatareIgnorantOfitwilbeimpoverishedbytheimpactofthesenewtechnologleS.
Inthelightofthisevolution,thispaperuncoversaninterestingspiritualrevelation:
Thatthefundamentalsofknowledgecreationandsharinghaslongbeendirected
tomankindthroughoneoftheworld'sgreatreligions"Islam."
AdvantagesOHCT
TheuseOHCTwilbringaboutanimovativeandcompetitiveknowledge-based
globalvillagebecauseICTpromotesaccessibility,openness,accountability,
democratisation,transparency,empowermentanddecentralisation.E-commerceis
alreadypenetratingnewmarketsandexpandingbusinessopportunitiesfわrtheprivate
sector.E-governmenthashelpedgovernmentsreducetheiroperationalcostsand
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enhancetheirabilitytocolectrevenues.E-1earnlnghasmadeanimpactonthe
educationsector,providingopportunitiesfわreveryonetostudywhere,whenand
howevertheylike.Inthefinancesector,onlinebankinghasbeguntoreducethe
timeneededbythepublictoatendtotheirfinancialresponsibilities･
DisadvantagesOHCT
Onthedownside, ICThasintroducedonlineversionsofage-Oldcrimes:
Fraud, identitytheft,blackmailandchildpornography･Theillegaluseof
technologyhasalsounderminedwholeindustriesorsocialstructures,asinthe
caseofpiracyinthemusicindustry.Associetybeginstodependmoreoncomplex
systemsthataredrivenbyICT,societyitselfbecomevulnerable,asseenby
theeffectsofvirusttackslikeSobig.FlastAugust.ICTmayevenleadtoa
breakdownofMalaysiaヮskeysocialassets"theharmony,warmthandinteraction
betweenitsindividuals"ifthepublicchoosestocommunicatemoreelectronicaly
thanpersonaly.AsICTcontinuestoprogress,itwilchangenotonlytheeconomy
butalsothesocialandculturalaspectofanation.Ithasbroughtinanewfactor
ofproductionknowledge,whichhasnowbecomeanimportantfactorinwealth
creation.Thishasalsobroughtabouta"clashofcivilisations,"asdescribed
byfuturistandnovelistAIvinToffler,where"SecondWave"economies(driven
byproduction)areovertakenby"ThirdWave"economies(drivenbyknowledge).
Itistheimmensepressurecausedbythesechangesthatwilseesociety"breaking
attheseams."nbsp;WhilemuchatentionhasbeenglVentOthetechnicalities
thatdrivethesetechnologleS,notmuchattentionhasbeenpaidtothevalue
systemandculturethatholdasocietytogetherinthesetryingtlmeS.Astechnology
becomesthebuildingbricksofthenation,itwillbeourvaluesystemthatwil
cementalltheunevenbrickstogethertofわrmaVision2020society.
AreIslamicnationsready?
WhenitcomestoknowledgecreationorthedevelopmentofnewtechnologleS ,
theplayersthatmatteralwaysseemtocomefromalimitedleague.However,
asweknow,atleast25% oftheworldpopulationisMuslim.Arecentstudyof
thereadinessoHslamicnationsinmeetingthechalengesoftheICTerarevealed
seriousshortcomlngSinthesenationsthemselves.ItisworrylngtOSeethatonly
2.2%ofthetop88.5%arefromIslamiccountries.
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ICTandIslam
Aframeworkofvaluesisrelevanttoasocietythatisconfrontedwithrapid
change.Islamprovidessuchaframework,butunfortunatelyonlyfewcanseethe
connectionbetweenwhatIslamteachesanditsrelevanceinbuildingamodernICT
society.ThispaperseekstoestablishthattheteachingsoHslam,broughtthrough
thelastmessengerofGod"theProphetMuhammad"areindeedrelevantinthe
21stcentury.AlahhasrevealedinboththeQuran(Hiswords)andtheHadith(the
sayingsandpracticesoftheProphet)theimportanceofknowledge,thequestfわr
it,rewardsfわrknowledge-seekersandtheimperativedutytoshareHisrevealed
knowledgeforthebenefitofmankind.Itisastonishingtonotethatwhiletheterm
"knowledge-basedsociety"lookslikeacreationofthenewmilennium,theprecepts
andconceptshavebeenaroundforthelast14centuries,asrevealedbyAlahin
the(∋uran.Onthisbasis,Iproposethatthereisarationalbasisfわrexaminingthe
subjectofICTandIslam.Indeedinordertounderstandtherelationshipbetween
thetwoinaloglCalandsystematicsequence,wehavetostartbyrevisitingthe
fundamentaltenetsofAlah,theProphet,theAngelsandAllah'slivingmiracle,
theQuran.Someoftheseareexplainedlaterinthisarticle,butbriefly,Alah"being
theultimateandsupremeeternalbeing"usedtheangelGabrielasanintermediary
topassHismessagestohumans,whoarereferredtoasprophets.TheProphet
Muhammadwasthelastoftheseprophets.Thesemessagesarecontainedinthe
Holy(〕uran,whichisAlah'sWordsindivinerevelation.
ThelivingmiracleoHslam
The(〕uranitselfisalivingmiracleoHslamthatcameouttothisworldthrough
anabsoluteiliterate(Muhammad)whohaditentirelycommitedtomemoryduring
hislife.Hecouldnotreadorwrite,anddidnotuseanywritingutensilsorpaper
todraftorcomposeanyoftheversesoftheQuran.Whenverseswererevealedto
hiscompanions,therewasnosuchthingas"OhProphet,thisverseisgrammaticaly
incorrectorhasnologlCalsequence,pleaseimproveit!"Instead,itwas:"Now
listentothisverseandrememberit."nbsp;The(〕urantherefわrewasentirely"inspired
intoHhismemorythroughdivineintervention.Itwascompiledintoabookonly
afterhisdeath,aprofoundbookof114chapterscontainlng6,660verses.Thefirst
toberevealedwerethefirstfiveversesofChapter96,whentheProphetwas40
yearsold,andthelastwasVerse3ofChapter5,twomonthsbeforehisdeathat
theage63･Allah,inHisInfiniteWisdom,hasensuredthatHisdivinerevelation
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Wilsurvivethroughtheagesbymaintainingtheexistenceoftheoriginal(〕uran
(thatcamedown intheArabiclanguage)tothisday.Onecanneverfindtwoversions
ofthe(〕uranintheArabiclanguage.Thisinitselfisamiracletoo!Thefわlowing
verseexplainsGod'sspecialcareofthe(〕uran:
Surah6,Versel15:AndtheWordsofyourLordhavebeenperfTectedinTruthandJustice,
andHisWordsareconstant,HeisAl-Hearlng,theAl-Knowlng.
TheversesoftheQurancompiled14centuriesagocontinuetoberelevanttoday
tosocietiesthatliveinthedesertsoftheMiddleEast,aswelasthemoderncities
ordevelopednations.TheteachingsapplyequalytoanagrlCulturaleconomyora
knowledge-driveneconomy.Humansarepronetoquestionanyclaimstoamiracle
anditisastonishingtonotethatthedoubtersoftheQuranaregracefulychalenged
byGodinversessuchasthis:
Surah2,Verses23124:AndifyouhavedoubtaboutwhatWehaverevealedtheQuran
toOurseⅣant(Muhammad),thencomposeachapterlikeit,andcaluponyour
helpersotherthanAlahifyourdoubtsaretme.Butifyoudonotdoit,andyouwil
neverdoit,thenfTeartheFirewhosefuelispeopleandstones,whichispreparedfor
theunbelievers.
Hencehumansarestronglyadmonishedbythisversethatiftheycannotprove
thattheQuranwasman-made,thentheyarecommandedtobelieveintheTruth
ofAlahandHisrevelations;unbelieversfaceextremelyseriousconsequencesfor
theirunbelief.Thus,astheQuranisaBookofDivineTruth, itmakesabsolute
senseforustostudyitwithuterconfidenceandbelief,andinthecontextofthis
paper,toseewhattheQuranhastosayaboutknowledgeandtheknowledge-based
society･TheHadithisarecordofmorethan50,0000fMuhammad'ssaylngSand
practices,CompiledbyauthoritativepersonsfromthenarrationofMuhammad's
wivesandcompanions.TheQuranandHadithprovidea"valueframework"which
canholdtogether2lstcenturysocietiesthatarealreadyshowlngStresspOlntSin
everyareaoftheglobe.
BeliefinGodlnlslam
Thestudyofthereligionmustalwaysbeginwiththeunderstandingoftheconcept
ofAlahHimself,asitisthefoundationofbeliefandfaith.TheRukunNegarais
astatementofwhatMalayslanSbelieveinandstandfわr.Withrisingsocialils
- 70-
GhauthJasmon ImpactofICTinnovations:TheIslamiccontext
throughoutthecountry,ournation'sleaderssawtheneedtoresurrecttheRukun
Negaratoprovideguidepostsfわrcitizensdisorientedandimpactedbyrapidchange･
TheveryrlrStPrincipleoftheRukunNegarais"BeliefinGod･"nbsp;TheQuran
containsnumerousversesonAlahHimself,suchas:
Surah3,Verse2.･God,thereisnoGodbutHe,theEver-Living,theEtemalBeing.
Surah17,Verse22:DonotassociatewithGodanyothergods,oryouwilbecon-
demnedandfTorsaken.
TheQuranexplainsexplicitlythatAlahistheever-living,eternalsupremebeing
faraboveanythingthatwecouldpossiblyfathom,associatewithormatchinwhatever
formorbeing.Inotherwords,humansaretoldnottoatempttocompareorequate
AlahtoanythingatalasHeisbeyondhumancomprehension,andanysuchatempt
isuterlyfutileandblasphemous,andshalonlyleadtothedestructionoftheperson
inthehereafter.In"developed"Countries,itwouldseemthatbeliefinGodhas
becomeunfashionable.Relianceonone'sself,instantgratification,insistenceof
personalrights,havealbutpushedoutthisbelief.Underthepretextofupholding
humanrightsandbeingdemocratic,manyschoolsareincreaslnglynotalowedto
lendsupporttoanyreligion.Thishascreatedschoolsthatare"Godless,"where
graduatesgratifytheirownselfishneedsandnottheneedsofsociety･Clearly,those
responsibleforthisdeviantstateofaffairshavestrayedfarawayintheeyesof
God,andwilcauseseriousharmtothemselves,asSurah2,Verse24abovementions.
Thetemporallife
Today,Weareconstantlybombardedbymoviesandcommercialsthatpromote
valuesthatarecontrarytogoodmoralconduct.Suchvaluescanbesopowerful
thatgenerationswilforsakerelationships,integrity,honour,orfamilycommitments
topursue"success"thatisdefinedbytheprofitintentionsofthesecommercials･
Thepursuitofthingsthataretemporal,insteadoftheeternal,defineswhatindustry
actualyproduces.Ifdrugswilsatisfytheneedfわrinstantgratificationofatemporary
respitefromthisstressfulworld,therewilbedrugcartelswilingtomeetthedemand･
Ifluxurygoodslikeyachtsandexpensivecarsareneededtosatisfytheegoof
upcomlngexecutives,thesewilbemanufacturednevermindpeopledyingfrom
●
staⅣationintheThirdWorld.Alahhaswarnedhumansinthequranagainstbeing
lostandimmersedintheenjoymentOfthistemporalworldinthefolowlngVerses:
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Surah29,Verse64:AndthislifTeisnothingbutleisureanddiversion,indeedtheHere-
aReristhereallife,ifonlytheyknow.
Surah2,Verse212:ThelifTeofthisworldisaluringtothosewhodisbelieve,andthey
mockatthosewhobelieve,buttheplOuSWilrankabovethemontheDayofResuト
rection,andAlahbestowsonwhomHepleaseswithoutmeasure.
HumansareconstantlyremindedbytheQuranoftheirpurposeinthislife,in
preparationforthenext,eternallife,andthatistobesubservienttoAllah'S
commandmentsandtofulfiltheirrespective,definedmissionanddutiesandnot
tobefooledbythecurrentlifeinthisworld.
High-tech,high-touch
TheK-Economyisanenginethatwilgenerateprosperityandimprovethequality
oflifeforMalayslanS.Whenusedwronglyhowever,itwilproduceresultsthat
wilbenefitafewandimpoverishmany.Theuseofhightechnologymustbeguided
by"high-touch"spiritualvaluesthatwilresultingoodnessandpeace.
Surah3,Verse104.･AndlettherebeanationofyouinvltlngtOgoodnessandenJOlnlng
whatisrightandforbiddingwhatiswrong,theyaresuccessful.
Surah2,Verse208:0youwhobelieve!Inclinefulytopeace,anddonotfolowthe
fTootstepsofSatan,surelyheistoyouanavowedenemy.
Whattheversesadvocateisthathumansmustonlybeagentsofgoodnessand
peace.Thisappliesequalyweltothecaseofuslnganyknowledgeortechnology
(includingICT)forthegoodofhumanbeings,andnevertoabusethem.Theabove
versesalsoservetostraightenoutthecommonconfusionthatnon-Muslimsmay
haveinthatlslamcondonesviolenceandterrorism;theyareintruthabsolutely
forbiddenbythereligion.Thosewhochoosethepathofviolenceandterrorism
areinfactonlyfolowlngthefootstepsofSatan,whoistheavowedenemyinIslam!
Corruption
CorruptionislikesandintheK-Economyenglne;itdisruptsitsworkingsand
maycauseittobreakdown.Corruptionenrichesafewandcreatespovertyfor
many.IntheK-Economy,infわrmationispowerandasourceofwealthcreation.
Thisisanareapowerbrokerswilseektocontrol,andheretheQuranrequiresthat
peopleinauthorityandusersofICTmustbehonestandmoralysound.Specificaly,
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AlahhasrevealedintheQuran,versesthatforewarnedhumansnottoabuse
technology(especialyICT)tocorruptanddestroythemoralsofthehumanrace.
Surah2,Verse205:Andifheobtainsauthorityhestrivestospreadcorruptionintheland,
destroyinghaⅣestandkiling血ehumanrace,andAlahdoesnotlovecomption.
Surah7,Verse56:DonotspreadcorruptionintheEarth,afterithasbeensetright,Cal
onAlahwithfTearandwithhope,surelytheMercyofAlahisneartothosewhodo
gooddeeds.
OneofthegreatabusesofICTtoday,thatiscertainlystronglydetestedbyAlah,
isthespreadofpornographicmaterialthroughtheInternet,andthespreadof
falsehoodandslander.
K-Economyparadigms
Theknowledge-driveneconomyisdrivenbyparadigmsthatarenewandmight
evenconflictwithtraditionalparadigms.Islamicvaluescommandtheseekingof
knowledgeandthecreationofaknowledge-basedsocietyascontainedinthe
folowlngVersesandHadithtraditions:
Surah20,Versel14･'Say:'MyLord,increasemeinknowledge."nbsp;
Surah58,Versell:Alahwilraiseuplnrankthoseofyouwhobelieveandwhohave
beengrantedknowledge･AndAlahiswelawareofwhatyoudo.
IIadith･Theactofthinkingisbeterthanayear'sworship.
Hadith･Whensomeoneseeksknowledge,hisefortswilbeblessedbytheangelsand
AlahreseⅣesagreatrewardfわrhim.
Theknowledge-economyalsorequlreSthesharingofknowledge.Manycompanies
arefacingtroubleinthisareaasworkersfeelthatoncetheirknowledgeisshared,
theybecomelessimportanttothecompany.Humanresourcepoliciesshouldbe
redraftedtoensurethatworkerswhoshareknowledgearefinancialyrewardedmore
thanthosewhodonot.ProgressintheK-EconomyalsorequlreSthatorganisations
sharetheirknowledge,ascanbeseenfromthedevelopmentof"valuechains."
nbsp;TheIslamicviewpointonknowledge-SharinglSClarifiedbythefolowlng
traditions:
Hadith.Thebestpeoplearethosemostusefultothesociety.
Hadith.Whensomeoneisaskedaboutknowledge,andhehidesit,onthedayofjudg-
ment,hewilbethrowntohel丘re.
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Theseversesclearlyexpoundtheimportanceofthequestorcreationof
knowledge,andtheimperativeneedtoshareit.Thosecreativemindswhohave
developedthevarioustechnologleSthathavepropeledhumanitytothe"K-Era"
haveactualybeenintotalconfbrmanceofdivineexpectationsinIslam.
Entrepreneurship,wealthcreation
lncreaslnglytheK-EconomyisbeingrunbypeoplewhoareenterprlSlng,0氏en
referedtoasentrepreneursor"intrapreneurs."nbsp;TheQuranrightfulycommands
thatwhenaperson'sspiritualdutyisperfわrmed,theyshouldseekAlah'sbounty.
Surah62,Verse10:ButwhenthePrayerisended,disperseinthelandandseek
Alah'sbounty,andrememberAlahfTrequently,sothatyoumayprosper.Thisverse
commandsbelieverstogooutandseekwealthinwhateverform,aslongasitis
legalandpermissible.Notethephrase"andrememberAlahfTrequently.."which
stressesthatbounty-SeekersneedtoalwaysrememberAlahwhileworkinghard
toobtainwealth.Therefわre,theimplicationhereisthatonecannotindulgein
acqulrlngWealthinacrookedway,suchasthroughilegalmeansofoppression,
corruptionorcheating"thesearealagalnStAlah'sways.However,nolimitis
imposedonseekingpermissiblewealth("halal"beingtheIslamictermforsuch
wealth),andinfactitisthishalalwealththatwiladmittheseekertoprosperity
andAlah'spleasure.
Prosperityindiversity
TheK-Economyandglobalisationbringpeopleofdifferingcultureandvalues
together.Theabilitytohandlediversityisanotherveryimportantassettosucceed
inthisneweconomy;theabilitytouseaperson'sstrengthwhilesupplementing
hisweaknesses.The(〕uranencouragesustoknowoneanother.
Surah49,Verse13:0mankind!WehavecreatedyoufTromamaleandafTemale,and
madeyounationsandtribes,thatyoumayknowoneanother.Surelythemost
honourableofyouinthesightofAlahisthemostpious.
Alah,beingtheMasterCreator,hasbydesigncreatedhumanstobeofdiferent
race,colourandcreed･Itisnotwithoutapurpose,ofcourse,butmoretoenrich
ourliveswithdiversity.Inthisway,Wemaybetestedtouseouremotionand
inteligencetorecognlSetherichnessofthehumanraceandtobeanagentofpeace,
goodnessandtruthfulnessinthemidstofthisdiverslty.HavlngreCOgnisedthis
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richness,theexpectedoutcomebyAlahisthathumansshouldonlyincreasetheir
faithinAlahbyadmiringHisinfinitewisdomandpowersinHisabilitytocreate.
HumanheartsmovedbythisspectacularpowerofAlahwilelevatethebeliever
intohigherlevelsofpiety.
Islamicstates
Atonetimeinhistory,Islamiccivilisationwasadmiredbytheworldfわrits
progressinscience･Itissurprisingtherefわrethateventhoughthequranencourages
theseekingofknowledge,theIslamicworldhasfalenbehind.
Chart1showsthealamlnglntemetpenetrationindexofmanylslamicnations.
Therewasonceacivilisationthatwasthegreatestintheworld.
Thiscivilisationwasdriven,morethananythingelse,byinvention.Itsarchitects
designedbuildingsthatdefiedgravity.ItsmathematicianscreatedAlgebraandalgo-
rithmsthatwouldenablethebuildingofcomputers,andthecreationofencryption.
Itsdoctorsexaminedthehumanbody,andfToundnewcuresformanydiseases.Its
astronomerslookedtotheheavens,namedthestars,andpavedthewayforspace
travelandexploration.
Wh enothernationswereafraidofideas,thiscivilisationthrivedonthem,andkept
themalive.
Wh ilemodemWesterncivilisationsharesmanyofthesetraits,thecivilisationI'm
talkingaboutwastheIslamicworldfromtheyear800to1600,whichincludedthe
OtomanEmpireandthecourtsofBaghdad,DamascusandCairo,andenlightened
rulerslikeSuleimantheMagnificent.
Althoughweareoftenunawareofourindebtednesstothisothercivilisation,itsgifts
areverymuchapartofourheritage.Thetechnologyindustrywouldnotexistwithl
outthecontributionsorArabmathematicians.
CarlyFiorina,CEOofHewlett-PackardCo
ItisironicthatIslamicnations"whosecitizensaremostlyborntotheIslamic
religion,andthushavethequranfわrspiritualguidance"havenotdonewelin
theICTandknowledgeera.Muslims,beingthedevoteesofthisreligion,must
rationalybethoughtofasthosemostawareoftheteachingsorthe(〕uranorthe
Hadith.ItisthereforesadindeedthatMuslimshavelaggedbehindtheadvanced
nationsoftheworld.Theinevitableconclusionhereisthatalargemajorityof
MuslimsthemselveshavefailedtoappreciateorunderstandwhattheQuranhas
commanded,insofarasknowledgeisconcerned.ThisissurelyJustOnemater,
withinanarrayofothersubjectmaters,whereMuslimsmayhavefalenshortof
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meetingdivineexpectations･OnecanonlywonderwhattheAlmightyhasinstore
forMuslimsforsuchagreatletdown!
It)salintheBook
Thematerofknowledgeanditsimportanceiswel-definedindivinerevelations,
bothintheQuranandHadith.Byworldstandards,Muslimstateslagbehindin
thedevelopmentandutilisationofICTforthebenefitoftheirowndenizens;the
advocacyoftheknowledge-basedsocietyisstilarelativeinfantinMuslimnations.
Muslims,asaconsequence,arenotmeetingdivineexpectationsasagentsof
knowledgeinspiteofthedivineguidancelaiddownbytheMasterofKnowledge
Himself.The(〕uran,byAllah'Sowndesign,clearlyremainsrelevantinthis"K-
Era,"butsadly,Muslimnationshavetoalargemeasurenotbeenabletomake
anyslgnificantimpactinthe21stcentury.Seriousquestionsthereforestemfrom
thisdismalstateofaffairs,whereverylitlehasbeenabletobeachievedbythe
bearersofthereligioninwhichGodAlmightyhasglVenPerfectguidanceand
directionontheimperativeneedtoexcelinknowledge.Theflnalrationalconclusion
totheentirediscoursecanonlybethefblowlng:
(1)Quranicguidance,whichcontainsknowledgeonTruthandJusticeperfected
byAlah,wasnevermeanttobeguardedwithinthedomainoftheMuslimsonly,
butisopentoalhumanity,ofalages,interestedinreceivingguidanceandinspiration
fromtheMasterCreator.TheperceptionthattheQuranisforusebytheMuslims
onlylSamonumentalfactualerroroftheage,andtomisscarefulstudyofthis
remarkableBookwouldconstitutethegreatestlosstoaperson.
(2)ThetremendousbenefitsofICTandaknowledge-basedsocietycannotbe
emphasisedenough,andtheproperuseanddevelopmentofthem,guidedbyadivine
framework,shalguaranteethesubservientbelieverandplayersuccessinthisworld
andmoreimportantly,supreme,ultimatesuccessintheeternalherea氏er.
(PresidentofMultimediaUniversity,Malaysia)
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IslamandICT
AhmadZainalAbidin
Introduction
Islam,awayoflifeasbestowedbyAlahtheAlmighty,embodiesguidelines
thatencompassalifetimeforpeoplefromalwalksoflifeinamyriadofsituations.
Hence,ICT(InfbrmationandCommunicationTechnologies),ascientific
innovation,goeshand-in-handwithlslam'sdynamicteachingsthatalwayswelcome
anybeneficialproductwithoutanypredispositionastowhominventedit.
Whenitissomethingthatimprovisesourwayoflife,Islamwelcomesitwith
openhands,aspreachedbytheProphetMuhammad(peacebeuponhim)inhis
teaching,"Acceptwisdom,whereveritisfrom."
AFewPrinciplesofIslamicTeachings
TohaveafurthercomprehensiononIslam'sperceptionthatembracesICT,it
isbesttohavealookatseveralofitsprlnCiples.Toensurethathumankindcan
leadaharmoniouslife,IslamdemandsitsfolowerstoadheretoseveralprlnCiples,
thatare:
1)MaintainhisrelationshipwithhisCreator.AMuslimmustpreservehis
submissiontoAlahbypraylng,heedingwhatisaskedofhimanddesertingwhat
isconsideredsinful,astoascertainhumankind'ssurvival.Forinstance,Alah
commandsustobefairtoalandtonotdamagetheenvironment.Hence,ifone
adherestoalofIslamicteachings,noharmwouldbefalhimandhisfamily.
2)Maintaininggoodrelationshipswithothers.Alahhassentword(teachings
oHslam)throughtheProphetMuhamad(peacebeuponhim)inthefわrmofquranic
versesasguidelinesfわrMuslimstocomplywith. Aloftheethicalissueson
relationshipsbetweenmankindrevealedintheQuranverseswereconveyedthrough
theteachingsofMuhammad(peacebeuponhim).Forexample,Muslimsare
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expectedtoberespectfultowardstheirparents,neighboursandfriends,andthey
arerequiredtobehonestinbusinessdealingsandtoavoidbeingunkindtothe
weak.
3)Muslimsareexpectedtomai山ainagoodrelationshipwiththeirenvironment･
TheGodcreatedanenrichedworldfわrhumanstoliveharmoniously,asHesays;
"ItisHe(Alah)Whohascreatedyoufromtheearthandsetledyou
therein(asadeveloperonearth)"(Hud:61).
Inanotherexample,thereistheh`adis'(sayingoftheProphetMuhamad)that
mentionedtheProphetcalingonMuslimstomaintaintheirhygleneaSitapartof
theirgooddeedsandawayofshowlngtheirsubmissiontoAlah.Asaresult,the
environmentwouldbeinpristinecondition.
4)Theworldanditsuniversewereaccordedorbestowedtomankindtobe
managedandadministeredforthesakeofmankind.Thisispartofthebelieveby
MuslimsthattheUniversewascreatedbyAlahtheAlmightyfわrmantoexploit,
asapparentinthefblowlngVerses:
"Behold,yourLordsaidtotheangels:Iwillcreateavicegerent(manactsas
vicegerent)onearth."(a1-Baqarah:30)
"AndHe(Alah)hassubjectedtoYou,asfromHim,althatisintheheavens
andonearth"(aトJathiyah:13)
"DoYounotseethatGodhassubjectedtoyour(use)althingsintheheavens
andonearth,andmadeHisbountiesflowtoyouinexceedingmeasure,(both)seen
andunseen?"(Luqman:2)
Fromtheaboveverses,itcanbeinferredthatAllahswtcreatedmanasthe
lordandtheworldishisdomaintobegovernedashepleases.However,man
needstolearnhowtorulehisenvironment.Thoseequlppedwiththeknowledge
onhowtheEarthfunctionsarehighlyregardedinIslamicteachings.
ManastheLordoftheEarth
Toensurethatmanwouldgovernandenrichtheworldtotheirbestcapacity,
GodhassurrenderedtheEarth'srichestomantoexploitastheydeemfit.Thisis
basedontheverseontheafbrementionedverse,
"DoYounotseethatGodhassubjectedtoyour(use)althingsinthe
Heavensandonearth,andmadeHisbountiesflowtoyouinexceedingmeasure,
(both)seenandunseen?"(Luqman:20)
Alahs.W.t.commandsrulesthateverythingintheworld,whetherthosethat
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canbeseenwiththenakedeyes(likebrickstobuildthehome)Orthosethatare
notvisibletothenakedeyes(likeelectricity)tosurrenderunderman'sgovern.
Whatmanmustpossessistheknowledgetopresidetheworldeficientlyaccording
toAlah'sruling･Theworldwilonlybesubjecttoman'sgovernancewhenthey
fTolowthesystemenactedbyAlahtheAlmighty.Thus,manmustunearththeworld's
secretssothattheycanexploititsresourcesfortheirownbenefit.Scientistshave
donealotofresearchesontheworld'ssystemsandhavemanagedtocreatemany
amazingInventionsforourconvenience.Asanexample,Weareindebtedtothem
fortheresearchesthathaveresultedintherevolutionaryfindingsofelectricityand
wavetechnologythatenableustosendandreceivevariousinfわrmation.
ICTisascientificinvention
Man'sinitiativeinseekingwaystoimprovisehuman'slifehasresultedina
myriadordevices.ICTisoneorthelatestinventionsthathavemadeahugeimpact
oneveryone,includingMuslims･Justlikeotherinventionsbefわre,ICTisjustan
instrumentthatcaterstoitsusers'commands.Itsmanybenefitsincludeitsusage
inSMSandI山ernetBanking.However,itcouldalsoleadtodisastrousconsequences
iftheyaremisusedthroughthespreadingofmaliciousnewsanddestructiveviruses
throughemails.Ifitismisused,ICTcannotbeblamedasitisJustagadgetused
tofacilitatehumananditdoesnothavetheabilitytooverrideitsuser'Scommands.
Islam,sattitudetowardsICT
BeforewediscussonIslam'sperceptiontowardsICT,itisbestthatwefirst
broachonsomeofIslam'spreachingwhenfacedwithlatestinventionsandissues.
Inlslam,thereareseveralmatersthatcanneverbechangedorridofuntilJudgement
DayastheyaretheverythingsthatidentifyMuslimsastheyhavetohavefaith
thatthereisnootherGodexceptAlah,thatMuhammadisthelastprophet,that
theyhavetorespecttheirparents,thattheymustbekindtotheirneighbours,and
establishcordialrelationshipswithothers.Hailedas"At-thawabit",theyare
permanentandcannotbealteredasaMuslim'sidentifyisnon-transferable.
Infacingnewissuesandinventions,Islamhasoutlinedseveralgeneral
guidelines.Thus,questionsastowhytheyaregeneralandnotdetailedmightarise･
Theanswertothatisbecausetherearetoomanynewcreationsfromaloverthe
worldthatcomeinalsortsofshapesandsizes.Hence,thebestwaytofacethis
situationisbyhavlngageneralguidelinethatisapplicabletomanylSSueS,situations
- 79 -
基盤 (A) IT等の科学技術の視点を踏まえたイスラム問題の現状と今後の展開に関する研究
andplaces.ItwilenableaMuslimtoassesslatestissues,matersandinventions
simplybasedontheguidelinesimplementedaccordingtoIslamicbeliefs.Once
theguidelinesareheeded,thentheissueorinventionisdeemedpermissible,ifit
isotherwise,thenitisindeedfわrbidden.
Thegeneralguidelinesare:
1)AthingisdeemedlawfulandpermissibletomanaslongastheQuranor
●
ProphetMuhamadteachingdonotfわrbidit.ItisbasedonthefblowlngVerses:
"AndHe(Alah)hassubjectedtoYou,asfromHim,althatisintheheavens
andonearth"(aトJathiyah:13)
"DoYounotseethatGodhassubjectedtoyour(use)althingsintheheavens
andonearth,andmadeHisbountiesnowtoyouinexceedingmeasure,(both)seen
andunseen?"(Luqman:20)
Asanexample,thisprlnCipleappliestoaleconomictransactionsincluding
exchangeofgoods,salesandpurchaseuslngbanknotes,checks,andcreditcards,
loansandonlinepurchasing.Theyaredeemedpermissibleaslongastheyadhere
totheguidelinesenactedinlslam.Inshort,thetransactionshouldnotbebased
onthesix"vices"accordingtoIslam'sSyariahlaw:riba(usury?Obtainsomething
forthelossofothers),fraud,bribery,manipulationorexploitation,gamblingand
monopoly･Atransactionconductedwithoutanyofthesixisconsideredpermissible,
whileatransactioninvolvinganyoneofthesixisdeemedfわrbidden.
2)Athingthatharmsorbringsdamagetoamannfslifeisalsoforbidden.This
isbasedonAlahtheAlmighty'scommand:
"Butdothougood,asGodbeengoodtothee,andseeknot(occasionsfわr)
mischiefintheland:forGodlovesnotthosewhodomischief."(a1-Qasas:77)
andProphetMuhammad□fspronouncement:
"Oneshouldnotdamage,andoneshouldnotharm."(HadisHasanas recorded
bylbnuMajahdanDarulqutni).
ThissecondprlnCipleensuresthateverynewmaterandinventionshouldbe
usedtofacilitateman'slife.Once.theprincipleisfulfiled,anyactivityorinvention
isdeemedpermissibleinlslam;andviceversa?ifitisusedtodestructorharm
man,thenitisfわrbiddenasmentionedintheaboveverses.Thisrulingdoesnot
seektosuppressdevelopmentssoughtbyman,butasameanstoensurethatwhatever
advancesachievedarebeneficialandnotharmfultoman.Itwouldbeironicif
someoneinventssomethingrevolutionaryonlytohaveitmisused,inotherwords,
damagetheenvironmentorinflicthurtonothers.
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BasedontheaboveprlnCiples,itisapparentthatIslamfavoursandpermits
theuslngOfanynewinventionaslongasitisnotfわrbiddenbyitsrulesandas
longasitusedforthebenefitofmankind.Ifitusedtoharmpeople,thenitis
definitelyoutlawed.Thisstandisconsistentandhasstoodthetestoftime,ever
sinceIslamwasfirstestablishedintheArablands.Islamiccivilizationofthepast
hadaccomplishedsomefわrmofdatamanagementsystemasinduringtheruleof
UmarAl-Khattab.ThesystemintroducedthenwasadaptedfromthePersian
civilizationandwasconsideredaswayaheadofitstime.
Hence,thereisnodoubtthattheuseofICTislawfulandencouragedin
Islamicteachings.Infact,Muslimsareadvocatedtoutilizeitforthebenefit
ofIslamincludinglnimplementingreligousduties.
●
SomeExamplesOHCTUsageimExecutingReligiousDuties
WhenIslamhailstheapplicationOHCT,itisassuredthatitissomething
thatfacilitatesandbenefitsmankindingeneralandMuslimsspecirlCaly.ToMuslims,
alotofICT'Stechnologycouldbeemployedinperfbrmlngdailyactivitiesand
executingreligiousduties･OneexampleofhowICToffersconveniencetoreligious
activitiesistheavailabilityorasoRwarethatinfわrmsoftheexactpraylngtimes
fTorMuslimstheworldover.ThissoftwarecouldbeuploadedinmostPDAsavailable
inthemarket.Thereisalsoasoftwarethatfunctionsinnotifyingthestartof
Ramadhan,thefastingmonthintheIslamiccalendaryearwhichcanalsobeuploaded
inmostPDAs.Asforthezakatpayment,therearevarioussoftwaresinthemarket
thatcanassistaMuslimincalculatingtheexactpaymentthatneedstobemade.
TheInternethasalsocometotheforefrontinfacilitatingMuslimsasthe'place'
wheretheycan correspondwitheachother,surfforusefulinformation,conduct
research,clarifyreligiousmaters,andmanyotheradvantageousactivities.
Closing
Islam-thewayoflifeasbestowedbyAllahtheAlmightyuponmankind
unquestionablyalowsanynewcreationorinventionthatfacilitatesmanwithout
anybiasastowhetherthedevicewasinventedbyMuslimsornon-Muslims.The
guidelinesaccordedbylslamicmlesarenotmeanttocurbcreativityandadvancement
soughtbyman.Theyareimplementedtoascertainthatanyscientificinventionis
tobeusedbymanfortheirownbenefitandadvantageinensurlngablessedand
harmoniouslife.Infact,Islamheraldswhateverinventioncreatedinthefuture
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andwelcomesitwithopenarms,aslongasitisbeneficialanddoesnotharmor
endangersmankind.ThisleadstotheunderlyingprlnCipleoHslam?acceptwisdom,
whereveritisfrom.
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ABriefHistoryofScienceandTechnology
intheOtomanWorld
FezaG也nergun
AlthoughthetitleofmypresentationinthesymposiumprogramreadsHABrief
HistoryofScienceandTechnologylntheIslamicWorld,"mypresenttalkwil
focusontheOtomanWorldinwhichthescientificloreofmedievalIslamblossomed
untilthe19thcenturywhenscienceandtechnologyintroducedfTromEuropereplaced
finalytheIslamicscientificheritage.
TheOtomanstatewasfoundedattheturnofthe14thcenturyinAsiaMinor
(i.e.Anatolia,theAsianportionofpresentdayTurkey)bytheTurkswhohad
movedtherefromCentralAsiainthellthcentury.Turkshadfirstsetledinthe
easternpartofAnatoliaandgradualyproceededwestwardsduringthellthand
12thcenturies.TheystruggledagalnSttheByzantinetroopsandalsoagalnStthe
crusaderswhohadenteredAsiaMinorontheirwaytoJerusalem.Thefirststate
foundedbytheTurksinAsiaMinorwasthe"TheSeljukSultanateofAnatolia"or
the"SultanateofRam."AftertheMongolinvasiontotheMuslimneareastinearly
13thcentury,thesultanatebecamedisintegratedandsmalprlnCIPalitieswerefわrmed
ontheeasternborderoftheByzantineEmplre.OneofthesesmalprlnClpalities
wasledbyOsmanBeg.TわgetherwithnomadicTurkishtribeslivingontheByzantine
border,OsmanBegbeganraidingtheByzantineterritoriesandlaidsiegetolznik
(Nicea),thefわrmerByzantinecapital.Hisvictorypavedthewayfわrthefわundation
oftheOttomanstateinthenorthwesternpartofAnatolia.Thisnewstatewas
named O`tomanState'a氏eritsfわunderOsman(Othman)Beg.
IntheearlycenturiesoftheOtomanstate,themajoreducationalinstitutionwas
theMedrese(Madrasa)whereArabiclanguage,theinterpretationofthe(〕uran,the
Hadith(sayingsoftheProphet)andtheIslamicLawwerestudied.Teaching,however,
wasnotconfinedtotheologyandjurisprudence.Mathematicsandastronomy(both
scienceswereverylmpOrtantinMuslimsocietiesfわrthecalculationofcalendars
andprayertimes)Werepartofthecurriculumofagoodnumberofmedreses.
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Scholarlylifeevolvedmostlywithinmedresecircles.Inthe14thand15thcenturies,
theOtomanmedreseteachers(muderris)mainlycamefromBaghdad,Cairo,
Damascus,Herat,Samarkand- theIslamicscientificcentersofthetime.There
wasastrongscholarlyandscientificinteractionbetweentheseeasternscientific
centersandthemedresesinTurkey.The'FatihMedrese'foundedinIstanbulin
1471bySultanMehmedIItheConqueror,isaspectacularexampleofa15thcentury
Turkishmedrese.The'FatihMedrese'waspartofanensembleofbuildings(kiliye)
includingamosqueinitscenter.Withitsbriliantscholars,itwasamongthemost
esteemedmedresesoftheIslamicworldinthe15thcentury.Privateroomswere
alocatedtostudentsandteachers.Themostpopularsciencebookstaughtinthe
earlyOtomanmedresesweretheworksof13thcenturyIslamicmathematicians
andastronomerssuchasaトTusi(d.1274),a1-Samarqandi(d.1284),a1-Chagmini
(d.1221)andtheworksproducedbyKadizade-iRumi(d.1440)andAli(〕usbji
(d.1474).BominAnatolia,Kadizade-iRumihadlefHTorHorasanfわradvancedstudies
andwaslaternominateddirectoroftheSamarkandObseⅣatoryfわundedbyUlugh
Beg(d.1449),theTimuridrulerandanableastronomer.Kadizadecontributedto
thecalculationsoftheZlj-iIlkhaniknownalsoasthe'Astronomicaltablesof
UlughBeg'.Thesetableswereusedextensivelyandforalongperiodforthe
computationofcalendarsintheIslamicWわrld.
AliQushjiwasanoutstandingmathematicianandastronomerofSamarkand
MedreseandUlughBeg'sobservatory.HewasinvitedbytheSultanMehmedII
toteachinIstanbul.Hisastronomybookel-Muhammediye,accountsforand
discussesthegeocentricsystemoftheuniverse,theestablishedsystemofthetime.
Interestlnglyenough,IhaveanimageborrowedfromProfessorJamilRagepwho
gavealectureinIstanbulin20040ntheastronomyofAliQushji.Hepointedout
tothesimilaritybetweenthediagramsofAliQushjiandthoseofRegiomontanus
(d.1476)andCopernicus(1543).WeallknowthatRegiomontanus'Sworkhad
influencedCopernicusinformulatingtheheliocentricsystemoftheuniverse.
ProfessorJ.Ragepcalledtheatentiontothepossibletransferofastronomical
knowledgefわrmAliqushjitoCopernicusthroughRegiomontanus.However,we
stildonotknowhowthisinformationwastransferredfTromSamarkandtoEurope.
PerhapsitcamethroughIstanbul,orittookanotherway.
SoonafterthefoundationofthestateinthelitletownofIznik,Otomans
startedtoexpandtheirterritories.AftertakingoverthewesternpartofAsiaMinor,
theyreachedtheAegeancoastwheredockyardswerelocalyset.Theybecame
involvedinconstructingships,eitherwarshipsorotherkinds.Similarly,when
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theemplreexpandedtowardstheBalkansandtowardscentralEurope,theymet
localcra氏smenexperiencedinmetalworkandcolaboratedwiththemincasting
guns.ThegunsproducedintheBalkanswereusedintheslegeOflstanbul･Tbbe
specific,acanonofover600kilogramswasusedtoslegethecity.Itwascastin
twopleCeStOmaketransportationeasier.Thus,Otomans'productionofcannons
andshipsbeganinthe15thcentury.Atthebeglnnlng,CannonsWereCastinthe
batlefields,astheOtomanshadnosetledfoundry.However,afterIstanbulbecame
thecapitalcityoftheOttomanEmpire,afoundry(Tophane)wasestablishedin
Istanbulanditsoonbecamethemainindustrialplantfわrthecastingofcannons.
The16thcenturywasoneofexpansionfortheOttomans.Theconquestof
EgyptfacilitatedthemobilityofscholarsbetweenIstanbulandtheeastern
Mediterraneancentersoflearning.Taqial-Din'S(Takiy也ddin,d.1585)arrivalto
IstanbulfromCairoisanexceptionalexampleofthisscholarlymobility.Skiled
bothinastronomyandmechanics,TaqiaトDinhadakeeninterestinmechanical
clocks,anoveltyintheMiddleEastduringthe16thcentury.Afterexamlnlngthe
specimensholdinthecolectionofAliPasha(d.1565),theOtomangovernorof
Egypt,hecomposedatreatiseaccountingfわrtheirconstruction.AccordingtoOto
Kurz,thiswastheunlquetreatisewritenonEuropeanclocksintheMiddleEast.
Healsodesignedseveralmechanicaldevicesincludingclocks,craneswithpuleys,
waterpumps,arevolvingmachineandscrewpumps.Taqial-Din'smechanical
clocksweredestroyedwhenthelstanbulobseⅣatorywasdemolishedin1583,a
decadeafterobservationsstarted.Themuseumofthe'InstitutefortheHistory
ofArabic-IslamicSciences'inJohannWolfgangGoetheUniversity(Frankfurt)exhibits
presentlytworeconstructedclocksofTaqial-Din.Theseclocksweremanufactured
aftertheinformationgiveninhistreatiseonclocks,theAl-kavakibal-durriyaji
vazal-bengamatal-davriyya(Thebrighteststarsfortheconstructionofmechanical
clocks,1559).Thefolowingimage(SeeFig.1)isfroma16thcenturymanuscript
anddepictstheastronomersandthevariousastronomicalinstrumentsoftheIstanbul
Observatory.Theclockissituatedontherightendoftheimage･Classicalobservational
instrumentssuchasthearmilarysphereandthequadrantwereregularlyusedin
astronomicalobservationsandcalculations.SultanMuradIII(r.1574-1595)who
hadakeeninterestinastronomy,haddonated10000goldcoinsfわrtheerection
oftheIstanbulobservatory.Also,hehadorderedglobes(aterrestrialandacelestial)
fromworkshopsinEurope.Sometimeago,twoglobesbearlngthemonogramof
MuradIIIappearedonaChristie'sauction.TheglobeshadthefblowlnglnSCription:
"AMVRATK STERTIUSMagnllnCOelogratiaDeisoly:manussolusomi umregnum
●●
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mundireximperatorsulthan:nusTurcarum.1579"Thetranslationreads"Amurathes
thethird.TheTurkishsultanandtheruleroftheworldthankstothealmighty
GodintheHeavens."TheseglobeswereprobablyconstmctedinMercator'S(d･1594)
atelierandarepresentlykeptinaprivatecolection.Whethertheywereeverbrought
toIstanbulisanopenquestion.
Shipbuildingdevelopedrapidlyinthe16thcenturyduetotheexpansionistpolicy
thatstimulatedthemaritimecampalgnSintheMediterraneanandwelbeyond,in
theIndianOcean.Manydockyardswereconstructedfわrthebuildingandtherepairing
orships:Thischartdepictsthedockyardsestablishedinthevariouspartsofthe
OtomanEmplre.AgoodnumberofthemwerearoundtheBlackSea.Therewere
alsodockyardsontherivers.A16thcenturychartoHstanbulshowsabout300
docksintheImperialMaritimeArsenal.VisualdocumentsprovethatprlOrtOthe
17thcentury,Otomanfleetconsistedofgalies,shipsequlPPedwithoarsandsails.
Inthe17thcentury,vesselsequippedonlywithsails(galions)becamepartofthe
navy.Galliesandgalionswerebothconstructeduntil18thcenturywhenthe
constructionshiftedtogalions.
The16thcenturyexpansionalsoalowedOtomanstolearnmoreaboutthe
MediterraneanSeaandthenewdiscoveriesbeyondtheAtlantic.NavalcampalgnS
intheMedite汀anean,aSWelascontactswiththeCatalanandItalianseamenled
Otomanstoexpandtheirgeographicalknowledge.PiriReis(d.1554),theadmiral
oftheOtomanfleetcompiledin1513aworldmapfromwhichonlyafragment
ispresentlyavailable.KnownastheA`tlanticOceanMap',itdepictstheshores
ofnorthwestAfrica,theIberianPeninsulaandtheeasternshoresofCentraland
SouthAmerica.Onthele氏corner,onecanreadthenamesofabouttwentymaps
hehadrefTeredwhenpreparinghismap;anAlexandrian,eightArab,fTourPortuguese,
anlndochinese,aChinesemap,plusamapdrawnbyColumbus.
Abookrelatingthediscoveryofthe'NewWorld'wasalsocompiled:Tarih-i
Hind-iGarbi(TheHistoryofWestIndies).This16thcenturymanuscriptcontains
aworldmaponwhichonecansee,forthefirsttimeinOttomangeographical
literature,thesouthernandnorthernAmericas.Thenaturalfeaturesofthenew
world,infわrmationonanimals,plantsandmineralswereglVentogetherwith
illustrations.So,the16thcenturycampalgnShelpedlargelythein-Comingof
geographicalandcartographicalinfわrmation.Inthe17thcentury,interestingeography
continuedaswitnessesthepresenceofvariousOttomanworksdealingwith
geography.Onereasonmaybethepublicationofalargenumberofspectacular
atlasesandcartographicalworksinEuropeinthe17thcentury;thesewereatractive
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publications(i.e.JoanBlaeu'sAtlasMajor),andseeminglyinspiredOtoman
geographersandcartographers.
ThecomlngOfEuropeanknowledgefromthe17thcenturyonwasmainlydue
totheinitiativestakenbystateandarmyofficials,andthebureaucrats.Itseems
thatMedresescholarswerenotparticularlyInvolvedinthetransferofscientific
knowledgefromEurope.KnowledgeableinArabic,PersianandTurkish,theyexceled
incomposingandcommentingtheworkswriteninthoselanguages.Presumably,
learningEuropeanlanguageswasnotdeemednecessary,sincemedresesaimedto
teachIslamictheologyandlaw.Onthecontrary,Stateandarmyofficialswerein
closecontactwithEurope,becauseoftheirinvolvementinmilitarycampalgnSOr
theirsendingindiplomaticmissions.Inshort,theclerks,officialsandbureaucrats
hadrelativelystronglmPaCtinthetransferofEuropeanknowledgetotheOtoman
Wわrldinthe17thcentury.
OneoftheEurope-orientedbureaucratswasKatibCelebi(HadjiKhalfa,d.1658).
HisgeographybookCihannimaisconsideredasamilestoneinthehistoryofOtoman
geography,becauseitwastheearliestTurkishbookcompiledbyreferrlngtO
Europeangeographicalworks.AmongthemwereAtlasMinorofGerhardMercator
(d.1594),Theatru m OrbisterrariumofAbrahamOrtelius(d.1598).AtlasMajor
ofJoanBlaeu(d.1673)wastranslatedintoTurkishatalaterdate(1675-1685)by
ateamofscholarsintheImperialPalaceinlstanbul.
The17thcenturyalsosawtheTurkisheditionofGeographiaGeneralisof
BernhardusVarenius(d.1650).ThiswasthefirstTurkishstandardtextbookon
geographytranslatedfromaEuropeanauthor.ThebookwastranslatedfromGerman
byOsmanbinAbdulmennan,thesecondtranslatorfわrtheCouncilofBelgrade.
Belgrade'SproximitytoCentralEuropefacilitatedthecomlngOfinformationand
booksespecialyfromAustria.
Eagertosetaccuratecalendars,Otomanstiredtoacqulretheastronomical
tablescalculatedbyEuropeans.First,thetablesoftheFrenchastronomerNathalis
Durret(d.1650)Weretranslatedbuttheywerenotfわundaccurateenoughsince
theywereanadaptationofsomeolderIslamicastronomicaltables.In1767,Alexis
ClaudeClairaut'S(d.1765)tablesweretranslated,folowed,fouryearlaterbythe
TablesAstronomiquesofJacquesCassini(d.1756),thefamousdirectoroftheParis
observatory.Cassini'Stableswereregardedsuperiortothepreviouslyusedzljes:
SultanSelimIIIorderedthecalendarsbecalculatedaRerCassini'stablesandthis
decisionputanendtothecenturies-longuseofUlughBeg'stablesintheOtoman
World.AtthebeglnnlngOf19thcentury,theastronomicaltablesofJoseph-Jer6me
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Lalande(d.1756)WeretranslatedintobothArabicandTurkish.Theywereused
intheEmplrefromthe1830Sonwardsforastronomicalcalculations･Tosumup,
translationsmadethroughout17thand18thcenturieswererelevantinfわstering
theintroductionofastronomicalandgeographicalknowledgetoTurkey.
InOtomanhistory,theearlydecadesofthe18thcenturylSCaledtheTulip
Era,becauseofthegreatpopularityofgrowlngtulips,especialyinIstanbul.This
erasawtheopenlngOfthefirstpressprintingbooksinTurkishwithmovable
characters.MehmedCelebi'S(d.1732)visittoParisastheOtomanambassador
pavedthewayfわrthiscrucialevent.Theambassador'ssonSaidCelebiwhowas
inhisfather'sretinuewasmuchimpressedbytheprlntlngPresseshevisitedand
thegreatnumberofprintedbooksavailableinthelibraries.Uponhisreturnto
Istanbul,hecolaboratedwithIbrahimMtiteferrika(d.1747)toestablishaprinting
houseinIstanbul.Lateron,theworkshopbecameknownasthe'MdtefTerrikaPrinting
Press'.Mdteferrikastartedprlntlngbooksonscience,technology,geography,
cartography,historyandlinguisticsasthepermissionfわrprlntlngreligiousbooks
wasnotaccordedbytheSheikhdlislam,thereligiousleaderoftheOtomans.One
oftheearliestbooksheprintedwastheFiyuzat-mlknatisiye(Propertiesofthe
Magnet,1732)becausecompasseswereessentialincalculatinglongitudeandlatitude.
ThebookwastranslatedfromaGermanworkprintedinLeipzlgatthebeglnnlng
of18thcentury.MtiteferrikapreparedtheneweditionofKatipCelebi'sbookon
geography,theCihannama,withanappendixexplainingthe'old'andthe'new'
worldsystemsofCopernicusandDescartesaswelasGalileo'stheoriesofthe
movlngbodies･MGteferrikawasnotjustaprinterbutanabletranslatorandeditor.
HispublishingactivitiesseemtohavebeeninfluentialinralSlnginterestinmodern
sciencesinearly18thcenturyTurkey･
Mid-18thcenturylSCharacterizedbythemilitaryrefわrmswhichalsopaved
thewayfortheintroductionoftechnicalknowledgefromEurope.Otomans'
awarenessofEuropean'Stechnicalandmilitarysuperiorityledthemtolauncha
gradualrefわrmationinthearmy.Theestablishmentin17350fanewbombardier
corps(HumbaraciOcagi)inadditiontothetraditionalonethathasbeenestablished
inthe15thcenturywasanearlystepinthemodernizationprocess･Thepolitical
conditionsfavoredthearrivalofFrenchtechnicians.TheFrench,anxiousofRussiaan
expansiontowardscentralEuropeandtheMediterraneandeemednecessarytohelp
theOtomans･Thus,theOttomandignitariesinvitedexpertsfromFrance,who
assistedinthereformationofthearmy,thecasting ofgunsandtheartoffortification.
Drawingsfroma18thcenturymanuscript give an idea oftheOtomanweaponry
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whichincludedrockets,cannons,bombs,shellsandotherarms.Thistreatise
witnessesalongtraditionofmilitaryteclmologyintheOtomanarmy.Frenchexperts
supervisedtheorganizationofanewartilerycorpsandthecastingofnewcannons･
Furtheron,theywereaskedtoimprovetheOtomanfortificationsofGalipoliand
theBosphorusinordertopreventtheRussianattacks.Thenextstepofthe
refわrmationwastheestablishmentofaschooltotrainmilitaryenglneerS.The
Hendesehane(literalytheschoolofmathematics)openedin1775intheImperial
Arsenal.Soonitwascaledthe"ImperialSchoolofEngineering"(Mihendishane-
iBerri-imimayun).Thisinstitutioncreatedwithinthemilitaryconstitutesthecore
ofthepresent-dayIstanbulTeclmicalUniversity.Turkishtextbookswerealsocompiled
byhavlngrecoursetObooksusedinthetrainingofmilitaryenglneerSinFrance.
ProfessorsoftheMuhendishanebecameinvolvedinthetranslationprocesswhich
greatlyhelpedtheintroductionofmodernsciencesandnewmilitarytechniquesin
Turkey.EarlyexamplesaretheTurkishtranslationsmadefromthewel-known
booksofSebastienlePrestredeVauban(d.1707),amilitaryengineerandaMarichal
inLouisXIV'sarmy.Thefirstone(1793)isontheartofmining(Fenn-iLagim)
andthesecond(1794)onthesiegecraft(Fenn-imuhasara)(SeeFig･2).Lateron,
thetextbooksofthemathematiciansEtienneBezout(d.1783)andCharlesBossut
(d.1814)weretranslated,publishedandtaughtintheImperialSchoolofEngineering.
TheneedtotrainqualifiedarmyofficersledtothecreationinIstanbulofa
MilitarySchool(Mekteb-iHarbiye)in1834.Re-organizedin1846afterthe丘cole
deSaint-Cyr,itsoonbecameakeylnStitutionfわrthestudyofmilitaryartsand
engineering(SeeFig.3).Frenchinfluenceonitsorganizationandcurriculumcame
toitsendwhenPrussianofrlCerSWererecruitedin1880andshapedtheteaching
a洗ertheBerlinMilitaryAcademy.
Tbconclude,IwishtooveⅣiewthechangeoverthatoccurredintheacquisition
ofscientificandtechnicalknowledgefrom14thto20thcenturies.Asmentioned
befわre,theeasternscholarlycenters(Baghdad,Samarkand,Cairo)Werethemost
frequentlyvisitedcentersbytheOtomansseekingknowledgeduringthe14thand
15thcenturies.SubsequentlyscholarswerefわrmedintheOtomanmedresesthat
wereestablishedinistanbulandinthevariouspartsoftheEmplre.Medresetraining
wastheoretical.Technicalfわrmationwasreceivedbypracticingwithamaster･
FolowlngtheincreaseofcontactswithEuropeandtheestablishmentofmodern
schoolsinthelワthcentury,agoodnumberofgraduatesweresenttoEuropeby
thegoverrmenttocompletetheirtraininglnenglneerlng,mlnlng,medicineandrelated
fields･Awel-knownexampleisDervishPasha,whohadstudiedminlnginthe
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EcoledesMines(Paris)inmidlワthcentury.Hisbookoninorganicchemistryis
theearliestTurkishchemistrytextbookpublishedinTurkey.CompiledfromEuropean
sources,itwasusedfわrmanyyearsintheteachingofchemistryattheMilitary
AcademyandtheEnglneerlngSchool.EuropeanenglneerSandcraRsmenwerealso
hiredandworkedinvariousmilitaryandcivilianplants(i.e･thefoundry,thearsenal,
thedepartmentsofminingandforestry),bringingnewinformationandtechniques･
Thusthe19thcenturywasdecisiveinthetransferofscienceandtechnologyln
theOtomanEmplre:Paris,Vienna,Berlinreplacedtheonceilustriouseastemcapitals･
Thetransferprocessoccurredmostlythroughmilitaryinstitutions,Civilianschools
establishedinthesecondhalfofthe19thcenturypavedthewayforalarger
disseminationofimportedknowledge.Atemptstoestablishauniversityin1860s
faileddespitethebuildingconstructedbyGaspareFossati(1809-1883)inIstanbul
in1846165.(SeeFig.4).Theinitialideaofestablishingauniversity(Darulfunun)
wastoformcivilservantsrequiredbygovemmentalofrlCeS.TheImperialUniversity
(Darulfunun-iSahane)whichfinalyopenedin1900wascrucialintheformation
ofayounggenerationoflawyers,physicians,chemistsandteacherswhowould
contributetothemodemizationofTurkeyinthe20thcentury.Perhaps,myconcluding
sentencesshouldbethefolowlngS:TheOtoman'spursuitofscientificandteclmical
knowledgewhichstartedinthe14thcenturybycolaboratlngWitheasternscientific
centers,undertookanewdirectionwhenOttomansbecameawareofnew
technologleSduringthemilitarycampalgnStheyinitiatedtowardscentralEurope.
Themidl18thcenturyatemptsofmodernlZlngthearmyandthecreationofmodern
schoolsinthe19thcenturyspeededupthetransfTerofknowledge.From19thcentury
on,theqiblaforsearchingscientificandteclmicalknowledgewasdoubtlesslyEurope.
Fig.1:FragmentofaminiaturedepictingtheIstanbulObservatoryfroma16thcenturythemanuscrlPttitled
Alat-iRasadiyyaliZic-iSehiniahiye(IstanbulUniversityLibrary,FY.1404,57a).Theclockisonthe
rightendoftheimage.
Fig2:AdrawingfromFenn-iMuhasara(Istanbul,1794),translatedintoTurkishfromSibastienlePrestre
deVauban'S(1633-1707)worksonsiegecra氏.
Fig3:StudentsoftheMekteb-iHarbiye(MilitaryAcademy,Istanbul)practicingwithsurveyinginstruments.A19th
centurypostcard.Privatecolection.WithcourtesyofProfessorAtilaBir(IstanbulTechnicalUniversity).
Fig.4:TheDarzufijnun(University)buildinginIstanbul.Adrawingdated1850byGaspareFossati(1809-
1883),itsarchitect.DrawingsfromFossati'salbum(propertyoftheDukeofBuccleuchandQueensberry,
KT)arepublishedasanappendixtoA.Bryer'sarticle"TheMiracleofSantaSophia,"Cornucopia,
Ⅵ)1.Ⅰ,issuei,1992,pp.64-65.WithcourtesyofBer一inTorolsan.
ProfTessor,DepartmentofHistoryofScience,FacultyofLeters,IstanbulUniversity.
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｢文明の衝突｣と米国軍事戦略
孫崎 享
1.はじめに
ハンチントン教授が1993年ForeignA飽irs誌夏号に ｢文明の衝突｣論文を掲載 1､｢文明
の衝突が今後の世界政治をめぐる紛争の主な要因になろう｣という大胆な仮説を出した
時､冷戦後の国際政治を考える上での新鮮な問題提起として大きい反響を呼んだ｡併せ
て､西洋文明との対立の可能性を指摘されたイスラム社会あるいはアジア社会からは､文
明の衝突を誇張し過ぎるとしてハンチントン論文に対し､強い反発がみられた｡
その後の国際情勢の展開を見ると､中東においてはイラクに対 し､米国､英国を中心と
する ｢西欧諸国｣による軍事行動､引き続いての駐留が行われ､イスラム社会がこれに反
対するという動きがでてきた｡この状況は､まさにハンチン トン教授が ｢西欧社会とイス
ラム社会間の数世紀間の対立の構図が変化していく可能性は低く､むしろ敵意に満ちたも
のになっていく可能性がある｣｢西欧の次なる相手は間違いなくイスラム世界になる可能
性があり､新秩序における構想は間違いなくイスラム国家を相手に繰 り広げられることに
なろう｣という予測が現実の形として現れている｡ 従って表面的に見る限り､ハンチント
ン教授の ｢文明の衝突｣概念は現実化 したと言える｡
その意味で､国際問題に関し最も影響力を持っているForeignAfairs誌掲載の論文の中
においても､ハンチン トン教授の ｢文明の衝突｣は将来を見通した論文として､冷戦の対
ソ連封 じ込め論文の基礎を形成したミスターⅩ(ジョージ ･ケナン)の ｢ソ連の対外行動
の源泉｣論文と同様に､重要な位置を与えられていくものと見られる｡
しかし､ジョー ジ ･ケナン論文が当時の最高レベルのソ連研究の水準に達して撤密な論理
展開をして冷戦の動向を予測し､封じ込め政策を論じたのに対して､後に見ていくようにハ
ンチントン教授の ｢文明の衝突｣論文の論述は論理的に多くの欠陥を持ちながら､結果的に
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将来の動向をほぼ的確に予測するという現象をもたらした｡何故､こういう現象が生じたか｡
本稿においてはイラクを中心とする中東の混乱は文明の対立という歴史の必然なのか､
むしろ特定国の特定政策によるところが多いのかを主たる論点として検討 してみたい｡
2.ハンチントン論文の問題点
先ずハンチン トン論文の記述の問題点を見てみたい｡
(1) 記述その1:｢君主､国民国家､イデオロギーによる紛争のすべては西欧文明諸国
によるものであり､これらはいわば西欧の内戦だった｡冷戦も西欧の内戦だった｡だが冷
戦終結とともに､国際政治は西欧文明という枠組みを超えた広がりを見せ､問題の中枢は
西欧文明対非西欧文明という構図によって規定されるようになった｡これまでのように非
西欧諸国の政府や民衆が植民地の対象とされることもなくなり､歴史の構築者として西欧
文明と肩を並べるようになった｣｡
対立の構図の原因を脱植民地､自立に求めているが､この傾向は冷戦終了という時期に
発生したのではない｡従って､冷戦終了と対立の発生の相関関係については根拠が薄い｡
(2) 記述その2:｢いまや政治 ･経済システムや経済発展の段階によって国家群が区分
されているわけでなく､文化 ･文明によって国家がまとまりをみせている｡｣
この記述は部分的に該当しても国際情勢全般にあてはまる現象とするのは正しくない｡イ
ラク問題を巡って､西側に米国と独仏の考え方に差があることをみてもかかる一般化は出来
ない｡
(3) 記述その3:｢今後の世界は7つ､あるいは8つの主要な文明の関係によって規定
されていくことになろう｡ 主要な文明とは西欧､儒教､日本､イスラム､ヒンズー､スラ
ブ､ラ米､アフリカ｣｡
各国動向の認識をこのカテゴリーで正確に認識することは不可能であろう｡経済発展及
び政治の成熟度からくる類似性と歴史的に同一文化圏に属していたことからくる類似性に
おいて後者が強固と断定は出来ない｡
(4) 記述その4 :｢世界の経済の近代化と社会の変化は地域的アイデンティティを希薄に
し､国民単位のアイデンティティを弱めている｡ これに代わり世界の多くの地域で宗教が
重視され始めており､原理主義に積極的な態度をみせているのは大学教育を受けた人々だ｣
前者の現象は出ていても宗教がこれに代わるというのは正確ではない｡原理主義と教育
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の関連についても一面の記述である｡以降､ハンチントン論文の記述に問題あるとみられる
部分の続けるが､スペースの関係で､何故問題であるかの記述は避ける｡
(5) 記述その5:｢日本が内向きになりアジア化を進めている｣
(6) 記述その6:｢非西欧文明のエリー トは脱西欧化をめざす｣
(7) 記述その7:｢文明的な特質や違いを克服していくのは容易でなく､政治経済問題
にもまして妥協や解決を図るのが難しい｣(筆者注 :違いの存在は武力的対立に発展する
ことは意味しない)
(8) 記述その8:｢中国経済はすでにアジアの屋台骨と称されている｣
(9) 記述その9:｢強く強調しておくべきは､西欧文明諸国が民主主義 ･リベラリズム
を普遍的価値として促進し､軍事プレゼンスを維持し､自らの経済的利益の促進を図ろう
とすれば､逆に他の文明の反発を招く危険があるということだ｣(筆者注 :イラク攻撃等
現在の米国政策が批判を招いている主たる理由は米国がリベラリズム等普遍的価値を追求
することなく自己の価値を追求していることにある)
(10) 記述その10:｢冷戦時代､危機や流血を伴う抗争の発火点は政治イデオロギー上の
境界線に存在 したが､いまや文明上の断層ラインがそれに取って代わりつつある｣
(ll)記述その11:｢端的にいってアラブ世界における西欧流の民主化は反西欧的政治勢力
を招いている｣
(12)記述その12:｢現在はイスラム対キリス ト教という構図に変化してる｣
(13)記述その13:｢日米の経済摩擦は両国の文化的な隔たりによって更に深刻になっている｣
(14)記述その14:｢実際個人主義､自由主義､立憲主義､人権､平等､自由､法の支配な
どが他の文明圏で広く受け入れられているわけでない｣
(15)記述その15:｢ある研究者は西欧世界で最も重要な価値観は他の地域では最も低い重
要度しか与えられていないと結論つけている｣
(16)記述その16:｢近代的な民主政府という概念は西欧を起源としており､これが非西欧社
会に導入されたのは､おおむね西欧文明の植民地主義､あるいは強要を通じてである｣
(17)記述その17:｢今後人々が文明を軸として自己と他者を区別するようになれば多様な
文明を内蔵する国家は解体する運命にある｣｡
以上幾つかの問題点を含む記述をみたが､その論法は学術的と言うより､プロパガンダ
的であるO ある現象の一部の面に当てはまる面を拡大､一般化し､特定論点を支えるとい
う手法である｡また､｢近代的な民主政府という概念は西欧を起源としており､これが非
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西欧社会に導入されたのは､おおむね西欧文化の植民地主義､あるいは強要を通じてであ
る｣との論点は後に見る米国による米国の政策 ｢強制｣ を支持する論法である｡
-ンチントン論文はこうして､文明間の異なりの中で妥協,協調はあり得ず､武力対立
は自然であるとの論を展開した｡しかし､ハンチントン論文は学術的論文としては問題は
抱えつつも､その後の国際情勢の展開では正しい予言を下したという現象を生み出した｡
それはどうしてなのか｡
ソ連封じ込め政策をⅩ論文で提言したとして著名なジョージ ･ケナンは後､自叙伝等で
｢自分の提言が政策決定者達に影響を与えたというよりは､政策決定者が望む方向の論文
を記述したのでこの論文が重用された｣と記述しているが､ハンチントン論文も同じよう
な要素を有している｡ ハンチントン論文の理解にはこの時期の米国の安全保障の考え方を
見る必要がある｡
3.1990年代前半の米国安全保障政策
ソ連の崩壊は米国の国防政策の根本を変えた｡この時期米国は如何なる安全保障政策を
築いていったか､見てみたい｡
(1)国家安全年次報告の動向
1986年のゴール ドウオーター ･ニコラス法により米国大統領は国家安全年次報告を義務
付けられているが､国防省､NSCに勤務経験の ドン ･スナイダーは次の記述をしている｡
1990年版 :ソ連､東欧圏の急変に､報告は混乱
1991年版 :軍事的観点では地域紛争を米軍事能力の焦点とした｡政治的には軍備管理を
東西関係から南北関係に重点の変化を行った｡
1993年版 :共和党政権の最後として大統領選挙後発表｡｢民主的平和｣とその達成のた
めの米国の圧倒的指導力を強調｡2
この国家安全年次報告を見る限り､米国は南北関係に軍事焦点を移行している｡ここで
の南北関係はイスラム圏を中心とする国々を対象としている｡従って､ハンチントン論文
が発表される以前において､軍備関係の問題から南北間､特にイスラム諸国との間で緊張
が出るのは米国安全保障者間での認識である｡
(2)アスピン国防長官発表BOTTOM-UPREVIEW
BOTTOM-UPREVIEWは米国の主要国防対象であったソ連が崩壊 し冷戦が消滅した後､
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米国国防省が取 り纏めた体系的方針である｡冷戦大戦後の米国姿勢を形成する重要方針と
なっている｡ このREVIEWは1993年 3月アスピン国防長官によって着手され 1993年 9月
発表されたものである｡
(ア)BOTTOM-UPREVIEWの主要内容
･米国の戦略､軍事力等の決定に重要な役割を演じたソ連は消滅 し､冷戦後国防をどうす
るかとの新たな課題がでた｡
･脅威を分類すると下記のなる｡
旧 :ソ連からの核､通常兵器による脅威
新 :核 ･生物化学兵器の拡散､主要地域勢力の侵略ないし民族的宗教的紛争､旧ソ連そ
の他の地域における民主化の失敗､強固で発展的米国経済建設の失敗
･民主的原則､自由市場経済､法の支配等によって導かれる国家群は大きく拡大出来る
･この戦略は脅威の抑止と国際的パー トナーシップ追求とい う特質を持つ
･我々は米国のより低いコス トで､米国の指導力を維持する手段を見つけなければならない｡
･民主的価値及び機構の拡大を奨励 しなければならない｡
(イ)BOTTOM-UPREVIEWに対するコメント
･カール ･コネッタの下院議会証言 :
今 日米軍の軍事介入をする地域は欧州を除き朝鮮半島と湾岸｡BOTTOM-UPREVIEWは
1992年からの国防省､研究所の報告の延長線上｡湾岸の危険を過大評価｡3
･CSBA研究所報告 :
"EmphasizesplannlngtOreflghttheGulfWarmoreefectivelyratherthanpreparlngforthechalengesof
thenextdecade.M 4
(イ) BOTTOM-UPREVIEW と中東の関連に関する評価
BOTTOM-UPREVIEWはクリン トン政権下の国防費削減の動きと連動 しているとの評価
(@rJ-Aperceptionisspreadingthat,nomaterwhatMr.Aspinclaims,militaryrequirementsdonotmater
much.Onlythemoneymaters.Pressuresarebuildingalreadyformoreanddeeperdefensecuts-5)が存在
し､消極的性格を持つと見なされているが､中東に関しては､米国は民主主義拡大を積極
的に遂行する､生物化学核兵器を重視する､危険の事前抑止を行 うとの評価があり､対中
東積極的関与策が見える｡
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4 ハンチントン論文と米国国防政策立案との関係
2においてハンチン トン論文は分析において多大の欠陥を持っているが､国際政治の大
きな流れを読むという点で成功を収めていることを､3において米国国防政策面では中東
に積極関与していく米国国防政策の流れを見た｡
この両者を見ると､明確になってくることがある｡ ハンチン トン教授は従来の研究業
績､人的コネクションから言って米国軍部の動向に精通している｡ しかし､中東､アジア
の専門家ではない｡従って中東､アジアの記述において問題点が多々出るのは自然である
が､米国軍部がどの様な行動に出るかには精通している｡ BOTTOM-UPREVIEWにみられ
る如く､米国が中東において米国流の民主主義拡大を積極的に遂行するという行動に出れ
ば､ハンチン トンの表現を借 りれば､｢強く強調しておくべきは､西欧文明諸国が民主主
義 ･リベラリズムを普遍的価値として促進し､軍事プレゼンスを維持し､自らの経済的利
益の促進を図ろうとすれば､逆に他の文明の反発を招く危険があるということだ｣であ
る｡このことは別の表現を行えば､中東において他の介入なく独自に現状から紛争､衝突
の危機が発生しているのではなくて､米国が自己が崇高と見なしている目的達成のため､
能動的行動をとることによって紛争､対立の危機が訪れるということである｡ハンチント
ン教授は安全保障､米国の姿勢から米国 ･イスラム社会の対立が到来するという米国の安
全保障者間の共通認識を文明という点で翻訳を試みたと言える｡地域情勢､特に争点の中
東､アジアの研究を専門にしていないハンチントン教授にはこの翻訳は無理であった｡他
方通常､一般市民は米国安全保障関係者の動きに充分精通しているわけでない｡この層に
とってはハンチン トン論文は大胆な予測と見える結果となった｡
5 軍事 ドクトリンーCOmPelence(強制)-の意義
冷戦時､主要な軍事 ドクトリンはdete汀enCe(抑止)であるが､冷戦後compelence(強制)
が米国内で議論される｡ この思想は日本では馴染み薄く､米国での議論を紹介する｡
(1)カーネギー財団ペーパー 6
･抑止 :敵対勢力に対して軍事侵略は利益をもたらすより遥かに大きい損害をもたらす
ことを知らしめることにより､敵対勢力が軍事力によって自己の目的を達成せんとするの
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を避けさせようとする政策
･強制 :威嚇､軍事力使用の脅し､実際に軍事力使用によって､敵対勢力が特定の行動
をとるように強制する政策
･関与 (エンゲージメント):敵対勢力と経済､文化､社会等各種関係を形成していくこ
とにより､敵対勢力の政策に影響を与えていく｡
(2)スランチェフ論文 7
0mpelenceは能動的であり､抑止が現状維持を目指すのに対して､相手が対応を変えるま
で行動を続け､最終的には政権交代で目的を達成する｡ 現状を変化させることを目指す｡
冷戦時代､ソ連との関係においては第一撃核攻撃の能力を持つソ連に対して核兵器を使
用させないかが米国の戦略上の主要関心であり､compelence理論はあまりに危険で有効性
を持たない｡抑止理論が戦略論の中心であった｡しかし､冷戦後米国に匹敵する軍事国家
の存在がない状況下､軍事力により敵対とみられる国家の政策を力で変更させるという米
国姿勢が顕著になるにつけ､compelence理論が展開されるようになる｡
6 ラムズフェル ド･ドクトリン
ブッシュ政権の誕生により､米国戦略は更に攻撃性を増す｡その代表は国防長官ラムズ
フェル ドの戦略である｡
ラムズフェル ド･ドクトリンの骨子は次の諸点である｡ 8
･先制攻撃の容認 (米国を防衛するには予防戦略､時に先制攻撃が必要)
･決定は米国 (戦争介入に積極的な国の連合を形成すれば優位を手に入れられるが､戟
闘を連合国の総意で進めるべきでない｡任務が最大公約数的なものに矯小化する)
･ 同盟の流動化 (連合､同盟は戦争の目的に応じて形成されるべし)
･ ｢電撃戦｣の重視｡｢2正面作戦｣から ｢4つの重要な戦域での抑止体制を維持､同時
に2つの戦域で敵を短期間に打ち負かす能力で支え､その一方で一つの侵略国に対する大
規模な反撃を行い､首都を制圧 し､政権を交代させるだけの余力を残す｣-変化｡
ラムズフェル ド･ドクトリンは前述のBOTTOM-UPREVIEW とどの点で変化しているであ
ろうか｡BOTrOMIUPREVIEWにおいては中東に関し､米国は民主主義拡大を積極的に遂行
する､生物化学核兵器を重視する､危険の事前抑止を行うとの評価があり､対中東積極的
関与策が見える｡ラムズフェル ド･ドクトリンは前述のBOTTOMIUPREVIEW とこの点では
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軌を一にする｡ただしBOTTOM-UPREVIEWにおいては同盟国との共通の行動を強く望んで
いるに対し､ラムズフェル ド･ドクトリンは単独主義を打ち出している｡ラムズフェル ド･
ドクトリンの登場前､米軍においてはパウエル ･ドクトリンが中心であり､パウエル ･ド
クトリンはベ トナム戦争での敗北を踏まえ､次のごとく極めて抑制的性格を有している｡ 9
･ 軍事行動によって達成されるべき政治目的は明快かつ軍事手段で達成可能なものでな
ければならない｡
･軍事行動の前に全ての非軍事的手段が試みられていなければならない｡
･政治目的は軍事行動によって達成可能なものでなければならない｡
･軍事行動によって達成されるものは予想される被害よりはるかに勝っていなければな
らない｡
･軍事行動は決定的手段であり､段階的にエスカレー トするのは避けなければならない｡
ラムズフェル ド･ドクトリンはイラク攻撃において採用されるが､イラク戦争の批判は
ラムズフェル ド･ドク トリンの批判として現れる｡
"安定したイラク民主化を達成する最も期待できる道は小規模､迅速な軍事行動を主張す
るラムズフェル ド･ドクトリンを捨てることである｡ ラムズフェル ド･ドクトリンに対比
されるのはパウエル ･ドク トリンであり､それは､明確な軍事目的､明確な軍事作戦終了
戦略､大規模軍事力利用に特徴つけられる｡ ラムズフェル ド･ドクトリンはハイテク軍事
力は比較的少人数の兵力で世界中のどこでもの戦闘に勝利するとし､反欧州､反国連的性
格を持つ単独先制攻撃を容認 した"10
7 対イラク軍事行動と米国軍事戦略
米国の対イラク軍事行動はパウエル ･ドクトリンから大きくかけ離れたものであること
がわかる｡ パウエル ･ドクトリンにおいては ｢軍事行動によって達成されるべき政治目的
は明快かつ軍事手段で達成可能なものでなければならない｣とされているが､米国の対イ
ラク軍事行動はこの点極めて不透明である｡
米国がイラク攻撃に踏み切った時には､ブッシュ大統領はその根拠を大量破壊兵器とア
ルカエダとサダム ･フセイン大統領との結びつきに求めていたが､米国議会をはじめその
後の調査によって両者は否定された｡
従って､何故ブッシュ大統領はイラク攻撃を行ったか､この点を明確にする必要があ
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る｡ブッシュ大統領は攻撃開始の理由として､サダム ･フセイン大統領とアルカエダとの結
びつき､及びイラクの大量破壊兵器の危険が指摘されたが1､米国議会の調査等を踏まえ､
今日､この疑惑はさして大きくないことが判明している｡
では､ブッシュ大統領は何故イラク攻撃に踏み切ったのであろうか｡
ライス大統領安全保障補佐官は2000年 10月 12日ブッシュ政権成立前､外交評議会に興
味ある発言を行っている｡
｢サダムが政権にいる限 り何もかわらない｡我々は政権の座から排除するためにありとあ
らゆる手段を用いるべきだ｡ブッシュが最後に言ったことは機会があれば行動にでるとい
うことです｡サダムは時として自分で自分の首をしめるような行動にでるので､そ うした
機会はたびたびあるでしょう｣｡ライスは攻撃の口実は何でもいい､サダム排除に意義が
あると述べている｡
BobW)odwardはPlanofAtackでブッシュ大統領が大統領就任直後､更に9-11事件直
後サダム ･フセイン排除の軍事行動に特別の関心を持っていたと記述 している｡ 12 ただ
し､サダム ･フセインを力で排除したいとするブッシュ大統領の考えは当時の米国におい
て特に異常ではない｡BobWoodwardは一Anotherelementwasthestandingpolicyinheritedfrom
theClintonadministration.noughnotwidelyunderstood,thebaselinepolicywasclearly"reglmeChange"
と記述している｡米国国内で何であれサダム ･フセイン排除の軍事政策をとることがプラ
スであるというコンセンサスが存在 していたからこそ､ブッシュ大統領は国内世論を見､
行動に移 したと言える｡
メイ教授は ｢ハーバー ド流歴史活用法｣で朝鮮戦争を分析､｢1949年最高機密文書によ
れば大統領が議長である国家安全保障会議で朝鮮は 『合衆国にとり戦略的価値はなく朝鮮
半島における軍事力の行使に合衆国が関与するのは軽率』としていたのにも関わらず､何
故米国が朝鮮戦争に介入 していったかを分析､国内政治要因､米国の全体的戦略上の意義
の重要性を指摘 している｡ 13ブッシュ大統領のイラク攻撃はまさにこの視点でみるべきで
ある｡ ブッシュ政権樹立後最大の関心は ｢次の大統領選挙で如何に圧勝するか｣である｡
政権発足後､9-11事件直前世論は大統領評価は肯定より否定に傾いていたこと (強硬路
線で支持率が急騰)､ユダヤ票は2000年選挙で20%程度の支持､イラク攻撃時40%以上に
支持が上昇 したこと等より､軍事行動は圧倒的に世論工作上プラスであり､大統領決断の
重要要因であったとみられる｡
- 101-
基盤 (A) IT等の科学技術の視点を踏まえたイスラム問題の現状と今後の展開に関する研究
8 米国戦略と欧州
軍事行動を単独でも実施せんとする米国と他の国際社会の格差は大きく､これはイラク
をめぐる動きで顕著となった｡欧州諸国の批判は厳しいが､米国ネオコンはこの格差を当
然とみなしている｡ ネオコンの論客ケ-ガンは下記のとおり記述 している｡
｢ヨーロッパとアメリカが同じ世界観を共有しているという幻想にすがるのはやめるべき
だ｡軍事力の有効性､道義性､妥当性についての見方がアメリカとヨーロッパで違ってき
ている｡ヨーロッパは力を越えて法律と規則､国際交渉と国際協力という独自の世界-と
移行している｡これに対してアメリカは国際法や国際規則があてにならず､安全を保障
し､自由な秩序を守り拡大するにはいまだに軍事力の維持と行使が不可欠な世界で､力を
行使している｡両者が合意できる点は極めて少なくなり､相互の理解も希薄になった｡こ
の事は一時的なものでもないし､アメリカの政権交代や悲劇的事件の結果でもない｡欧米
の違いをもたらした原因は根深く､長年にわたって形作られてきたものであり､今後も長
く続く可能性が高い｡｣ 14
かかる現象についてはネオコンという極端なグループに属さず､米国社会学学界で尊敬
を得ているナイ教授も次のように記述している｡
｢米国は圧倒的軍事力を有した｡右派､左派に関係なく､有力な評論家は21世紀の支配的
状況をアメリカ帝国というフレーズで語り始めた｡今米国人は次のフレーズを聞かされ
る｡ 『単極構造秩序は今後も続き､米国は思いのまま自由に行動できる｡他の世界は米国
についてくるしかない』｡しかし､軍事パワーの圧倒的な優位にばかり焦点をあてて考え
るのは間違いだ｣ ｡ 15
本論文をハンチントン教授の ｢文明の衝突｣論文と比較してみると､イラクを中心とす
る中東における紛争は､文明間の違いにより自然に発生すると言うより､米国が武力で世
界を変えるとする動きに帰因しているのが理解しえよう｡
9 中東民主化構想
対イラク攻撃の際には国防省が中心となって政策を決定していったが､ウイルソン元大使､
民主党大統領候補者の一人クラーク等は ｢国防省の考えの中核になったものには､イラク攻
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撃を中東を米国､イスラエルよりにする広範な政権交代の移行構想の一環｣と主張した｡
政権交代の対象とされたのは､イラン､シリアが最大の目標､あわせサウジ､エジプ ト
も対象として言及された｡特にサウジに関しては､｢従来サウジは地政学的重要性及び石
油で特別の配慮がなされてきたが､テロ等今日中東の不安定は宗教と密着している現体制
を変革する必要がある｣との主張が聞かれるようになった｡
ブッシュ大統領はイラク戦争を行使するとともに､中東諸国を更に民主化していく構想
を打ち出している｡
米国の外交政策は米国国民が政策支持を行う発言と､対象国に行 う発言とは異なる｡中
東に対する軍事行動を ｢文明間の衝突｣とし特定指導者の政策ではないとする意味で､-
ンチントン教授の ｢文明の衝突｣論文は重要な意味を持つ｡ しかし､対象国にはかかる表
現は逆効果をもたらす｡ブッシュ大統領はイスタンブールで下記の発言を行 うことによ
り､とりあえず ｢文明間の衝突｣概念を排除している｡ 16
DemocraticvaluesalsodonotrequlreCitizenstoabandontheirfaith.Democraticsocietiesshouldwel-
come,notfear,theparticipationofthefaithful.Wh atisimportantisnotla]clashofparties,civlizations,
cultures,EastandWest."Wh atisimportant,hesays,istorealize'thatotherpeoplesinothercontinents
andcivilizations-†are-'exactlylikeyou.Ladiesandgentlemen,intheirneedforhope,intheirdesirefor
peace,intheirrightto丘eedom,thepeoplesoftheMiddleEastareexactlylikeyouandme･
中東民主化構想の最大のターゲットは現在イランとシリアである｡
シリアに関してはパレスチナ武装グループに対する支持が問題となっていこう｡
イランに関しては､核兵器開発､アルカエダ等テログループとの結びつき､イラン国内
における民主化弾圧の動き等が問題となっていく｡ イラクに対する米国の動向が示すよう
に､イスラム圏諸国の個別の案件に対する動向が最大の問題ではなく,現政治体制は容認
できるかどうかが米国の判断の根幹である｡
敵対的諸国に対応するには､抑止､強制 (最終的には政権の変革も含む)､関与 (関与
を強化することにより相手の政策変換を計る)の3つのアプローチがある｡ 日本外交は従
来関与政策を中心に進められてきたが､現在米国の志向しているのは強制である｡なお中
東をめぐっての日米協力においては､botom-upreviewにおいて同盟の概念の変化が発生し､
米国経済-の悪影響を回避するため､同盟を積極的に使 うべきであるという思想が発生､
次第に日米同盟間における危険の負担という方向に進展 した点を指摘 しておきたい｡
中東に戻って､中東において強制政策が効を奏すか否かの判断はイラク情勢次第であ
る｡ イラクに対する米国の軍事作戦が成功すれば､強制は他の国にも展開される可能性が
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高い｡他方､ここで米軍の被害が高ければ､パウエル的な費用対効果の観点から軍事行使に
慎重な思想が勢力を増す｡イラク情勢は今後の米国の軍事行動を決定する上で極めて重要な
役割を有している｡
ハンチントン教授の ｢文明の衝突｣論文は単なる学術論文ではない｡米国の軍事政策の
動向を決める過程の中で出てきた極めて政策的意図を含んだ論文であったと言えよう｡
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テロリズムと中東民主化構想
孫崎 享
TenTOrismandDemocratizationintheMiddleEast
h4AGOSAKIUkeru
Abstract
Inpursuitofwaronterrorism,theUnitedStatesshifteditsemphasisfrom
terrorismtodemocratizationparticularlyintheMiddleEast.Thispositionwas
clearlystatedbyRichardHaasinhisaddress"TわwardsGreaterDemocracyln
theMuslimWorld"andbyCondoleezzaRice.SecretaryRicearguedthatfわr60
years,theUnitedStatespursuedstabilityattheexpenseofdemocracylnthe
MiddleEastandthatweachievedneither.BushandRicetookthepositionthat
onlythedemocratizationintheMiddleEastwilachievetheultimatereglOnal
stability･PresidentBusharguedthatthegravestdangerourNationfacesliesat
thecrossroadsofradicalismandtechnologyandthattheyareseekingweapons
ofmassdestruction･ThispaperlookswhichshouldhaveprlOrity,thepursuitof
democratizationorthenon-proliferationofnuclearweaponsandifthelaterhas
prlOrity,whetherthepursuitofdemocratizationisthebestwaytorealizethis
goalortherearebeteralternatives.
は じめに
9.11米国同時多発テロは米国に多大の衝撃を与え､その後の米国外交形成の主要要因と
なる｡米国防長官ラムズフェル ドは論文 ｢変化する任務､変貌する米軍｣の中で ｢冷戦終結
後我々の慣れ親しんだ安全保障環境はなくなった｣と述べ ｢2001年我々が思い知ったとお
り､新世紀における軍事課題は予見できるものでない｡新世紀における課題-の対処は不確
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実で予期せぬ攻撃から国を守らねばならぬ｣ 1として､ラムズフェル ド･ドクトリンを打ち
出す｡
ブッシュに近い大統領補佐官ライスは ｢ベルリンの壁の崩壊と世界貿易センターの崩壊は
移行期の終わり｣とし､世界貿易センターの崩壊にベルリンの壁崩壊と同様の重要性を与
え､国家戦略の在り方を論じた2｡又､ブッシュ大統領は ｢アメリカの国家安全保障戦略｣の
中で ｢アメリカにとっての最大の敵はテロという過激主義が科学技術と出会うことによって
生じている｣ 3としてテロとの戦いを最大の課題としている｡ こうして､2002年米国大統領､
国防長官､国家安全保障補佐官はいずれも対テロを最大の課題とした｡この中から､先制攻
撃､単独主義､武力による体制変革､中東を焦点とするブッシュ ･ドクトリンが形成され､
ブッシュ政権の外交推進の原動力となる｡
本論文においては第一に上記ブッシュ ･ドクトリン及びその後の中東民主化構想形成の背
景を見る｡次いで ｢イスラム原理主義｣とイスラム教の関連を見､テロとの戦いと中東民主
化構想は同一の方向を示しているのか､或いは矛盾点を内蔵しているのか否かを検討したい｡
1.ブ ッシュ ･ドク トリン成立の背景
ブッシュ大統領はテロとの戦いを行 うため､2002年 7月 16日､調整された集中的な努力
を求める国土安全保障政策を発表し､ 情報 ･諜報および警告､ 国境および輸送の警備､国
内のテロ対策､重要インフラの防衛､ 大規模テロに対する防衛､緊急事態-の対応の課題
を発表し､2002年 11月従来22の省庁にまたがり17万人を要する国土安全保障省を創設し
た｡同時にブッシュ政権は､当時国連等を通じて平和的解決をめざすという公的立場と異な
り､すでにイラク攻撃を実施することを内々決定していたとみられる｡ここでは米国国内の
テロ対策は除外し､対外政策に焦点を当てていきたい｡
ブッシュ大統領は ｢アメリカの国家安全保障戦略｣で次のように述べている｡
民主主義 と開放経済の促進のため働きかける (民主化促進)
米国のパワーを世界秩序形成に用いていく (武力使用の用意)
敵対行動を未然に防ぐため先制的に行動する (先制攻撃の採用)
必要なら単独行動をとる覚悟をもっている (単独行動の容認)
安全保障確保の行動中の行為が国際刑事裁判所 (ICC)に及ばない し､米国は受け入れな
い (国際法に対す る国内法の優先)
テロ支援国はテロリス トと同 じく攻撃対象 4
- 108-
孫崎 享 テロリズムと中東民主化構想
先制攻撃､単独主義､武力による体制変革､中東を焦点とする政策 (2002年一般教書演
説において北朝鮮､イラン､イラクを悪の枢軸と位置づけ)はブッシュ大統領演説に色濃く
出ている｡こうした政策の概念は､必ずしも9.11後､誕生したものでない｡冷戦以降の米
国安全保障関係文書の中核をなしていたとすら言える5｡ しかし､これが広範な国民の支持
を得､米国の政策として確立するのは9.11以降である｡ 従って､まず､9.11米国同時多
発テロの特質からみてみたい｡
政治 ･軍事の中でテロという行為は目新 しいものではない｡テロリズムの語源は1793年
～94年のフランス恐怖政治にさかのぼり､元CIAテロ対策副室長はテロを ｢(1)事前に準
備､(2)単なる犯罪でなく政治的行為､(3)軍事目標でなく市民対象､(4)軍ではなく
純然たる国家外のグループ行動｣と定義 (外交評議会 ｢テロリズム｣)したが6､この定義
によれば､有史以来無数のテロ行為があったといえよう｡
では何故､9.11事件が米国対外政策にかくも大きい影響を与えたか｡従来のテロを理解
するため､日本に関連深い事件を見てみたい (表 1)｡
事件名 勃発日 終結日 犯人側 要 求 終
結状況浅間山荘事件 72/2/20 2/28 (追われ龍城 ) 犯
人逮捕､人質解放マレー シア米等大使館占拠 75/8/4 8/8 同僚釈放と日航機派遣 釈放､犯
人リビアで投降､人質釈放ボンベイで飛行機乗っ取り 77/9/28 10/4 赤
軍派釈放 釈放と身代金支払いで解決在ペルー大使公邸占拠 96/12/17 4/22 同僚釈放と安全な脱出等 武力突入で犯人殺害､人質解
表 1こうした事件後､新聞は社説で､浅
間山山荘事件については ｢人質解放と犯人逮捕をや りとげた警察に感謝する｣旨､マレーシ
ア米等大使館占拠事件に関しては ｢犯人の要求に応ずる他ない｣旨､在ペルー日本大使公邸占拠事件でも ｢
ペルー政府の決断はやむをえない｣としている｡上記は､テロ-の危機管理は､テロ
行為発生後交渉､繊滅などの手段で対応可能であることを示している｡ かつテロ実施者も在ペルー大使公邸占拠事件にみられるように､交渉を念
頭にテロ実施の初期段階で最大被害を与えていない ｡これと9.11テロ事件と比較してみたい｡
9.11では8時48分世界貿易センタービル北棟に激突､9時03分南棟に激突､9時4
3分ペンタゴンに激突している｡これら各々-の激突は数秒間で発生し､最大の被害をもたらし
た｡これらはアルカエダ系テロの特徴である｡04年3月11日のマ ドリー ド列車同時爆破テロ (
注 :犠牲者 191名､05年 3月11日共同は ｢オ賞賛)｡この際､二つのアプローチがある｡ 一つは政
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ルモ予審判事によると､テロ犯の動機はイラク戦争に参加したスペイン-の報復｣と報道)､
05年7月7日サミット時における英国ロンドン同時多発テロ (注 :7日付けUSATODAYは
｢"アルカエダ インヨーロッパ"がイラク､アフガニスタンにおける英国の大量殺害に対す
る報復との声明を発した｣と報道)にも共通の特徴がみられる｡
これらの動きはテロが発生しても､犯人側との交渉､残滅等にて危機管理を実施できる従
来パターンと大きく異なる｡テロ行為が発生してからではなす術がない｡事前策が重要にな
る｡治安の面から見れば事前に犯人を攻撃するのが最も効果的である｡米国民は9･11テロ
事件により先制攻撃を容認した｡従来､｢軍事行動は全ての手段を尽くして後｣との考えが
強かったが､テロ行為はいっなされるか不明であり､先制攻撃を早期に採用することを可能
にした 7｡
この9.11事件は全く予測不可能であったのだろうか｡実はそうではない｡テロ専門家の
間では､アルカエダの攻撃につき98年から警戒心が高まっているo TomClancyは 96年小
説 "ExectiveOrders"で飛行機の米国議会突入によるテロ行為､更に生物兵器のよる米国
攻撃を描いている｡筆者は ｢自警｣で ｢国際テロ事件の続発｣と題し次の記述をした8｡
｢ワシン トン発ロイターで次の記事が流れました｡"2月 24 日､米国の諜報機関筋は
米国民を世界的に攻撃す るとのオサマ ビンラーデンの率いるイスラム宗教団体等の声明
を非常に深刻に受け止めていると語った"｡テロの防止には限界があ ります｡ 8月 18日
-ラル ド･トリビューン紙はゲイツ元 CIA長官の論評を掲げています｡"アメリカ国民
はより強力な武器 を使用 してかかる攻撃が更に生ずるのは不可避であるとい う現実に直
面すべきである｡テ ロリス トは標的を経済関係に移そ う｡テロリス トとの戦いは長期に
および､凄ま じい数の米国人被害を出そ う｣｡
又､事件直後日本の新聞は ｢米国の信頼を失わせるテロが今後 2-3週間内に実施の可能
性ありとの情報を先月､在京米大使館から入手済み｣と報じている｡
米国の対外政策決定には､(1)地域情勢､(2)米国のグローバル戦略､(3)大統領-
の評価等内政との関連という主要決定要因がある｡ブッシュ政権は大量破壊兵器を理由にイ
ラク攻撃を実施したが､この理由はむしろ世論向けに利用された要素が強い9｡それだけに
真の理由理解のためには特に (3)の観点が重要である｡第一期政権発足当時フロリダ州等
で大混乱したブッシュ政権においては ｢政権の最大目的は､二期目に圧勝する態勢をとるこ
と｣といわれ､ブッシュ政権関係者はこれを最大目標として動いた (注､この中､中核に
なったのはローブ氏といわれ､第二期目受諾宣言中ブッシュ大統領は同氏をACH汀ECTと
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今一つは選挙に重要役割を果たす特定グループに近い政策を出すことである｡ここでは前者
との関係で世論動向を見てみたい｡(表 2)
(1)政策全体の中のテロ ･核問題の位置づけ.米国における最重要課題 (%)10 (表 2)
年月 生活費税 失業 経済全体 犯罪 医療 教育
テロ 核脅威5/96 ll 13 12
25 10 133/00 13 2 6 13 8 6 (99年-2
)3/02 2 8 18 1 4
7 22 122/03 2 4
34 2 5 4 10 356/04 3 10 13 3 3 27
表 2核の脅威とテロを組み合わせる政策は世論の関心事と一致
している｡(2)軍事
行動の容認 1 (表 3) 年 空からの攻撃 地上攻撃 指導者暗殺98 7
4 57 5402 87 84 66
表3サダム ･フセイン政権崩壊のための軍事力使用 賛成-75%､反対21%､不
明4%12(3)先制攻撃 13 (表4) 年月 しばしば可 時々可 ほとん
ど不可 絶対不可 不明5/03 22 45 17 13 37 4
20 40 22 14 4(4)国際政治におけ
る米国の強力な指導力大変望ましい (42%)､どちらかといえば望ましい (41%)
､どちらかといえば望ましくない(9%)､非常に望ましくない (5%)(注 12と同
じ)上記の世論動向は､ブッシュ政権のテロ最重視､軍
事行動の重視､単独主義 (米国の指導性重視)､先制攻
撃等が世論とほぼ一体であることを示す｡この世論を背景にブッシュ大統領はテロとの戦い等を
展開し支持率を大きく上げていく｡2.テロリズムとイスラム原理主義
冷戦以降92年
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ORDER (1991年年頭教書)､クリン トン大統領はENLARGEMENT,ASSERTIVE
MULTILATERALISM (クリン トン政権中 "AmeriCamustlead"はしばしば利用される)と形
態表現は異なるが､一貫して米国主導で世界秩序を構築する考えがある｡しかし9･11テロ
は特別の意義を与え､9月20日､ブッシュ大統領は議会演説で次のように述べた｡
国民は､誰が米国を攻撃 したのか､と問 うている｡われわれが集めた証拠はすべて､ゆ
るやかに結び付いたテロ組織 ｢アルカエダ｣を指 し示 している｡その目的は､世界をつ
くり直すことにあ り､自らの過激な信念を世界中の人々に押 し付けることにある｡イス
ラム過激主義の分派教義を実践 している｡ これ らテロリス トの 目的は､キリス ト教徒､
ユダヤ教徒､そ してすべての米国人を､女性や子 ども､そ して民間人や軍人を区別する
ことなく殺害することである｡ このグループは､さまざまな国で､他の多 くの組織 とつ
なが りを持っている｡
ブッシュ大統領はこの演説で9.11とイスラム過激派を結び付けた｡こうして､テロリズ
ムを論ずる時､イスラム過激主義､イスラム原理主義が論ぜられる｡この中イスラムの原点
には過激主義､他文化 ･宗教-の非寛容性があると示唆される (注 :ハンチントン論文 ｢文
明間の対立｣のこの流れに属する)｡
この示唆の正否はテロ及びその対策を論ずる時の重要論点となる｡よって先ずイスラムの原
点コーラン､-デースにあたり､この点の表現を見てみたい｡
宗教には無理強いがあってはならない (コーラン ｢雌牛の章｣256)
汝が皆をいちいち導く必要はない｡神が御心にかなう者を導きたもうのだ (｢雌牛の章｣272)｡
神の道のために､おまえたちに敵する者 と戦え｡ しかし､度を越 して挑んではならない｡
神は度を越す者を愛 したまわない (｢雌牛の章｣190)0
迫害がなくなるまで､宗教が神のものになるまで､彼 らと戦え｡ しか し､彼 らがやめた
ならば､敵意は無用である｡ (｢雌牛の章｣ 193)
神の使徒は女子供を殺す ことを非難 した (ハデース､｢聖戦｣148)｡
イスラムの原典コーラン､ハデースをみれば､基本的に他宗教に寛大であり､過度な暴力
の戒めが存在することに気づく｡ 従って ｢イスラムの原理は暴力､非寛容を説いている｣と
位置づけるのは正 しくない｡
ここで､イスラム原理主義的傾向が強いとみなされるウサマ ･ビンラディン､及びイラ
ン ･イスラム革命を実施 したホメイニの言及振 りを見てみたい｡
米国等の安全保障関係者はウサマ ･ビンラディンの ｢米国人に対する戦争宣言｣(96年)を
大規模テロの予告と解釈 した｡宣言は､宗教色が強い｡アラーの引用をしばしば行い､戦い
を宗教的殉教と位置づけた｡しかし､戦いの目的は宗教的ではない｡現代の政治の問題点が
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対象である｡具体的には ｢イスラムの民をシオニス ト･十字軍連合による攻撃､不公正､不
正義から開放すること｣特に ｢聖地を有するサウジを米軍基地から解放すること｣である｡14
更に､イラク戦争で米軍と戦うアルザルカイは次のように述べている｡
AmericacameherejusttohumiliateMuslimsandtoobliteratetheritualsofthisreliglOn,the
March2003waragainstIraqwasunjustwarbytheheadofinfidelity,Am erica,Jihad(holywar)is
forGod'swordtoprevail,that'swhythebloodofMuslimsinIraqhasmixedwiththatoftheir
brothersfromMuslimcountries15
ウサマ ･ビンラディン等はイスラム社会の防御を目的としている｡但しイラン革命に成功
したホメイニの発言はウサマ ･ビンラディンより攻撃的である｡
｢宗教界にあって次のように言っているのを見る｡"我々は祈 り信仰上の問題で法解釈
を述べるだけだ" と｡ こ うした考 えは植民地主義者の何百年の悪 しき宣伝の結果であ
る｡イスラム統治の決意を して前進せ よ｡イスラム統治の施政を世界に広めよ｣ 16
これらの点に関して立山良司氏は下記説明を行っている｡
｢カ リフォルニア大学ラボポー トも宗教的過激派が自分達で設定 した防衛意識に基づ
いて暴力行為にのめ りこんでいくプロセスを論 じている｡防衛 とい う心理状況はアル ･
カーイダによる同時多発テロ事件後に多く論 じられた防衛 ジ-- ドの概念に通 じるもの
がある｡イスラム教では世界をダール ･アル ･イスラーム (イスラムの家) とダール ･
アル ･ハルブ (戦争の家)に二分する｡ジハー ドの概念 も戦争の家にイスラムを拡大す
る拡大ジハー ドとイスラムの家を守る防衛ジハー ドに2分 される｡イスラム過激派の多
くも敵から攻撃 されているとい う意識をもってお り､防衛 ジ-- ド論に基づいて暴力や
テロを正当化 している 17｡
同じ視点はGusMertinにもみられる.
Itispermissibleandevendutytowagewartodefendthefaithagainstaggressors.Underthistype
ofjihad,warfareisconceptualydefensiveinnature;incontrast,theChristianCrusadeswere
conceptualyofensiveinnature.18
アルカエダをはじめ､今日の多くのテロ組織は自己社会の防御的理由を目的としている｡
ラムズフェル ドの発言に戻ってみてみよう｡
冷戦期に我々が直面 していた脅威は予見可能であった｡新世紀における課題に対処す
るには大きい困難が伴 う｡それはどこの誰かもわからない､みたこともない勢力による
不確実で予期せぬ攻撃か ら守 らなければならない｡
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この認識は多分正確でない｡今日最もありうるテロが如何なるものか､その集団､要求は
明確である｡｢どこの誰か不明､予期せぬ行動｣ではない｡05年7月ロンドン ･テロ事件は
アルカエダ攻撃が長く予測されていた｡｢英米のイラク派兵｣ というテロの動機も分かって
いた｡不明なのは､何時､何処で､如何なる手段で攻撃するかである｡テロの要求を不鮮明
にすれば政治的妥協はない｡先制攻撃しかない｡政治的要求を鮮明にすれば対応策には幅が出る｡
3 米国外交での民主化重視､大中東民主化構想
米国大統領の焦点はテロ対策から大中東民主化構想-と次第に変容する｡
･01年9月20日米議会演説 (対象はアルカエダ｡ タリバン政権を糾弾｡
｢テロ集団はエジプ ト､サ ウジ､ヨルダンの転覆を望む｣
として､むしろ3カ国側につく｡
｢どの国も決断 しなければならない｡我々の味方になるかテロリス トにつ くかのどち
らかである｡｣
･02年2月20日年頭教書 (対象はテロリス ト及びこれ-の支援国イラン､イラク､北朝鮮
を ｢悪の枢軸｣と非難､民主化擁護を打ち出す)
米国は､自由と正義を守ることで､先頭に立つ｡われわれには､自分たちの文化を押
し付ける意思はない｡ しかし､米国は､法の支配､国家権力の制限､女性に対する尊敬､
私有財産権､言論の自由､公正な裁判､そ して宗教面の寛容 さとい う人間の尊厳の交渉
の余地がない要求を擁護 して断固たる立場を取る｡米国は､イスラム世界を含む世界の
あらゆる地域で､こうした価値観を主張する勇敢な人々の側に立つ｡われわれには､脅
威を排除 し､憤 りを抑えること以上に大きな目標がある｡我々は､テロに対する戦いの
向こうに正義 と平和の世界を求める｡
米大統領演説では ｢民主化を進める｣という目標が最重要となっていく｡ この変化は01年
9月20日から02年2月20日の間に生じている｡この中､02年12月国務省ハス政策企画部長は
｢米国の中東政策は過去対ソ連政策などで必ずしも中東の民主化を最重視してきたわけでない
が､今後例外なしに最重要視する｣と最も詳細､かつ明確な形でブッシュ政策を解説した19｡
- 114-
孫崎 享 テロリズムと中東民主化構想
OurefortstopromotedemocracythroughouttheMuslimworldhavesometimesbeenhaltingand
incomplete.Indeed,inmanypartsoftheMuslimworld,andparticularlyintheArabworld,succes-
siveU.S.administrations,RepublicanandDemocraticalike,havenotmadedemocratizationa
sufficientprlOrity.Attimes,theUnitedStateshasavoidedscrutinizingtheinternalworkingsof
countriesintheinterestsofensurlngaSteadynowofoil,containlngSoviet,IraqlandIranian
expansionism,addresslnglSSueSrelatedtotheArab-Israeliconflict,resistingcoITmunisminEast
Asia,Orsecurlngbasingrightsforourmilitary.Yetbyfailingtohelpfostergradualpathsto
democratizationinmanyofourimportantrelationships-bycreatingwhatmightbecaledal'demoI
craticexception'--wemissedanopportunitytohelpthesecountriesbecamemorestable,more
prosperous,morepeaceful,andmoreadaptabletothestressesofaglobalizingworld.Itisnotinour
interest-OrthatofthepeoplelivingintheMuslimworld-fortheUnitedStatestocontinuethis
exception.U.S.policywilbemoreactivelyengagedinsupportingdemocratictrendsintheMuslim
worldthaneverbefore.ThisistheclearmessageofthePresidentTsNationalSecurityStrategy.
ブッシュ政権の中東政策において､民主化を最重要視するとの政策はその後も継続され､
この点は05年6月ライス国務長官のエジプト訪問でも明確にされた200
For60years,mycountry,theUnitedStates,pursuedstabilityattheexpenseofdemocracyln
thisreglOnhereintheMiddleEast--andweachievedneither.Now,wearetakingadimerentcourse.
Wearesupportingthedemocraticaspirationsofalpeople.
以上から､ブッシュ政権の民主化重視を見た｡ここで若干の補足を行い たい｡中東の民主
化構想を論ずる時､04年G8シーランド･サミットの動きが言及される｡このサミットの ｢拡
大中東 ･北アフリカ地域とのパー トナーシップ｣政治宣言で (1)政治分野に関し､民主主
義､法の支配､人権､多様性､(2)社会文化面に関し教育､表現の自由､男女平等､情報
技術-のアクセス､(3)経済面に関し雇用創出､起業促進､貿易投資の拡大､資本-のア
クセス､財政改革､財産権､透明性向上､腐敗対策の協力が決定された｡政治の民主化を前
面に出したい米国と､この動きには警戒的な中東 ･欧州諸国との対立の中で､政治的要素を
低くした実務的協力が決定されたといっていい｡従ってこのG8宣言は米国中東政策の根本
ではない｡根本は政権交代をも含めた民主化にある｡更に各国別の米国要請の検討が､中東
民主化で米国が何を意図しているかが明確になる｡ 2005年エジプ ト訪問中のライス国務長
官発言がこの点を網羅的に述べている｡ (注20に同じ)
(1)イラク :前向き評価 :選挙実施中､憲法作成中, パ レスチナ :前向き評価 :自由
選挙実施､テ ロとの戦い｡
(2) レバノン :前向き評価 :シリア支配か らの脱却,
(3) シリア :前向き評価 :民衆民主化志向を表明, 批判 :レバ ノン､イスラエル､イ
ラク､パ レスチナの地における暴力志向勢力を依然支持｡ シ リアのケースは深刻｡
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(4) イラン :批判 :人々は自由と権利を否定している抑圧的政権に忍耐を失いつつある｡
選挙の存在も神権政権の組織化 された残忍性を隠せない｡選挙で選ばれていない小数が
人々の願望を握 りつぶすのを止める時期がきた｡
(5)サ ウジ :前向き評価 :最近の地方選挙で開放に向けての第一歩がなされた｡批判 :
多 くの人が基本的人権を実施することで代償を払っている｡ 3名が平和的請願で現在収
監中｡
(6)エジプ ト: 前向き評価 :ムバラク大統領が憲法改正 し複数政党選挙を行 う決定をし
たことは勇気つけられ る動き｡
要請 :エジプ ト政府は人々に信頼をおくべ し｡民主主義の平和的支持者が暴力下に置
かれる状況下､エジプ トの改革の未来に懸念｡法の支配が緊急立法に代わ り､独立 した
司法が窓意的裁判に代わる日が必要｡政府は市民に選択の自由の約束を実施 しなければ
ならない｡選挙は客観的水準に達 さねばならない｡反対グループは集会､参加､発言に
自由でなければならない｡投票は暴力､脅 しのない下で実施 されねばな らない｡
このライス長官の演説は米国民主化構想において､シリア､イラン次いでエジプト､サウ
ジを対象としていることがわかる｡
4.テロ対策 と民主化構想の相関関係
これまで9.11米国同時テロが米国の中東民主化構想につながる経緯をみてきた｡その論
理は ｢同時多発テロの脅威は根本より絶たねばならない｡テロはイスラムと深くかかわって
いる｡従ってイスラムが政治に影響を与える状況を変え､民主化を樹立して初めてテロが根
絶できる｣というものである｡
しかし､イスラム教が存在するが故に､テロがあるのではない｡アルカエダで明確なよう
に先ず政治要求がある｡イスラム教の特性として､攻撃された時には聖戦として激しい抵抗
を行う｡ただし､自らが他宗教､他文化を撲滅し自己の勢力圏を非イスラム圏に拡大しよう
とする動きは今日ほとんどない｡
テロとの戦い､中東民主化の発端となった米国同時多発テロを見てみよう｡何故､テロが
発生したか｡冒頭､ラムズフェル ド長官の ｢2001年我々が思い知ったとおり､新世紀にお
ける軍事課題は予見できるものでない｣等述べ9.11の攻撃を ｢不確実で予期せぬ攻撃｣と
している｡01年9月20日ブッシュ大統領の議会演説では ｢自由の敵がわが国に対して戦争
行為をした｡アルカエダは犯罪を犯すマフィアと同じである｡自らの過激な信念を世界中の
人々に押し付けることである｣旨述べている｡ここに一つの見解がある｡
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DidtheU.S.militarypresenceinSaudiArabiacausetheSeptember11attacks?
Thepresenceofabout5,000U.S.troopsinSaudiArabia,hometolslam'stwoholiestsites,lSOne
ofOsamabinLaden'sbitterestgrievancesagainstAmerica?bothbecauseheisofendedbyhaving
I.infideltroops"standguardoverIslam'sholiestsitesandbecausetheU.S.presencemakesitharder
forhimtotoppletheSaudimonarchy.(注5に同じ)
上記英文見解は米国 外交論議で最も権威ある外交評議会の見解である｡外交評議会の論
点で考えてみよう｡9.11は米国軍のサウジ駐留と関係した｡湾岸戦争前､クエ- トにイラ
ク軍が侵入した時､王室内ですら米軍駐留に激しい反対が出た｡9.11事件後､テロ対策が
論じられた｡アルカエダの要求はサウジ駐留の停止である｡その是非､功罪の議論が広範な
テロ対策議論の第一歩であったはずである｡この議論は少なくとも公にはほとんど存在しな
かった｡
アルカエダ ･グループによる03年スペイン列車テロ事件､05年 7月ロンドン同時多発テ
ロの最大の理由はイラク問題である｡アルカエダ･グループイスラム過激派の呼びかけにお
いてイスラム教を引用しているが､その動機は極めて政治色の強い｡宗教､聖戦はこの目的
を動かす道具の役割を果たしている｡
今日の米国中東政治の混乱はテロ防止を最重視するのか､体制変換を最重視するかの混乱
にある｡選択は多分次のようになろう｡
(1) イスラム社会変革を力で実施一軍事抵抗発生 (テロ)-究極の平和達成
(2) 軍事衝突 (テロ)回避一政治的妥協含め共存模索｡
冒頭､ブッシュ大統領は ｢アメリカの国家安全保障戦略｣の中で ｢アメリカにとっての最
大の敵はテロという過激主義が科学技術と出会うことによって生じている｣としたことをみ
た｡核とテロと結びつきが最大の懸念材料であった｡核とテロの結びつきには何らかの形で
国家が結びつく｡ この問題を考える時に､キッシンジャーの思想が役たっ ｡
1957年出版されたキッシンジャー著 ｢核兵器と外交政策｣は核兵器管理の古典である｡彼
は ｢米国の戦略問題は次のように要約できる｣として以下の点を指摘している｡
1:核兵器を有する国は､それを用いず して無条件降伏を受け入れることはないであろうし､
その生存が直接脅かされ ると信ずる時以外は核戦争の危険を冒す国もない とみ られる｡
2 :無条件降伏を求めるものでないとい うことを明らかに し､どんな紛争も国家の生存とい
う問題は含まれ ない枠をつ くることが米国外交の仕事である｡
3:侵略国が全面戦争に訴えることに何 らの利益を認めることが出来ないよ うに強力かつ防
護 された報復力を確保 しなければならない 21｡
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上の原則がソ連の核兵器の危険性を軽減 した｡今一度 この原則で北朝鮮､イランの核
兵器をみてみたい｡上の原則を別の視点でみれば､｢核保有国が無条件降伏を求められ
た り､国家の存続が脅かされれば核使用もあ りうる｣ とい うことになる｡同じ論理で､
核保有の可能性のある国は ｢無条件降伏を求められた り､国家の存続が脅かされれば核
兵器を求める｣こととなる｡今 日の米国の対イラン､北朝鮮政策を見てみよう｡ ここで
は ｢核兵器の不保持｣ と ｢体制変革｣の 2つを同時に求めている｡ これは核兵器を使用
させないことを求めたキッシンジャーの提言 と明らかに矛盾する｡今何故 ｢国家の生存
とい う問題は含まれない枠をつ くる｣外交が展開されないのか｡
我々は今､北朝鮮､イランに対 して ｢核兵器の不保持｣ と ｢体制変革｣のいずれを優
先 して外交を進めるかの選択にある｡ この点が今 日の核問題の核心である｡ 日本の多く
の人の選択は核保有の阻止を優先 し､体制変革まで望まないことを選択 しよう｡ この時
点で核兵器の保有を認めれば後戻 りできない｡ しか し体制変革は将来実現出来る課題で
ある｡イラン､北朝鮮の核開発の懸念が進んでいる中､これ らの国に対 して軍事的手段
による体制変革を目指 さない とい う確固たるメッセージを送 ることが緊急に必要 とな
る｡イラン､北朝鮮がこの点に確信が持てない時､国家存続､体制維持のため核開発の
追- と突き進むおそれがある22｡
上記の考えは核以外の分野にも当てはまる｡今日テロ行為はイスラム教徒の不特定多数に
よって行われるのではない｡アルカエダなど極めて鮮明な政治目的を掲げたグループによる
場合が圧倒的に多い｡このグループのテロ行為を防ぐこととイスラム社会全体の民主化を図
ることは対象も異なれば手段も異なる｡ 9.11に戻ろう｡米国民に ｢もし米国軍がサウジか
ら撤退していたら米国同時多発テロがないと分かっていたとして､それでも駐留を続ける
か｣を問うてみよう｡大多数が ｢駐留の必要なし｣ となろう｡テロ防止には様々の手段があ
る｡その最も大きいものはテロリス トが撤回を要求している政策の再検討である｡テロに屈
するのではない｡政策の是非､功罪を冷静に計算することにある｡西側諸国は今､何を最重
点を置くかを明確にする必要がある｡中東の指導原理をイスラムから民主主義かつ米国に友
好的な政策にすることとテロという暴力行為を防ぐことのいずれを最優先するのか｡｢両者
は同一｣という見解は勿論ある｡ブッシュ大統領も､ライス国務長官もそう主張している｡
しかし両者は必ずしも同一でない｡後者を優先させる際には選択肢はいろいろ存在する｡
最後に米国世論動向を見たい｡｢他国に民主化政権を樹立することに支援｣の世論の支持
は14%と高くない｡他方テロとの戦い､核拡散防止は70%以上と支持が高い23｡ ここから
米国政権にとって選択がある｡一つは後者中心の外交をする｡ 一つは依然中東の民主化促進
を重視する｡しかしその際は対象国のテロとの結びつき､拡散の危険性を主要論点とする｡
ThesecretDownlngStreetmemoの｢BushwantedtoremoveSaddam,throughmilitaryaction,
justifledbytheconjunctionofterrorismandWMD.Buttheinteligenceandfactswerebeing
fixedaroundthepolicy｣は正解である｡
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デジタル ･ジハー ドの現在
保坂 修司
はじめに
現実世界のイスラームは多様である｡国家､地域､民族､宗派､その他もろもろの要素
が複雑に絡み合って独特の世界を構成する｡この多様性はそのまま仮想現実のなかにも反
映されている｡ たとえば､同じイスラームを前面に押し出しているウェブ ･サイ トでも､
それぞれの拠ってたっ信仰の違いによって､その内容は微妙に異なってくる｡ 大まかにい
うと､イスラーム系ウェブ ･サイ トは次の4つに分類できるだろう｡
○ スンニー派
○ シーア派
○ ス-フィー
○ ジハー ド系
これらはドメイン名によっても簡単に識別できる場合もあるし､それだけではまったく
内容が区別できないものもある｡ またいずれの分類に属するサイ トでも､背景に何らかの
既存の宗教組織をもち､それを明確に主張しているものもあれば､既存の組織とは離れた
もの､あるいは既存の組織に属していながら､それを明確には表に出さないものなど､い
ろいろある｡たとえば､エジプ トのアズハルのサイ ト (htp:/www.azhar.org)は前者の代表
例であろう｡また世界青年ムスリム会議 (http://www.wamy.org)やイスラーム諸国会議
(htp:/www.oicl0Ci.org)のサイ トなどもここに分類していい.一方､後者の代表にはいわゆ
るポータル ･サイ トがある｡ 前者が一般に一方的にイスラームないしはみずからの組織に
関する情報を提供するのに対し､後者はより双方向性を重視するのが特徴といえる｡当
然､一般のムスリムにとっては､後者のほうがはるかに人気がある｡ アズハルやoICをイ
ンターネットに接続したとき最初に表示されるページに指定するものはおそらくほとんど
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いないだろうが､後者のサイ トを最初のページに指定している人はけっして少なくないはず
である｡
そのなかでもとりわけ人気のあるサイ トのひとつが､イスラーム ･オンライン ･ネット
である (htp:/wwwiSlamonline.net/)｡ このサイ ト､全体はアラビア語と英語のバイリンガル
になっている｡ デザインや構成には両言語で統一感を出しているが､内容はかならずLも
重複しない｡情報量としてはアラビア語のほうが充実しているといえるだろう｡ アラビア
語のほうは利用者としてムスリムだけを想定しているが､英語のほうは非ムスリムをも対
象とする内容になっている｡ 実際､英語版のBBSや質問コーナーでは欧米やアジアの非ム
スリムの発言が多い｡
イスラーム ･オンラインは一見すると､何ら組織的なバックグラウン ドがないようだ
が､実際にはカタル政府の肝いりでつくられたものである｡また内容面では､カタル在住
のイスラーム法学者､ユースフ ･カラダーウイーを筆頭とする委員会の監督を受けてい
る｡ したがって､全体を流れる トー ンはカタル的イスラームおよびカラダーウイー的イス
ラームとなる｡ すなわちムスリム同胞団やアズハルに近いもの､あるいはカタルで名目上
支配的とされるワッハーブ派の影響を読み取ることができる｡イスラーム ･オンラインに
はフアトワ一 ･バンクという既出のフアトワ-を検索できるシステムがあるが､そのフア
トワ-を発出したメンバーを見てみると､ムスリム同胞団､アズハル､ワッハーブ派が大
半を占めていることがわかる｡
またイスラーム ･オンラインにはディスカッション ･フォーラム (BBS､掲示板)があ
り､英語 ･アラビア語ともさまざまなテーマについて非常に熱心な議論が行われている｡
とくに､9月11日事件やイラク戦争に関してはこれまでのアラブ世界では考えられなかっ
たような自由で活発な議論が行われた｡新しい議論の場所としてBBSはすでに若い世代の
ムスリムのあいだに定着 しつつあると考えてもいいだろう｡
イスラーム系ポータルとしてはアル ･イスラーム (htp:/www.a1-islam.org)という､その
名もずばりのサイ トがある｡ これもばっと見たところ､とくに変哲はないのだが､実際に
はここはシーア派系サイ トである｡
一方､ス-フィー系のサイ トは百花綬乱である｡ しかし､アラブやイラン､ トルコなど
の伝統的なス-フィー教団よりも欧米で盛んな新しいス-フィー教団のほうがオンライン
活動は盛んかもしれない (たとえばナクシュバンディーという名のつくウェブページだけ
でも相当数存在する)｡
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ジハー ド系組織とコンピュータ
9月 11日事件の実行犯といわれるカーイダなど最近のイスラーム系テロ組織は､旧来
の中東の政治的 ･宗教的過激組織と形態上大きく異なっている｡ 従来の組織が中央集権
的 ･官僚機構的であり､国家あるいは疑似国家的組織の監督や支援を受けていたのに対
し､カーイダなどいわゆるアラブ ･アフガンたちを中核とする組織の多くは形式上きわめ
て分散的で､非官僚機構的である｡ トップダウン的な形式ではないので､指揮系統がひと
つ破壊されても､各細胞や結節は依然として動きつづける｡ これはインターネットの形態
にきわめて類似 してお り､その意味でも非常に現代的な組織といえる0
当然彼らはさまざまな局面においてコンピュータを利用 している｡ 単純な文書作成から
情報収集､連絡用の電子メールや携帯電話などがそれに当たる｡また政策策定にあたって
コンピュータを利用することもありうるだろう｡
ただコンピュータを利用することにはリスクも伴 う｡携帯電話や衛星電話さらには電子
メールも盗聴される危険性があるし､機器を押収されたときにはハー ドディスクから膨大
な情報が漏洩する恐れもある｡
サイバー ･テロ
テロ組織がコンピュータやインターネットを利用することと同様に､すでにインター
ネット上でのテロの可能性が現実味を帯びてきている｡ インターネット繁明期にあった
バービー人形解放同盟のような半分冗談めいたテロ活動は､犯罪 目的のハッキング (ク
ラッキング)や何らかの政治目的をもったサイバー ･テロ-と進化 してきた｡この点に関
しイスラーム世界では2000年 10月に勃発 したイスラーム対イスラエルのネット戦争がし
ばしば取 り上げられる｡発端は同年 10月7日にレバノンのヒズブッラーがイスラエル軍
兵士3名を捕縛 したことであった｡これに対しイスラエルおよび米国のハッカーがいっせ
いにヒズブッラーのウェブページに攻撃を加える｡ハッカーたちはヒズブッラーのサーバ
に侵入し､ウェブページを書き換え､ホームページにイスラエルの国旗を描き､さらには
ご丁寧にもポルノ ･サイ ト-のリンクまで張ったのである｡
これに対してアラブ側も反撃を開始する｡ 湾岸のハッカー ･クラブなどが申し合わせて
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同時刻にいっせいにイスラエルの政府系サイ トに攻撃を加えたのだ｡この攻撃を受けてイス
ラエル国会 (クネセ ト)のウェブサーバがダウンしたほか､イスラエル外務省やイスラエル
国軍は､被害を未然に防ぐためにそのサーバを一時的にシャットダウンした｡いわゆるバー
チャル ･インティファーダである｡さらに､この戦争はアラブ対イスラエルの枠組を超え､
イスラーム世界-も拡大する｡ PakistanHackerzClubの伝説的ハッカー､Dr.Nukerが在米ユ
ダヤ人団体､AIPACのサーバに侵入し､URLをaipac.orgからpalestinemles.orgに書き換えた
ほか､社内LANにも侵入し､AIPACメンバーの個人情報にもアクセスしたのである｡これ
によって､バーチャル ･ジハー ドはe-ジハー ド-と拡大する｡
サイバー ･テロの可能性はハッキングにだけ限定されるものではない｡2002年3月に発
見されたコンピュータ ･ウイルスもそのひとつである｡名前をInjustice(あるいはStaple)
という｡ このウイルスはファイルの破壊などを行 う悪質なペイロー ドを含まないが､実
行されるとIntemetExplorerを開きパレスチナ支持のウェブサイ トを表示する｡ さらに､25
のイスラエル政府関連機関のア ドレスに電子メールを送信し､ユーザーのOutlookア ドレ
ス帳に記載されている最初の50名に対し自身の複製を送 りつけて増殖するというもので
ある｡ 件名 "injustice"という電子メールの形で届けられ､injustice.txt.vbsという名前の添
付ファイルをクリックしたりして実行するとパレスチナ支持のメッセージが表示される｡
いわゆるワーム型ウイルスである｡ 危険度は低いため､おそらくパレスチナ支持者による
注意喚起の意味合いが強いと思われる｡ 作成者は今のところわかっていない｡パレスチナ
人､アラブ人､ムスリムの可能性もあるし､非アラブ ･非ムスリムのパレスチナ ･シンパ
である可能性も否定できない｡またサウジ人ハッカーが､イスラエルおよび親イスラエル
のサイ トだけに感染するウイルスを作ったとの報道もあったが､これについて確証はな
い｡はたしてそのようなことが可能なのか技術的な裏づけもない｡
余談だが､米国はサイバー ･テロリズム監視リス トなるものをつくっている｡ ここに挙
げられた国ぐには以下のとおりである｡
UAE､ヨルダン､キューバ､インドネシア､サウジアラビア､レバノン､イラン､
モロッコ､クウェー ト､パキスタン､リビア､スーダン
このリス トはSymantecInternetSecurityThreatReport:AtackTrenゐforQ3andQ42002とい
う報告書に出ていたものだが､不思議なことに同報告書には別の監視対象国がリス トアッ
プされている｡ それによると､
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アフガニスタン､エジプ ト､インドネシア､UAE､ヨルダン､サウジアラビア､
レバノン､モロッコ､クウェー ト､パキスタン
となる｡ 重複もあるが､いずれにせよキューバ以外は全部イスラーム国である｡ ただし､
これらの監視 リス トがどの程度の意味をもつのかはきわめて怪 しい｡なぜなら､サイ
バー ･テロといいながら､アフガニスタンのように2003年になってようやくインターネッ
トと接続された国も含まれているからである｡ 実際､シマンテックの報告書では､2002年
下半期のサイバー攻撃のうち35%は米国からのものであり､ついで韓国､中国､ドイツ､
フランスとつづく｡ 監視リス ト国は全部合わせても全体の1%にも満たないのである｡ ち
なみに韓国は1000ユーザー当たりの攻撃数では世界第1位であり､同統計で上半期第1
位の座にあったイスラエルとともに本来でいえば監視リス トに入れるべきであったろう｡
なお実際には攻撃数は多くはないのだが､イスラーム世界でサイバー攻撃が盛んな国とし
て同報告書はイランとクウェー トを挙げている｡
ちなみに最近のハッキングの例では､2004年 10月に発覚したサウジアラビアのジェッ
ダ商工会議所のサイ トから張られたリンクのひとつがポルノ ･サイ トにつながっていた事
件が挙げられるだろう｡
ネダー ･ドット･コム
ここでいうジハー ド系サイ トとは異教徒､異端､欧米､イスラーム諸国の政権に対する
武力行使を聖戦 (ジハー ド)として主張することを主たる目的とするイスラーム系ウェブ
ページのことを意味する｡
ジハー ド系組織の大半はイスラーム諸国では非合法であり､その存在すら許されていな
いが､仮想現実上ではウェブページを利用してしばしば合法的にみずからの主張を展開
し､リクルー トを行い､また寄付を募ることができる｡しかし､だからといって､イスラー
ム諸国のサーバ上で自由な活動ができるというわけではない｡彼らが自由な活動を行えた
のはイスラーム諸国ではなく､むしろ彼らが嫌悪する欧米の-- ドディスク上だったので
ある｡今 ｢行えた｣と過去形で表記したのには理由がある｡ 2001年 9月 11日以降､イス
ラーム諸国のウェブページ全般に対して激しい攻撃が起こり､こうしたジハー ド系サイ ト
の多くがハッキングされたり､閉鎖に追い込まれたりしており､からなずLも自由な活動
ができにくい状態にあるのだ｡
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たとえば､親カーイダ系サイ トとして一部に注目されていたネダー (alneda.com)という
サイ トがある｡正確な日付は不明だが､おそらく9月 11日事件後につくられたサイ トと思
われる｡ジハー ド関連ニュースのほか､オサーマ ･ビン ･ラーデンやタ-リバーン指導者の
ムハンマ ド･オマル､さらには親オサーマのサウジアラビアの宗教学者たちの声明やフアト
ワ一､説教などをアラビア語で提供してくれていた｡カーイダの動向をフォローするものに
とっては貴重な情報源であったのだが､それがあるとき突然､ハッキングされたのである｡
ホームページには､米国の国章である白頭鷲と英語で MHacked,tracked,andNOWownedby
theUSA"という文句が書かれて､しかも､そのまま放っておくと､ポルノ関連サイ トなど
が集まったリンク-と飛ぶように改変された｡明らかに親米派ハッカーによる攻撃であろ
う｡ちなみにこのalneda.comというドメイン名をWhoisで調べてみると､興味深いことがわ
かる｡
DomainName:ALNEDA.COM
AdministrativeContact:
Aljiha,Nedanedacom@yahoo.com
)
US
8233323
TechnicalContact:
Chee,Raymondrchee@emerge.com.my
7B-4,----------Selangor4--
MY
603----
RegistrationSeⅣicePrivider:
EmergeSystems(M)SdnBhd,-
603----
RecordCreatedon20-Dec-2001
まず所有者はネダー ･アルジハ-という名前になっているが､明らかに偽名である (も
ともとネダーのサイ トはイスラーム調査研究センターという名称の機関が主体になってい
る)｡匿各性の高いヤフー ･メールのアカウン トを使っている｡詳 しい住所は記載されて
いないが､国名の欄には米国と記載されている｡ ヤフーのアカウン トは世界中どこででも
つくることができるので､この場合の住所や電話番号は当てにはならないだろう｡さて､
問題はTechnicalContact以下である｡ 住所はマレーシアになっている｡ 実際にサイ トの保
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守点検を行っているのがマレーシアの企業であり､おそらくウェブページそのものもマレー
シアのサーバ上にあると推測される｡自前でウェブサーバを立ち上げるとは思えないので､
EmergeSystemsで検索してみると､同社がマレーシアの代表的なウェブ ･ホスティング会社
(htp:/ww .webhosting.com.my/)であることが判明した｡ネダーの管理者たちはマレーシア
のレンタル ･サーバを利用して親カーイダ情報を流していたのである0
ネダーはその後､フリーサーバ上で復活したが､それもすぐにサスペンドされてしまっ
た｡筆者がサスペンドを確認したのは2002年 11月24日であるが､翌日11月25日には同
じURLでアクセスしようとすると､米連邦捜査局 (FBI)の公式サイ トに飛ばされるよう
に改変されていた｡これもやはりハッカーにやられたのであろう｡ この時点ではネダーは
アラビア語のみのサイ トである｡ 米国のハッカーにはアラビア語ができるものがいるので
あろうか｡あるいは何ものかが攻撃を使喉したのだろうか｡
その後､ネダーはジハー ド･ネットという別のジハー ド系サイ トの一部としてふたたび
復活する｡ 内容的にはかわりなく､実質的には同じものと見なしてもいいだろう｡ところ
が､これも結局､つぶされてしまう｡
ちなみにこのジ-- ド･ネットも何度かつぶされては復活Lを繰 り返しているが､2003
年初頭の段階ではタイのレンタル ･サーバにウェブページを置いていた｡ネダーあるいは
ジハー ド･ネットの管理者が東南アジアに何らかの足場をもっていた可能性もある｡
ユースフ･アイイェリー
ネダーの管理者は2003年6月まではサウジアラビア人のユースフ ･アイイェリー (ある
いはウイェイリー)という人物であったといわれている｡ 彼は､カーイダのアラビア半島
支部のリーダーだったが､2003年6月にサウジアラビア治安当局によって殺されている｡
1974年生まれだからまだ若い｡高校を中退して､すぐにアフガニスタンにいき､以後サ
ウジアラビアとアフガニスタンのあいだをいったりきたりしている｡ またサウジアラビア
に戻っているあいだは3度にわたって投獄されている (そのうちのひとつは1996年のホ
パルでの爆弾テロ容疑)｡高校中退という経歴､およびサウジアラビアでインターネット
が一般に解禁されたのが､1999年であることを考慮すると､はたして本当に彼がネダーの
サイ トを管理していたかどうかについては疑問がわいてくる｡ またネダーのサイ トは当初
よりかなり凝った造りになっており､実際にウェブページを作成したり､管理していたり
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する別の人物の存在も考えられるだろう｡
彼には 『バグダー ド陥落後のイラクとアラビア半島の将来』､『対イラク十字軍戦争』『ジ
ハー ドの険路を指す星ぼし』などの著作がある｡いずれもジハー ド継続を悠漁する内容であ
り､オンラインで簡単に入手できる (とくに最初の2つの書はイラクにおけるジハー ドの問
題を重点的に取り扱っており､イラクにおけるカーイダの活動を考えるうえではきわめて興
味深い)｡こうした一連の著作から彼はカーイダのなかの若手イデオローグと考えられている
(ただし､彼らのボスであるオサーマ ･ビン･ラーデンのイデオロギーとはかならずLも一致
していない)｡ 事実､彼の死後も彼の名前は頻繁にインターネット上に登場しており､その際
にはかならずといっていいぐらい ｢シェイフ｣という敬称がつけられている｡彼のイデオロ
ギーが多くのジ-- ド主義者たちに強い影響を与えていることが予想される｡
ジハー ド系サイトの特徴
ジ-- ド系サイ トにとってウェブページがもっとも重要な宣伝媒体であることはいうま
でもないだろう｡ だが､インターネット上に恒常的にウェブページを維持するためには何
らかのかたちで公的な組織と接触をもたねばならない｡本当の意味でのゲリラ活動､地下
活動はウェブページでは難しい｡宣伝のためには何らかのかたちで自分の住所 (ドメイン
名)を一般に周知させねばならない｡そして､それが知られるようになれば､すぐにハッ
カーからの攻撃の危険性は高まり､また公的な機関から閉鎖の圧力がかかることもありうる｡
実際､こうしたジハー ド系サイ トは新聞や通信社の報道等で報じられた直後に閉鎖､あ
るいはダウンするというケースが多い｡知られたいが､知られると攻撃されるというジレ
ンマである｡ 頻繁に住所を変えていては､宣伝したいときに宣伝できなくなる｡またイン
ターネットを規制していることが多いイスラーム諸国では国内からこうしたジハー ド系サ
イ ト-のアクセスができないこともある｡ イスラーム諸国の人びとにこそもっとも情報を
流すべきであるのに､現実にはそれが難しい｡痕跡を残さず宣伝情報を伝えるためには､
フリーメールを大量にインターネットカフェなど匿名性の高い公開の場所からばら撒くと
いう手段も考えられるが､これはかならずLも効率的ではない｡
結局､ジハー ド系サイ トがオンライン上で恒常的にプレゼンスを維持するためには､レ
ンタル ･サーバを含めた自前のウェブサーバ (政府機関からプロバイダ等に圧力がかかる
可能性を避けるため)とできるかぎりのハッキング対策 (そしてそれを可能にする優秀な
- 128-
保坂 修司 デジタル･ジ-- ドの現在
サーバ管理者やウェブマスター)が必要ということになる｡そして､そのサーバは言論の自
由が保障された国に置かねばならない｡ジハード系サイ トのみならず､イスラーム主義の反
体制組織の多くがイスラーム諸国のサーバではなく､欧米のサーバ上にウェブページを置い
ているのも同様のことである｡ある調査によれば､インターネット上のカーイダ系サイ トの
76%が米国内にあるという｡
フリー サーバ上の閲ぎあい
ジハー ド系サイ トにもっともよく利用されていたサーバのひとつがhostinganime.comで
あった｡とくにカーイダ系､あるいはザルカーウイ一系とされるサイ トが頻繁にここを利
用していることが知られている｡ たとえば､2004年 10月時点で閲覧できるサイ トとして
は次のようなものがある｡
htp:/www.hostinganime.com/neda5/sout/index.htm
htp:/ww .hostinganime.com/iraqnews3/
htp:/www.hostinganime.com/abu-hafs/
htp:/www･hostinganime.coin/faroq/0sama2usa.htm
htp:/ww .hostinganime.com仙aramin/
htp:/w w.hostinganime.com/seer/
htp:/www.hostlnganime.coITl/abuhagar/abuhager.htm
htp:/www.hostinganime.cor〟gim/GIMfaroq.htm
このうち上から2番目のサイ ト以外はすべてカーイダ系と思われる｡また2番目のサイ
トはザルカーウイーの組織､｢タウヒ- ドとジハー ド団｣を自称している｡
Hostinganime.comはカリフォルニアのウェストチェスタを本拠地とする無料のウェブ ･ホ
スティング会社といわれている｡ しかし､同社の登記上のデータはほとんど虚偽で､登録
された住所には別の会社が入っており､登録した人名も虚偽の疑いが濃い (同社に関して
はhtp.I/en.wikipedia.org/wiki/HostingAn imeに拠った)｡サーバそのものは自前のものではな
く､テキサス州ヒュース トンのEveryone'sIntemetのサーバを借 りているようだ｡テロを煽
動したり､イラクやサウジアラビアでの首切りビデオを置いたりしたことで､告発された
こともあったが､結果的には言論の自由ということで勝訴しており､同社によるジハー ド
系サイ トのホス トは合法ということになった｡いずれにせよ､米国を敵対視するジハー ド
組織がよりによって米国の､しかも彼らが蛇嶋のごとく嫌悪するブッシュ大統領のお膝元
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のテキサスにウェブサーバを置いているというのは､いかにも皮肉であろう｡
ちなみに2004年 10月 15日時点で閲覧可能な自称タウヒ- ドとジハー ド団のインター
ネット･サイ トのURLはhtp:/ww .hostinganime.com/iraqnews3/である｡URLから簡単に推測
できるように､iraqnewsl､iraqnews2ときて､現在はiraqnews3となっている｡ 前 2者は現
在でも閲覧できるが､すでに更新されなくなっている｡ 更新されなくなった理由は定かで
はない｡どちらのサイ トもいったんダウンし､しばらく閲覧できなくなったことがあり､
その後､新 しいサイ トに移行したという経緯があるので､-ツキングなどでダウンしたの
ち､新しいウェブページを立ち上げたとも考えられる｡ なお数字のついていないiraqnews
はおそらくブルガリア語によるサイ トになっている｡ これがハッキングによるものか､あ
るいはもともとブルガリア語によるサイ トであったのかは不明である0
また当然予想されることであるが､iraqnews3がダウンすれば､次はiraqnews4-とURLが
かわるはずである｡ 実際､iraqnews4以下で閲覧してみると､
htp:/ww .hostinganime.com/iraqnews5/
htp:/ww .hostinganime.com/iraqnews6/
htp:/ww .hostinganime.com/iraqnews7/
htp:/www.hostlnganime.com/iraqnews8/
htp:/wwwhostinganime.com/iraqnews9/
htp:〟w whostinganime.com/iraqnews10/
htp:/www.hostlnganime.com/iraqnews11/
htp:〟w whostinganime.com/iraqnews12/
htp.･/www.hostlnganime.com/iraqnews13/
htp:/www.hostinganime.com/iraqnews14/
までのURLはすべて押さえられており､アクセスすると､いずれも"Thiswebpageiscur-
rentlyunderconstruction!"というメッセージが出てくるので､同一人物が予約したものと推
測される｡ ただし､iraqnews6とiraqnews13は明らかに別の個人､組織 (しかもタウヒ- ド
とジ-- ド団とは敵対的な)によって押さえられている｡
一方､hostinganime.comと同様に､カーイダやタウヒ- ドとジハー ド団によって利用されて
いたサーバに&eemyhost.comがあった.両者は同時並行的に使われていたが､後者の方は2004
年 10月の段階でまったく利用できなくなった｡単にカーイダやザワ-ヒリー系サイ トが閲
覧不可能になっただけでなく､斤eemyhost.comそのものが閲覧できなくなっている｡
またhostinganime.comに置かれたカーイダおよびタウヒ- ドとジハー ド団のウェブペー
ジのデザインが酷似 している点は注意が必要であろう｡ カーイダおよびタウヒ- ドとジ
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-- ド団は基本的には別組織と考えるべきであるが､現在､hostinganeme.com上にこの両組
織のウェブページを構築している人物 ･組織が同一､あるいは何らかの繋がりがあることが
考えられるからである｡
サウトルジハー ドとムアスカルルバッタール
自称カーイダ､正確には ｢アラビア半島カーイダ組織｣のウェブ ･サイ トでは､自分た
ちの犯行 (-ジハー ド)のビデオや画像､カーイダ ･メンバーによるさまざまな著作 (多
くはPDFかMicroso氏Wordのファイルで配給される)､それに犯行声明 (GIFやJPEG､ま
たはPDF)が中核になっている｡ 一方､自称ザルカーウイーのサイ トでは大半の情報が斬
首シーンを含むビデオ､あるいは音声ファイルになっている｡
しかし､自称カーイダ ･サイ トの特徴は､何といっても彼らが発行している2つのオン
ライン雑誌､『サウトルジ-- ド』と 『ムアスカルルバッタール』であろう｡
親カーイダ系オンライン雑誌としては2002年 1月に第 1号を出した 『アンサール』が
有名である｡ 当初はGeocitiesのサイ トでダウンロー ドするようになっていたが､その後ネ
ダーとの関係が深いJehad.netやJehadonline.orgに正式の置き場所を得たのち (後者は現在､
ポルノ ･サイ ト-のリンク集になっている)､約 1年で所在不明になっている (筆者の所
有するのは22号まで)｡ 『アンサール』そのものは隔週刊であるが､それ以外に同じとこ
ろから 『キタープルアンサール』という機関誌も出されている｡
『サウトルジハー ド』と 『アンサール』の関係は不明だが､雑誌のデザインや隔週刊と
いう点など類似点は少なくない｡後者が前者の後継者であると考えてもあながち的外れで
はないだろう｡ 内容もほぼ同様でジハー ドを正当化する多数の論考で埋められている｡
『ムアスカルバッタール』が軍事委員会の発行となっており､ジハー ドの実践面を強調し
ているのに対し､『サウトルジハー ド』は理論的な側面を重視した内容になっている｡ 両
誌はその意味で相互補完の関係といえよう｡『サウトルジハー ド』がいかにジハー ドが正
しいかを説き､『ムアスカルルバッタール』がいかにしてテロ (-ジハー ド)を遂行する
かを具体的に教授するというかたちである｡ 実際､2004年4月以降､サウジアラビア国内
で外国人に対する攻撃や誘拐が頻発したが､その直前にこれらオンライン ･マガジンがま
さにそれを行 うことを予言するような文章を掲載していたことは注目すべきである｡ ま
●
た､のちに､サウジアラビアで外国人攻撃 ･誘拐を行った犯人が実際にこうした文章を書
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いていたこともわかっている｡
また2004年 9月にはアラビア半島カーイダの女性情報局というところから､女性のた
めのジハー ド雑誌 『ハンサー』がオンラインで発行されたことが明らかになった｡
掲示板
Hostinganime.com上の自称カーイダ ･サイ トなどでは､こうしたオンライン雑誌も同じ
サーバ上に置かれるのがふつうである｡しかし､同時に別のサーバ上に分散されるケース
も少なくない｡これらのURLは同一ウェブサーバ上に並置されることもあれば､掲示板等
で別個に知らせられることもある｡ こうした措置は基本的にはアクセスの集中を避けるた
めと､何らかの理由でファイルが置かれたサーバがダウンしたときの予備的な意味がある
のであろう｡ 自称カーイダ､あるいは自称ザルカーウイーのサイ トでは一般的な方法であ
る｡ たとえば､自称アラビア半島カーイダ (htp:/ww .hostinganime.com/neda4/sout/)のサイ
トにあったヒジュラ暦 1425年第2ジュマ-ダー月のファーリス ･アールシュウェイル ･ザ
フラーニーの音声声明のファイルは､
htp:/www.hostinganime.com/neda4/sout/fares_new.ZIP
htp:/www.jIsaat.host.sk/upload/docs/new.rm
htp:/www.russkhan.com/home/faresnews/new.ram
htp:/www.russkhan.com/home/faresnews/new.far
というふうに複数のURLに置かれていた (むろん内容はまったく同じ)｡同様に､自称ザ
ルカーウイーのサイ トではヒジュラ暦 1425年ラジャブ月の トルコ人殺害ビデオが､
htp:/www.hostinganime.com/iraqnews3/turky2.zip
htp:〟turky1.notlong.com/
htp:〟turky2.notlong.com/
htp:〟turky3.notlong.com/
に置かれていることが告知されている｡ このうちNotlong.comは､無料サーバを使 うと､
URLが非常に長くなる場合があるので､そうしたときにURLを短く覚えやすくしてくれ
るサービスである｡ したがって､htp:/turkyl.notlong.com/とあっても実際にはnotlong.comの
サーバ上にファイルが置かれているということはない｡
カーイダ系やザルカーウイ一系にかかわらず､ジハー ド系グループのビデオや音声フア
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イルはこうしたかたちであちこちに分散されるのがふつうである｡ その際､従来は無料の
ウェブサーバが利用されることが一般的であったが､最近はこれに加えて臨時的にファイ
ルを保管する､匿名性の高い､いわゆるアップローダやYbuSendltなどのサービスが使わ
れる頻度が高くなっている｡ 上に紹介したなかではザフラーニーの音声ファイルが置かれ
たhtp:/www.jlsaat.host.sk/upload/がアップローダである｡
さまざまな声明ファイルや犯行ビデオはこれらさまざまな媒体に置かれたのち､ウェブ
ページや掲示板 (フォーラム)で不特定多数に対し告知される｡ジハー ド系組織のウェブ
ページはイスラーム諸国からは閲覧できないのが一般的なので､ジハー ド系組織あるいは
個人によっては､政府機関によってブロックされる可能性の低い掲示板をむしろ好んで利
用することも少なくない｡とくにジハー ド系組織に人気の掲示板としては､
htp.'/www.alsaha.com/
htp:/… .qa13ah.org
htp:/www.almjlah.com
htps:/ww .lajnah22me.co.uk/forums/
htp:〟alezah.com/vb/
htp:/www.is1amic-minbar.com/forum/
htp:/W .yaislah.org/vboard/
htp:/www.ansamet.ws/vb/
などがある｡最後のアンサールネットはもともとマレーシアにあったアラビア語の掲示板
であり (htp:/www.al-ansar.biz/)､ジ-- ド主義的傾向の強い議論が活発に行われることで知
られていた｡2004年 5月にイラクで発生した米国人ニック ･バーグの斬首ビデオがこの掲
示板にアップロー ドされたことで一躍有名になり､結果的にはこれが直接の原因でマレー
シア政府の圧力を受け､サイ トそのものが閉鎖されてしまった｡その後､上記のURLで復
活したが､2004年 10月現在､未登録者のアクセスはできず､新規登録もできなくなってい
る｡ちなみに､復活したサイ トは前に紹介したヒュース トンのEveryone'sIntemet上にある｡
2004年 10月2日付米ワシントン ･ポスト紙は､ザルカーウイ-情報をオンライン上で流し
ているアプーマイサラ･イラーキーという謎の人物を紹介する興味深い記事を掲載している｡
また別の方法としては大手のYahoo!のグループがしばしば利用されることがある｡ 2004
年 10月時点では下記のグループが利用可能である｡
htp:/finance.groups･yahoo.com/group/markazilamislami/messagesI
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ここでさまざまな声明や情報をポス トしているのはGloballslamicMediaFrontというところ
である｡ ここの実態についてはまったく不明であるが､数年前からIslamicGlobalMediaの名
前で同様の活動を行っているところと同一であると思われる｡ 背景は不明なるも､カーイ
ダの広報組織といわれるサハーブ ･メディアとの関係がある可能性も否定できない｡
おわりに
2004年 9月 16日､ザルカーウイ-率いるタウヒ- ドとジ-- ド団はイラクで米国人 2
人と英国人 1人を誘拐した｡誘拐後しばらくして自称タウヒ- ドとジハー ド団のウェブ
ページ (htp:/www.hostinganime.com/iraqnews3/)に誘拐された3人が命乞いをするビデオが
公開された｡同ページからは下記の5つにリンクが張られていた｡
htp:/netscape10Om.dynalias.coln/aibon/mpg/kagoai044･wmv
htp:〟okaruto.sytes.net/000/cgi/up/dat/214719.wmv
htp:/coolier.sytes.net/th_up/src/th_0535.zip
htp:/amari.ath.cx/upload2/source/lamaO110.zip
htp:/u.skr.jp/10/files/0023.zip
ドメイン名を見ただけでわかるものもあるが､わかりづらいものも含め､この5つはす
べて広い意味での日本のサーバ､いわゆるアップローダである｡ つまり､ザルカーウイー
による誘拐ビデオは日本のサーバを経由して世界中に配信されていたわけだ｡
9月20日にはこのサイ トから米国人のうちのユージン ･アームス トロング殺害ビデオ
が公開されたが､このときは幸いにももとのNotlong.comが使われた｡しかし､翌21日に
明らかになったもう1人の米国人ジャック ･-ンズリーの殺害ビデオでは､ふたたび下記
の日本のアップローダが使われたのである｡
htp:/g-k.sakura.ne.jp/up/source/chinkoO143.zip
htp:/gamdev.org/up/img/1317.zip
htp:/upload.kir.jp/35mb/linkjp_35mbup10495.zip
htp:/live.jspeed.jp/up/img/1319.zip
htp:〟yamJp.com/～nanashi/img/gogogo1366.WMV
ここで利用されたアップローダは上記の命乞いビデオ保管に使われたものではない｡さ
らに22日には英国人ケネス ･ビグリーの命乞いビデオが公開され､やはり日本のアップ
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ローダが利用されることになった｡
htp:/gamdev.org/up/img/1318.zip
htp:/g-k.sakura.ne.jp九p/source/chinkoO142.zip
htps:〟mpan.zive.net/-kain/cgi-bin/upload/src/upO514.zip
htp:/yam-jp.com/～nanashi/img/gogogo1365.WMV
htp:〟live.jspeed.jp/up/img/1318.zip
htp:/upload.kir.jp/35mb/linkjp_35mbuplO494.zip
htps:/dokuo-ha-hitori.dyndns.tv/～dokuo/cgi-bin/zuru/source/dokuoO934.zip
ここでもこれまで使われていなかったアップローダが使われている｡ 2004年 10月17日
付 ｢世界イスラーム広報戦線｣の声明ではザルカーウイーの組織による電子書籍が紹介さ
れ､その保管場所が示されているが､そのうちのひとつはhtp:/myturl.com/001jpとなって
いる｡ myturl.comも前述のnotlong.comと同様の働きをするサイ トであり､htp:〟myturl.com/
001jpをダウンロー ドしてみると､実際にはファイルがhtp:/arcadiaexpress.zive.net/という
日本のアップローダ上に置かれていることがわかる｡ 上記以外で利用された日本のアップ
ローダとしては以下のようなものがある｡
htp:〟stv.zive.れe〟
htp:/metal.bbzone.net/up/uprod/
htp:/bee-hive.ddo.jp/
htp:/yoidore.zive.net/
htp:/219.113.97.228/
htp:〟coboo.zive.れe〟
htp:〟nulpo.mydns.jp/
これらの一部は ドメイン名から判断するかぎり､DynamicDNSであると想像され､その
場合には個人所有のPCのハー ドディスク (いわゆる自宅サーバ)のなかにこうした過激
などデオやデータが置かれているとい うこともありうる｡
それぞれのサーバ､ホスティング会社､DynamicDNSのサービスを提供する事業体など
がはたしてこうした事実をどのように考えているかについてはわからない｡筆者が確認し
たかぎりでは､JspeedWebSiteHostingという会社は同社の町namicDNSサービスに人質ビ
デオが存在 していることを確認 し､｢当システムがイラク人質事件に利用されました｡同
様の事件を避けるために当分の間､無料サブ ドメインプランの新規申込み受け付けを中止
します｣とのメッセージをウェブページ上に公表 している｡
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さて､問題はなぜ 日本のサーバが利用されたのかということと､誰がファイルをアップ
ロー ドしたのかという2点である｡ まず考えねばならないのは､日本人がどこかで介在し
ている可能性であるが､アップローダ自体は単純なものであり､たとえ日本語の説明しか
なく､日本語がわからなくても､利用することは十分可能である｡したがって､日本人が
介在せずともファイルをアップロー ドすることはできる｡
もうひとつの問題､なぜ 日本のサーバかということについては説得力のある説明は現在
のところ思いつかない｡おそらくアップローダのリス トのようなものがあり､そこから選
択したとも考えられる｡ ただ､いずれにせよ､意図的にか､それとも知らないうちにかは
わからないが､日本のサーバが使われたことで､日本も否応なしにイラクでのテロに巻き
込まれ､無自覚のうちにテロリス トの宣伝に加担していることになる｡
追記
本稿潤筆後の2004年 10月末にイラクで日本人誘拐殺害事件が発生した｡この事件でも
やはりインターネットが重要な役割を果たすことになった｡事件の日本への第一報はジャ
ジーラのニュースだったが､実際にはジャジーラはアラビア語掲示板､ムンタダルアン
サールに書き込まれた声明とビデオを基にして報道しており､こちらのほうがオリジナル
と考えられる｡ 前述のとおり､ムンタダルアンサールは登録したメンバー以外､書き込み
も閲覧できなくなっている｡ 筆者は､ムンタダルアンサール登録メンバーではないので､
オリジナルの書き込みを確認することはできなかったが､そこから情報が転送されたサイト
(htp:/www.al-hesbah.org/V/Showthread.php?t-16553)では､｢アプーマイサラ ･イラーキーか
ら｣との文言があった｡犯行グループがザルカーウイーであるとするなら､アプーマイサ
ラ･イラーキーが犯行声明の書き込みを行うというのが定型パターンであることはすでに
述べた｡これもまた未確認であるが､同事件の殺害ビデオもやはり最初はムンタダルアン
サールに掲載され､やはりアプーマイサラ ･イラーキーが書き込みを行ったとされている
(ansamet.ws/vb/Showthread.php?t-18544)｡ 2
そして､最初のビデオおよび2番目のビデオともやはり日本のアップローダが利用され
た (日本以外も多数存在する)0
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第 1のビデオ
htp:/amari.ath.cx/upload2/source/lamaO318.zip
htp:/nulpo.mydns.jp/up/updi〟278.wmv
htp:/2ch-up.xO.com/cgi/up3/img/img337.zip
htp:/gamdev.org/up/img/1683.zip
hq):/www.marushin.gr.j〆upload/uploadjapan%20r-ziphtp:/dcxDmO7･ddo･jp/up/uploader10/srduP389･zip
htp:〟yamJp.com/～nanashi/im宕/gogogo1423.WMV
htp:〟gk･sakura.ne.jp/up/source/chinkoO142･zip
htp:/www.nexs.jp/xere/cgi-bin/up/data/cpcO101.zip
htps:/mpan.zive.net/～kain/cgi-bi…/src/up5739.zip
第2のビデオ
htp:/genetik.free.fr/participea/fichiers/index.htm
htp:/w w2.vh-p.net/stJimg/252.zip
htp:/egotoshi.com/cgi-bin/zuru/source/upOO65.zip
htp:/amari.ath.cx/upIoad2/source/1amaO400.rm
htp.I/www.clc.unibe.ch:8080/refs/uploads/1/yabani.zip
htp:/ww .clc.unibe.ch:8080/refs/uploads/10/yabani.ZIP
htp:/swiki.arch.ethz.ch:8888/alproseR/uploads/11/yabani.zip
htp:/perchta.fit.vutbr.cz:8000/pokus/uploads/1/yabani.zip
htp:〟ww pi6.femuni-hagen.de:8080/GeomLab/uploads/1/yabani.zlp
htp.･/wwwpi6.femuni-hagen.de.･8080/GeomLab/uploads/11/yabani.zip
仙 p:〟sugar310.dip.jp/cgi/upload/source/upOO92.zip
htp:/ww .escude.jp/up/img/up138.zip
htp:/coweb.us/docs/uploads/10/yabani.zlp
htp:/ace.aleg.edu:8080/thesis/uploads/11/yabani.zip
htp:/ace.aleg.edu:8080/cs220S2003/uploads/12/yabani.zlp
htp.･/www.developlngWebs.net/submissions/fi1eupload/store/yabani･zip
さらにほぼ同時期に発表されたオサーマ ･ビン ･ラーデンのビデオやアラビア半島カー
イダの新しいリーダーによるラマダーン月のメッセージでも日本のアップローダが利用さ
ている｡
オサーマ ･メッセージ
htp:/www2.vh-p.net/su/img/257.zip
htp:/sugar310.dip.jp/cgi/uploadノsource/upOO93･孤
htp:/makotoxp.plala.jp/cgi-bin/up/source/UPO109.rm
htp:/W .notokuni.jp/～bbs/UP/source/UPO174･rm
htp:/egotoshi.com/cgi-bin/zuru/source/upOO66･rm
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カーイダ ･ラマダーン ･メッセージ
htp.･/amari.ath.cx/upload2/source/lamaO387.zip
htp:〟山opia.ddo.jp/cgi/UPIoa°/up/bayan_ramdan.zlp
htp:/www2.vh-p.net/su/img/257.zip
htp:〟sugar310.dip.jp/cgi/upload/source/upOO93.孤
htp:〟makotoxp.plala.jp/cgi-bi〟up/source/UPO109.m
htp:/W .notokuni.jp/～bbs/UP/source/UPO174.rm
htp:/egotoshi.com/cgi-bin/zuru/source/UPOO66.rm
htp:/amari.ath.cx/upload2/source/lamaO398.zip
一方､自称ザルカーウイーのサイ トも新しいもの (htp:/tawhidjihad.q6.net)が発見され
ている｡ これもまた米国内のサーバを利用したものであったが､発見された直後にダウン
している｡
註
1その後11月の段階では､htp:/thisway.to/jabha/というURLを短縮するサイ トを利用している0
2 この情報はhtp:/haganah.org.il/harchives/003045.html#003045によるO
(早稲田大学 ･イスラム科学研究所 ･客員助教授)
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中東の新たな国造 りのモデル ･ケースと
なりつつあるドバイ
畑 中 美樹
Dubai:ANewModelCaseCountryintheMiddlebstforEconomicDevelopment
HATANAKAYoshiki
Abstract
DubaihasbeenoneoftradinghubintheMiddleEastquitesometime.Andit
iswelknownfactthatDubaihasbeentryingtodivesifyhereconomybyexpanding
heractivitiesparticularlythroughtradeandseⅣiceindustrybecauseofherlimited
domesticenergyresources.OneofhereffortinthisregardwaspromotingJubail
AliFreeTradeZone(JAFZA)whichwasestablishedalreadymorethantwodecades
ago.JAFZAhasbeenexpandingdramaticalyespecialyinthelastdecadethanks
toheradvancedfTreeandopenatomosphereandconditionsforanycompanieswishing
tohaveofficesinthereglOn･ButJAFZAisonlyoneofthesuccessstorythatshe
hasmadesofar.Dubaiforexamplehasalreadybecomeahuboftourisminthe
MiddleEastandhasbecomeacenterofanytradeincludingservicewithoutside
reg10nandhasalsobecomeaneconomicdivercificationanddevelopmentmodel
fわrthosesmalcountiresintheMiddleEastwithlimitednaturalresources.
DubaitodaylSinthemiddleofinvestmentboominthefieldofrealestateand
theotherkindofdevelopment.StartingfromDubaiinternetcityandDubaimedia
city,shehasnowdeveloping'lDubaihealthcarecity'1,"DubaifestivalcityT.and'Dubai
textilecity'andsoon.Itisquiteinterestingtofわlowhereconomicdevelopment
policyandmethodbecausesherealymightbeanexampleintheNewMiddleEast
whichiscurrentlytryingtoputpriorityOntheireconomicdevelopmentoverpolitical
lSSueS.
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1.はじめに
1971年に結成されたアラブ首長国連邦は､当初から石油資源の発見もあってアブダビの
力が著しく強かったものの､1990年代に入ってからはフリー ･トレー ド･ゾーンの設立や
インター ･ネット･シティの創設､或いは観光産業をはじめとする各種のサービス産業の推
進を背景にドバイの巻き返しが顕著となっている｡産業構造の多角化を目指す湾岸協力会議
(GCC)諸国では､ここに来て観光産業を自国経済の柱の一つとする動きが加速化しつつあ
るが､現時点では空前の不動産ブームに沸くドバイが他国を一歩も二歩もリー ドしている｡
しかし､同国に近接するカタールやオマーン､バ-レーンも､ ドバイを先例にそれぞれ独自
のコンセプトを基にした観光産業の振興に着手しており､自国の観光産業の持つ利点を盛ん
に売り込もうとしている｡ こうした各国の野心的な観光事業が計画通りに進めば､2010年
頃のGCC諸国は､単に歴史的 ･地理的に近い欧州諸国にとってのみならず､国際的に見て
も有数なリゾー ト観光地となっている可能性を秘めているといえそうだ｡1
以下では､中東諸国､特に小国の国造りのモデル ･ケースの一つとして注目を浴びている
ドバイの試みを見ることとしたい｡即ち､観光産業を軸に各種のイベント､展示会などの開
催やイラク､リビアなどの事業-の積極的な参加､或いは米国ほかとの自由貿易協定 (FTA)
の締結などを通じて発展を目指す ドバイの最近の動きを概観することとしたい｡
2.加速化する不動産投資ブーム
(1)10兆円弱のGCC諸国の不動産市場
ドバイの金融会社タムウイ-ル (Tamweel)社のアールデル ･アル ･シラクイ最高執行責
任者 (CEO)は､2005年2月 1､2日の二日間に亘り､ドバイで開催された ｢第2回中東不
動産会議｣(主催者MEED)で講演し､GCCの不動産市場の規模が今後4年で約900億 ドル(3310
億Dh､10兆円弱)に拡大するとの見通しを明らかにした｡同CEOはその上で､GCCで不動
産ブームが起きた理由として ｢西側諸国からのアラブ資金の還流､居住者の貯蓄姿勢の変
化､近隣諸国からの資金の流入｣の3つが主な要因と指摘した｡加えて､｢GCCで不動産ブー
ムが起きているのは不動産の供給が年率8%で増えていることからも明らかである｡ 特に
ブーム状態が目立っのはドバイで､不動産の年間供給率は二桁で伸びている｣と語り､ドバ
イの不動産ブームの加熱振 りを紹介している｡
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こうした不動産ブームで潤っているのがGCCの建設産業である｡ 香港上海バンキング ･
コーポレーション (HSCB)の最近の報告書は､GCCの大規模プロジェク ト向けの建設支出
が688億 5000万 ドル (2300億)を超えたと推計している｡因みに､同報告書の主要点を整
理して紹介すれば次のようになる｡
①GCCの建設支出は688億5000万 ドル (2300億Dh)を超えた｡このうち67.6%の約425億
ドル (1559億7000万Dh)が ドバイでのもので､残る約263億 ドル (750億300万Dh)がそ
の他GCC諸国でのものである｡
②但 し､上記の推計には最近発表された以下の大規模プロジェク トは含まれていない｡
1)ジュペ-ル ･アリ空港及び商業都市 (ドバイ)
2)ウオーターフロン ト (ドバイ)
3)ビジネスベイ ･プロジェク ト (ドバイ)
4)ブビアン島開発 (クウェイ ト)
5)ファイラカ島開発 (クウェイ ト)
③記録的な高油価､9月 11日以降の資金の還流､中東の投資条件の改善が､GCCに巨額の
流動性をもたらした｡流動性の急増に､GCC諸国の政府による経済の多角化の努力が加わっ
て､建設ブームが作られた｡
④しかし､今回の建設ブームは､各国政府が経済の多角化に努めている中で起きたので､過
去のブームに比べて底堅いものがある｡ さらにGCCの不動産部門での規制緩和の動きや､
民間部門の積極的な参加がブームを後押ししている｡
⑤GCCのビジネス界は､今後7年の不動産及び同関連支出が300億 ドルから450億 ドルに達
すると見ている｡
⑥GCCでは不動産部門の開放が相互に好影響を与えつつある｡ 例えば､ ドバイに見習って
アジュマンやラス ･アル ･ハイマが不動産市場を開放し､外国人に販売するようになってい
る｡アブダビも同様の動きを示唆しているし､その他(;∝諸国でも似たような動きが見られる｡
(2)伸び続けるセメン ト産業
GCCの不動産ブーム､建設ブームで活況を呈しているのがセメント産業である｡元々､中
東地域のセメント生産能力は年間1億 1000万 トンと､世界の生産量 19億 トンの僅か6%を
占めているに過ぎない｡ しかもGCC諸国の年間セメン ト生産能力となるとその3分の1の
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約3500万トンのみである｡ しかし､地域全体の建設ブームが後押しとなって同能力は今後
3年で70%増の年間6000万 トンに達すると見られている｡年間100万 トンのセメント生産
能力を追加するには通常1億 2000万 ドルから1億5000万 ドルが必要と言われているので､
今後3年のセメント生産能力の増加には約30億 ドルから約40億 ドルの資金が必要となるこ
とが推察される｡尚､先の中東のセメント生産能力にはイラン (現行年間生産能力3300万
トン)は含まれていないが同国も生産能力を2倍強の7000万トンとすることを計画している｡
GCC各国が大規模プロジェクトを進めているため､各国でセメント不足が起きており､価
格の上昇からセメント企業の収益性が記録的な高水準に達している｡このためUAEでは品
不足の解消に向けて政府が介入し､円滑な供給を促すために関税を免除するといった緊急措
置が採られたほどである｡ 2
(3)不動産ブームの行方
ドバイの不動産ブームを支えているのは､同国の自由な社会に惹かれる湾岸諸国､なかで
もサウジアラビアとクウェイ トの資産家及び投資家からの資金の流入である｡さらに､イン
ドやパキスタンの富裕者や､人数的には少なくなるが英国や欧州大陸の富裕者等もドバイの
不動産ブームに一役買っている｡ ドバイは長年の野望であった湾岸の金融センター化を目指
して ｢ドバイ国際金融センター｣事業も進めており､2010年を完成予定年とする巨大なテー
マ ･パークである ｢ドバイランド｣事業も控えている｡さらに最近の交通渋滞の解消を目指
した総額39億 ドルの ｢軽便鉄道建設｣事業も動き始めている｡このほかにも､｢知識ヴィレッ
ジ｣事業や ｢保健都市｣事業､｢繊維都市｣事業等､様々な事業が構想され実施に移されつ
つある｡
他方で､こうした不動産ブームが既にバブル化しており､何れ不動産価格は急落するので
はとの懸念の声も上がりはじめている｡しかし､ドバイの不動産開発事業を積極的に推進す
るナキール (Nakheel)社のワヒド･アッタ-ラ専務取締役はこのような見方を否定してい
る｡同専務取締役は､第二次市場を含めてドバイの不動産がブームとなったのは､同国の不
動産法が居住者及び国際的投資家に自由な所有-の扉を開いたためと見ている｡実際､
｢パーム｣事業の売買価格は英国の第二市場では､元々の販売価格の2割増しから4割増し
で取り引きされている｡こうしたこともあって同専務取締役は､ドバイの建設産業は今後数
年ブームを維持しうると見ている｡
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さらに同専務取締役は ｢勿論､投機 目的での不動産購入の可能性は否定できないものの､
現在ではその比率は全体の15%程度まで低下している｡残る85%は自己の居住を目的とし
た長期投資である｣と述べ､投機を目的とした ドバイでの不動産の購入については下火にな
りつつあると分析 している｡また ドバイの不動産開発の規模については､現在進行中の事業
の総額が300億 ドルに達しているほか､2004年から2010年までに予定されている不動産投
資額が500億 ドルであることも明らかにしている｡
加えて同専務取締役は ｢ドバイの不動産市場が洗練されたものとなりつつあるので､今後
は世界のエリー ト層をターゲットとして行く｣との考えを披露すると共に､｢既に欧州の投
資家と上流社会の人々を対象としてブリュッセルとルクセンブルグで勧誘のための会合を開
いたところ､大きな反響を呼んだ｣ことを明らかにしている｡そして､同会合での反応を踏
まえて ｢ドバイの事業をいっそう世界水準のものとするためにコンセプ トと設計の一部変更
を行った｣ことも明らかにしている｡
最後に同専務取締役は､次のような理由からドバイの不動産事業は過熱しないと述べ､自
信のほどを示した｡第一は､ ドバイ政府が投資と事業の機会を設けようとして核となるフ
リーゾーンや多くの産業を創出したことで､世界中から多くの投資家が集まったことであ
る｡さらに､現在 ドバイには毎年､貿易や出張､旅行､観光等を目的とした人々が600万人
も集まっていることである｡ 不動産需要は､こうした人々によってもたらされたわけであ
る｡第二は､ ドバイの不動産価格は国際的に見ても妥当なものであり､多くの国際都市より
も廉価であることである｡ ｢このように高級な不動産のある現代都市は世界でも限られてい
るので､当然のように､外国人投資家は ドバイの各種事業に関心を示しドバイの不動産の大
半は完売となるのである｣とワヒド専務取締役は述べ､さらなる事業の展開に意欲を燃やし
ている｡ 3
3.急速に発展する観光産業
(1)巨大観光事業の統括会社を設立
名君との評判の高い ドバイのムハンマ ド･ビン ･ラシッド･アル ･マクトクーム皇太子兼
UAE国防相 (以下では､ムハンマ ド･ドバイ皇太子兼UAE国防相と略す)は2004年 10月
9日､政令を発出し､ ドバイの巨大観光事業を統括する ドバイ ･ホールディング (Dubai
Holding)社を設立することを明らかにした｡同社のムハンマ ド･アル ･ガルガ-ウイ-
(MohammadA】-Gergawi)最高執行責任者 (CEO)は設立の目的について､｢既存の事業を成
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功裏に導くこと及び将来の開発事業を確かなものとすること｣と説明している｡因みに､現
在 ドバイが進めようとしている将来の事業には､メディア､保健､観光､不動産､エネル
ギー､工業､調査､人的資源関連等の各分野が含まれている｡尚､ ドバイ ･ホールディング
社が当面統括する事業には､ドバイ ･インターネット･シティ､ドバイ ･メディア ･シティ､
ドバイ ･-ルスケア (保健)･シティ､ ドバイ ･ヒュ-マニテアリアン ･シティ､ ドバイ知
識ビレッジ､アラブ ･ラジオ ･ネットワーク､インターナショナル ･メディア ･プロダク
ション ･ゾーン､ ドバイe-ホスティング､ ドバイ ･アウトソーシング･ゾーン､エンパワー
(Empower)､サマコム (SamaCom)が含まれている｡
また2004年10月9日､10日の二日間､ベイルー トで開催された ｢アラブ世界旅行 ･観光
交換会合 (AWm )2004｣に出席したナキール社のワヒド専務取締役は､ ドバイがアラブ
世界ではエジプ トに続く観光市場になったことを明らかにすると共に､ ドバイの観光産業が
多くの投資機会を提供しつつあることを強調している｡因みに､既に見たようにナキール社
はドバイでパーム ･ジュメイラ事業､パーム ･ジュペル ･アリ事業､ワール ド･アット･イ
ベント事業を推進中の企業として知られている｡さらにワヒド専務取締役は同会合で ｢ドバ
イは中東で観光産業と不動産事業とを結びつけた最初の国家である｣｢不動産開発と事業 ･
商業活動の展開やスポーツ興行､国際的催事を結びつけながら同時に進めたことで､我々は
国際的な水準の観光産業の振興に成功した｣ と語り､ ドバイが中東地域で最も望ましい観光
目的地となったとの自信を示 している｡ 1
(2)世界で最も安全な観光地
ドバイの観光産業は既に19億 ドルもの規模に達しており､国内総生産 (GDP)-の貢献
度も高まりつつある｡ 因みに､世界観光協会 (WTO)は､ ドバイの2003年の海外からの来
訪者の伸び率が31%と世界一であったと認定している｡ また､ ドバイは2004年10月には､
フランスの観光 ･旅行専門業者のための最大のフェアであるトップ ･レサ (TopResa)2004
で､世界で第4位の目的地に位置付けられている｡さらに､ ドバイは､読者数が200万人を
超えるコンドゥ･ナステ ･トラベ-ユ (CondeNasteTraveler)誌で選ばれた世界の20箇所
の観光都市の中で も ｢最も安全な観光地｣に認定されてもいる｡ ドバイは､言ってみれば
20世紀初頭のロサンジェルスやマン-ツタン､シカゴのように､あらゆる人種が集まり､経
済的エネルギーが渦巻き､建築家の野心が実現される都市となっている｡
湾岸の経済専門家達は､ ドバイの観光産業が短期間にそこまで急成長した理由を主に以下
の6点に求めている｡
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①積極的な営業努力
②観光関連官庁の宣伝効果
③民間部門と公的部門のパー トナーツシップの成功
④国内及び湾岸航空便の拡充
⑤年間を通じた各種催事の開催
⑥近代的な基礎インフラの完備
ドバイは現在 180億ディルハム (約50億 ドル)をかけた巨大事業 ドバイランドを開発中だ
が､ドバイ政府は､これが完成すれば中東全域の家族レジャー及び娯楽の目的地となるので
さらなる観光収入の増加が見込まれるとしている｡ 加えて ドバイ政府は､既に多くの投資
家を惹きつけているドバイ保健都市構想も､ドバイを中東諸国の新たな訪問先とすることに
なると見ている｡既に､｢ドバイ ･ビジョン2010｣と題したドバイの観光産業の拡大計画は､
2010年までに ドバイ-の観光客数が1000万人に､また一時的に ドバイに立ち寄る人数が
3000万人に､それぞれ増えると予測している｡因みに､エミレーツ航空のガイス ･アル ･ガ
イス副社長は ｢我が社は就航地先数を現在の76から､2012年までに120超に増加する｣と
強気の見通しを語っている｡ 4
ここまで紹介したように､ ドバイでは､ポスト石油を見据えた国づくりの一環としての観
光産業や展示 ･イベント事業等の開発が盛んである｡ ドバイのみならず近接するカタール､
オマーン､バハレーンといった湾岸小産油国でも､2005年から2008年にかけて保守的な人々
から見れば開放的な事業が立ち上がることになる｡中東 ･アラブ社会で高まるイスラム回帰
現象の中でこれらの新規事業がどのように受け入れられ､湾岸の小産油国の政治 ･社会が今
後どのように展開して行くのか注視しておく必要がありそうだ｡
4.アラブ産油国-の進出にも関心
(1)イラク ･ビジネス向けの拠点化の動き
ドバイは各種サービス産業の育成に努める一方､国土が小さいこともあってその他産油国
での事業-の参加にも意欲を示している｡この1年を振り返っただけでもイラクやリビアで
の事業-の参画に関心を見せている｡ 例えば､2004年3月にドバイ国際展示センター (the
DubailntemationalExhibitionCenter､略称DIEC)で開催された ｢中東自動車販売後市場 (the
AutomotiveARemarketMiddleEaSt､略称AAME)｣の貿易フェアの開会式で､主催者である
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国際輸出コンサルタンツ (IntemationalExpo-Consultants)社のアブドウル ･ラフマン ･フア
ラクナズ会長は､ドバイは今後イラクで見込まれる巨大な自動車部品の需要で積極的な役割
を果たすことになるとの見方を明らかにした｡
具体的には､同会長は ｢イラクの復興事業は､UAEのみならず トルコ､パキスタン､イ
ンドといったイラクの周辺諸国の自動車部品産業にとって巨大などジネス機会を提供してい
る｣ とした上で､｢実際､自動車部品､装飾品等の供給-の要請は極めて大きいので､国連
の制裁問題が解決すればイラクからの需要は一層高まろう｣と述べ､今後の需要増に期待を
表明している｡因みにAAME2004の参加展示数､参加国はそれぞれ過去最高の200超､20カ
国に達した｡最も注目されたのは中国で参加国中最大の97社が参加した｡台湾32社､トル
コ22社がそれに続いた｡
開会式で挨拶を行ったオペイ ド･フメイド･アル ･タイヤール ･ドバイ商工会議所会頭は
｢ドバイの経済面での規制の少なさが､企業に中東のハブ事務所を設立しやすい柔軟な環境
を作りだしている｣と語りドバイの優位性を強調すると共に､｢ドバイの自動車の販売後市
場としての地位が最早確立されたものであることは､本年のフェアが昨年に比べて規模が20
%も大きくなっている点からも明らかである｣ と述べ､先行きに自信を示した｡5
それから5カ月後の2004年8月下旬､ムハンマド･ドバイ皇太子兼UAE国防相が､治安
の悪化から復興事業の進まないイラクのために､ドバイにイラク･ビジネス ･センター (Iraqi
BusinessCenter,IBC)を開設することを決定した｡2004年秋に正式に設立されたIBCは､ド
バイのフリー ･トレー ド･ゾーン内には設置されなかったものの､ジュペル ･アリ･フリー ･
トレー ド･ゾーンに登録されフリー ･トレー ド･ゾーンと全く同じ恩典を享受することと
なった｡自国の治安情勢が短期的には安定化しそうもないイラク人ビジネスマンにとって
は､各種インフラが完備し事業活動も自由且つ開放的であるドバイに活動拠点を､それもフ
リー ･トレー ド･ゾーンと同資格で持てることは大きなメリットである｡理由は､ドバイを
活用することで､潜在的な売り手や買い手との接触や自社製品 ･商品の販売が自由に行える
ようになるからである｡
これまでのところ約350社のイラク企業がこのIBCに登録しているが､所有するIT企業
での申請を行ったイラク人ビジネスマンのラアド･ジャブ-リ氏は ｢最も大切なのはIBCが
ムハンマ ド･ドバイ皇太子兼UAE国防相によって始められ承認されたことである｡ これは
我々の活動にとって大きな助けとなる｣と語り､改めて皇太子の英断に謝意を表している｡
因に､申請を行ったイラク企業には､IT産業のほか､製薬企業､建設下請企業､貿易企業､
各種製造企業が含まれている｡6
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(2) リビア事業推進へ合弁持株会社を設立
リビアのシュクリ･ガ-ネム首相は2004年8月下旬､同国とUAEが港湾､フリー･トレー
ド･ゾーン､空港､不動産及び観光の各事業でUAEの持つ経験を生かすため､合弁持株会
社を設立することを明らかにした｡明らかにされた合弁持株会社は､ムハンマ ド･ドバイ皇
太子兼UAE国防相の2004年8月のリビア訪問時に協議し基本合意されたものである｡今後､
両国関係のいっそうの強化のためにリビアの代表団がドバイを訪問することが決められたほ
か､UAEの建設企業グループが居住用と観光用を兼ねたタワーをリビアで建設することも
決まっている｡
合弁持株会社の設立を明らかにしたガ-ネム首相は ｢今後多くの分野で両国の合弁事業が
実現することになろう｣｢ムハンマ ド･ドバイ皇太子兼UAE国防相のリビア訪問は､UAE国
民が､現在のリビア経済を支援しさらに民営化計画を後押ししようとの考えを持っているこ
とを明確に示すものである｣と語 り､両国の経済関係の強化に自信を見せた｡
因みに､リビアを訪れたムハンマ ド･ドバイ皇太子兼UAE国防相とガ-ネム首相は､貿
易の促進及び外国投資の導入におけるUAEの成功体験をリビアに当てはまることで合意し
たほか､ミスラタにドバイのジュペ-ル ･アリ型のフリー ･トレー ド･ゾーンを設置するこ
と及び､そのための合同運営委員会を設けることやUAEがリビアの港湾､空港事業に投資
することでも合意している｡国際的な孤立状態からの脱却に成功し石油上流部門の対外開放
と経済部門の民営化を指向するリビアは､中東の貿易 ･観光等のハブとなりつつあるドバイ
からの資金や経験の導入することで､いっそうの経済発展を図ろうとしている｡ 7
その後､ ドバイ商工会議所 (DCCI)は2005年2月5日になり､UAEのビジネスマン達に
新たな市場を開拓する一環として､同年の11月27日から30日の日程で トリポリでm E貿
易展示会を開催する旨､明らかにしている｡ ドバイ商工会議所のアブドウル ･ラフマン･ム
タウイ専務理事は同日､｢我々はこの展示会が両国の貿易 ･経済協力関係を確かなものとす
る絶好の機会と考える｣｢展示会の開催は2004年8月のムハンマ ド･ドバイ皇太子のリビア
訪問の成果として結実したものである｣と語り､同皇太子のイニシアチブに基づくものであ
る点を強調している｡ 続けて同専務理事は ｢展示会は､UAEのビジネスマン達が北アフリ
カの門戸であるリビアに参入する上で実際的な方法であり重要なものである｣｢二国間貿易
は2003年に前年比230%増の16億Dhに達したが､今後数年さらに伸び続けよう｣と述べ､
貿易の拡大に自信を示している｡
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またジュペ-ル ･アリ･フリー ･トレー ド･ゾーン庁 (JAFZA)のワリッド･ハ-レブ/
プロジェクト部上級マネージャーが ｢JAFZAはこの機会を捉えてリビア-の進出を図り､
UAEのビジネスマン達に新たに門戸を開く｣と抱負を述べれば､観光 ･市場販売局のハ-
リド･ビン ･ナサール氏も ｢リビアは観光市場として有望である｣と期待を表明している｡
さらに同展示会の推進役であるライス ･クッパ同販売局長も ｢展示会はUAEに拠点を置く
企業が何を提供 しうるかを明らかにすることになろう｣と自信ありげに述べている｡ 尚､
DCCIは約 100社が貿易展示会に参加することになると見ている｡ 8
5.活発化す る中東諸国の ｢自由貿易協定｣交渉
(1)問題化したバハレーン ･米国のFTA締結
2004年9月にバハレーンが単独で米国とのFTAに合意したことがGCC諸国内で反発を生
んだ｡特に､サウジアラビアは声高に異論を訴え2004年 12月5日には個別の経済 ･治安協
定を外国勢力と合意しGGGに連帯を弱めたとしてバハレーンを非難している｡結局､この
バハレーン ･米国のFTA合意問題は2004年12月にバハレーンで開催されたGCCサミット
の大きな議題の一つとなった｡
2004年12月の時点では､米国がバハレーンの次にFTAを締結したいと考えているUAEか
らも､米国の押し付けがましい交渉姿勢-の反発の声が生まれた｡例えば､フマ ド･フマイ
ド･アル ･タイヤール元UAE通信相は ｢GCC諸国が単独で米国とFTAを結んでも利益はな
いので米国の圧力に抵抗すべきである｣｢この問題-の理想の対応方法は､集団的な利益を
得られるようにGCC全体として交渉することである｣と語 り､各国別の交渉に疑問を投げ
かけている｡ 実はその時点ではUAEも米国とFTA交渉を行っていたのだが､米国の理不尽
な要求に不満を強めていた｡
米国はUAEに対してFTA締結前に､具体的に以下を整備するよう求めていた｡それらは､
①貿易組合の創設､②国際法に合致した労働法-の改正､③代理店法の見直し､④投資法の
見直し､⑤スポンサー制度の見直し､⑥uAE中央銀行法の改正､⑦所有における米国民とUAE
国民の取り扱いの平等化､⑧米国銀行 ･金融機関のUAE-の自由参入､である｡因みに､タ
イヤール元UAE通信相は､これらの容認はUAE経済及びUAEの国益-の脅威であるので慎
重に検討する必要があると共に､貿易の自由化や市場の開放は民間企業に大きな影響を与え
るので彼らの代表を交渉に参加させなければならないと主張していた｡
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(2)対米FTA交渉に動いたUAE､オマーン､カタール
1)FTA交渉委員会の会合を開いたUAE
ところがUAEは､理由は定かではないものの､2005年に入るや米国とのFTA交渉を積極
化している｡UAEのムハンマ ド･ハルフアン ･ビン ･ハルバーシュ財政工業相は2005年2
月15日､同年初に創設されたUAE自由貿易地帯 (FTA)交渉委員会の第-回会合を開催し､
3月に予定されている米国との交渉の準備作業の確認を行ったことを明らかにした｡会合の
終了後､ムハンマ ド･ハルフアン･ビン･ハルバーシュ財政工業相は ｢会合は交渉に臨む小
委員会を結成するという最近の閣議決定に沿ったものである｣｢小委員会が結成され各委員
会の概要も明らかにされ､今後の米国との交渉に備えてUAE国内の公的 ･民間部門と擦り
合わせを行って行く｣と述べ､交渉に向けた準備が整いっつあることを示唆した｡因に､小
委員会には次のような14分野が含まれることになった (括弧内はUAEの担当省庁名)0
①知的所有権 (情報文化省担当)
②関税 (連邦関税庁担当)
③標準 ･規準 (首長国標準化機構担当)
④サービス (経済計画省担当)
⑤農業 (農林漁業省担当)
⑥労働 (労働社会省担当)
⑦市場参入 (連邦関税庁担当)
⑧環境 (連邦環境庁担当)
⑨繊維 (経済計画省担当)
⑩政府調達 (財政工業省担当)
⑪電気通信 ･eコマース (通信規制庁担当)
⑫投資サービス (財政工業省担当)
⑬金融サービス [銀行 ･保険等](経済計画省及び中央銀行担当)
⑭法制 (司法 ･イスラム省担当)
尚､2月上旬に承認されたUAE自由貿易地帯 (FTA)交渉委員会のメンバーは､外務省､
財政工業省､経済計画省､情報文化省､労働社会省､司法 ･イスラム省､農林漁業省､保健
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省､運輸省､UAE中央銀行､連邦関税庁､首長国標準化機構､連邦環境庁､アブダビ経済
計画庁､ドバイ港湾 ･関税 ･フリーゾーン公社､通信規制庁､環境調査 ･野生動物開発庁､
Tejari.com､で構成されている｡因みに､既にUAEは2004年3月にワシントンでUAE･米国
貿易投資枠組み協定に調印し､翌4月にUAE閣議の承認を得ている0
2) 7月でのFTA調印を目指す米国 ･オマーン
オマーンのマクブール ･ビン ･アリ貿易工業相は2005年2月15日､オマーンとしては7
月を目処に米国とのFTAに調印したい意向であることを明らかにした｡同相の説明によれ
ば､両国間のFTAの調印に向けた詰めの作業を行うため40人から成る米国の交渉団が3月
12日から14日にかけてオマーンを訪れるほか､オマーンの代表団が4月18日から米国を訪
問する｡ 3月にオマーンを訪問する米国の代表団は､労働､金融サービス､保険､電気通
信､関税規則､入札等の専門家で構成される｡また4月に米国を訪問するオマーン代表団
は､上下両院の有力議員､民間部門の有力ビジネスメンとの会談も予定されている｡
またマクブール ･ビン ･アリ貿易工業相は､オマーンにとっては米国とGCC諸国が調印
した投資 ･貿易枠組み協定が第一段階で､米国とのFTAの調印が第二段階となるとの認識
を示した｡さらに同相はオマーンが単独で米国とFTAを調印する理由として､①米国が機
構としてのGCC諸国との交渉では結論が出るまでに何年も要するので個別国と締結すべき
と主張していること､②協定は単に商品のみならず､GCC各国で異なる法律によって規制
される分野､例えば外国銀行-の対応や電気通信部門の民営化も対象とするとのこと､の2
点を挙げている｡
加えて同相は米国とのFTAが様々な分野を含むため､既に国内でも関税､金融サービス､
通信､保険､資本市場､外国資本､政府調達､入札､労働等の専門家と意見交換を行ってい
ることも明らかにしている｡
3)UAE､オマーンに追随調印を検討するカタール
カタールのシェイク ･ムハンマ ド･ビン ･アフマ ド･アル ･サーニ経済商業相は2005年
2月15日､同国と米国の高官がFTAの調印に向けた交渉計画の作成に向けて既に二度の協
議を行ったことを明らかにした｡同相は ｢米国はGCC各国の個別事情を考慮して国毎にm
交渉を行うよう要請してきた｣｢交渉は2005年中に開始され､両国にとって有益な均衡した
協定の調印を目指すことになる｣と述べ､近々､交渉が始まることを示唆した｡さらに同相
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は ｢我が国は既に対米交渉を開始したオマーン,UAEの例に習う｣と語り､同国のみが突
出する形で米国と交渉を進めているわけではないことを強調している0
仮にこれら3ヶ国が米国とのFTAに調印すれば､2004年9月に既に調印済みのバハレー
ンと合わせてGCC6カ国中の4カ国が調印することとなる｡ またクウェイ トについても米
国とのFTA交渉に応ずる意向といわれている｡2004年12月のGCCサミットでバハレーンが
米国と単独でFTAに調印したことを責めたサウジアラビアであったが､既に逆包囲網が築
かれつつあるだけに､今後どのように対応するのか注目される｡9
(3)対米FTAで分裂するアラブ諸国
2003年5月に ｢中東自由貿易協定 (MEFTA)構想｣(目標年 :2013年､対象国 :イスラ
エルを含む中東20カ国)を明らかにしたブッシュ政権は､GCC諸国を含むアラブ諸国との
交渉を積極化させているが､特に､2005年に入ってからはGCCの小国とのFTA締結交渉を
急いでいる節が窺われ､アラブ世界からもその動機に疑問が投げかけられている｡
アラブ諸国でも米国とGCC小国とのFTA交渉に批判的な人々は､MEFTA構想は政治的動
機から生まれたものであり､米国の世界経済での主導権の確立に向けた政治的手段に過ぎな
いと指摘している｡またGCC小国による個別での対米FTA交渉は､結局米国-の隷従の道
につながるだけであるとも警告している｡さらにGCCのビジネスマン達は､補助金つきの
米国農産物の流入や国内労働法及びスポンサー制度の変更､内外投資家平等の原則の適用に
よる米国企業の乱入を警戒している｡
既に紹介したようにUAEのタイヤール元通信相も懐疑派の一人である｡同相は ｢(GCC各
国が個別に米国とFTA交渉を行えば)GCC諸国は国際社会で経済ブロックとしての重みを
増すことなく､世界経済に対する挺子を何ら持たない分裂した小さな衛星経済国家に終わっ
てしまう｣と述べ､警鐘を鳴らしている｡ さらにバハレーンが他国に先駆けて2004年9月
に米国とFTA協定に調印したことについて､サウジアラビアのフアイサル外相は改めて ｢こ
れによってGCCの集団としての交渉力が弱体化LGCCの連帯が損なわれるのみならず､各
国の交渉力も殺がれてしまう｣と懸念を表明している｡
バハレーンは繊維を例外としたこのFTA協定によって､外国からの投資が活性化し自国
経済の浮揚につながると見ているが､その他のGCC諸国は､バ-レーン経由で関税のかか
らない米国製造品がどっと自国に流入してくる事態を恐れている｡GCCは2003年1月に共
通関税に合意しており､加盟国間では原則無関税での貿易を認めているからである｡
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またバハレーンと米国のm はGCC経済協定に抵触するとの指摘もなされている｡実際､
2001年に締結されたGCC経済協定は ｢加盟国はその他諸国 ･陣営 ･地域集団 ･その他地域
及び国際組織との政策及び経済関係は集団で行 うものとする｣と明確に規定している｡
ところでイスラム世界で米国とのm 協定を最初に結んだのはヨルダン (2000年)であっ
た｡同国はそれ以降､確かにマクロ ･レベルでは高成長を記録しているものの､ミクロ･レ
ベルで恩恵に属しているのは主としてエ リー ト層に限られるとの批判も少なくないといわれ
ている｡アラブ世界で米国とFTAを締結する二番目の国家となったモロッコとの2004年 7
月の調印式に当たって､当時のロバー ト･ゼ-リック米通商代表部代表は､米国の狙いにつ
いて明確に次のように述べていた｡即ち､｢ブッシュ政権は､楽観的で許容的なイスラム-
の再生を目指すイスラム諸国の指導者達に貿易と開放性という手段を与える計画によって､
一つ一つ近代化を行 う国家を打ちたてて行く｣｢イスラム教徒は許容的で更新されたイスラ
ムを渇望しているが､宗教的過激派､戦闘者集団､経済的無秩序が足を引っ張っている｣｢貿
易が寛容さを導く｣ と｡ 10
(4)FTAの利点を強調する米国
米通商代表部のキャサリン ･ノベリ代表補は2005年 3月8日､米国は集団としてのGCC
を尊重するが､サウジアラビアを含む各国と個別にFTAを締結する意向を改めて明らかに
した｡また同代表補はサウジアラビアについて､米国とのFTA交渉を開始する前にWTOメ
ンバーとなる必要があることを示唆した｡同日の同代表補の発言を整理すれば､以下の通り
である｡
①我々がMEFTA構想で考えているのは､各国と各国に即した速度で交渉し､各国が前に進
みたいのであれば各国の同意を得ながら前進することである｡
②我々はm がGCCを害するものではなく､GCC協定を完壁に保管するものと考えている｡
それ故､我々はWTO加盟国とならねばならないサウジアラビアと緊密に作業に当たってい
るのである｡ 各国との個別のFTAはGCC統合を害するものではなく､むしろ統合を早める
ものである｡
③我々は各国と低いレベルの協定は求めておらず､高いレベルの市場開放をいかに達成し得
るかを求めている｡
④GCC各国との交渉には何ら政治的条件は付けられていない｡これは経済協定であり､政
治 ･軍事レベルでの強力な関係の上に構築される政府間協定である｡我々は双務性をもった
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財 ･サービスの市場開放を保証する｡
⑤米国は (GCCの)幾つかの法律を変えねばならないし､UAEはどの法律を変える必要が
あるのか決めなければならない｡
⑥GCC自身が第二次及び第三次のイスラエル ･ボイコットは支持しないと言明している｡そ
れ故､(ボイコット問題は)GCC全体として決める政策である｡ このFTA協定には他国の代
表事務所に関するものは何も含まれていない｡民間部門がどのようにビジネスを発展させる
かは彼らの問題である｡ ll
尚､米国とのFTA交渉団長を務めるムハンマ ド･ハルフアン ･ビン ･ハルバシュ国務相
(財務 ･工業担当)は2005年3月8日に ｢米国とのFTA交渉の開始は､UAEの外交姿勢に
何ら影響を与えるものではない｣と語り､アラブ ･ボイコットの破棄を米国から迫られてい
るとの報道を否定した｡さらに同相は ｢提案内容には如何なる政治的条件も付けられていな
い｣｢米国とのFTA交渉の目的は､UAE経済を発展させUAEの中東における指導的経済力
としての立場を強化することである｣と述べ､重ねて一部の報道を否定している｡
因みに､2005年3月6日付けのサウジアラビアのアル ･イクティサーディ紙はUAE筋の
話として ｢米国は今回の交渉でUAEにイスラエル ･ボイコットを止め､またボイコットを
行う場合には米国の貿易 ･経済制裁規則に従うことを確約することを求めてくる｣と報道し
ていた｡ただし､米国とのFTA交渉の内容に通じたUAEのあるエコノミス トは匿名を条件
に ｢米国はUAEにイスラエル ･ボイコットの破棄を求めてこようが､UAEがこれに従うと
は思えない｣とコメン トしている｡12
(5)UAEがシンガポール､豪州とFTA交渉開始-
シェイ- ･ルブナ ･--リド･アル ･カシミUAE経済計画相は2005年 3月11日､訪問中
のシンガポールでリム ･フン ･キアング貿易相と貿易､工業､運輸及び同サービス､インフ
ラ開発､石油 ･ガス､教育､観光､投資を対象とする経済技術協力協定に調印した｡また､
3月12日付けのス トレー ト･タイムズ紙は ｢来訪中のシェイハ ･ルブナ ･ハ-リド･アル ･
カシミUAE経済計画相が､両国FTA協定の実現可能性の調査を行い6ケ月以内で結論を出
すことを提案した｣と報じている｡さらに3月11日に発表されたシンガポール貿易省の声
明も､経済技術協力協定の調印によってFTA交渉に道が開かれたとしている｡以上のほか､
シェイハ ･ルブナUAE経済計画相とリム貿易相は､従業員の研修や技能 ･情報の交換を主
な内容とするシンガポール金融庁と首長国証券商品庁の協力協定にも調印している｡
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シンガポールは中東諸国との経済関係の強化に乗り出しており､UAEとの貿易額は40億
ドルで同国にとって中東で第2位の貿易相手国となっている｡ 2005年2月にはゴー ･チョ
ク ･トン元首相が中東地域を訪問し､シンガポールとの経済関係の拡大の有益性を訴えてい
る｡3月11日､シェイハ ･ルブナUAE経済計画相との会談を終えたゴー元首相は､両国が
中東とアジアの入り口役を果たしうるとの内容の声明を発表している｡尚､シンガポールは
豪州､日本､ヨルダン､米国と二国間FTAを調印済みのほか､数カ国と交渉中である｡
その後､オース トラリアを訪問したシェイ- ･ルブナ ･--リド･アル ･カシミUAE経
済計画相は2005年 3月 15日､キャンベラでマーク ･ヴェイル貿易相と会談し､FTA交渉を
開始することで合意した｡二日間の協議を終えたオース トラリアのマーク ･ヴェイル貿易相
とシェイハ ･ルブナ ･ハ-リド･アル ･カシミUAE経済計画相は ｢財 ･サービス ･投資を
包含する大規模且つ包括的なFTAの調印に向けて交渉する｣｢交渉は2006年中に終了させた
い｣と語 り､経済関係の深化に意欲を渉ませた｡
UAEとのFTAを中東諸国との事業拡大の糸口としたいオース トラリアのマーク ･ヴェイ
ル貿易相は ｢我が国の輸出業者はUAEとのFTAで多くの恩恵と機会を得られる｣｢UAEは
シガポールのように地域の金融 ･輸送のハブであり､湾岸 ･中東市場-の入り口である｣と
述べ､新たな事業機会の拡大につながる交渉の開始に喜びを表明している｡
オース トラリアの自動車製造メーカーのHolden社のデニー ･ムーニー常務取締役は次の
ように語り､UAEとのFTA交渉の開始を歓迎している｡即ち､｢FTAは地場企業に既に強い
対中東輸出のさらなる拡大の機会を与える｣｢UAEは我が社にとって中東で3番目の市場で
中東向け輸出の10%強を占めている｣｢我が国の自動車輸出業者は国内需要が引き続き堅調
に伸びる中東で競争的価格を維持する必要がある｣｢UAEとのFTAは我が国企業の自動車業
界にとって長期的優先取引の機会を与えてくれる｣と｡Holden社の中東での主な輸出国は､
UAEのほかサウジアラビア､バハレーン､オマーン､シリア､レバノン､カタール､クウェ
イ ト､イラクで､2004年の輸出台数は23,511台であった｡
他方､シェイ- ･ルブナ ･ハ-リド･アル ･カシミUAE経済計画相も ｢このFTAは汎湾
岸貿易協定につながることになろう｣ と語り､オース トラリアとFTAに調印する運びとな
れば同国と湾岸全体との経済関係の拡大につながるとの見方を示した0
UAEとオース トラリアは前日の3月 14日には､合同経済投資協定に結びつくことが期待
されている二国間協定に調印している｡具体的には､首長国証券商品庁長官でもあるシェイ
ハ ･ルブナ ･ハ-リド･アル ･カシミUAE経済計画相がオース トラリア金融市場委員会委
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員長と､両国企業がそれぞれ相手国の株式市場での上場すること期待 して､情報及び技能の
交換に関する覚書に調印している｡
因みに､今回のUAE代表団には､シェイ- ･ルブナ ･ハ-リド･アル ･カシミ経済計画
相､スルタン ･ビン ･サイ- ド･アル ･マンス-リ通信相以下､省庁 ･公的機関 ･民間企業
から約55名が参加している｡尚､オース トラリアは米国､シンガポール､タイ､ニュージー
ランドとFTAを締結している｡また2004年の二国間貿易額は22億 ドルで､オース トラリア
にとってUAEはサウジアラビアに次ぐ輸出市場となっている｡ 13･14
6.UAEとの関係を強化する中国
(1)｢龍市場 ( D`ragonMart")｣を開設
ドバイ国際都市のデベロッパーであるナキール社のスルタン ･ビン ･スレイマン会長は､
2004年12月5日､ ドバイで記者会見を開き､12月7日にオープンする ｢龍市場 ( "Dragon
Mart")｣(以下､"DragonMart"とする)の目的等について説明した｡その中で同会長は
｢"DragonMart"の ドバイでの開設は､中国の中東における重要性の高まりを示す象徴的な
ものである｣｢過去数年で､中国は ドバイの主要貿易相手国となった｣｢"DragonMart"は､
中東全体､そして特にUAEのために､ひとつの傘の下に､中国の最良の企業やサプライヤー
を集めることになる｣と語 り､新設される "DragonMart"の重要性を強調 した｡
"DragonMart"は､ムハンマ ド･ドバイ皇太子兼UAE国防相の強力な後押 しを受け､総
額9億ディルハム (約270億円)をかけて建設されるチャイナ ･タウン (中国街)の一部を
成すものでもある｡約15万平方メー トルの敷地を有する"DragonMart"には最終的に約3000
社の中国企業が進出すると見られている｡"IhgonMart"の龍の頭の部分には高さ18mの
2階建のビルディングが建てられ､そこから長さ220m､幅210mにわたる地域に､4つの
商業及びサービス地区が設けられている｡その中のひとつの地区が事務所及びビジネス ･セ
ンターとして開発されているほか､巨大な倉庫も建てられている｡因みに､ナキール社のス
ルタン ･ビン ･スレイマン会長は ｢チャイナ ･タウンの中には居住地域も設けられるが､既
に､その80-85%は完売した｡残る15-20%は賃貸用でナキール社の収入源のひとつとな
る｣と説明している｡
(2)｢中国商品フェア ･シャルジャ｣を開催
2004年度で3回目となる ｢中国商品フェア ･シャルジャ (CCFS)2004｣が12月4日から
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8日の日程で､シャルジャの ｢輸出センター ･シャルジャ｣で開かれた｡シャルジャ商工会
議所のアフメド･ムハメド･アル ･ミドフア会頭は12月4日､開会にあたり､｢本フェアは
中東に足場を築こうとしている中国企業にとって効果的な展示会である｣｢また､中東に拠
点を置く企業や中国企業との事業を検討中の企業にとって､CCFSはひとつの傘の下に広範
囲にわたる中国産品 ･サービスを提供するものである｣と語 り､その有用性を説いている｡
さらに､同会頭は ｢UAEは､国際市場でのイメージの向上やwTOでの立場の強化のために､
東南アジアとの貿易を強化する必要がある｣と述べ､中国系も少なくない東南アジア ･ビジ
ネスマンとの関係促進の必要性を説いている｡
今回のフェアの開会式には､スルタン ･ビン ･ムハンマ ド･ビン ･スルタン ･アル ･カシ
ミ･シャルジャ皇太子 ･副所長のほか､アフマ ド･シャルジャ商工会議所会頭､ムハンマ
ド･サーレム･アル･モシャレック･シャルジャ商工会議所理事､フアシヤツト･アリ･ハー
ン輸出センター ･シャルジャ理事長代行が出席した｡尚､本フェアのスポンサーは中国商務
省が務めているが､同フェアの宣伝文書は ｢中国における無限のビジネス機会の開発を｣
｢機械 ･電気 ･軽工業 ･繊維 ･建設資料 ･石油化学 ･エンジニアリングを専門とする中国企
業600社超との出会いを｣とうたい､年に1度の機会を逃さぬよう呼び掛けている｡
(3)｢香港フェア｣も開催
香港貿易発展局は2004年 12月12日から16日の日程で､ ドバイ国際展示センターにおい
て､"HongKonglnStyle"と題した ドバイで初の展示会を開催した｡香港貿易発展局のジェ
フ ･アンプジョーン中東展示局長は ｢今回のフェアの開催地として ドバイは最適である｡ ド
バイは中東の良質のバイヤーを集めており､こうしたバイヤーは価格面で比較優位があり､
スタイルの優れた商品､製品を求めている｣｢ドバイの事業環境は香港とよく似ている｣｢両
都市は､自由貿易と効率的なビジネスを標梓しており､航空便の乗 り入れも多く､地域の商
業センターのみならず経済のセンターである｣と語り､アジアと中東の同様の特徴を持つ都
市の関係強化のメリットを強調している｡尚､今回のフェアには電子 ･ファッション ･贈答
品 ･家庭製品 ･宝石 ･玩具 ･時計等の香港企業200社超が参加 した｡
ドバイの中国人数は既に5万人とも6.5万人とも言われている｡ 中国政府はチャイナ ･タ
ウンの開設で､これをまず8万人に増加 し､さらに12万人に拡大することを計画している｡
現在約 30万人といわれる西側の在住者 (うち､英国10- 15万人､米国3万人､南アフリカ
2.7万人)と並んで､近々､中国人の存在は無視し得ないものとなろう｡因みに､日本人の
在住者はUAE全体で 1200人のみと言われており､存在感は今ひとつである｡ 15
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註
1 (財)国際開発センター､IDCJ/エネルギー ･環境室､最新情報､｢最近の中東 ･
エネルギー情勢か ら｣､｢観光事業で ドバイを追 うカタール､オマーン～その 1｣､
2004年 10月 12日掲載
2 同上､｢拡大する ドバイのセメン ト産業～ ドバイ発｣､2005年 2月 15日掲載｡
3 同上､｢ドバイの不動産ブームはいつまで続 くのか｣､2004年 11月 5日掲載｡
4 同上､｢観光産業の発展で先行するドバイと巻き返しを図るバハレーン､2004年11月19日掲載｡
5 同上､｢イラク向けの自動車部晶の供給基地化を目指す ドバイ｣､2004年 3月 31日更新｡
6 同上､｢イラク ･ビジネス ･センターを設ける ドバイ｣､2004年 9月 2日掲載｡
7 同上､｢UAEとリビアが事業推進に向け合弁持株会社を設立-｣､2004年 9月 13日掲載｡
8 同上､｢リビアに熱い視線を注ぐUAEのビジネスマン達｣､2005年 2月 16日掲載｡
9 同上､｢米国とのFTA交渉に動くUAE､オマーン､カタール｣､2005年 2月 18日掲載｡
10 同上､｢米国とのFTAの締結の意義を巡 り分裂するアラブ社会｣､2005年 3月 11日掲載｡
11 同上､｢FTA締結はGCC各国に資すると説 く米国｣､2005年 3月 11日掲載｡
12 同上､｢対米FTA交渉にアラブ ･ボイコット廃止は含まれないと主張するUAE｣､2005年
3月 9日掲載｡
13 同上､｢UAEとシンガポールが2005年中にFTA交渉を開始-｣､2005年 3月 18日掲載｡
14 同上､｢UAEとオース トラリアがFTA交渉の開始で合意｣､2005年 3月 18日掲載｡
15 同上､｢さらに強化 されるUAE･中国関係～ ドバイ発｣､2004年 12月 8日掲載｡
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1. INTRODUCTION
Conceptualy,theICTsectorhastwointerrelatedcomponents,Oneofwhich
istheproductionofICT-relatedgoodsandservices,alsoknownasICT-Produclng
industries.TheothercomponentistheusageOHCTintheothervariouseconomic
sectorstoenhanceefrlCiencyandproductivity.ICTproductionandICTusageare
alsotheprlnClpalcompone山softhesocaledd`igitaleconomy'･TheOECDadopts
astandarddefinitionofICT-producingindustriesbasedonISICRevision3which
includestheproductionofelectronicsparts,Computersandtelecommunication
apparatus,andtheprovisionofthetelecommunication-relatedseⅣices･E-commerce,
asdefinedinOECDdefinition,ispartofICTusageasitisrelatedmorewiththe
transactionprocessesuslngCOmputer-mediatednetwork･
Ingeneral,itisrelativelyeasytocomprehendtheroleofICT-produclng
industriesintheeconomy.Forexample,Onecanlookattheircontributionsto
employment,manufacturingoutput,exportsortogovernmentrevenuethrough
corporatetaxpayments.Itis,however,noteasytodirectlymeasuretheeconomic
impactofICTusage.WetendtothinkthatICTusagecanhelpImprovefirms'
productivityand,therefわre,inaggregateoveralproductivityshouldalsoimprove･
However,thisisnotalwaysthecase,asevidencedfわrexampleintheseventies
andeightieswhere,despitetheprevalentusageofcomputers,productivityln
developedcountriesinfactdecreasedascomparedwiththeearlierdecades･This
phenomenonhasbeendubbedthep`roductivityparadox'･Butapplyingthesame
methodologytodataforthe1990S(growthaccountingframework),economists
haveobservedevidenceofapositiveimpactOHCTusageontheproductivityof
somedevelopedcountries.
GiventherapiddevelopmentinglobalICTproductionandusage,thispaper
intendstoprovideabrieroverviewofthedevelopmentandtheroleOHCTsector
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inthecontextoftheMalayslaneconomy.ThepaperwilcovertheICTproduction
sector,telecommunicationservicesandtheusageofICTinvariouseconomicsectors
inMalaysla.
2. ICTPRODUCTION
InthissectiontheroleOHCTproductioninMalayslaneconomicdevelopment
isbrieflyanalyzed.Ithasbeenobservedthattheshareofthemanufacturingsector
intheMalayslaneconomyhasincreasedmarkedly,fTrom8.6%in1960toone-third
oftheGDPin2000.Animportantcontributingfactorinthisdevelopmentisthe
growthofICT-relatedmanufacturingactivities.ICT-relatedproductscontributed
morethan70%oftotalmanufacturlngOutputin2000,whereastherewasnosuch
productionin1970･Consequently,theshareofthemanufacturlngSectorhas
increasedfTrom8.6%in1960to32.6%in2000(asindicatedinTable1).Conversely,
theshareoftheagrlCulturesectorhasdecreasedfrom40.5%in1960to8.8%in
2000.
Table1:ChangesintheGDPComposition,1960-2000
1960 1970 1980 1990
2000Sen/ices 41.8 45.6 41.1
42 48.4Construction 3.0 3.
4 4.8 3.5 3.4Manufacturlng 8.6 1
4.8 20.2 26.5 32.6*Mini
ng 6.1 6.5 10.4 9.6 6.8Agric
ulture 40.5 29.7 23.5 18.4 8.8Note:*71.1%ofmanufacturedgoodsareICTrelatedp
roducts(electricalandelectronics).(Source:YearlyEconomicRe
portofMinistryofFinanceMalaysia)Similarly,ICT-relatedprducthave
alsodominatedexportsandaccountedformorethanhalfoftheexportsduring1990
S.ThishashelpedthemanufacturingsectorincreaseitsshareofexportsfTromll.9%in1970to85.6%in2000,a
sshowninthesecondrowofTable2.Theimplosin r`ITbubble'andth
ecolapseofNASDA(〕marketinMarch2000havealsoaffectedICTmanufacturing
performanceinMalaysla.Electricalandelectronics(E&E)productshaveregist
eredthehighestgrowthin2000,butthenthedelayedeffectoftheimplosionhascausedpr
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Table2:DiversificationofExports,1960-2000
%ofTotalhprt 1960 1970 1999 2
000Manufactured930ds* ** ll.9 84
.6 85.6CmdeOil&Gas*** 0.0
3.9 4.9 5.8PalmOil
1.7 5.1 4.8 2.7Forestry 53 163 17 10
Rubber 55.1 33.4 0.
7 0.7Tin 14.0 19.
6 0.1 0.IOthers **
9.8 3.2 4.1Total(%) 100 100 100 100TotalE叩Ort(RMmilion) 3,633 5,163 3
21,181 369,472RM forlUSdolar 2.5 3.8 3.8Note:* ICTrelated830ds(semiconductos,electron
icequipmentandparts)constituted53.1%ofthetotalexportsofmanufacturedg)Odsin1999,and51.5%,48.7%,and51.1%in2000
,2001and2002respectively.Nosuchproductionin1970.**In1960Manufactured野Ods
werelumpedto野therwith'others'bythesourceagpncy.***Malaysiabegptoexportpetrolum in1968.
For1999and2000data,liquidnaturalgasISincluded.(Source･'Author'scomputation丘.omvariousEc
onomicRqportsoftheMinistryofFinanceofMalaysia.)dropsharply,m
inus20.1%,in2001. ThisabruptchangenotonlycausedproblemsforICTcomp
anies,butthetotaleconomyhasalsofelttheheatandeconomicgrowthsubseq
uentlysloweddownfTrom8%in2000toaslightlyabovezeropercentin2001.The
fal,however,wascushionedbythegrowthindomesticorientedindustries,otherw
isetheGDPgrowthwouldbedraggedintonegativezone.Fortunatelyalso,t
hedelayedeffectoftheimplosionofITbubblewasnotprolongedandpeake
din2001.By2002,theglobalmarketfわrE&Eequlpmenthadimprovedslightly
.TherecoveryofE&EequlpmentSalesworldwidein2002wasledbyanincreasein
demandforcelularphone(420bilionunits)folowedbyharddiskdrives(200bil
ionunits),opticaldiskdrives(180bilionunits)andvideogamedevices(60bilionunits).Therecoveryhasgreatly enefit
edtheICTsectorinMalaysla,Wherefわrtheyear2002:･Thisse
ctorreceivedthelargestnewfわreigninvestment(63%).･Thisse acountedfわr18.5%ofthetotalcapitalinvestment,thesecond
largestafterthepetrochemicalproductsector(25.7%).･Thissectorwast
largestcontributortomanufacturedexports(68.4%)･●･Exportofautomateddataprcesslngmachinesgrewby34.6%･
･Expor
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･ExportofalE&Eproductsincreasedby5･1%･
･Therewere193newE&Einvestmentapplicationsapprovedbythegovernment,
inwhichforelgn-ownedprojectsaccountedfor66･8%･
ForelgninvestmentsinMalaysla, inparticularJapaneseandAmerican
investments,haveplayedasignificantroleinstimulatingICTproductioninMalaysla
sincethe1970S.Intel'sfirstinvestmentoutsidetheUSwasinMalaysiain1971,
whileoneoftheMatsushita'searliestinvestmentsoutsideJapanwasinMalaysla
in1972.EvenaftertheimplosionoftheITbubble,JapaneseandAmericaninvestors
havecontinuedtofocusontheICTsector.DatainTable3indicatethatin2002
morethan60%oftheJapaneseinvestmentand70%oftheAmericaninvestment
inMalayslaareintheICT-relatedindustries.
Table3:TheJapaneseandAmericaninvestmentfocusinMalaysia,2002
USA E&E Chemicals BeverafPS Oth
ersRM894m(70.9%) RM178m(14.1%) RM98m(7.8%) M 91
m(7.2%)Japan E&E Scientific&Machnery Trans
port OthersRM459m(63.8%) RM112m(15.5%) M 51m(7.1%) RM98m(13.6%
)(S3urCe:MIDA)Basedontheavailabledata,asshowninTable1and2,iti
squiteclearthattheeconomictransfわrmationandthechangeinthestructu
reofexportshavesignificantlycontributedtotheMalaysianfTseconomicgrowthinthe
lastthidyyears.Inthistransformationtheusageofresourcesshiftedfromlowva
lueaddedeconomicactivities(agricultureandprimecommodities)tomanufacturingac
tivitiesthathaverelativelyhighvalueadded.Asaresult,inthe1970sand1980s
theaverageannualgrowthwas6.9%,strongerthanthepreviousdecade.Inthe
firsthalfofthe1990S,economicgrowthacceleratedfurther,growlngannual
lyby9.4%beforeslowlnginthesecondhalftoanaverageof5.5%perannu
mduetotheAsiancu汀enCyCrisisin1997.Withthesegrowthrates,theeconomyh
asdoubledroughlyevery9to12years,inwhichtheICTproduclngindustrieshavepl
ayedaslgnificantroleincontributingto
thisachievement.3. TELECOn4MU
NICATIONSERVICESMalaysia'sflrSttelephonewasinstaledattheBritishResident
'sofrlCeinPerak(inthenorthempartofMalaypeninsular)in1874.Thiswasfolowedbythein
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oftelegraphlinesincludingasubmarinecablelinkingtheislandofPenangwithPerak.
Thecountry'sfirsttelephoneexchangewasinstaledinKualaLumpurin1891.In
1960,Malaysiahadatelephonedensityoflessthanoneper100inhabitants,witha
totalof50,000lines.Fortyyearslater,therewereoverfourmilionfixedtelephone
subscribersandadensityof20.
Forquickreference,Someoftheimportantmilestonesinthedevelopmentof
Malaysia'stelecom unicationservices丘om1874tothepresentarehighlightedbelow:
･1874-Malaysia'sfirsttelephonewasinstaledattheBritishResident'sofrlCe
innorthemstate,Perak.(MalaysiawasaBritishcolonyuntil1957).
･1946IEstablishmentoftheTelecommunicationsDepartment.
･1985-Launchingofthe丘rstcelularmobilenetwork(the丘rstamongtheSouth
EastAsiacountries).
･1987-Privatizationoftelecom unicationsservice(TelecomMalaysiaBerhad,
thefirstamongtheSouthEastAsiacountries).
･1988-¶lefirstIntemetServiceProvider(ISP)inMalaysiawasfounded(MIMOS).
･1989-IJaunChingofthesecondtelephoneoperator(CELCOM,21%foreignowned).
･1992ICreationofthesecondISP.
･1993IThethirdtelephoneoperatorwascreated(Maxis,46%foreignowned).
･1994-Formationofthefourthtelephoneoperator(DIGI,33%fToreignowned).
･1994-Establishme山oftheNationalITCouncil,toadvisethegovemmenton
ICT-relatedpolicyinitiatives.
･1995-Thefifthoperatorwaslicensed(TIME).
･1996-NationalITAgenda(policy丘ameworkforICTdevelopment)waslaunched.
･1996-MultimediaSuperCorridorwasinitiated(topromotetheworldclass
ICThardwareandsoRwareresearchandproduction,ICTrelatedseⅣicesandusage).
･1997-EnactmentsofDigitalSignatureAct;ComputerCrimesAct;and
TelemedicineAct.
･1998ITheestablishmentoftheMinistryofMultimediaandCommunications.
･1998-Com unicationandMultimediaAct(CMA)wasenacted(toaddressthe
convergenceOHCTbybdnglngbroadcasting,telecom unications,computernetworks
andco仙entprovidersunderonelaw ThethreeunderplnnlngOftheCMAarethatit
ispro-competition,technologlCalyneutral,anditaimstoachieveuniversalseⅣice･
･1998-TheMalaysianCommunicationsandMultimediaCom ission(MCMC)
wasestablishedasanewregulator.
･2000-NumberofmobilesubscritxrssulPaSSedthenumberof丘Ⅹedtelephoneusers.
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･2000(March)-Broadbandtelecommunication,AsynchronousDigital
SubscriberLine(ADSL),waslaunched.
･2000-WirelessAccessProtocol(WAP)andGeneralPacketRadioSeⅣice
(G良PS)wereintroduced.
･2001-ShortMessagingSeⅣice(SMS)waslaunched･
･2002-Thethirdgeneration(3G)networkfacilitiesproviderswereselected
(basedonthebeautycontestprinciple).
･2003-Rol10utOf3Gnetworks.
TheprlVatizationoftelecommunicationservicesandtheopeningof
telecommunicationmarketforgreatercompetitionarethetwonotablefactors
responsiblefわrbringlngthissectortoitspresentlevelofdevelopment･Theprogress
inthetelecommunication-relatedseⅣiceshascontributedtotheeconomylnVarious
forms.Asthetelecommunication-relatedbusinessesgrewrapidly,theyhavedirectly
contributedtojobscreationintheeconomyandtheyhelpedindirectlyimprove
thestandardoflivingthrough provisionofbeterserviceandinfiastructurecoverage,
whichlikelywouldnotbeasrobustiftheyhadremainedinthegovem ent'sdomain･
TenyearsafterprlVatization,TelekomMalaysiaBerhadisnomoreconfinedits
operationtolocalmarket.Itowns100percentsubsidiariesinSriLanka,Mauritius,
Ghana,Cambodia,SouthAfTrica,HongKong,UnitedKingdomandUSA,andalso
hasmajorityshareinsubsidiariesinMalawi,Guinea,andBangladesh･In2002,
one-thirdofitsprofitswerederivedfromoverseasinvestment.
Thegovernmentdecisiontoopenupthissectortocompetitionandfbrelgn
investmenthasfurtherhastenedthedevelopmentofthissector.Morecoverage
andaffordableprlCeWeremadepossibleinashorterspanoftimeasthe
telecommunicationcompaniestrytocompeteformarketshare･Inthesixyears
from1995to2001,thenumberofInternetusersincreasedby217times,Internet
subscribersincreasedby111times,andthePCsinstaledincreasedfivefold.By
early2000,thenumberofmobiletelephonesubscriberssurpassedthenumberof
fixedtelephoneusers.Thesearethenotableexamplesorpositivenetwork
externalities(whenmorepeopleusenetwork,itwillbevaluedmorebythe
prospectiveusers)whichwereenabledbythedevelopmentofthetelecommunication
infrastructureandservices.ThistremendousgrowthinthenumberofPCsand
thelnternetuserssuggeststhatmorepeopleandbusinesseshaveappreciatedthe
usageofcomputersandrelatednetworks.ItisestimatedthattheICTpenetration
rateshavereachedthefbllowlnglevelbyJune2004:
･20fixedtelephonelinesper100inhabitants.
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･45mobiletelephonesubscribersper100inhabitants.
･20internetsubscribersper100inhabitants.
･45internetusersper100inhabitants.
Thoseareamongthemostimportantoutcomesfromtheimprovementin
telecommunicationinfrastructureandservices.Table4Showssomebasic
comparativedataonInternetusersandfixedtelephonesubscribersforMalaysla,
ASEAN,ASEAN+5economies(namelyJapan,China,Korea,HongKongandTaiwan)
vis-a-vistheworld.ItindicatesthatMalayslaisabovetheworldaverage,where
MalaysiahasO･38%oftheworldpopulation,buthasahighershareoftheworld
Internetusers(0.95%)andoftheworldfixedtelephonelinessubscribers(0.49%).
WhereastheASEANgrouphas9.12%oftheworldpopulationbutamuchlower●
shareoftheworldInternetusers(3.10%).TheASEAN+5mationscolectivelyhave
33.3% oftheworldpopulation,butonlycontain27% oftheworldlnternet
subscribers.WewilhavemorecomparisononICTusageinsection4.
Table4:Theworld,Malaysla,ASEAN+5,somebasiccomparisons,2000
World Malaysla ASEAN ASEA
N+5伊ercentagpofthewo
rld)LandArea 148.6mi1ionsquarekm 0.02 3
,03 9.76Population 6,000mi1ion 0.3
8 9.12 33.33NumberofhtemetUsers 600milion
0.95 3.10 27.00Fixedtelephone 936mi
lion 0.49 2.54 27.78GDPPPP 49,00
0bilionUSD 0.43 4.19 26.17(Source:Author'ScomputationbasedondatakomTheWorldFactBook2001,andvariouscountrie
s'reportando
fBcialwebsites)4. ICTUSAGEDurngth 1990stherewasanenormousi
ncreaseininvestmentinICTbybusinessesinMalayslaintendedtoenhancetheiro
mpetitivenessandproductivity.DatainTable5ShowthattheICTinvestmentsincrea
sedmorethanfourfoldbetween1990and2002,withtheservice(bankingand
financeinparticular)andthemanufacturingsectorsplaylngamajorroleinICT
investmentduringthatperiod.Highlevelsofinvestmentsbybankingandfinancia
lservicescompaniesduringthe1990Swasduetothecontinuousefforttoupg
radethecomputernetworkingaswelastopreparefわrlaunchinginternetbankings
ervices.Partoftheinvestmentwasalsoduetotheefforttoaddressthe'Y2Kpro
blem'.ThedatainTable5alsosuggestthattheothersegmentsofseⅣicesectorw
erealsoincreaslnglyinvestingincomputerutilizationinth
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Table5:ICTUsageinMalaysiabySector:Between1990and2002
Year 1990 1995 2000 2001
2002TotalRMMilion 1,300 3,800 5,910 6,
510 7,151ICTinvestment
tysector(%)Servicesector 7
6 75 77 75 75BankingandFina
nce 39 27 24 26 26Distribution * 8 ll 12 12
Telecormunications
* * 8 9 9Utilities 3
7 4 4 4EducationandResearch
4 3 4 4 4ProfessionalITServices *
4 4 4Transportation * 3 3 3 3
HealthCare 辛 * 1 1 1GoVem en
t 12 10 9 12 12Other
s 18 14 9Manufacturingsector 6 3 13
14 14OilandGassedor 18 10 5 5 5HoT!eSeCtOr * 2 6 6Tt1% 00 100 00
00Note:Datarefertothepurchaseofcomputerhardwareandso
Rware.Boxesmarkedwith*indicatethedataarelumpedtog:therin'others'cat喝)rybythesourc
ea夢nCy.(Source:Author'Scomputationbasedonthebasicdata&omtheAssociationofComput
erIndustryMalaysia,PIKOMandtheEconomicPlanningUnitofthePrimeMiniste
r'sDepartment,Malaysia.)ForthemanufacturlngSector,theinvestmentinICTequlP
mentWasdrivenbytheneedtoincreaseeficiencyintheirbusinessproces
ses.Thissectorconstitutedone-thirdofGDPandmorethan80% ofexportsdurlngte
1990S.Therefわre,efortstoimproveproductivityinthissectorwereessentialno
tonlyforthesectorbutalsofortheoveralMalaysianeconomy.TheNationalPro
ductivityCorporation(NPC)hasconductedayearlysuⅣeysincethemid-1990stod
eterminetheintensityofICTutilizationinthemanufacturingsector.Morethan
80%oftherespondentsindicatedthattheyusedICTfわradministrativeactivitie
s(suchasfわrpayrol,accountingandfinance,personnelandtransactionproces
sing)in1997,afigurewhichincreasedto90%by1999(Table6).Forprimaryb
usinessactivities(suchasmachining,production,qualitycontrolandpackaging)
morethanhalfoftherespondentsindicatedthattheyusedICT.Asimilartrendwasals
oidentifiedforthesupportingactivities(suchasprocessplanning,productdes
ign,staffscheduling,materialplanningandinv
i:I
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Table6:ExtentofICTUsagebytheManufacturingSectorforAdministrativeActivities
AdministmtiveActivties(%)
Sut>sector 1997 1999 2
001FoodandBevera夢S 84
93 91WoodandWoodproducts
93 96 92MachineryandEquipm
ent 95 98 92RubberandRubberP
roducts 86 92 92TransportEquipment - 6
FabricatedMetal - - 94
TextilesandApparel 89 91 94ChemicalandChemicalProducts 90 5
94Non-Metal1icProducts 93 97
100ElectricalandElec
tronics 90 96 94PlasticProducts 81 2 8(Soure:Databased the
surveybyTheNationalProductivityCorporation.)Table7:ExtentofICTUsagebyheManufacturi
ngSectorforPrimaryand
SupportiveActivitiesPrimay(%) Sup
portive(%)Sub-sector 1997 1999
2001 1997 1999 2001FoodandBevera
gps 57 56 61 52 63 66WoodandWood
Products 57 62 47 43 62 66MachineryandEquipment 7 52 80 83
74RubberandRubberProducts
51 53 72 62 52 73TransportEqu
ipment - - 80 - - 83FabricatedMetaト
- 65 - - 79TextilesandApparel
64 52 67 77 68 80ChemicalandChemicalProducts 52 68 55 63 75 71
Non-MetalicProducts 52 70 58 58 75 82ElectriCalndElectronics 7 84 77 7
8 89 80PlasticProducts 61 72 86 62 73 7(Soure:Thedataarebased
onthesurveybyTheNationalProductivityCorporation.)TheseⅣicesectoris
thelargestsectoroftheMalayslaneconomyandcomposesabouthalfofMalaysia'sGD
P.EffortstoimproveproductivityinthissectorarealsocrucialtotheMalaysian
economy.ThoughthereisnosimilarsuⅣeytoindicatetheextentofICTusageinth servicesector,judgingfrom the
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TheMalayslangovernmenthasrecognizedtheneedtostimulatetheeconomy
throughe-commerceactivitiesandbeterICTusage･ItcreatedtheNationalICT
Council(NITC)in1994,tofunctionasthehighestconsultativebodyresponsible
forcoordinatinge-CommercerelatedpolicyinitiativesandtoglVeadviceonICT
strategy.TheNITCisheadedbythePrimeMinisterandmemberscomefrom
boththepublicandprlVateSectors.Thebiggestinitiativeorthiscouncilisinthe
formationofthe'MultimediaSuperCorridor'(MSC)projectin1996.Theaimof
thisprojectistoencouragelocalandmultinationalICTcompaniestoestablish
operationsinadedicatedareasituatedsouthofKualaLumpur,15kilometerswide
and50kilometerslong.Paraleltothishasbeenthedevelopmentofthetwo
'inteligent'citiesofPutrajayaandCyberjayaandsevenspecialprojects,known
as'MultimediaDevelopmentFlagshipApplications'.Theseflagshipapplications
include'ElectronicGovemment','MultipurposeCard','SmartSchools','Telehealth',
'R&DClusters','E-Business'and'TechnopreneurDevelopment'.
AloftheseeffortsbythegovernmentandprlVateSectorhavehelpedMalaysia
achievearelativelyhighlevelOHCTusagecomparedtomanyotherdeveloplng
countries,asindicatedbythe e`-readinessindices'developedbytheEconomist
InteligenceUnit(EIU)andtheInternationalTelecommunicationUnion(ITU).The
ITU,initsfirstinternationalcomparativeassessmentofthedigitalaccessor'e-
readiness',recognlZeSthattheMSCinitiativeshavehelpedMalayslareachedthe
highest2002DigitalAccessIndexamongthedeveloplngcountriesinAsia.E-
readinessisaconceptthatsuggestsahigherlevelofreadinessinICTusagewhich
wilprovidebeteropportunitiesforaneconomytofurtherinnovateandbenefit
fromthetechnology.TheEIU'scriteriafore-readinessincludes:
･Connectivityandtechnologyinfrastructure(accesstotelephones,PCsand
internet,theaffordabilityandthereliabilityofservice)
･Businessenvironment(economicstrength,opennesstotrade,politicalstability,
taxation,competitionpolicy)
･Consumersandbusinessadoption(e-businesspractices,e-paymentsystem,
andventurecapitalfわre-businessstart-ups)
･Legalandpolicyenvironment(onlinesecurity,i山electualpropertyprotection,
censorshippractice,ande-governmentforfacilitatingbusinesses)
･Socialandculturalinfrastructure(education,eliterate,andbilingualcapability)
･Supportinge-seⅣice(accessatreasonablepricetoITconsulting,technical
support,back-officesolutionsande-marketers)
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TocomparethelevelofICTusageinMalayslaWithothercountries,theauthor
conductedasimpleregressionanalysisbetweentheEIUe-readinessindexandthe
Intemetpenetrationratesforelevencountries.Thisregressionanalysisone-readiness
andInternetpenetrationratessuggeststhata10percentincreaseinthepenetration
rate(i.e.fToreveryincreaseoflOOusersper1000inhabitants)wilinduceanimprovement
ine-readinessscoreby1.Thisvariablealonewasabletoexplain97percentofthe
varianceine-readiness,thoughthereweremanymoreindicatorsusedindeveloping
theindex･Therefわre,thelnternetpenetrationratecanbeusedasaroughestimation
forcomparingthelevelofICTusageamongcountriesorwithinthecounty.刀leresults
ofthiscomparativeassessmentarevisualizedinFigure1.HerethedatafわrsixASEAN
countriesand丘veEasトAsianeconomies(China,Japan,HongKong,SouthKoreaand
Taiwan)arecompared.Malaysiaisshown inthemiddlewithVietnamintheleftend
andHongKongintherightendofthecuⅣe.
Apparentlythereareothervarious`e-readiness'assessmenttoolsthathavebeen
developedbyotherorganizationssuchasAPEC,UNDP,theWorldBank,andtheWorld
EconomicFomm,etc.Intheirmeasurementandcomparisonofe-readiness,Malaysla
isalsorankedinthemiddleanduppermiddleofthescoreandposition,andthose
assessmentsindirectlyreflectsomerelativeprogressinICTutilizationinMalaysla.
Figure1:E-readinessScoreandlnternetPenetrationRate
-CorelationandLinearRegressionAnaly
Thail
hiロ
End.nesia
与 Vietnam T
200
T -一一~ー -r-
400 600
lnternetUsersper1000Inhabitants
(Source:Author'scomputationsbasedone-readinessscoreprovidedbytheEIUandthe
InternetpenetrationratesfromITUtoconstructthisregressionanalysis･)
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Withtheincreaslngtrendofcomputerutilizationamongtheeconomicsectors
inMalaysla,itisimportanttofindoutwhetherthisinvestmentincomputerization
hasresultedinincreasedproductivity.Iftheoppositeistrue,wheredespitethe
ubiquityofcomputerstheproductlVltydidnotchangeverymuchorworsestil
wasdecliningthenwecouldsaythatMalaysiahasalsofallenunderthetrapof
theproductivityparadox.Insolicitinganswerstothequestion,thisauthorhas
conductedanalysesuslngamixedorthefblowlngapproaches:
･ComparinglaborproductivitybetweenICTandnon-ICTmanufacturingsector;
･ComparlngthevalueaddedamongtheseⅣicesub-sectors;
･ComparlngProductivityofthetotaleconomybyuslngSolowISwangrowth
accountingframework;and
･Comparlngtheproductionfunctionsforthetotaleconomyovertwodifferent
periodsbyuslngregressionanalysュs.
ThefindingsarepublishedintheGITS/GITI2003/2004ResearchBuletinof
WasedaUniversity.ItisobservedthatanincreasedtrendofICTusageinthe
Malaysianeconomyhas,tocertainextent,contributedtoimprovementsinproductivity
duringmostofthe1990S.However,themagnitudeoftheeconomicimpactmight
notbeaslargeasinthosecountries/economiesthataremoreadvancedinthe
applicationoHCT･Hence,thereisstilmuchmoreroomfわranimprovementin
ICTusage,inparticularintermsofnetworkdiffusionandeffectiveICTapplication
inalsectorsoftheeconomy.
5. CONCLUSION
ICTproduclngindustriesareexpectedtocontinuecontributingtoMalaysia'S
economicgrowthdespitethehiccupbroughtonbytheimplosionoftheITbubble.
WhiletheseindustriesremainimportantforMalaysla, effortstoimproveICT
utilizationbybusinessesareequalyessentialindeveloplngMalaysia'sfutureeconomic
growthpotentialsthroughproductivitygalnS.Tomovefわrward,Malayslaneeds
tofurtherdiversifythesourceofeconomicgrowthand,ifitisbasedonthe
developmentpatemofthedevelopedcountries,theMalayslaneconomyhastofurther
transformfromrelianceonthemanufacturingsectortoamoreserviceorientated
economy.ApossibleoptionistoencouragetheefectiveuseofICTamongbusinesses
andtopromotinge-commerce.
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イスラミック ･バンキング及び
ファイナンス (IBF)の国際的展開
北村 歳治
IntemationalDevelopmentsinIslamicBankingandFinance(mF)
KITAMURAToshiharu
Abstract
Islamicbankingandfinance(IBF)isnotonlyafinancialphenomenoninIslam
economiesbutithasalreadybeenapartoftheinternationalfinancialmarkets.
ThispaperintendstoreviewrecentdevelopmentsinIBF,whichhavebeengathering
momentumsincethetumofthe20thcentury.FolowlngthelocalinitiationofIslamic
bankinginEgyptin1963andthenation-WideintroductionOHBFinIranin1983,
Malaysialocatedinsouth-eastAsiahasadoptedIBFaspartofitsmixedsystem
since1984,andinrecentyears,Indonesia,ThailandandSingaporehavefわlowed
suitinthisnewfinancialfield.Afterreviewlngbothbankingactivitiesandcapital
marketdevelopments,thispaperwildiscussthoseissuesrelatedtothefinancial
standardizationandtransactionalstabilityinIBF;theinterpretationofShariah
compatibilityismostlikelytocreatedifferentreglOnal-specificapproachestothe
conceptofinterest,Shariah-compatiblesecurities,regulatoryframework,etc.
ParticularatentionwilbepaidtothesituationinMalaysla
は じめに
イスラム地域を中心に近年著しい展開を示したイスラミック･バンキング及びファイナン
スは､単にイスラム地域の動きにとどまらず､国際的な金融資本市場の一角にも姿を現すよ
うになってきた｡本論は､このような動きとその特徴に焦点を当て､国際金融資本市場にお
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ける位置づけを明らかにするとともに､金融取引としての標準化と安定性･信頼性の問題を
分析する｡さらに､日本に近いマレーシアの事例に基づいて､その実態を明らかにする｡
1.ニッチか ら国際金融市場の一角-
イスラミック･バンキング及びファイナンス (以下IslamicBankingandFinance,IBF)は､そ
のシステムや慣行にバリエーションがある｡世界人口の5分の1に相当する12-3億人を
擁するイスラム地域は､特定のIBFで統一されているわけでは決してない｡しかし､それぞ
れのIBFには共通するところも多い｡1
また､IBFを全体的に捉えた場合､その資産規模は､世界全体の金融資産規模の1%にも
満たない｡2002年末現在で､世界全体の銀行部門の資産残高は43兆 ドルという巨大な規模
に達しているのに対し､IBFの資産残高は3,600億 ドルに過ぎない｡しかし､IBFは､資産
残高ベースで年 10%以上の高い率で成長を続けており､国際金融の中でも無視できない存
在になっている｡ 2
確かに､西暦2000年以前においては､多大な石油収入を背景とする豊かな (1兆 ドルと
もいわれた)資金があったにもかかわらず､IBFそのものは特異な市場 (nichemarket)だっ
た｡しかし､今や世界の トップ･レベルの金融機関は､ビジネスの一環としてIBFを積極的
に取り込んでいる｡現に､国際金融の中心地であるロンドン市場の関係者は､最近ではIBF
の中でも債券関係の取引に深く係わり始めている｡さらに､このようなIBFは､現代のICT
(InformationandCommunicationTechnology)のような先端技術に支えられ､グローバルとロー
カルの2側面が一体化していくという中で､以下(a)～(C)に述べるような事情や動きを背景
に､すでに特異な金融市場 (nichemarket)の域を脱しつつある､と考えるのが適切かもし
れない｡
最近の基本的な変化としては､次のような点を指摘することができる｡
(a)まず､IBFが開始されてから40年あまりたち､イスラム地域での存在が目に見えるよ
うになったことに加え､国際的に名の知れたシティバンク (Citi)､香港上海銀行 (HSBC)､
スイス･ユニオン銀行 (UBS)､BNPパリバ､ゴール ドマン･サックス (GoldmanSachs)等が
積極的にIBFの取扱いを開始している｡Citiは､1996年にバーレーンに100%の現地子会社
としてCitilslamiclnvestmentBankE.C.(CIIB)を置き､中近東のイスラム諸国のみならず
インド､韓国､メキシコ､ブラジル等においてもIBFのビジネスを展開している｡ 3他方､
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HSBCは､1998年にドバイにHSBCAm anahFinanceというIBFの現地子会社を置き､周辺国
及び英国等でIBFに従事してきている｡ また､IBFの展開という意味では､従来は､アラブ
を中心とするイスラム世界の金融センターであるバーレーンに関心が払われていたが､最近
では ドバイの動きも金融関係者から関心を集めている｡この ドバイの国際金融センター
(DIFC)はIBFを含む国際金融の中心地となるべく､機能拡充を目指している｡4もちろん､
中東地域以外でも､シンガポール､イスタンブール等の動きが活発であり､また､後述する
ように､マレーシアにおいてはIBFが定着し､これに刺激されて隣のインドネシアにおける
動きも活発化している｡さらに､ロンドン以外では､ドイツでも関心が高まっており､ドイ
ツ銀行もIBFのセミナーを頻繁に開いているという報道もある｡
(b)中近東のバーレーン､サウジアラビア､クウェー ト､アラブ首長国連邦､レバノン､
パキスタン､イラン､アフリカのスーダン等の中央銀行関係者は､2002年春のIMF/World
Bank会合の際にIBFの統一的な規制を検討する作業を開始した｡それは､イスラミック金融
サービス委員会とも言 うべきIslamicFinancialServicesBoard(IFSB)という組織に発展した｡
すでに1991年にはIBFの会計と監査に関する問題に対処するために､イスラミック金融機
関会計監査機構とも言うべきAccountingandAuditOrganizationforIslamicFinancialInstitutions
(AAOIFI)が設立されていたが､2002年にはIBFを専門とする格付け機関の国際イスラミッ
ク格付け機関IntemationalIslamicRatingAgency(ⅠIRA)､さらにイスラミック金融機関の流動
性に対応する流動性管理センターLiquidityManagementCenter(LMC)等も設立された｡5
(C)さらに､銀行業務に加えて､債券の分野でも新たな展開が見られる｡ S&PやMoody
等の格付け機関は､たとえば､2002年にマレーシアの政府機関が発行した債券にA格等の
レーティング (格付け)を与えたように､格付けの世界でもイスラミック･ボンドが登場す
るようになってきた｡このマレーシアのソブリン債は､中東地域においてもシャリア
(Shariah)6に則った債券(shariah-compatibleあるいはShariah-approvedのsusukorlslamicbond)
として公認され､グローバル債 7として国際債市場に登場した｡8 最近では､2005年の年初
にパキスタンのソブリン債 (susuk)が市場関係者の間で話題になった｡社債､ソブリン債
を含むイスラミック･ボンドの発行は､2004年に67億米 ドルの規模に達した､という報道も
ある｡ 9
このような背景下で､2004年には､世界銀行の姉妹機関であるIFCがイスラミック･ボン
ドを発行したoまた､先進国流の伝統的な金融方式 (conventionalwestemflnanCe)とIBFの
方式とを平行させる並行的な金融 (コ･ファイナンス､co一缶nance)の取引も行われるように
なってきた｡10
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また､シンガポールの前首相のゴー･チョクトン上級相 (現在はシンガポール金融管理庁
MASの長官をも兼任)は､2004年から2005年にかけて中近東諸国を訪れ､IBFにおけるシ
ンガポール金融市場の役割を意欲的に説いて回っている｡西暦2000年以前にはあまりIBFに
強い関心を持たなかったシンガポールにおける2004年の金融市場の関心事は､IBFだったと
いっても言い過ぎではない｡2005年3月には､シンガポールは前述のIFSBに対し､従前の
オブザーバーの資格から正会員の資格を申請した｡筆者が訪れたシンガポールは勿論､マ
レーシアそしてインドネシアにおいてもIBFの議論は相当高まっていた｡前述のゴー･チョ
クトン上級相は､｢イスラム金融を持たない国際金融センターは不完全だ｣ とまで述べたと
言われている｡ ll
蛇足となるが､IFIsはこれまでは､国際開発金融機関を含むⅠntemational(development)
Financiallnstitutionsを指す場合が多かったが､最近ではIslamicFinanciallnstitutionsを指すこ
ともある｡ また､欧米の金融の教科書にもイスラミック･バンキング及びファイナンス
(Islamicbankingandfinance)というような形で紹介されるようになった｡12 このように､IBF
が単なるnichemarketから脱皮し国際金融資本市場の一角に食い込んでいるという事実は､
新しい金融の要素の一つとして冷静に受け止めておく必要があろう｡
2.IBFの特徴 と銀行 ･証券業務-の展開
2.1.IBFの特徴
近年のIBFは､銀行業務として1950年代に現れたが､金融機関を通じる無利子の業務の
展開は､1960年代､具体的には1963年にエジプトの MitghmarEgyptSavingsAssociationに
よるイスラミック･バンキングが噂矢だったと言われる｡13 その後 1970年代のオイル ･ダ
ラーを背景に､イスラミック･バンキングの観念が一部のイスラム諸国に浸透し始めたとい
うのが実情である｡ 尤も､エジプト等では､現在､IBFの要素はそれほど強くなく､先進国
流の伝統的な金融システムが主流を占めている｡
IBFの特徴は､これまでのさまざまな動きを要約すれば､次の4点に集約される｡
(a)利子の禁止 (これは､高利･暴利のみならず､経済取引の中で通常使われる利子率まで
をも否定する議論が一般化している)
(b)リスク･シェアリング (利益のみならず､特にリスクを公平､シンメトリカルに共有する)
(C)金融取引の背後にある実在的な経済取引の前提 (目に見えない抽象的な貸付債権の売
買･証券化等の取引は受け入れない)､及び
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(d)反宗教的な財･サービス及び業務の排除 (イスラム教の教義に反するものに係わる金融
取引は排除される)
これらの4点については､ほぼ国際的に共通の認識が芽生えてきている｡ この他に､
(e)不確定なものを対象とする金融取引の禁止 (古代から引き継がれている例では､生まれ
る前の子牛に係わる取引の禁止等)､という点も指摘されている｡ 14
(a)及び (b)の帰結としては､あるビジネスやプロジェクトに対する資金供与の場合､
利子のようにあらかじめ報酬を決定することなく､資金提供者間における利益･損失の共有
という金融方式 (profit瓜ossSharing､PLS)となる｡これは､資金調達､資金運用の手法を
通じて､コーポレー ト･ガバナンスにも影響する｡ また､先進国流の伝統的な金融において
最も重視される ｢利子｣は､IBFにおいては､表面的には現れず実在的な経済取引に姿を変
えて現れる｡この場合､(a)及び (b)に加えて (C)が銀行業務及び債券業務にも直接的に
係わってくる｡ この (C)は､先進国の金融市場では当たり前の取引となっている貸付･出
資･リースのような第一次的な取引から派生する債権取引に係わる売買や証券化､あるいは
デリバティブ取引等にも影響を与える｡
また､(d)は､いかなる金融取引 (株式､貸付､債券及び投信等)についても該当する｡
さらに､(e)の不確実性の排除の議論は､ギャンブル排除の議論の場合にはまだ分かりやす
いが､保険を否定する議論にも通ずる｡ しかし､イスラムの世界ではコミュニティ内部の共
済的な保険等は是認されている｡従って､不確定なものが一切排除されているとは考えにくい｡
一方､IBFにおいては､資金の黒字主体から赤字主体-の資金仲介機能と支払い･送金等
の決済機能の必要性は十分認識されている｡また､送金･為替の業務も古くから行われてき
ている｡従って､金融の本質的なところで基本的な差異があると考えるのは誤りであろう｡
むしろ､中世頃までのイスラム商人の金融方式は近世のヨーロッパ中心の金融方式に先導的
な影響を与えた面すらある｡15
換言すれば､経済学的に考えた場合､中世までの経済取引概念で現代の金融取引を律しよ
うとすることは､動物等を輸送手段として用いた当時の交通概念で現代の陸海空の交通の流
れを律しようとするのに似ており､表面的な比較や議論は反って上滑りする危険性があると
言う方が適切であろう.従って､今日の欧米風の金融とIBFを単純に比較することにあまり
意味があるとは思えない｡利子を否認するか､それとも実在的な取引の形を通じて間接的に
認めるかという問題は､見ようによっては体裁の問題と言えなくもない｡強いて両者の金融
方式に基本的な差異を探すとすれば､仮にPLSのみが金融の前提となった場合にはどういう
経済的なインプリケーションがあるだろうか､という点であろう｡ 16
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このIBFの展開について､国際通貨基金 (IMF)の資料は､2002年段階で､IBFを全面的
に取り入れた国は､イランとスーダンのみであり､パキスタンがこれに続こうとしている状
況を述べている｡17 マレーシア､インドネシア､バングラデッシュのアジア諸国は部分的
な採用であり､また､湾岸協力会議 (GulfCooperationCouncil,GCC)加盟国のヨルダン､エ
ジプト等の中近東国もほぼ同様な状況､すなわち､欧米流の伝統的な金融とIBFの混在シス
テム (mixedsystem)となっている｡
2.2.IBFにおける銀行業務
以下では､IBFの金融システムに基づくイラン､パキスタン及びスーダンと､東南アジア
でIBFの動きに影響を与えそうなマレーシア及びインドネシアにおける銀行業務を略述する｡
イランは､1979年のホメイニ師によるイラン革命の後､1983年に 無利子(interest-free)及
び利益(損失)分配方式(profit凡ossSharing､PLS)の考え方を銀行取引に導入した｡このよう
なイランのIBFにおいては､国内では SupremeCouncilofBanksが強い規制権限を持ってい
るが､しかし､同国の銀行の海外活動にはIBFの考え方を適用していない｡一方､1984年に
IBFを導入したパキスタンは､イランがpLS方式に傾いたのとは異なり､マーク･アップ (コ
ス ト･プラス)方式に傾倒する形で､1984年にIBFのシステムを銀行に導入した｡それは､
欧米流の金融からみると､まだ､利子的な要素を残しているものと考えることができる｡し
かし､1999年以降のパキスタンの動きは､(後述する理由により)不透明となっている｡
他方､スーダンのIBFの事情は特異である｡即ち､1970年代にサウジの王室の系統を引く
IBFの銀行の影響が強まり､1983年以降のイスラミック･ステー ト (イスラム教国)化の流
れの中でイスラミック･バンクが定着し今日に至っている｡しかし､スーダンの場合､内外
の厳しい状況下で､IBFを論ずる前に､疲弊し切ってしまった経済自体が問題となっている｡
目を転じて東南アジア地域をみると､マレーシアは1983年に東南アジアで最初のイスラ
ミック･バンクを導入した (イスラム銀行法の導入)｡その導入に当たっては､マ-ティール
前首相の慎重な考慮があったと言われているが､正確な事情は明らかではない｡しかし､英
国植民地時代から続いていた欧米流の伝統的な金融は､主流なものとして残された｡要する
に､欧米流の伝統的な金融とIBFの2つの方式が混在する､という意味のmixedsystemの採
択である｡ 1983年には政府出資のイスラミック･バンク (BanklslamMalaysia)が設立され､
中近東系の銀行にも次第にイスラミック･バンキングの免許が付与されていった｡1993年に
は､マレーシアの民間銀行にもイスラミック･バンキングが導入された｡これらのイスラ
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ミック･バンクは､税の優遇措置を受けたことに加え､マレーシア政府系の預金が支援的な
役割を果たした､と言われている｡そして､イスラミック･バンクの監督は､中央銀行 (Bank
NegaraMalaysia)自らが担当した｡
1993年に認められたマレーシアの民間銀行のイスラミック･バンキングは､もう一つの特
徴を持っている.これは､同一銀行が欧米流の伝統的な金融とIBFの2つの方式を扱う銀行
業務 (dualbanking)を営むことができるという点である｡18 尤も､dualbankingの場合には､
銀行内における両ファイナンスの仕切りを明確にする規制が採られた｡さらに､マレーシア
金融当局 (theBankNegaraMalaysia)は､イスラミック･バンキングのバランスシー トの負
債部分 (通常の銀行の預金に相当)がpLSのフレー ムワークの中でダウンサイ ド･リスク (元
本保証がないことによる減価リスク)を負いがちなことを考慮して､イスラミック･バンキ
ングの諸勘定の透明性を強く要請した｡このような配慮を行いながら慎重にイスラミック･
バンキングの導入を図ってきたマレーシアでは､現在､イスラミック･バンキングの資産
ベースのシェアは同国の約 10%近くに達している｡ 19
-方､インドネシアでは､中央銀行が2002年9月にイスラミック･バンキングの見通し
(Blueprint)の発表を行った｡その中で､同国はマレーシアと同様に､(先進国流の伝統的な
金融方式に加え)IBFのみを扱う銀行と一般の商業銀行がIslamicwindowを設けることがで
きるdualbankingの並存を認めている｡その結果､何らかの形でIBFを行っている銀行は2004
年段階で18行に及び､その数は急増している模様である｡
また､インドネシア中央銀行の調査によれば､IBFの投融資残高は10兆1200億ルピアで
あり､銀行部門全体の融資残高の1.8%を占めている｡ しかも､2005年末には20兆ルピア
を超えるものと見込まれている020 このような急増は､一般の商業銀行がdualbankingを活
用していることによると言われているが､同時に､シャリアに反する金融取引に対するイン
ドネシアのイスラム宗教団体 (たとえばMajelisUlmalndonesia､MUI)の警告等により､一
般のイスラム教徒が強く影響されたという指摘も無視できない｡
さらに､タイにおいても2002年にイスラム銀行法が導入され､血xedsystemの下で2003年
からIBFが始まっている模様である｡マレーシアやインドネシアに接するシンガポールで
は､前述のように同国の政府自身この分野におけるシンガポールのプレゼンスを高めようと
積極的に動いている｡しかし､同国がBFを受け入れる法整備は必ずしも明確でなく､既存
の法的なフレームワークの中で容認していこうとする姿勢がうかがえる｡
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2.3.IBFにおける証券業務
IBFにおいては､株式もShariahcompatibleか否かが問題となる｡この場合には､利子では
なく､株式を発行している企業のビジネスの態様が問題となる｡ たとえば､ギャンブルを
扱っていないか､コーランが禁止している食べ物等に抵触していないか等が判定にかけられ
る｡利子を扱う金融機関の株式も､問題となりうる｡
一方､IBFにおける債券は､きわめて最近の問題であり､実際には2000年以降の動きであ
る｡そして､債券取引業務においては､ロンドンに拠点を置くCitiグループ の動きが目立っ
ている｡
当然のことながら､債券の場合は利子が回避されていなければ､イスラミック･ボンドと
して扱われない｡利子の回避は､具体的には､cost-plusfinancingという形で資金供給者が
借手から資産を買い､後 日 (満期 日)それにマージンを乗せて借 り手に売 り戻す方式
(murabaha)､借り手が資金を返済できずに後払いにする (deferredpayment)際に課せられる
ペナルティ料の支払い (baibithamanagil,BBAprinciple)とする方式､あるいはリース形式
に形を換えリース料を支払う (ijara)等の仕組み (structuring)方式が採られている.なお､
一般的には､murabahaは1- 2年の短期債に､またijaraは10年物というような長期債に､そ
れぞれ適していると言われている｡いずれにしても､債券の利子は､担保としての実物資産
(通常は不動産)の売買にかかわる売買差益あるいは料金等で構成されているという点にあ
る｡ 債券としての難点は､実在の資産の所有･売買を前提としているので､債券の売買が容
易ではない点である｡従って､先進国の金融の観点からすれば､流通市場が成立しにくい｡21
3.IBFにおける金融取引の標準化 と安定性
3.1.シャリアからみた適法性 (Shariahcompatibility)の問題
金融商品のうち何がシャリアからみて適法 (shariahcompatible)か否かというIBF特有の
問題は､シャリアの権威者 (宗教学者､法学者等)によって決定される｡貸借の場合は､確
約された利子の有無が問題になる｡債券の場合も､基本的には同様である｡しかし､確約的
な利子ではない株式の場合でも､前述のようにShariahcompatibleか否かが問題になる｡ この
問題に対処するために､既に述べたイスラム諸国では金融機関の内部に金融商品の宗教的な
側面を議論する会議や委員会が設けられているのが普通である｡ 22 しかし､実際には前述
のシャリアの権威者が金融機関のコンサルタントとなる場合が多く､事実上､IBFの監督を
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直接行っている｡そして､シャリアの解釈は､サウジアラビアを代表とする中近東諸国が最
も厳格であり､そこから距離的に離れれば離れるほど､すなわちインドネシアやマレー シア
ではその解釈は弾力的 (region-specific)になる傾向があると言われている｡
このShariahcompatibleの問題は､宗教色を脱し機能中心主義に化した今日の金融とは異質
である｡IBFは､一方では､前記の2. 1.IBFの特徴で述べたように､イスラムの各地域
に相互に共通する基本原則が見られる｡他方では､後記の3.2.金融取引の安定性の問題
で述べるように､何が利子に該当するかという問題はシャリアの解釈を巡って必ずしも一致
しているわけではない｡これは､遊牧の羊と山羊とが互いに似ているようでいて､行動様式
がかなり異なる場合に似ている｡また､利子の考え方は､時代の流れとともに変化する可能
性がある｡金融取引の観点からすれば､これは､IBFでは金融ルールの国際的な標準化が確
立されていないことを意味する｡さらに､宗教の教義的な解釈の相違は､ビジネス的な標準
化とは相容れない性格のものかも知れず､仮に一度標準化されてもそれが不安定なものかも
しれないこと等の問題を意味する (これについては､次節で2つの事例を紹介する)｡また､
金融課税の観点からは､このような不安定な標準化は､国際間の課税方式の不安定､即ち､
イスラミックな金融商品と先進国流の金融商品との間で､どのようにして課税の整合性を確
保していくことができるのか､という問題にもつながる｡
3.2.金融取引の安定性の問題
IBFの取引及びその慣行の安定性については､上記のように､種々の批判や問題がある｡
根本に係わる問題の実例としては､パキスタンの利子問題がある｡1984年からイスラミッ
ク･バンキングが始まったパキスタンでは､当初シャリアに則って仕組まれた (stmctured)
貸付が後になって､｢利子｣が間接的に支払われているとしてシャリア裁判所(FederalShariah
Court)で否認されたOこの決定に対し上訴が行われたが､1999年に棄却された｡この結果､
パキスタン政府は経済金融システムの見直しを迫られたが､実際の見直しにはさまざまの問
題が付きまとった｡結局､2002年になって､最高裁判所は1999年の ｢利子否認｣の判決を
取り消した｡その結果､｢利子｣の定義等の問題が解決されるまで､1999年以前の金融方式
が存続するものと見られている｡ 23
また､イスラム教の教義の観点から金融機関の業務が非難され､預託金が一挙に逃げ出し
た例もある｡ 例えば､1998年に ドバイで起きた預託金の取付けは､ドバイのイスラミック
銀行の貸付債権がIBFの本来の考えに合致していなかったことに起因したといわれる｡24
- 181-
基盤 (A) IT等の科学技術の視点を踏まえたイスラム問題の現状と今後の展開に関する研究
このように､教義上の問題にかかわる判断が介入する場合には､預託者 (預金者)及び株主
の双方のみならず､ステーク･ホルダー自身も､財務上の健全性ではなく教義上の理由で一
挙に身動きが取れなくなりかねない｡25金融にとって､致命的な継続性､安定性の問題が
現実化する｡
上記の問題は､教義上で問われるリスク (fiduciaryrisk)の問題である｡ これは､金融機
関取引先の問題 (counter-partyrisk)の問題にとどまらず､広義のオペレーショナル･リスク
としても起こりうるかもしれない｡IBFにおける取引の安定性は､欧米流の伝統的な金融機
関に比べ､教義問題にかかわるだけさまざまなリスクにさらされていると言わざるをえない｡
4.Shariahcompatibleに対する具体的な対処
(マレーシアの株式及び債券の場合)
Shariahcompatibleの問題について､以下では具体的な例を日本に近いマレーシアにとって
みることとする｡これは､同国のIBFに係わる情報が比較的明確であること､及び先進国流
の伝統的な金融システムとの共存を認めているために対比しやすいことによる｡
4.1.マレーシアにおける資本市場 (株式及び債券)
前述したように､マレーシアはIBFと先進国流の伝統的な金融システムとを共存させてい
る (mixedsystem及びdualbanking)｡したがって､銀行の場合はもちろん､債券等の有価証
券についても､このシステムに沿って理解していく必要がある｡当然のことながら､mixed
system及びdualbankingの下では､問題となっている金融商品･サービスがIBFのコンセプト
に則っていなくても､それは非イスラム (non-Islam)､即ち世俗的な通常の金融商品･サービ
スとして扱うことができる｡もちろん､IBFのフレームワークからは除外され､混合は許さ
れず､また区分経理程度の処理では済まされない｡具体的に､勘定分離､ファイアー･ウォー
ルの設定あるいは別法人とする等の対処が求められる｡
マレーシアでは､株式及び債券一般について､証券委員会 (securitiesCommission,SC)が
投資家の保護を目的として財務省の監督下に1993年に設立された (その意味では､議会に
直結している米国のSECとは異なる)0 26 このSCは､議会に対し毎年報告書を提出する義
務が課されている｡その権限の範囲は広く､投資信託を含む証券全般にかかわる取引所､証
券決済､証券寄託､取引､業者の許認可等の他に､企業の買収合併の問題にまで及んでいる｡
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この証券委員会 (sc)は､1996年にその-委員会としてシャリア諮問委員会 (shariah
AdvisoryCouncil,SAC)を導入した｡このSACは､IBFの中で展開されるイスラミックの資
本市場 (Islamiccapitalmarket)がシャリアの原則に照らして問題がないかどうかをチェック
する｡SACの構成員は､イスラム教学者･イスラム法学者とIBFの専門家の計8名によって
構成されるが､その指名は､SCによって2年ごとに行われる｡
このSACは､株式の場合には､その株式を発行している企業が シャリアに則った企業活
動を展開しているかどうかをチェックする｡また､債券の場合には､債券発行者に対しガイ
ドラインに示されている原則 (Shariahprinciples)に従うことを要請し､そのチェックにつ
いては､債券を発行する企業が指名するシャリアの助言者 (shariahadviser)が行うこととし
ている｡ そして､疑義がある場合には､SACの事前の審査と承認の検討が行われることと
なっている｡さらに､投資信託の場合には､投資信託のファンド毎にシャリア委員会または
アドバイザー (shariahcormiteeorShariahadviser)を設けさせているが､このシャリア委員
会またはアドバイザーが株式及び債券の運用についてShariahcompatibleかどうかをチェック
する｡
マレーシアのIBFに係わる (1)株式及び投資信託 (Islamicunittmst)と (2)債券の動
きを見ると､概要以下の通りである｡
(1)イスラミックの資本市場 (Islamiccapitalmarket)を構成するマレーシア株式市場 (Bursa
Malaysia)で取引される株式のうち､シャリア諮問委員会 (SAC)が Shariahcompatibleと
公認したものは､2004年現在､マレーシアの株式市場 (約1,500億 ドルの市場時価総額)に
上場されている株式の83%を占めている｡27SACがShariacompatibleか否か判定することは､
個人投資家よりも投資信託 (unittrustfund)の運営者や機関投資家にとって重要な意味を持
つ｡ このSACの判定の結果は､1997年以降shariah-compatible株式リス トで示され､定期的
に (最近では年2回)見直しを行い洗替えるため､ファンドの運営者にとっては､いわば指
針的な役割を果たしている｡ 同時に､この株式リス トは､1999年からスター トしたクアラ
ルンプール･シャリア株価指数 (KualaLumpurShariahIndex,KLSI)の構成リス トにもなって
いる｡
Shariah-compatible株式を含む投資信託は､このようなフレームワークの中で組成されるが､
これは､2004年に広義の投資信託 (18億 ドル)の24%を占めている｡
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この外､SACは､特定の株式の新規公開 (Ⅳ0)についても (現段階では新規公開を行お
うとする企業の要望ベースで) Shariahcompatibleか否かの判定も行うようになっている｡
(2)一方､債券については､前述のように証券委員会 (SC)によって認可が行われるが､
株式の場合と同様､シャリア諮問委員会 (SAC)が 重要な役割を果たしている｡具体的に
は､イスラミック･ボンド等であるかどうかを問わず､sCが出している証券発行ガイ ドライ
ン(IssuesGuidelines正式にはPoliciesandGuidelinesonIssue/OferofSecurities,ISGuidelines)
に従わなければならない｡28 そして､特にイスラミック･ボンド (及び投資信託)の場合に
は､発行者はマレーシア国内での発行に際してSCが公認するShariahadviserを指名しなけれ
ばならない｡
国境を越えた (cross-border)イスラミック･ボンドの場合には､バーレーン等に拠点を持
つイスラミック金融機関会計監査機構 (AAOIFI)やイスラミック金融サービス委員会
(IFSB)の役割が重要となる｡ 29
2004年においては､マレーシアでは全体の債券発行の認可額 (126億 ドル)のうち32%が
いわゆるイスラミック･ボンドであった｡(イスラミック･ボンドは､同年の債券全体の実際
の発行額 (74億 ドル)の32%を占めている｡)これらのイスラミック･ボンドが流通市場で
どのように取引されているかは詳らかではないが､少なくとも､グローバル債として発行さ
れた代表的なイスラミック･ボンドは､S&PやMoodyのような国際的な格付け機関 (のマ
レー シア子会社等)から格付けをもらい､マレーシアのオフショア金融市場であるラブアン
島の国際金融取引所 (LabuanlntemationalFinancialExchange)で取引された実績があるよう
である｡30 なお､マレーシアの政府機関MalaysianGlobalSukuk(サラワク地区の開発公社)
が2002年に最初に発行したソブリン債は､いわゆるグローバル債として発行された｡そし
て､国際債として最初のShariah-compatibleの社債 (コーポレー ト･ボンド)は､2004年にマ
レーシアの自動車部品メーカーであるIngressCo叩Orationによって発行された｡また､2004
年には世界銀行の姉妹機関である国際金融公社 (IFC)によってマレーシア･リンギット建て
のイスラミック･ボンドも発行された｡スイスに本拠を持つ飲食料品のグローバル企業の
Nestleのマレーシア法人も､citiの欧州現地法人を幹事会社として7億マレーシア･リンギッ
ト建てのイスラミック･ボンドの発行を計画している｡このようなグローバル債あるいは国
際債等は､Shariahcompatibleか否かが単にマレーシアにとどまらずに､国際金融市場の一角
に登場してきた兆候としてみなすことができよう｡
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4.2.マレーシアのIBF株式と債券に係わる細則的な側面
マレーシアにおけるIBF株式と債券について､さらに細則的な部分を見ると､以下の通り
である｡ (投資信託は､この2者の合成であり､むしろ運営が問題となると思われるので､
本論では省略する｡)
(1)株式 (shariah-compatiblesecurities)の場合 :シャリア諮問委員会 (SAC)は､コーラン
とシャリアに基づき､SACメンバーのコンセンサス方式で､これまでの事例からの類推
(analogicaldeduction)と公益的な視点 (publicinterest)等考慮して､(a)当該企業が ｢利子｣を
扱う金融サービス業務を行っていないかどうか31､(b)ギャンブルに関与していないかどう
か､(C)コーランが禁止している豚肉等の商品 (non-halalproductsorrelatedproducts)を製造･
販売していないかどうか32､(d)保険業務を行っていないかどうか33､(e)過度に享楽的かどう
か (享楽の度合がnon-pemissibleaccordingtoShariahかどうか)等をチェックする｡このよ
うなチェックを-た株式は､リス トに掲載され年に2回洗替えされる｡
また､金融･証券業を行っていない企業の場合でも､利子収入がどの程度か､保有株式の
うちshariahnon-compatible企業からの配当収入がどの程度か等も考慮されるとしている｡ 34
さらに､Shariah-compatible企業活動を行っていても部分的にShariahnon-compatibleの活動
要素が伴った場合には､当該企業の社会的な評価やイメージ (publicperceptionorimage)､公
益-の貢献 (publicinterest)あるいはShariahnon-compatible要素がやむをえないものかどう
か等の面が考慮されるとしている｡35
さらにまた､Shariah-compatibleの企業が途中でShariahnon-compatibleの扱いになった場合
には､IBFを遵守する投資家はその株式を売却する必要がある｡36 ちなみに､IBFを遵守す
る投資家が誤ってShariahnon-compatible株式に投資した場合には､それを売却する必要があ
り､またその売却に伴ってキャピタルゲインが生じた場合には､慈善事業に寄付する必要が
あるとされている｡
(2)債券 (Islamicbond)の場合 :シャリア諮問委員会 (SAC)は､債券発行が前述のIS
Guidelinesに従うことを要求しているが､主要なチェックは ｢利子｣に該当するかどうかが
焦点になる｡手続きとしては､まず､発行者が指名したShariaadviserが適正に債券投資の契
約を構成しているかどうか37､次に､焦点である投資の見返り (報酬)が確約された利子で
はなく適正な資産の売買､リー ス､利益/損失共有 (PLS)となっているかどうか､特に既
存の契約内容に従っていない場合には､事前審査と承認が前提とされている｡この場合の
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shariaadviserは､ガイ ドラインの原則に従う者でなければならず､シャリア諮問委員会
(SAC)の公認が必要となっている｡
また､イスラミック･ボンドは一定の条件下で中途売買でき (流通可能)､また､将来の買
戻し等の価格をあらかじめ決定することもでき (レポ取引の容認)､さらに､債券発行者に
対し第3者が債務保証を付すこともできるとしている｡
さらに､公共債については､政府等の資金調達の背後にある政府活動等がイスラミック･
ボンドの基底となる資産 (underlyingasset)を構成するとみなされる｡(即ち､前述の2.1.
(C)の実在的なものに相当する｡)そして､(伝統的な金融における債券利子率にかかわる)
イスラミック･ボンドの基底となる資産 (underlyingasset)価格については､市場価格の上下
1/3を上回らない範囲で決定することができる､とされている｡ 38
5.Shariahcompatibleの再考
異なるイスラム地域におけるIBFには､原則的な共通性が見られるものの､上記に述べた
マレー シアにおける細則等を見ると､金融契約を構成する細部については共通性がどの程度
確保されているか､まだ不透明なところが多い｡本論の問題意識の一つは､IBFにおいては､
前記の3.1.Shariahcompatibleで述べたように､中近東･東南アジア.中央アジア･トルコ
等の間で地域的な差異あるいは特殊性 (region-specific)の問題が不可避であることを､どう
考えるかという点であった｡
このようなregion-specific問題は､世界的な宗教では古くからの問題になっているが､宗教
とは一番距離がある金融の世界においては､不可避なものとして単純に片付けられない｡金
融が金銭といういわば単一商品の取引にかかわるきめ細かな契約の集積であることを考えれ
ば､金融商品･サービスの標準化ができるかどうかは本格的な国際化の道をたどるかどうか
の岐路となるが､その意味ではIBFは依然として大きな障害が残っていることになる｡この
障害は､ICT(InformationandCommunicationTechnology)の進展により､個別対応(customized,
need-specific)が可能な時代になったからといって､すぐには解消できる問題とは思えない｡
また､前述のイスラミック金融サービス委員会 (IFSB)やイスラミック金融機関会計監査
機構 (AAOIFI)等の議論に即して検討し､マレーシア独自の対応･特異性を具体的に検証す
る必要があろうQここでも､宗教を前提とする国際機関がどの程度region-specinc問題を調整
して統合することができるのか､という問題が残っているO -方､先進国流の伝統的な金融
方式(conventionalwestemfinance)は､一般人にはもちろんイスラム教徒にも開かれた(open)
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金融サービスを提供している｡イスラム教徒がそれを利用するかしないかは法令等の問題で
はなく個人の信仰の問題だが､IBFが非イスラム教徒の一般人にも開かれている場合､4.
1･(1)で述べたようなShariahnon-compatibleの証券等の処分について個々の預金者･投資
家がどのような要請を受けるのか､宗教上の介入がどの程度なのかという問題もある｡これ
も､金融サービスのオープンネスのregion-specific問題として比較･検証の対象となろうO
さらには､同じ東南アジアにおけるインドネシア等との相違にも目を向ける必要があろ
う｡東アジアにおけるIBFは､現在､マレーシアが先行し､国際金融センターを自負するシ
ンガポールがこれを追う形になっているが､イスラム最大国であるインドネシアのIBFに
対するスタンス､政策の動きは無視できない｡
いずれにしても､IBFが国際金融資本市場の一角に姿を現すようになってきたといって
も､上記のような問題を考えれば､これからの歩みは､国内的にはともかく国際的な意味で
は順調なものとは必ずしも言えない｡他方､オイル･マネーのリサイクルあるいはイスラム
地域におけるプロジェクトにかかわる協調融資等の観点からすれば､IBFの現状に対する正
確な認識が不可欠であろう｡
終わ りに
日本のイスラム教徒は､英国イスラム評議会 (MCB)の資料によると人口の約 1%に相
当する125万人という推定がある｡一方､IslamicCenter-Japanによると､日本人50,000人､
外国人10万人となる｡他方､他のイスラム研究者によれば､イスラム教徒の数は､日本人
7,000-10,000人､外国人10万人と推定されるとい う ｡
日本では､このような最も基本的な情報に関する把握すらも困難である｡39いわんや､わ
れわれ日本人の国際的なイスラム問題に対する感覚は､現実からきわめて乗離している｡最
近では､イスラム即アナクロニズム､イスラム即テロリズム､という類いの誤解さえ一部に
ある｡だが､イスラムの生活文化や取引慣行は､7世紀以降､19世紀近くまで国際的な経
済社会を支えていた｡また､イスラムの地理的な展開は､日本の近隣地域にまで及んでい
る｡しかし､このような事実に対する認識は､一般にきわめて薄い｡にもかかわらず､日本
が現在ASEAN諸国等と財･サービス貿易の障壁等を削減･撤廃すべく取り組んでいる経済連
携協定 (EconomicPartnershipAgreement)の締結相手国は､程度の差こそあれイスラム経済
社会に組み込まれている｡インドネシアはイスラム教徒の人口規模では世界最大であり､先
進的なマレーシアはイスラム教を国教としている｡中国､インド､タイ等も､国内外のイス
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ラム教徒の問題を抱えてさまざまな対策に追われている｡
IBFについては､そもそも問題意識が希薄である0日本のマスコミで取り上げるように
なったのはここ2年程度であり､しかも新聞等の経済欄の端にしか姿を現さない｡その間
に､国際通貨基金 (IMF)や世界銀行 (worldBank)では地道な議論が進み､ロンドンやシ
ンガポールでは鋭敏な国際感覚が働いて､新たな金融業務としての検討と取組みが進んでいる｡
本論は､IBFの問題を国際的な視点から取り上げることを心掛けた｡しかし､実際には､
東南アジア等でイスラム教徒の関係者からヒアリングし議論しようとしても現代経済学の視
点から議論する人が極めて限られており､反って議論が混乱しがちである｡ 結局､参考とし
た議論･資料等は､原則として国際機関等が中心になっている｡その分､本論は､東南アジ
ア関係者からのヒアリングに偏 りがあるかもしれない｡また､イスラムの教義上の問題等に
ついて理解不足の点が多々あることと思う｡ ご叱正をいただければ幸いである｡
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ているので､イスラミック債の比重はまだ極めて小 さい (おそ らく2- 3%程度のシェ
アか)0
10 2005年4月 27日に国際協力銀行の後援で行われたIBFのセ ミナーでは､このようなコ･
ファイナンスについて､外国法律事務所から最近 1- 2年の事例が紹介 された｡ これに
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会社等が中近東に進出 し業務提携を行 う動きも始まっている｡
12 マ レーシアやイン ドネシアの書店では､IBFに関する本が目立つようになってきている｡
また､2005 年の春 にオ ックスフォー ドを訪れた際にも､同市の最大の書店である
Blackwell'Sの書棚には､IBFに関する著作が2- 3並べられていた｡
13Heffernan,S.[2005]…ModernBanking'JohnWiley&Sons,Ltd.p.323.この銀行は､確約された
利子を排 し､利益 (損失)分配方式 (profit/losssharing,PLS)の原則に従い､地域共同体
の人々に貯蓄･投資勘定のサー ビスを提供 した｡ この貯蓄金融機関の出現により､地域
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の人々が眠らせておいたタンス預金 (mattresssavings)は金融仲介のルー トに乗ること
にな り､主に中小企業･通商 ビジネスのファイナンスに充てられ ることとなった｡ この
銀行は､後に theNasserSavingsBankに合併されることとなった｡
14Ei-Hawaryの前掲ペーパーでは､"noexploitation-aflnanCialtransactionshouldnotleadtoexploi-
tationofanypartytothetransaction"にも言及 しているが､これは他の経済諸地域にも十
分通用するものであ り､IBF特有 とは言えない｡
15Udovitch,A.L.【1981】,"BankerswithoutBanks:Commerce,BankingandSocietyintheislamicWorld
ofMiddleAges',PrincetonNearEastPaperNo.30 を参照｡
16 本論の冒頭の脚注 1を参照｡
17Sundarar亘ian,V,andLucaErrico【2002】"IslamicFinanciallnstitutionsandProductsintheGlobal
FinancialSystemMIMFWorkingPaperを参照｡
18 HSBCやCiti等がIBFのビジネスを行 う場合､本体ではなく子会社を通 じている｡
19 Heffernan,S.(前掲書)p.331を参照｡
20 インドネシア中央銀行 (2002)､"TheBlueprintoHslamicbankingDevelopmentinindonesia",
www.bi.go.id を参照｡なお､ルピアの為替レー トは､2004-2005年に米 ドルに対し概ね
8,000-9,000ルピアで推移 している｡
212000年以降､財政資金等の調達手段として､イランでは governmentparticipationcertificates､
スーダンでは centralbankmusharakacertificates及び governmentmusharakacertificatesが発
行 されているが､その流通市場は貧弱なものにとどまっている｡ (2005年 2月のIMF
Survey, p.38を参照｡)
22 金融機関の ｢組織｣とい う観点からは､イスラミック･バンクでも頭取(CEO)に相当する
トップと取締役会に相当する boardofcommissioners､監査役会に相当する boardofauditors
が存在するが､さらにこの他に､シャリアに関する監督委員会 (supervisoryboard)が存
在す ることになっている｡
23www.jurist.law.pit.edu/world/pakcorl.htm､及びHefernan,S.(前掲書)p.331を参照0
24 El-Hawary(前掲ペーパー)のpp.20-22 を参照｡
25 尤も､米国の歴史学者 Dr.T.Friendが主張するように (2005年 6月 28日のシンガポール
におけるEisenhowerFellowshipsConference)､宗教書の原典に対するあまりにも一律的な
解釈 (hypertextualism)の問題は､イスラム教に限ったことではない｡ユダヤ教､キリ
ス ト教等にも大な り小な り存在する｡ しか し､後者においては､金融は既に世俗的な事
柄 として宗教か ら分離 されて しまっているのが現状である｡
26 マレーシアの場合､イスラム教が国教になっているものの､憲法では宗教の自由が保障
され､またイスラム色の強い刑罰等の施行は､マ レーシア連邦憲法によって不可能 と
なっている｡ このよ うに､イスラム諸国では､政治 ･社会 ･経済問題について狭義的な
アプローチと現代的な政教を分離 した (いわば世俗的な､secular)アプローチとの優劣
関係が問題 となる｡マ レーシアの場合､金融においてはIBFを監督するシャリア諮問委
員会 (SAC)は､宗教色のない証券委員会 (SC)の一部を構成する位置づけになってい
ると考えられる｡
27 マレーシアは 1997年の東アジア通貨金融危機の後､1米 ドル-3.8マ レーシア･リンギッ
トとい う固定為替 レー トを維持 してきたが､2005年 7月 21日に中国人民元が2%切 り上
げられた際に､管理変動 レー ト制に移行 した｡
28マレーシアの場合､2000年にPDSGuidelines(GuidelinesontheOfferingofPrivateDebtSecurities)
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が適用されたが､その後2004年にPDSGuidelinesをも包摂するISGuidelines(Policiesand
GuidelinesonIssue/Offerofsecurities)が適用された｡債券発行 (及び投資信託)はこのガ
イ ドラインに従 うことになるが､資産担保債券の場合はこの他にGuidelinesontheOffering
ofAsset-backedDebtSecuritiesとい うガイ ドラインが追加的に適用される｡
29 前者については､http.･/www.aaoifi.com/､また後者についてはhttp://www.ifsb.org/ を参照｡
30マレーシアのSecuritiesCommissionAnnualReport2004,pp.2-24を参照｡
31 マレーシアの場合､同一銀行が Islamicfinanceとconventionalwesternfinanceの双方を行っ
ていることは､すでに述べた｡証券仲介業者についても､他に Shariahnon-compatible証
券を扱っていないかどうかが問題になるが､マ レーシア当局の説明によれば､shariah
compatibleを専門とする証券仲介業者の活動は､1994年以降に始まってお り､既存の証
券会社 もIBFの証券業務に関心を示 し出している､とのことである｡
32 タバコは､明確にはイスラムの教えに反する (haramまたはnon-halal)ではないが類似の
扱いとなっている｡なお､アラビア語で､halalは ｢許 された｣､haramは ｢禁 じられた｣
を意味 してお り､敬度なイスラム教徒にとって､食材のルールは､多種の食材を使 う日
本人には即座に判断ができないほど厳 しい｡2001年に生 じた ｢味の素｣の問題は､記憶
に新 しい｡
33 IBFでは､リスクは関係者間で共有する前提になっている｡
34 たとえば､Shariahnon-compatible関連の利子 ･配当収入は､収入比率5%基準で判断される｡
35 たとえば､Shariahnon-compatible関連の業務の収入が部分的にあった場合､程度に応じて
10%基準､25%基準で判断される｡
36 尤も､株価が取得価格を下回っている場合には､売却は猶予 される｡
37 契約の基礎となる (underlying)資産がShariahcompatibleかどうか等｡
38 このことは､ 1年取引とい う単純な前提の下では､債券利率が33.3%以内であれば取引
が可能であることを意味するとも考えられる｡たとえば､投資家が資金供与 と引換えに
借手の担保資産を買い取る形で債券を購入 し､一定期間後に反対売買をして資金回収を
行 う場合､当該担保資産の当初の価格 と反対売買時の価格 との差が金利を構成する｡こ
の資金調達の年利率は､この一定期間の長 さに依存す るが､要は資産価格を通 じて金利
と同様の効果をあげることが可能 となると考えられ る｡
39 イスラムの流儀に従えば､両親がイスラム教徒の場合､子供もbornlslam としてカウン
トされるが､ 日本の場合 どうするかとい う問題､イスラム国に滞在 した ときにイスラム
教徒 となる手続きをとる日本人がいるがこれは宿泊上やむをえず とったものか自発的な
のか等の判定の問題がある｡外国でも､例えば､中国当局はイスラム人口を約 1800万人
としていたのに対 し､ロン ドン･エコノミス ト誌は1億 3300万人と報道 した (Economist
の2003年 9月 13日号を参照)｡後者の数字は､英国イスラム評議会 (MCB)の資料に基
づくと思われ るが､ 7- 8倍の違いがある｡仮に中国側の情報に基づ くとしても､新彊
ウイグル自治区の人口は2000年時点で約 1800万人､その うち漢民族が約 3分の 1を占
めているので､新彊 ウイグル 自治区だけのイスラム教徒は約 1200万人 とい うことにな
る｡ この他にも､イスラム教徒は､北京を含め中国各地に居住 している｡
早稲田大学 ･大学院国際情報通信研究科 ･教授
Professor,GraduateSchoolofGITS,WasedaUniverslty
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く社会 ･教育>
現地調査報告 :マラヤ大学学生の意識調査
-1997年～2004年-
店田 鹿文
は じめに
早稲田大学人間科学部の店田研究室 (アジア社会論研究室)では､1997年よりマレーシ
アのマラヤ大学の学生意識調査を継続 して実施 している｡ 周知のように､東南アジアのマ
レーシアは､マレー系のムスリムが人口のおよそ過半数を占め､華人系とインド系がそれぞ
れ3割と1割 をしめる複合民族国家である｡信教の自由は憲法によって認められているが､
イスラームを国教とする ｢イスラム国家｣であり､イスラム諸国会議機構の主要メンバーの
ひとつである｡
早稲田大学はマラヤ大学と学術交流協定を締結してお り､多様な分野において研究と教
育の交流を行っている｡ われわれが行っている学生意識調査は､1995年度に行われた早稲
田大学人間総合研究センターが主催 した高齢化に関する国際シンポジウムをとお して始
まった研究交流を､人間科学部および人間科学研究科の学生を含めた教育交流として展開
したものである｡ 本年度も､2004年 9月8日時点で通算して 7回目の意識調査を実施中で
ある｡本稿ではこれまでの調査実施の概要と調査内容を紹介するとともに､マレーシアにお
けるムスリム学生の意識に焦点をしぼって他民族の学生意識と対照させながら､調査結果を
紹介することにする｡また現在実施中の調査の過程において得られた新たなファインディン
グスも可能な限り､提示 してみたい｡
これまでの調査概要
この調査は､もともと人間科学部の演習という科目の課外授業 (フィール ドワーク)の一
部として企画し実施してきたものである｡現在では､人間科学研究科の院生も参加するよう
になり､2003年度までに計 6回の学生意識調査を実施 してきた｡各年度の報告書タイ トル
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と調査主題は以下の表 1のとおりである｡主なテーマは､生活､家族､ジェンダーや結婚で
あり､早稲田大学およびマラヤ大学双方の学生が関心を寄せると考えられる項目を取り上げ
て来た｡ただし昨年度は､それまでの身近な話題を取り上げる傾向とは一転させて､国家観
と人種 ･エスニシティ観を調査主題とした｡
表1 調査の概要 -1997年～2004年-
年度 調査報告書のタイ トル 主題 調査日程 対象者数 参加
学生数1997SocialSurveyon LifTestyleofUMStudentsinKldaLumpur,ライフスタイルと 1997年10月30
日 42人 4人Malaysia
生活意識 ～11月3日1999SocailSurveyonFamilyandHouseholdofUMStudentsin 家族と世帯 1999年11月4日 124人 10人KualaLum
pur,Malaysia ～11月9日2000Maria野SurveyofUMStudentsinKualaLumpur2000 結婚
2000年11月4日～11月9日 205人 7人2001GeneralSurveyofUMStudentsinKualaLumpur2001 ジェ
ンダー 2001年11月8日～1月 3日 125人 6人2002GenderandSexualitySurveyofUMStudentsinKualaLumpurジェンダーとセク 200
2年10月31日 279人 7人2002 シュアリティー ～11月5日2003Nationandrace(Ethnicity)SurveyofUM StudentsinKuala 国家と種族 (エス
2003年11月12日 218人 11人Lumpur2003 ネシティ) ～11月 8日2004Marria夢SurveyofUMStudentsinKualaLumpur2004 結婚と少子化
2004年9月2日～9月9日 未定 13人(注)参加学生は､人間科学部､人間科学研究科の学生を合計し
た数｡調査対象者の数は年度順に､42､124､205､125､279､2
18人であり､調査に参加した人間科学部や人間科学研究科の学生数は年度によりバラツキ
があるが､4人から11人である｡調査は調査票を使用した面接聞き取り調査の方法を採用
しており､なお今年度の調査では､当初300人以上を目標として調査に臨んで､ほぼ予定通りの有効回
答者数 (現時点の集計では317票)を確保することができたのである｡
調査結果の特徴一民族別年度ごとに調査内容は異なるため､それぞれの調査に
おいて､民族別に際立った差異があったところを紹介しよう｡ 97年度調査 (｢ライフ
スタイル調査｣)では､平均生計費はブミプトラ (マレ一系および土着のマレーシア人)
学生が一番低く､華人系学生の生計費がもっとも高かった｡マレーシアの民族別所得の高低をその
まま表している結果であった｡希望結婚年齢について尋ねたところ全体の平均は27.9歳､男28歳､女27.7歳とほぼ
同年齢であった
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99年度調査 (｢家族 ･世帯調査｣)では､結婚後の仕事に対する意識を調査した｡それに
よると､平均して9割近くはパー トナーが結婚後も仕事を継続することを受け入れるが､マ
レー系のみ若干その比率が低く､逆に華人系がやや高い結果であった｡また結婚後の両親と
の同居について華人系がもっとも同居志向が高く､マレー系とインド系は相対的に低かっ
た｡つぎに､結婚希望年齢をみると (この年度ではカテゴリー 別の調査)､マレー系が24-
27歳､華人系が28-30歳､インド系は両者の中間といった分布であった｡2000年度調査
(｢結婚調査｣)でも､結婚後の仕事に対する意識を調査した｡それによると､平均して9割
強はパー トナーが結婚後も仕事を継続することを受け入れるが､マレー系のみ若干その比率
が低く､逆に華人系がやや高い結果であり､99年度調査結果と同じ傾向がみられた｡また､
結婚後の両親との同居について､｢一緒には住まない｣という声はマレー系がもっとも強
かったのが印象的である｡この年度では､インド系がもっとも同居志向が高く華人系はそれ
に次ぐ程度であった｡
2001年度調査 (｢ジェンダー調査｣)は､9.11事件に影響を受けてゼミ人数の半分ほどの
みマレーシア調査に参加という事態になった｡このため､調査回答者数も前年の6割ほどの
回収にとどまった｡ジェンダー調査ということで男女関係の多様な側面を質問項目として設
定し民族別の分析を計画していたにもかかわらず､回答者数が減少したのは残念であった｡
質問項目のいくつかを取り上げてみよう｡｢もし生まれ変われるなら､どちらの性に?｣と
尋ねたところ､マレー系の男性のみ女性に生まれ変わりたいとの回答があった｡その理由と
して､｢女性は美しい｣､｢女性は中立的だから｣などがあげられた｡また家事の分担につい
て聞いたところ､マレー系は ｢男が女を手伝 う｣､華人系では ｢男女が一緒に行う｣とい
う考えが際立っていた｡結婚についての考え方でも､マレー系とインド系では ｢結婚すべき
である｣と回答する比率が7割前後であるのに対して､華人系では4割ほどであった｡
2002年度調査 (｢ジェンダー ･セクシュアリティ調査｣)は前年のジェンダー調査をさら
に展開させて､セクシュアリティに関する項目を加えて調査企画を行った｡結婚相手を選択
するときに重視する条件の上位 3つを並べてみると､第1位はいずれの民族でも ｢愛情｣で
あったが､第2位と3位はマレー系で ｢宗教｣と ｢学歴｣､華人系では ｢性格｣と ｢生活様
式｣､インド系では ｢性格｣と ｢宗教｣であった｡
2003年度調査 (｢国家 ･種族観調査｣)は､それまでとは異なる調査主題となった｡その
経緯については､別の機会に論じることにするが､マレーシアが多民族国家であることから
避けては通れない主題であることは間違いない｡まず以前の調査主題に関連する項目の結果
を見てみよう｡結婚希望年齢をみると (この年度ではカテゴリー別の調査)､マレー系が24
-27歳､華人系が28-30歳､インド系は両者の中間といった分布であり､99年度調査と
ほぼ同様の結果であった｡複合民族国家マレーシアの将来については､すべての民族の学生
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が肯定的に捉えているのが印象的であった｡ただ､いわゆるマレー系などの優遇政策 (ブミ
プ トラ政策)を基盤として､国家開発政策や国家ビジョン政策によって ｢2020年までの先
進国入り｣実現を目指す ｢ヴィジョン2020｣という国家目標を表す標語を知らないと答え
たマレ一系学生 (7%)の存在はなんとも不可解である｡なおマレーシアのおける民族共存
については､95%以上の学生が肯定的な考えを表明した｡
実査中の調査 (2004年度調査)
2004年度の調査は､結婚調査 (Ma汀iageSuⅣeyofUMStudentsinKualaLumpur)と銘打っ
ており､婚姻と出生についての日本､マレーシア､ベ トナム三ヶ国比較調査の一環として企
画することとなった｡企画の発端は､近年の日本における少子化問題にあるが､本論の趣旨
と外れるのでここでは触れない｡調査内容は､結婚､配偶者選択､家族形成､出産と育児､
の4つのパー トに分けられ､全部で47の質問項目からなる英文調査票を使用している｡ こ
のマレーシア調査に続いて､2004年11月に日本､2005年2月にベ トナムでの調査を予定し
ている｡ 本年度の実査は9月3日より8日までであり､現時点での集計では有効回収票が
317票となっている｡
調査結果については､まだ集計 ･分析の段階ではないため､実査段階での印象をここで
は記しておくことにしたい｡希望子供数については､日本と比べはるかに多いことが明らか
であった｡とりわけマレ一系 (ムスリム)学生は6人や7人と言った希望を述べることも稀
ではなかった｡マレーシア以外のアジア ･アフリカのイスラーム社会において高学歴の若者
たちが挙げる希望子供数の少なさとは対照的であるように思われる｡こうした希望子供数の
多さは､宗教的な価値観というよりも､社会の安定度や将来の社会発展に対する希望の持ち
方に左右されるのではないだろうか｡このあたりは今後の分析の課題である｡一方､調査で
は､民族や信仰する宗教によって異なることが考えられる避妊方法の認知度や､配偶者間お
よび第三者もふくめた人工授精や代理母についても質問を用意したが､これらの結果につい
ては別稿で改めて取り上げたい｡
まとめと今後の課題
マラヤ大学の学生意識調査は､学生や院生の調査実習としての意義が大きく､今後も教
育交流を主としながら継続していきたいと考えているO今回の報告では､一部の調査結果の
みを報告したが､民族別の調査結果を整理して分析することも今後の研究上の課題である｡昨
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年度の国家と種族 (エスニシティ)という主題での調査を進める過程で論じられたこととし
ての､マレー 系､華人系､インド系などを横断する ｢バンサ ･マレー シア (マレー シア国民)｣
という国民意識の検討も興味深いテーマであり､これからも民族別の調査データを集積して
いきたいと考えている｡また､これまでの7回の調査で使用された質問項目を精査し再検討
したうえで (表2)､項目によっては期間をおいて再調査をすることも課題であり､研究上に
おいても多くの課題を与えてくれたマラヤ大学学生意識調査であった｡
表2 各年度調査の質問項目数 (中分類別)
中分類
facesheet
(基本属性)
恋愛と結婚
家族
出産 ･育児
仕事 ･価値観
学生生活
日本理解
マレー シ′ア
民族 (エスニ
シティ)
コミュニティ
性教育
性産業
17 16
4 20
20 9
3 0
4 0
0 0
0 0
0 0
0 0
8
3
4
0
日
10
0
0
0
0 0 0
10 7
18 8
0 1
0 2
0 0
0 10
0 5
0 11
0 10
0 7
0 0 0 8 0
0 0 0 3 0
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HigherEducationandICTinMalaysla.･
●
FromGederPerspective1
KAMOGAWA,Aldko
Introduction
TheMalaysiannation'sVision2020(Wawasan2020)promotesaparadigmshift
fromaneconomybasedonlabor-intensiveandlower-endmanufacturedproducts
toaneconomybasedonknowledgeaspartoftheprocessofbecomlngafuly
developednation.TheformerPrimeMinisterMahathirMohamedTlrStreferred
totheMalaysiaSuperCorridor(MSC)OnpresentingabillinParliament;he
announcedtheMSCconceptpubliclyinAugust1996afterlaunchingtheNational
ITAgenda(NITA).TheMSCbeginsatKualaLumpurCityCenter(KLCC),inthe
world'stalesttwintowers,andendsatKualaLumpurlntemationalAirport.Between
thetwolandmarktowersarePutrajaya,thenewMalayslanadministrativecapital,
andCyberjaya,theheadquartersoftheMultimediaDevelopmentCorporation(MDC),
whichconstitutestheadministrativebodyoftheMSC.Itcanbefわundthatthe
numberoruniversitieshadbeenlimitedfわrfわurdecades.However,thegovemment
ofMalayslanregardshighlyskiledhumancapitalasthenucleusofaknowledge-
basedeconomy,andhasbeenatemptingtoreformhighereducationalpoliciesin
boththepublicandprlVateSectorsSincethemid-1990S･
Theresearchreportedhereseekstoevaluatehighereducationalpolicyrefわrm
asitrelatestothedevelopmentofhumanresourcesinaneraoHnfbrmationand
Com unicationTechnologies(ICT).Thisresearchhasthreegoals:first,todetermine
howMalaysianhighereducationalpolicieshavechangedbylookingatsocioeconomic
backgrounds;second,toexaminecasestudiesoftheMalaysiaMultimediaUniversity
(MMU),MalaysiaNationalUniversity(UKM)andUniversityMalaysiaSarawak
(Unimas);andthird,todiscusswhetherICTisafectingaccessandcourseselection
inhighereducationintermsorgenderequalitynationwide.InConclusion,the
futuredirectionoftheMalayslanCase,includingsomeofthechalengesitfaces,
wilbeshown.
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HistoricalBackgroundandSoci0 -cconomicImpactsofHigherEducation
intheEraofICT
Historicalbackground
EversincetheFederationofMalayagalnedindependencein1957,theMalayslan
educationsystemhasbeendeveloplngSOaStOunifythenationstateandtopromote
economicgrowth.TheEducationActof1961,whichfわlowededucationalrefわrm
efortssuchastheRazakStatementof1956andtheRahmanTalibReportof1960,
hasgovernedthemoderneducationsysteminMalaysla.Theseeducationalrefわrms
correlatedwithsocioeconomicconditions.Intheearly1970S,theNewEconomic
Policy(NEP1971),orBumiputeraPolicy,wasimplemented.TheNEPaimedto
bringaboutabeterbalanceinenrolmentamongthedifferentethnicgroupsin
Malaysia2. 1tresultedinasteadyincreaseinthenumberofBumlputeraStudents
inMalayslanuniversities.Furthermore,sincetheearly1970S,thegovernmentof
Malaysiahassoughttomakemoreeffectiveuseofthenation'SMalayhuman
resourcesintheprocessofeconomicdevelopment,andthepercentageorMalay
studentsateveryeducationallevelhasincreasedsteadily.
Basicaly,theMalayslaneducationsystemfわlowsa6-3-2structure,withsix
yearsofprlmarySChool,threeyearsoflowersecondaryschool,andtwoyearsof
uppersecondaryschool(seeAppendix1).Elevenyearsofbasiceducationare
providedtoalcitizens.However,thehighereducationsystemhasbeenlimited
totheelitecitizensofthecountry.Perfわrmanceinthepublicexamination,known
astheSPM (SljilPelajaranMalsyaia/MalaysiaCertificateofEducation), which
istakenaftertheeleventhyearofschool,determineswhetherfiveformstudents
canenterpost-secondaryeducation(mainlymatriculationorsixform).Untilthe
mid-1990S,thegovernmentofMalayslaencouragedstudentstostudyoverseasin
theU.K.,theU.S.,Australia,orJapan.
TheFirstPhaseoftheestablishmentofpublicuniversitiesstartedin1969under
theUniversitiesandUniversityColegesAct.Durlngthistime,UniversitiSains
Malaysia(USM 1969),UniversitiKebangsaanMalaysia(UKM 1970),Universiti
PertanianMalaysia(UPM 1971),andUniversitiTeknologiMalaysia(UTM 1975)
wereestablished.Moreover, fourpublicuniversitieswereestablishedduringthe
SecondPhase(fromthe1980stotheearly1990S):InternationalUniversityMalaysia
(ⅠIUM),UniversitiUtaraMalaysia(UUM),UniversitiMalaysiaSarawak(Unimas),
andUniversitiMalaysiaSabah(UMS)(seeTable1).
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Ht'ghereducationalrefol･mandtherolesofprivaleuniversitiesinthemid-1990s
TheSixthMalaysiaPlan1991-1995(1991)didnotrefertoinformation
technologyln"Progress1986-90"orinChapter5of"Prospectus199ト95",entitled
"EducationandTraining."ItwasnotuntiltheSeventhMalaysiaPlan1996-2000
(1996)thatinfわrmationtechnologyineducationandtrainingwasmentioned,and
eventhentheplanstatedonlythatcomputerliteracyandcomputer-assistedteaching
andlearnlngprogramsWOuldbeextendedtoalschoolsandtraininginstitutions
overthefolowingfiveyears(1996-2000).Nofurtherprojectswerediscussedin
theSeventhMalaysiaPlan.Itwasnotedthattheuseofcomputersineducational
andtraininglnStitutionswouldenhancetheteachingandlearnlngprocessesand
helptoovercometheshortageoftrainedteachersandinstructorsinseveralsubjects,
includinglanguages(Malaysia1996).
TheMalaysianpopulationhasbeenestimatedasbeing22,229,040(July2001).
ThegovernmentofMalaysiahasrecognizedthenecessityofaworkforcewithfirst
degreesinscientificandtechnicalfields.Therehavebeenfewersciencestream
studentsthanartsstreamstudentsatthesecondarylevel;sciencestudentsrepresented
only25.7percentofthetotalnumberofstudentsin1998,welbelowthetargeted
60:40science-to-artsratio(Malaysia2000:124).Atpresent,althoughtheoveral
levelofeducationalatainmenthasimproved,thepercentageofthoseinthelabor
forcewithtertiaryeducationisstilsmalat13.9percent,whichislowerthanthat
ofmanynewlyindustrializedeconomies(NIEs)(Malaysia2001).
Inthemid11990S,foureducationalactswereimplemented:theEducationActof
1995,the1995AmendmentstotheUniversityandUniversityColegesActof1971
(1995AmendmentstotheUUCA1971),thePrivateHigherEducationInstitutionsAct
of1996(PHEIA1996),andtheNationalCouncilonHigherEducationActof1996
(NCHEA1996)3.withtheimplementationofthePrivateHigherEducationInstitutions
Actof1996,theprivatesectorincreaseditsinvolvementinprovidingtertiaryeducation
(Malaysia2001).TheActalowedprivateinstitutionsofhighereducationandforeign
universitiestoestablishfianchisesanddegreecourses4. Inparticular,prlVateSector
universitieswereencouragedtooferscienceandteclmologycoursesinordertoincrease
enrolmentathighereducationalinstitutionsandtoproduceagreaternumberofhighly
skiledgraduates(Malaysia1998:122).
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Table1:EstablishmentofPublicandPrivateUniversitiesinMalaysla
PublicUniversities Phase PrivateUniversitie
s1962 UniversitiMalaya (UM)9 kSainsMalaysia (USM)70 Kebngsn alaysia (UKM)1 PrtninPutrM laysia(UP5 TkologiMalysi (UTM)83 IntematonlIlamc nvert laysla(目しIM)4 Utr (U M)9 siSawk(Unrms) ⅠⅡⅢ 1996UniversitiTel
ekom1994 UniversitiMalaysiaSabah(UMS) /MultirediaUniversit
y(MMU)7 edidknSutnⅠdrk SI 舛7 knologiPetro
nas(UTP)1999 UniverskilnstitutTeknologiMara(UiTM)3 KolejUnver TeknolgiTunHussenαln(KUiTTHO)KolejUniversiiSainsdaTeknologiMalaysa(Kustem)2uX) ikaKbagsaan 1997UniversitiTenagaNasional(Unitenu AbdulRazk ar9htemaionalMedicalUniversity(IMU)lndustrSeago sl)2010pnUnversityofM ly
sia町nitem)Malaysia(KUTKM) 202MalaysiaUniversltyOfScienceadTec
hnology(MUST)Source:neStar(2002)Nation'smarchtowardshighereducation,Au
gust13,2002.Sixprivateuniversities,MalaysiaMultimediaUniversity(MM
U),UniversitiTenagaNasional(Uniten),UniversitiTeknologiPetronas(UTP),
UniversitiTunAdbulRazak(Unitar),IntemationalMedicalUniversity(IMU),andUnive
rsitiIndustriSelangor(Unisel), beganofferingdegree-levelcoursesinenginee
ring,businessstudies,medicine,andmultimedia.Sincethattime,thenumberofprlVat
euniversitieshasincreased,asseeninTable1.IT-focuseduniversitiesfromb
othpublicandprlVateSectors,SuchasUPM,UKM,MMUandUniten,operatein
theMSC.TherechalenglngCasesWilbeexaminedasfわlows;thecasestudies
ofMMUasthenewlyestablishedandthecoreuniversityofMSCatfirst,andt
henUKMasthetraditionaluniversitywhichmighthavesomedi爪cultiesinate
mptingthenewchalengesandthird,Unimaswhichhaveneedsfわrdistancelearn
lngbecauseofitslocationintheBorneois
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CaseStudy
MMUwasestablishedasthecoreinstitutionoftheMSCinJuly1996andwas
thefirstprlVateuniversitytobeglVenaCCreditationbythegovernment.MMUhas
twocampusesthatoferfacultiesinseveralfields:technology,IT,creativemultimedia,
andadministrationattheCyberjayaCampusintheMSC;andteclmology,information
sciencetechnology, businessandlawattheMalaccaCampus.Thereare9,000
undergraduateandpost-graduatestudents,includingforelgnStudentsfrom31
Countries(e.g.,Brunei,Sudan,Bosnia,Malawi,Tanzania,India,SeriLanka,
Bangladesh,Indonesia,Rivera,Turkey,China,Thailand,andGuinea5)enroledin
MMU.MMUusesEnglishasthelanguageofinstruction.
TheCenterforMultimediaEducationDevelopment(CMED)beganoperationsin
1997withtheaimofprovidinga"gone-stopsolutioncenter"fortheentirecampusof
MMU.Anintegralcomponent,locatedinCyberjaya,itincorporatesaltheaspectsof
so舟wareenglneenngIncludingso氏waredevelopment,consultation,andresourcetraining
thatareavailabletoitsstudents.TheDistanceEducationCenterestablisheditsdistance
leamlngprogramin1998.StudentscanobtainaBachelorofManagementdegreeand
cantakeselectivesubjectprogramsthroughthedistancelearnlngCenter;41online
courses(122credithours)areoferedwhichcompriseuniversitysubjects,fToundations,
coremanagementsubjects,managementmajors,andthreeelectivesubjects･
MMUalsohasane-1earnlngCampus,anOnlinevirtualcampus.Thee-1earnlng
campusconsistsofafordableuniversityCreditprogramsandprofessionalcourses,such
asaBachelor'sdegreeine-business(firstintakeDecember2002),aDiplomainIT
(May2003),andaCertificateinEnglishLanguageProficiency(May2003).Other
programsandcoursestobeintroducedincludeaBachelor'sdegreeinITandMaster's
degreesinBusinessAdministrationandCorporateTraining(includingbusiness
communication,imageenhancementandprofessionaletiquete,negotiationskils).
Notonlynewlyestablisheduniversities,butalsotheninehistoricaluniversities
(Publicuniversitiesestablishedbefore1994)conductIT-relatedprojects･Alnine
publicuniversitieshaveembarkedonopen-Ordistance-learningprograms(Siowek-
LeeandRinalia1998).UKM,oneofthemostprestigiousuniversitiesinMalaysia,
formedaspecialICTcommitteetoimplementtheblueprintofICTprojectsand
establishedtheFacultyofInfbrmationScienceandTeclmologyin19946.Inaddition,
UKMadministerstheK-CampusProjects;KICampusservicesaredividedintotwo
categories,ICTeducationservicesand IC T managementservices.
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ThereareflVemainK-CampusProjects:e-leamlng,intelectualknowledgearchiving
(IKA),globalcommunitysupportseⅣices(GCSS),virtualnetworkfわrresearch皮
developmentresources(VNRDR),andvirtualcampuscom unicationnetwork(VCCN)
(Aziz2003).Wel l-establishedwebpages,calede-pelajar(e-students)ande-UKM,
ofere-1eamlngcontenttOStudents,aswelasoficialmaterialstostaf ,administrators,
andextemalclients;SomeMalaypagesarenotyettranslatedintoEnglish･
Unimas,whichisnotlocatedontheMalaypeninsulabutontheislandofBomeo,
establisheditsFacultyofInformationTechnologyin1993.ByJuly1994,thefaculty
offeredundergraduateprogramsinsoftwareenglneerlng, informationsystems,
intemetworkingteclmologleS,COmPutationalscience,andinteractivemultimedia.There
were34Studentsattheundergraduatelevelandafewatthepost-graduatelevelin
1994;byJuly1995,thefirstMaster'sstudentsinITgraduatedfromUnimas.The
computationalscienceprogramwasi山roducedduringthe1995-96academicyear;the
jointprogramincognitivescience,oferedbytheFacultyofCoglitiveScience&Human
DevelopmentandtheFacultyoflnfTormationTechnology,beganin1996･
Unimas,incolaborationwithKolejLatihanTelekom(TelekomTrainingColege),
hasbegunoferingdiplomaprogramsinmultimedia(businessandcomputing)and
inmultimediatechnology,whichhavebeenaccreditedbytheLembagaAkreditasi
Negara(NationalAccreditationBoard)(1March2000).Moreover,theNetwork
MultimediaEducationSystem(NMES)waslaunchedinOctober2002.Thee-
1eaminglab(FacultyofInformationTeclmology)inUnimasisconnectedwithPenang,
●
Sabah,Sarawak,Kuantan,andMMUatCyberJaya,Selangor,throughvideo
conferenclng.UnimasinitiatedtheE-Barioproject,whichconstitutesagovernment
projecttOPromoteICTawarenessandusage.TheE-BarioprojectProvided
computersandlntemetaccesstoschoolsthatbecamecommunitycentersfわrlearning
(Malaysia2000:366).
Qualityofeducation:smartschoolprojectandlanguage
Sevenflagshipapplicationsareexpectedtoconstitutethemainoperationsof
theMSC:ElectronicGovernment(E-Government),SmartSchools,Telemedicine/
Telehealth, ElectronicCommerce(E-Commerce),R良DCluster,E-business,and
TechnopreneurDevelopment.Severalpiecesoflegislationhavebeenamendedand
enacted,includingtheDigitalSignatureActof1997,theComputerCrimesActof
1997,theTelemedicineActof1997,theCopyright(Amendment)Actof1997,and
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theCommunicationsandMultimediaActof1998,tofacilitatethisdevelopment.
Asfわreducation,theMinistryofEducationconceptualizedtheSmartSchool
(SekolahBestari)Projectin1997,whenitrevealed"TheMalaysianSmartSchool:
AConceptualBlueprint."ThefourobjectivesoftheSmartSchoolProjectare:
(a)emphasisonmaturityofthought,applicationofinfわrmationtechnology,and
assimilationofhigh一mindedvalues;
(b)proficiencyinscienceandmathematics;
(C)enhancementofperformanceaccordingtoindividualcapabilities;and
(d)contributiontothedevelopmentofknowledge.
TheMinistryofEducationandTelekomSmartSchoolSdn.(TSS)leadtheSmart
Schoolprojects,whichinvolvegovemment(national)schoolsandgovernment-aided
(national-type)schoolsatthesecondarylevel.Therearethreepilotpr亘iectsbeing
implementedundertheSmartSchoolinitiative:Teaching-LearnlngMaterials,
AssessmentSystemsandManagementSystems,andSmartSchoollntegrated
Solutions(SSIS).A氏ertheimplementationorthepilotpr亘iectduringtheSeventh
MalaysiaPlan199612000,theSmartSchoolprojectinvolvedatotalof90schools,
includingninenewlyconstructedschools.Theseschoolswereequlppedwithstate-
of-the-artmultimedia/ComputingequlPmentandwereprovidedwithcomprehensive
teachingandlearningmaterialsinfoursubjectareas,Malaysianlanguage(Bahasa
Melaysia),English,science,andmathematics(Malaysia2000:373).
Furthermore,theMalayslangOVemmenthaspresentedtheSmartSchoolProject
withsomenewchalenges.Forexample,in2002,itwasstatedthatmathematics
andscienceclassesmustbetaughtinEnglishfromprlmaryschools.Theformer
PrimeMinister-Gum-FinanceMinister,MahathirMohamadannouncedaRM5bilion
alocationtoimplementtheteachingofScienceandMathematicsinEnglishin
schoolsforaperiodofsevenyearsfrom2002to2008toParliamentinhis2003
Budgetpresentationon20thSeptember.For2002andin2003,asumofRM978.7
milionwouldbespentfromthisRM5bilionprogram.
TheMalaysianlanguageorMalaylanguage(BahasaMelayu)haspreviously
beenusedasaninstructionmediuminschools.Sinceindependentin1957,the
Malaylanguagehasbeenthecompulsorysubjectsforprlmaryandsecondaryschool
andthenin1970theMalaylanguagewasintroducedasthemediumlanguageto
standard1stude山S.Finaly,Malaybecamethelanguageofinstructionatalschool
levelsanduniversitiesin1983.Itisslgnificantforeducationaldevelopmentto
teachscienceandmathematicsinEnglishbecauseitwilcreatethehumanresources
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tomeetITmarketneedslocaly.ItisalsoimportantthattherebeMalayslanhuman
resourceswithEnglishproficiencytofacetheeraofglobalization,too.However,
thereisstilaconsiderableargumentovereducationalpolicyrelatedtolanguage
policy.TheMalayslangovernmenthastopreservemothertongueandcultureof
theMalay,theChinese,theIndianandtheotherindigenouspeoples.Nevertheless,
Standard1studentsneedtolearnMalaylanguageasthemediumofinstruction,
EnglishassecondlanguageandtheotherlanguagesincludingChineseandTamil
asthirdlanguageatprlmarySChools.
Discussion:FromGenderPerspective
ManyICTchalengesarebeingmetinbothpublicandprlVateinstitutionsof
highereducationandtheseinstitutionsareoferingavarietyofICT-relatedcourses
toMalayslanandinternationalstudents.Atthesametime,thechalengespresented
byICTarehavlngsocialandculturalimplications,asdiscussedbelow.
Accessandcourseselections
Firstofal,highereducationalreformstowardknowledgesocietyareafecting
accessandsocialselectionwithrespecttoethnicandgenderequality.Educational
policylmplementedsince1969hasprovidededucationalopportunitiestolessa
privilegedpopulation,orBumlPutera.Governmentpolicycanhaveaneffecton
aspirationsand,thus,thedemandfわrhighereducation.Thishasclearlybeenthe
caseinMalaysla,Whichisbothlslamicandmulticulturalcountry madeupofthe
Malays,Chinese,Indiansandindigenouspeoples.TheimplementationoftheNEP
in1971atemptstobringaboutabeterbalanceinenrolmentamongthevarious
ethnicgroupsandhasledtosteadyincreaseinBumlputeraStudentsinMalayslan
universities.
ThegovernmentofMalaysiahasencouragedBumlputeraStudentstopursue
sciencecoursesinparticular.AccordingtotheNationalEconomicRecoveryPlan,
inadditiontomaintainingtheBumlputera/non-Bumlputeraratioof55:45,the
MinistryofEducation(MOB)istoensurethatatleast55percentofBumiputera
studentsareenrolledinscienceandtechnologyfieldsofstudyatinstitutionsof
higherlearning(Malaysia1998:123).Thismandateisinresponsetothegrowing
needforhighlyskiledhumanresources,bothtoencourageeconomicgrowthand
tounifythenation,folowingitsindependencein1957.
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FemaleMalayslanStudentsearnbetergrades,ingeneral,thandomaleMalayslan
students･Yet,femaleMalayslanStudentshaveexperienceddificultiesinobtaining
highereducationinthepast.Structuralandatitudinalbarrierstotheequitable
participationofwomenatthehighesteducationallevelshaveexistedduringthe
lastfewdecades(Aminah1998:25)･Hence,theirpastunderrepresentationwasnot
aresultoftheirinabilitybutrathertheirculturalbackgrounds.Assomescholars
(Arri丘n1992;Ahmad1994;HamidDonandAhmad1994;Jamilah1994;Kamogawa
2003b)havenoted,thestereotypicalMalaysianwayofthinkingisthatartsand
teachingfieldsaresuitableforwomenandthatscienceandtechnologyfieldsare
suitableformen.Consequently,Malayslanfemalestudentshavehadatendency
tochooseartandeducationalcourses.
Nevertheless,thenumberoffemaleuniversitystudentshasincreasedsteadily
sincethe1970S.Infact,thereweremorefemalestudentsthanmalestudentsat
theuniversitylevelintheyear2000(see.Table2)7.Oneofthereasonsforthis
seemstobethattheBumlputerapolicyhas,thus,enhancededucationalopportunities
forfemaleBumlPuteraStudentstoenterhighereducation8. sincetheearly1970S,
theimplementationoftheNEPhasresultedinasteadyincreaseinthenumbersor
bothmaleandfemaleBumlPuteraStudents.Inotherwords,theBumlPuteraPOlicy
hascontributedtotheadvancementorMalayslanWOmenbyglVlngthemenhanced
educationalopportunities.
Equalyimportant,theBumiputerapolicyhasthus enhancededucationalopportunities
forfTemaleBumlPuteraStudentstoentercoursesofstudyinthesciences.ManyfTemale
studentshaveobtained(orhavebeengranted)Opportunitiestostudyinthescience
fieldsasaresultoftheMalayslangOVernment'Semphasisonmeritocracyrecently,as
partofitseforttopushMalayslaintobecomlngafulydevelopedcountrybytheyear
2020.Infact,thepercentagesoffemaleuniversitystudents(firstdegreecourse)in
variousareasofstudyin1998were:arts,68.2percent;economics,business,and
administration,64.0percent;civillaw,54.5percent;science,56.1percent;artseducation,
66.9perce叫 scienceeducation,66.9percent;agrlCulture,43.7percent;englneerlng,
26.6percent9. Femalestudentswithhigheducationalachievementswilmeetthe
goverrment'sneedsinthenearfuture.
WithregardtoICTfields,Malayslanmalestudentsaremorelikelytochoose
ICTcoursesintertiaryeducationthanarefemalestudents.Therearenospecific
datacoverlngthewholecountryofMalaysiathatshowtheratiosbetweenmale
andfemalestudentsinICTfields;however, the figures inTable3,forexample,
indicatethatmalestudentshaveagreaterinterest in IC T fieldsthandofemale
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Table2NumberandPercentageofFemaleStudents1970-2000
Age 1970 1980 1990
2000Pr血 ry 6+-ll+ 672,898 975,419 1,190,411
1,425,889(47.3) (48.6)
(48.6) (48.6)Lewersecorxlary 12+-14+ 155,641 386,8
65 468,802 620,296(41.1)
(47.8) (49.7) (49.5)Uppersecorxlary 15十一16+ 35,
298 115,562 184,931 365,396
(39.5) (46.7) (51.2) (52.4)Postsecordary 17+-18+ 6,3638 26,
606(45.5) 41,962(58.2) 45,071(66.5
)Coneges 30,582(46.2) 39,688(47.
0)U血eⅠち証ks 19+- 2,513 9,
363 26,198 118,945(29.1) (35.5) (44.) (56.2)Source･'MinistryofEducation,EducationalStati
sticsofMalaysia,DewanBahasadanPustaka.studentsatUPM.The
lnstitutefわrDistanceEducation(IDEAL)atUPM,whichwasestablishedin1995,
OffersatechnologydegreecourseleadingtoaBachelorofComputerScienceviadi
stancelearnlng.IDEAListhefirstprograminMalayslatobedeliveredentirely
viatheInternet.AmongthestudentsintheBachelorofComputerScienceprogram,37percet,or122Ouofatotal
of333students,arefemale(SiowekandRinalia1998).However,Otherr
esearchshowsthatmoreandmorefemaleuppersecondarystudentshavepreferencs
tochooseIT-relateduniversitiesandfields(Kamogawa2003a).AccordingtoS
ugimotoDf§inteⅣiewwithMMU(2003),thereareasmanyfemalestudentsasmale
studentsinMMU.Itisnotnecessaryconcludedthattheratiooffemalestudentsinhed
istance-1earnlnginstitutions,asopposedtothebrick-and-mortarinstitutions,incr
eased･Apparently,thenumberofcomp山erandperipheralequlpmentOperators,aSWl
lasclericaljobshasincreasedsincethe1990S.Itispointedoutthatfemalework
ershavenewopportunitiesinthecomputerprofessions,suchassystemanalystsand
programmersatthemiddlelevel(Ceciliaeta1.1992).Thenewtrendonthelabourmarketin2000Sislikelytocausthei
KAMOGAWA,Akiko HigherEducationandICTinMalaysia:FromGenderPerspective
Table3:StudentEnrolmentbyProgramandGender
(InstitutefわrDistanceEducation:IDEAL,UPM)
PⅠ℃gnlmS Male Femal
eMS(Htm nResourceDevelopment) 155
63BachebrofCo叫 erScience 2
11 122BachelorofEducation(Guidance&Counseling)
774 539BachelorofEducation(TeachingofMah
y) 1021 649BachelorofEducation 355 75
6Total 2516 2129Source:SiowekandRinalia
1998:19EmploymeniThechanglngStructureOftheMalayslaneconomylSan
importantdeterminantofthedemandfわrhighereducationwhichinfわrmsstude
nts'accessandcourseselection.Therefore,expandingandupgradinghighereducati
ontowardsgeneratingeducatedmanpower,especialyinthefieldsofscienceandt
echnology,determinesthequantityandorientationofhighereducation.Furth
ermore,theMalayslangovernmenthassoughttomakemoreefectiveuseofthe
nation'sfemalehumanresourcesintheprocessofeconomicdevelopmentsince
theearly1970S.Thepercentageoffemalestudentsateverylevelhasincreaseds
eadily,andMalayslanfemalestudentshavebeteropportunitiestoworkinmanagemn
tortheprofessions.Theparticipationofwomeninthefomalsectorofthelabor
forceincreasedfrom38.9percentin1970to62.9percentin1990,withthema
jorityofwomenbeingconcentratedinlow-salariedandsemi-skiledjobsintheman
ufacturingsectorandinfeminine-relatedfieldssuchasclerical,teaching,andnurs
lngServices,amongstothers(HamidDona
ndAhmad1994:40-41).Employmentintheclericlygroupmorethandoubledb
etween1975and1987.Therehasalsobeenadramaticgrowthinoccupa
tionsassociatedwithcomputerization,includingprogrammers,duringthisperiod
.Thecreationofnewjobshasopenedupnewopportunitiesforwomeninmid-level
computerprofessions,whichhaspromptedfemalestudents,inturn,toseekhighe
reducation.However,thesechangeshavealsocreatedgapsbetweenthemorehighlyski
ledandlessskiledfemaleworkers.Maleworkers,generally,havereceiv
edmorebenefitsfromcomputerization(Sin
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IntheEighthMalaysiaPlan2001-2005,itisclearthatthegovem entofMalaysia
regardsfemalehumanresources,aswelasthecountry'syouth,asimportant
contributorstothenation'sdevelopmentobjectives(Malaysia2001:16).Itis
projectedthatthedemandforworkersincoreICToccupations,suchashardware
engineers,softwareenglneerS,Systemsanalysts,computerprogrammers,andtechnical
supportpersonnel,wilincreasefTrom108,000in2000to181,600in2005(Malaysia
2001:382).Thesepr亘iectionsarepartoftheimpetustoencouragemorewomen
topursuenontraditionalfieldsofstudy,suchasscience,englneerlng,andvocational
andtechnicaleducation,athigherlevels;however,highereducationintechnologlCal
andenglneerlngfieldsisstilmale-dominated.Oneofthequickestwaysforthe
governmentofMalaysiatomeetthedemandsfわrhumanresourcesandmovetoward
aknowledgesocietylStOmakebeteruseofmoreMalayslanwomen,aShighly
skiledandasmultiskiledworkers.
Conclusion
Malayslanhighereducationalreformisprogressingrapidlybecausethe
governmentneedstodevelophighlyskiledhumanresourceslocalytoenablethe
nationtomovetowardaknowledgesociety,lntheeraOHCT.Malayslanpublic
universitieshadbeentraditionallyrestrictedtotheelite;however,theybeganto
becorporatizedinthemid-1990S･Privateuniversitieshavetakenonmoreimportant
rolesinexpandingenrolmentandmaintainingthequalityofhighereducationin
scienceandtechnologyrelatedtoICT.AccordingtotheEighthMalaysiaPlan2001-
2005,moreICTandrelatedenglneerlngCOurSeSWilalsobeintroducedatboth
publicandprlVateinstitutionsofhigherlearnlng.Itissaidthatatotalof122,910
studentswilbeenroledintheseinstitutionsby2004,mainlyatthediplomaand
bachelordegreelevels;theprlVateSeCtOr'sinvolvementintheprovisionOHCT
educationwilcontinuetobeslgnificant,as71percentoftotalstudentenrolment
isinprivateinstitutions(Malaysia2001:383).MultimediaUniversityremainsone
oftheplOneerlnguniversitiesintheICT-centeredfields.
Additionally,theMSCshouldbemoresubstantivelycontextualized,both
nationalyandinternationaly,bywayofpreparationfb∫theanalysュsOfhigher
educationreformandconversion.Nationaly,thedemandsforcomputerandIntemet
accessarestilincreaslngamongWOmen･Intemationaly;theexperiencesofMalaysla
wilbeuseful,fromagenderperspective,tootherdeveloplngnations,especialy
IslamiccountrieswheretraditionalatitudesandvaluesthatmilitateagalnSthigher
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educationforwomenstilexist(althoughthenumberoffemalestudentsinIslamic
countrieshasbeenincreasing).Theanalysisreportedhereconcludesthatthenew
chalengesfacingMalayslaOferpossibilitiesnotonlyforbridgingthedigitaldivide
inaspectsofgenderandetlmicity,nationaly,butalsofわrbeingastrongmovetowards
genderparltyinhighereducation,internationaly.
AscomparedwiththeITstrategiesofothernationsintheASEAN(Association
ofSouthEastAsianNations),e.g.,IT20100fThailand,theICTpolicyFramework
oHndonesia,andIT2lofthePhilipplneS,itseemsclearthattheMSCorMalaysla
isemerglngaSaSuccessfulstrategy.InsplteOfthat,thereremainsomeserious
chalengestohighereducationwithrespecttothissuccessinthattheMSChas
notbeenexpandedthroughoutMalaysia,aShasbeennotedbyMohamadArifNun
(SeniorVicePresident,MultimediaDevelopmentCorporationofMalaysia).
AccordingtoMohamadAriffNun,thegovernmentofMalayslahasbeen
experimentingwiththeMSCasadevelopmentplaninJustOnearea,rather
implementingitnationwide.Hehasemphaticalynotedthattheenrolmentrate
inhighereducationhasincreased,andthatthisnecessitatesagreaterefortonthe
partofthegovernmentofMalaysiatocontinuetoupgradeuniversityeducationin
ordertotrainmorehumanresourceslO. Theexistingpolicyhasthepotentialto
createadigitaldividebetweenruralareasandurbanareas,inthatsomeschools
wouldbeequippedwithcomputernetworksandsomeschoolswouldnot(See
Appendix2).
OncetheMSChasbeenexpandedtoanationwideproject,thegovernmentof
Malaysiawilbepoisedtobecomeaneducationalcenterofexcelencebusat
kecemerlanganpendidikan),accordingtoNajibTunRazak,theMinisterofEducation
(DewanMasyarakat,1998).Moreover,thegovernmentofMalaysiaisexpected
toprovidethebasisforsouth-SouthcooperationintheeraofInformationand
CommunicationTechnologleS.Therefわre,Malayslaninstitutionsofhighereducation,
bothpublicandprivate,WilneedtoplayImportantrolesindeveloplngSuchvital
projectsaSdistancelearningande-learning.
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インドネシア･ムハンマディーヤ全国大会とその周辺
樋 口 美作
MuhammadiyahofIndonesiaandItsChalenge
HIGUCHIMimasaka
Abstract
Thispapersummarizesthe45thGeneralCongressofMuhammadiyahheldon
3-8JulyinMalang.Throughstudyingtheiractivities,thepaperexamineshow
theyhavecontributedtothesocialwelfareofIndonesianpeoplesinceMuhammadiyah
wasestablished.Thebasisofthefounder'sconceptissaidtobeal-Salaflya(Islamic
restoration)andhisdoctrineissaidtobeijtihad(theprocessofreachingan
independentjudgment)basedonthea1-QurlanandAssunah(theProphetictradition)･
Nowadays,peopleenjoyaSecularlifewithmaterialismandmoderncivilization.
HowdoMuhammaslyahharmonizeandco-existinsuchasociety?Thisisanew
chalengefわrMuhammadiyah.
Muhammadiyahhospitalsareofparticularinterestfわrtheirconceptofmedical
treatment,whichtargetsnotonlythephysICalbutalsothementalaspects.This
teachesusthehistoricaltraditionoHslamicmedicalsciencesincetheageoHbn
Sina(980-1037).AdvancedmedicaltechnologyandIslamwilbeimportantsubjects
forthemedicaltreatmentinthe21stcentury.
は じめに
1912年ジャワ島中部の古都､ジョグジャカルタの宗教指導者､ハツジ､ア-マ ド･ダハラ
ンによって創設されたインドネシアのイスラーム団体ムハンマディーヤは､現在会員数三千
.万人を越す団体 (協会)として､イスラームの教理に基づいた活動を通し､インドネシアの
社会福祉向上にその一翼を担っている｡今回その第45回全国大会が開催され､私も海外か
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らのオブザーバーとして出席する機会が与えられたので､大会の概要の報告とムハンマ
ディーヤの現代的意義について私見を述べたいと思う｡
1.ムハンマディーヤ全国大会の歴史
この大会の歴史を概観すると､インドネシアの歴史の側面を物語っているように思われ
る｡すなわち1912年の第 1回大会から1925年の第 14回大会までは､毎年ジョグジャカルタ
で開催されたが､15回大会からは開催地を全国各地に移動してお り､その発展振 りがうか
がえる｡オランダの植民地時代にあって､毎年各地に移動して開催する事は容易ではなかっ
たと思われるが､初期の段階では､団体組織や活動の基礎固めや会員の相互理解のためにも
必須のことであったに違いない｡しかしながら毎年順調に開催されていたこの大会も､1941
年の第30回大会からは世界的な動乱や国内問題によって大きな影響を受ける事になる｡
すなわち1941年の第二次世界大戦の勃発によって､それ以降1943年までの3年間は中止
され､1944年と45年は日本軍の侵攻によって､又 1946年はイン ドネシアの解放独立闘争に
よって､ジャワ島の支部だけが参加 した緊急集会として開催されている｡したがって､正式
な全国大会に復帰 したのは1950年の第31回大会からである｡
それ以降 1968年の第37回大会までは､3年に一回と規則的に開催されているが､翌年の
1969年から1985年までの 17年間は､4年､3年､7年に一回と不規則に開催されている｡
その背景に何があったのか興味が持たれるが､今回はその調査までに至らなかった｡1985年
の第41回全国大会からは､5年毎に規則的に開催されており､今年2005年は第45回全国大
会となる｡ この93年間の歴史の中で､会長には13人の宗教的指導者が選任されているが､
最近の10数年間は教授と博士の称号を持つ国際派が選任されている0
2.第45回全国大会
今年の第45回大会は､ "ReformtoEnlightenCivilization"をテーマに､7月3日から8日の6
日間､東ジャワの高原都市､マラン市 (標高約600メール､スラバヤ市から車で約2時間)に
全国から31のプロビンス (州)の郡､市､村の代表者とマレー シア､シンガポール､ベ トナム､
タイ､カンボジアの代表者など約 10万人を越す参加者によって開催され､会場となった
UMM(UniversityMuhammadiyahMalang)は勿論のこと､この期間中マランの町はム-ンマ
ディーヤの人と車と旗や横断幕で埋まった｡
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UMMはマラン市の郊外に建設されたムハンマディーヤが誇る近代的な総合大学である
(写真1)｡ 自然環境も大学キャンパス内には川が流れる景勝地で､特徴としては池を配した
大学校舎群と多目的に設計されたモスク (礼拝堂)､そして会場となった5千人収容可能な
ドー ム (写真 2)の建物が3点セットで構成されている｡
開会式はユ ドヨノ大統領の出席のもと､マラン市内のサッカー競技場に特設ステージを
張って開催され､会場の内外は10万人の人と旗の波で埋め尽くされた (写真 3)｡式はクル
アーンの読言削こよって始まり､｢ムハンマディーヤの歌｣の合唱､要人のスピーチ､青年部
によるマスゲームそしてフィナーレは花火で盛り立てる盛大なものであった｡
3.会議､過密なスケジュール とゴム時間
5年に一回開催の大会であれば､議題の内容も極めて多くなる｡主題は過去五力年間の活
動報告と今後5年間の活動計画の承認､そして最大の関心事は中央委員会 13名の役員改選
と新会長の選任である｡予め会員によってノミネー トされた39名の候補者の中から､民主
的な方法で各階層から選ばれた2126人の選挙人によって選出される｡それだけでも朝8時
から午後4時までかかった｡各地区の活動報告や現状報告あるいは提案にも熱が入り､それ
を全体会議と分科会に分けてこなして行くのであるが､プログラムの時間は朝の8時から夜
の11時まで及ぶ日もあった｡インドネシアでは ｢ゴム時間｣が習慣的にあると聞いていた
が､なるほど時間はプログラムの進行状況に合わせて､延びたり縮んだり柔軟に対応され､
そのエネルギーには圧倒された｡
今後五力年計画の主要課題として次の5項目が挙げられている｡
1.組織の強化､支部間の連携強化を図る｡
2.慈善活動を拡充しムハンマディーヤの地位とイメージの向上に努力する｡
3.イスラームの教義を基本とし､思考の革新を計る｡
4.民衆の生活向上に貢献する｡
5.個人的にも組織的にも若年層の参加を促進する｡
質疑応答で活発な議論があったのは女性の地位､特に中央委員会に女性一名の枠を与える
か否かであった｡これは現行規則に関連する事でもあることから､今回は見送られたが将来
的には大きな課題となろう｡それだけム-ンマディーヤは､Aisyiyah(婦人部)を中心とし
たウーマンパワーに､将来的な可能性を包含しているということである｡
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もう一点は政治-の参画問題である.ムハンマディーヤ会員の中には自党の国民信託党以
外の政党に所属する会員も多い｡この問題は賛否両論で活発な討論をするに留まったが､こ
れ もムハンマディーヤの性格に関わる事であ り､その動向には興味が持たれる｡
MuhammadiyahYbuth (青年部)の一人は､｢我々の目標は政治に参加することではない､宗
教団体として社会福祉に貢献し政府に影響を与える事だ｣という｡
4.ムハンマディーヤの理念 と実践
創始者､アハマ ド･ダハラーンの思想の背景には､イブン･タイミ-ヤ (1263-1328)や､
ジャマルッディーン･アフガーニー (1838- 1897)､ム-ンマ ド･アブドウ (1845- 1905)､
ムハンマ ド･ラシー ド･リダー (1865- 1935)等の純正なイスラーム復興思想や近代文明
との統合､調和思想がある｡
そしてムハンマディーヤ運動の根底にはあるのは､クルアーンの第107章 (慈善章)の ｢真
の信仰とは何か｣であり､クルアーンとスンナ (預言者の言行)を基調とし､正しいイスラー
ム法の解釈 (イジュテ--ド)に基づいた生活を実践する事である｡その為に孤児や生活困
窮者を救済し､他人に親切を尽くし平和な地域社会に貢献する｡近代生活も肯定的に受け止
め､実用的技術や知識を､調和して生きるための道具と捉え教育を重視する｡言語の障害を
除去し､ムスリムを無知と迷信的な因習から解放し､ムスリムに自信を回復する事である｡1
ムハンマディーヤはその実践の証しとして､現在に至るまで独自な教育や社会福祉施設を
建設している｡慈善事業の主な活動と実績 (個数)は次の通りである｡2
1. 教育事業､幼稚園を含む小学校から大学までの各種教育施設｡
幼稚園 3,370 児童のクルアーン学校 3,015
小学校 2,904(普通学校 1,134 イスラーム学校 1,770)
中学校 1,716(普通学校 1,181 イスラーム学校 535)
高等学校 689(普通学校 517 イスラーム学校 172)
工業高等学校 250 養護学校 71
大学 36 学術研究機関 61 宗教師範養成学校 25
全寮制イスラーム学校 57
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2. 社会福祉事業､健康､保険を含む各種福祉施設｡
孤児院 338 養老院 54 リハビリ支援センター 82
一般病院 43 産科病院 31 助産院 136 母子病院 110
巡回型診療所 205
3.布教事業､礼拝施設の建設と拡充｡
モスク 6,118 礼拝所 5,080
5.ムハンマディーヤの挑戦
｢なぜムスリム達は後進的となり､他の諸民族は進歩したのか｣､これは1930年ジャワ島の一
人のムスリムが発した率直な自省の弁である｡3 私はこの言葉を知って以来､いったいどんな
人物がかかる発言をしたのか､ちょうど9･11事件が発生した後でもあり常に心に残っていた｡
この質問は19世紀後半､レバノン出身のムハンマ ド･ラシー ド･リダー (前述)を中心
に刊行されていた雑誌｢マナール｣に寄せられたものであり､これに対しアラブの復興主義者
達の答えは､｢ムスリム達はイスラームの教えを正しく理解せず､適切に従わなかったから
遅れたのだ｣と言 うものであったとい言う｡
そして今回ム-ンマディーヤの歴史をたどって行く過程で､この質問の発信者は､地域的に見
ても､また時代的にも､そして何よりもムハンマディーヤの理念との共通性から､ムハンマ
ディーヤの創始者､アハマド･ダハラーンその人であったのであろうと確信を強くしたのである｡
大会の期間中はムハンマディーヤ関係者と､今のイスラーム世界の状況について意見交換
する機会もあった｡彼らからはサラフイーとかイジュテハー ド､リフォーム､リセットなど
の言葉をよく聞いた｡その言わんとする所は､今のイスラーム世界の実態は本来のイスラー
ム社会の姿ではない｡我々に求められている事は､先人の教えに学び､クルアーンとハ
ディースを正しく解釈する努力によって､近代文明と調和した社会に向けた改革を進めなけ
ればならないという事であろう｡
今回､通訳やェスコー トをボランティア活動として担当してくれた女子学生を含むUMMの学
生達 (写真4)は､我々海外からの参加者に対して実に献身的に働いてくれた｡私が日本で接す
る日本の学生達とさして変わらないマナーで応対してくれた｡私としてはありがたいことであっ
た｡しかしながら男女が率直に交流する姿に､海外から参加した一人から､これをイスラーム
に反する世俗化と非難する声が聞かれたのは意外だった｡因みに彼女達の服装はヒジャーブ
(スカーフ)をきちっと頭につけ､足の見えるスカー ト類を着た学生は一人もいなかった｡
- 221-
基盤 (A) IT等の科学技術の視点を踏まえたイスラム問題の現状と今後の展開に関する研究
ムハンマディーヤ会員の多くは､特に若い世代は､近代的知識を受け入れながら時代の
要請に対応する自分達のイスラームの生活態度に､自信を持っているようにさえ見えた｡彼
等は世俗化の波に挟まれながらも ｢ムハンマディーヤの歌｣ 4を大切にしている｡ そしてそ
の歌詞には ｢イスラームは私の宗教｣という言葉がある｡彼らが好んでこの歌を合唱する姿
を見る時､イスラームという彼らの軸足が崩れる事はないと思うのである｡
現在のイスラーム世界は､法学者や宗教的指導者による統一的な見解や方向性を､全世界
のムスリムに示す機能に欠けている｡そうした現状にあって､世界最大のムスリム人口を擁
するインドネシアのイスラーム団体､ムハンマディーヤの今後の動向は､21世紀のイスラー
ムの方向性を問う大きな挑戦と言えるのではないだろうか｡
6.ムハ ンマディーヤ ホスピタル
ムハンマディーヤが経営する病院は前述したように43を数える｡ その中でもジャカルタ
市にあるこの総合病院は代表的な機能を持つ存在である (写真 5)0
私がこの病院を訪問した理由は､最近日本でも関心の高まっているホスピス､ターミナル
ケアの問題であり､イスラームの現場を見てみたいと思ったからである｡
｢真理と創造｣ 5が特集した ｢ビハーラ 生死とどう向き合うか｣で､医師､ビ--ラ僧､
チャプレン6の三者がそれぞれの立場からその現況と今後の課題について提言しているのを
読んで､イスラーム社会ではこの問題をどのように対応しているのだろうか､イスラームで
は六つの信仰箇条の最後にカダル (定命)があり､人間は神の予定､法則､意志の中に生か
されているとする｡イスラーム病院がムスリムの死生観とどう向き合っているのか関心が持
たれたのである｡ 病院経営の責任者との対話と見学で知り得た要点を記したいと思う｡
6-1.近代医学と信仰心
この病院の医療の基本的姿勢は､病気には近代医学をもって最善を尽くしても､どうにも
ならない領域があることを現実的に認識し､患者にはその事をよく説明し､健康の回復のた
めに患者として何が必要かを問い､より一層信仰を深め､アッラーに祈る事を勧めていると
いう｡宗教を医療の補完的機能に位置付け､医師と患者の相互協力に重きを置き､医療をま
さしく病気と病人の治療と位置づけている｡そのために患者用の心構え集や介護士用のマ
ニュアルが整備されている｡
不治と診断された患者に対しては､本人と家族にも告知するのが原則であり､ターミナル
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ケアは､三者共通の認識と了解と協力のもとで行なわれなければならないとする｡したがっ
てこの病院には､ターミナルケアの専門病棟はない｡しかし依頼されれば専門の宗教介護士
(チャプレン)を指名 し､死期の迫った患者には特別にクルアーンを読んでやるという｡
他宗教の信者の入院も可能であり､彼らのメンタルケアも受けるが､基本的にはその患者
の宗教の方法に委ねられているとい う｡
6-2.病室と料金の格差
病室は三等級に分かれていて当然それぞれの料金が設定されている｡その概要を記すと
特等室は18室あり､料金は一泊 Rp600,000(約7,000円)で利用率は平均80%あるという
(写真 6)｡ 二等室 ･三等室は合計480ベッドあり､料金は一泊 二等室がRp210,000(節
2,300円)三等室がRp60,000(約 700円)で三等室は6人部屋であるが常に満員状態が続い
ているという｡
特等室料金と二等三等室料金の格差が大きいのは､裕福者は生活困窮者の分を補うという
考えが導入されているからである｡ 先進諸国では格差の問題がとかく論議されるのである
が､これは差別と考えるべきでなく､むしろインドネシア社会の実態に対応していると考え
るべきであろう｡
6-3.数字の無い標識と案内板
見学していて気付くことは､病棟や病室には数字の標識が無い事である｡日本では､例え
ば何号病棟と数字を中心に表示するのが一般的であるが､この病院では聖地の名前､例えば
マッカ (メッカ)､マディーナ (メジナ)､モナ- (巡礼者が集る地名)などの名前が位置や
方向を示している (写真 7)｡慈悲､忍耐､寛容などアッラーの99の美名 (属性)が壁や柱
に表示されてお り､心の和むものがある｡ 病室や看護士の部屋にもクルアーンの章句やハ
ディースの言葉が掲げられており､お互いに信仰心で結ばれている事を忘れないようにとい
う事であろう｡病院全体が癒L的な雰囲気を持っているように思われるのである｡
6-4.イスラームとIT､新しいモスクのコンセプ ト
イスラーム社会ではどんな施設でも､礼拝所が併設されているのが一般的である.この病
院にも小じんまりとしたモスクがあるが､今新しいコンセプトのモスクが病院の隣接地に建
設されている｡建設資金の大半は寄付金とサダカ (喜捨)に依存しており､現在は予定額の
40%が確保されているという｡
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モスクの名前は､マスジドルッラハマ (慈悲の礼拝堂)で､注目すべきはそのコンセプト
にある｡このモスクは礼拝だけではなく病院機能の一部として捉え､患者に対する心のケア
までを考えた一体的なものである｡ 設計図 (写真8)によると､
1階は､事務局､集会室､グスル室 (埋葬前に死者の身体を洗う部屋)､葬儀室､管理施設｡
2階は､礼拝所 (2階-は階段ではなく､バリアフリー の緩やかな廊下で連なってれている)0
3階は､メンタルケア施設 (患者や家族又は一般者に情報を提供する､ラジオ､テレビ局)o
説明を聞きながら､特に3階のスペースの内容は､当研究所の主要テーマである ｢イス
ラームとIT｣の現実を見た思いがしたのである｡
6-5.イスラームの医学と霊性医学
11世紀前半に､イスラーム医学の原点であり頂点をなしたイブン ･スイーナ- (980-
1037)7 は､｢医学の課題は健康な状態を維持回復する事であり､健康とは神によっ
て与えられた生命のもとに､人体の諸要素や機能が調和を保つ事によって実現される｡
そしてこの平衡は､肉体のみならず精神の健康とも密接な関係を持っている｣という｡
最近では日本でも､21世紀の医療のあり方を考えるセミナーが ｢心身医学の未来｣をテ
ーマに札幌で開催され8､｢霊性医学｣に注目が集った｡WHO(世界保健機関)でも､スピ
リチュアルな部分を捉えて医療に携わるべきだとする意見が多くなり､各国に賛同を求めて
いるが日本は消極的な姿勢を見せているという｡9
こうした世界的趨勢の中で､ムハンマディーヤ ホスピタルは､11世紀に始まったイス
ラーム医学の歴史的伝統と精神を受け継ぎ､着実にそのメッセージを21世紀に発信してい
るのではないかと思う｡
註
1 ProfileofMuhammadiyah,2004
2 資料は2004年 2月現在のものであり､ムハンマディーヤ図書館で調べた｡
3 小杉泰 『イスラーム世界を読む』NHK人間講座､日本放送出版協会､2002年､p.82
4 ムハンマディーヤの歌 (抜粋)
｢ヤーアッラー , 私の主
ムハンマ ド, 私の敬愛する人 (預言者)
イスラーム､私の宗教
ムハンマデ ィーヤ､私の組織｣
5 『真理と創造』第44号､中央学術研究所編､佼成出版社､2004年 11月
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&ResaerchFelow(Advisor),InstituteofIslamicSciences,WasedaUniversity
- 225-
藤田東久夫､小野 隆彦 サ トー マレーシアの企業特色 (cI)と民族､宗教
サ トー マレーシアの企業特色 (cI)と民族､宗教
一多民族 ･多宗教国家だからこそ成功したサ トー のマレーシア進出-
藤田東久夫+､小野 隆彦 ++
1.はじめに
(秩)サ トー はバーコー ドやRFIDを使って､物流のIT化を推進するためのシステム構築
を専門とする会社である｡バーコー ドプリンタはそのシステムの根幹をなす商品であるが､
そのほとんどを日本で開発設計しマレーシアで生産している｡ ITの最先端技術を駆使した
商品を､イスラム文化を中心とする多民族 ･他宗教国家で生産しているといえるだろう｡
さて､ここでは宗教としてのイスラムと､情報技術の直接の関係を語ることを目的とし
ていない｡サ トー がマレーシアというイスラム教国で､最先端のITを備えた自動認識用
の製品を､いかにうまく製造しているかを述べたいと思う｡民族的にも宗教的にもほぼ単
一と言ってよい ｢島国｣日本の一企業が､マレーシアという多民族 ･多宗教の国で､どの
ようにして円満に製品を製造できるようになったか､それが本稿の主題である｡
2.サ トー マレーシアの歴史
サ トー がマレーシアに進出したのは1986年である｡ サ トー として初めての海外生産拠
点であった｡その当初の会社規模は資本金300万リンギット､従業員 15人で､出資は100
%日本の (秩)サ トー による｡ 製造する商品はハンドラべラーのみであった｡1987年､バー
コー ドプリンタの生産も開始することになり､資本金を1100万リンギットに増資し､従
業員を47人に増員､工場を拡張した｡1990年には隣接する土地を取得し工場敷地を拡大し
ている｡1994年には品質保証の国際規格であるISO9002の認証を取得した｡さらに1996年､
資本金を2400万リンギットに増資し､従業員は483人となる｡ 1997年､バーコー ドプリン
タを製造する工場を拡張し順調に生産額は伸びていった｡しかし､2000年には突然の鉄砲
水による洪水で深刻な被害をうけ､970万リンギットの損失を被った｡人的被害が無かった
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のは不幸中の幸いであったが､この時点で工場を再建せず中国などに生産拠点を移転するこ
とも一時検討している｡しかしながら､最終的にマレーシアにとどまることとし､2002年
には新工場の社屋を完成させ､さらに旧工場も洪水の被害を防ぐための改築を行った｡移転
しないという決断の理由は､マレーシアでの15年に及ぶ歴史の重みと､民族や宗教の違い
を超えて培った経営陣と従業員との信頼関係によるものが大きい｡2004年には資本金を
5000万リンギットに増資し､従業員は550人になり､現在ではサ トー のハー ドウェア製品の
全てを生産している｡
このように､サ トー のマレーシアにおける生産拠点は､巨大な工場を一度にたてるやり
方ではなく､当初は非常に小さな規模でスター トし､18年かけて次第に生産規模を拡大し
てきた｡小さく始めて徐々に規模を拡大していったことで､大幅な生産縮小や工場の閉
鎖､リス トラにともなう従業員の削減やサプライヤーとの取引中止など､不安定な要素を
回避しつつ成長することが可能であった｡その結果､マレーシアの従業員やサプライ
ヤー､行政当局からの信頼を勝ち取ることができ､現在に至っている0
3.マレー シアを選択した理由について
1986年当時は､急激に円高が進み､円が1ドル240円から140円にまで高騰していた｡
円高対策として海外生産を視野に入れ､その進出先の選定を始めたのがその年である｡ま
ず､香港､シンガポール､韓国も進出先として考慮したが､将来的なコス トの増大が懸念
され断念した｡また､中国は市場としては魅力的ではあるが､当時はインフラ設備が不十
分なことから､生産拠点を移すにはリスクが高いと考えた｡
それ以外のASEAN諸国の候補地の中で､マレーシア政府は他の国々よりも安定してい
た｡マレーシアは国民の大多数がイスラム教徒であるが､宗教の異なる中国系やインド系
も多く､多民族 ･多宗教の社会であるといえよう｡そのような社会は､少数意見を尊重す
る原則があるから､むしろ安定を意味する､と我々は考えた｡さらに､候補地の中で当時
マレーシアだけが100%外国資本出資の企業を認めていた｡これが最大の魅力であったが､
その理由については後述することとする｡
結果として1986年にマレーシアに進出したわけであるが､成功した理由を列挙すると､
･マレーシアでは異なる民族が互いを尊重しながら協力しあえること｡
･ ｢ルック ･イース ト政策｣によって､日本に学ぼうという姿勢が存在したこと｡
･マレー人は視力が良く､手先が器用であること- これはバーコー ドプリンタの電子
基板の検査やリボンしわの除去といった細かい作業にすこぶる有益な能力である｡
･マレー人は温暖な気候を反映して穏やかな気質ながらも､イスラムの教えに基づく厳
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格な職業倫理観を備えていること
･新しいことに挑戦しようという熱意に溢れた若者がたくさんいること等が挙げられる｡
4.企業文化の継承と海外進出
それでは､マレーシア進出の好条件のひとつ､100%外資企業の容認がサ トー にとって
どのような効果をもたらしたかについて述べよう｡
サ トー はいわば "報告の文化"と表現できる独特の企業文化をもつ｡これは社員全員が毎
日3行に纏めた日報を書き､その内容が経営陣の中枢まで届くナレッジマネジメントシステ
ムの存在に集約される｡もちろん3000人を超す全社員の日報のすべてについて､CEOが毎日
目を通すことはできないが､それをスクリー ニングする方法が優れており､悉意的ではなく
社員が会社のために考えていることや同業他社動向などはほとんどもれなくCEOがリアルタ
イムに把握可能である｡そして採用すべき事柄があれば､CEOが組織を飛び越えてそれを実
行し､報告者に反応する｡サ トー は､それを飽きずに愚直に実行し､積み重ねることによっ
て､環境変化に細かく対応できる企業として成長してきた｡そして､海外における企業展開
においても､そのエッセンスが活用できなければならないと考えていた｡もし､海外進出を
始めるとき､現地会社との合弁しか道がないとすると､特異なサ トー の企業文化と現地出資
会社の企業文化との車L蝶が生まれる可能性がある｡特に､1986年当時は最初の海外生産拠点
の選択であったから､なおのこと100%出資でのスター トを望んでいた｡
当時､進出を考えていたASEAN諸国の中では､マレーシアだけがいち早く100%外資の
企業を認めていた｡それがマレーシアを選択した最大の理由である｡ これにより､独特な
企業文化を持つサ トー がマレーシアに進出した後も､そのユニークな個性を保つことがで
きたのだ､と我々は考えている｡
つまり､このような確固たる企業文化が存在する企業における海外進出では､多民族 ･多
宗教という背景を持つ拠点の方がより一層の安定をもたらすと思う｡その理由は2つある｡
(1) 単一民族の場合､企業文化と民族性 ･宗教特性との間に二極対立が生じる恐れがある｡
(2) 民族にあわせて所有権を分割した場合､ひとつの確固たる企業文化を確立させるこ
とができず､民族､あるいは文化的な境界線が生じる｡
これらを図解すると図1､図2､図3となる｡とくに､図3に示すように､経営陣の分
裂による不安定はぜひともさけなければならないと考える｡
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5.まとめ
サ トー には､｢正確､省力､省資源で社会に貢献すること｣という明確な企業理念と､｢DCS
&LabelingWbrldwide｣という明確な事業概念 (コンセプト)がある｡そして､三行提報 (全
社員による日報記入とその垂直 ･水平展開)というナレッジマネジメント制度に代表される
情報や知識を共有する社風や､迅速な報告と行動､社員を企業の財産であると考える､倣慢
を排し謙虚をよしとする､現場主義 (市場や生産現場の状況を確認する)､変化をよろこぶ
社風といった企業精神 (こころ)を持っている｡サ トー がマレーシアに進出し､順調に発展
を続けている理由は､このような独特な企業文化をそのまま海外で展開することで､マレー
系､中国系､インド系など様々な民族､かつイスラム教､仏教､ヒンズー教､キリスト教な
ど様々な宗教を信奉するマレーシア人の従業員をひとつにまとめることができたからだ､と
確信している｡
(十(秩)サ トー ･代表取締役会長､早稲田大学 ･アジア太平洋研究科 ･博士課程在学 :
十十早稲田大学 ･空間科学研究所 ･客員教授､(秩)サ トー ･社外取締役)
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図
佐藤 次高 ヌワイリーの砂糖きびの栽培法と砂糖の製法
<歴史 ･文化>
ヌワイリー による砂糖きびの栽培法と砂糖の製法
佐藤 次高
ササン朝時代の末期に北インドからイランに伝えられた砂糖きび (qasabal-sukkar)栽
培と砂糖 (sukkar)の製法は､イスラーム時代になると南イラクからパレスティナを経て､
8- 9世紀には下エジプ ト-と広まっていった｡この製法が下エジプ トからさらに南の上
エジプ ト-､また西方のマグリブ ･アンダルス地方-と伝播していくのは､ファーティマ
朝 (909- 1171年)･アイユーブ朝 (1169-1250年)時代の12- 13世紀のことであった｡
上下エジプ トで砂糖きび栽培と製糖技術が本格的に発展していった結果､マムルーク朝
(1250- 1517年)前半期 (13- 14世紀)のエジプ トは､イスラーム世界でも有数な砂糖
産出国-と変貌し､ヨーロッパ向けの輸出においてもきわめて重要な役割を果たすように
なった 1｡ 商品､薬､祭の品としての砂糖を通じてイスラーム社会史を描くことが目下の
私の関心事であるが､ここでは砂糖きびの栽培法と製糖法を伝えるアラビア語の基本史料
を訳出してみることにしたい｡
マムルーク朝時代エジプ トにおける砂糖きび栽培と砂糖の製法について､もっとも詳し
い記録を残しているのは､上エジプ トはイフミーム出身の知識人ヌワイリーShih豆bal-Din
Abmadb.`Abdal-Wahhabal-Nuwayri (677/1279-733/1333年没)である｡ 彼は生まれ故郷
の上エジプ トにしばらく滞在し､その後首都カイロに出て官庁 (diw豆n)での勤務や病院の
管理をする生活を続けたQその百科事典的な大著 『学芸の精髄』Nih4yatal-ATlabPFunu-nal-
A血あ(33vols.,Cairo,1954-1998)の第8巻には､砂糖の製法をめぐって ｢砂糖きびとその
圧搾所について｣(pp.264-267)､｢圧搾と精製および生産量について｣(pp.267-271)､｢シヤー
ムの砂糖きびについて｣(pp.27卜272)の3節が収録されている｡第3節がシヤーム (シリ
ア)を対象とするのに対して､前半の2節はエジプトにおける砂糖きび栽培と精糖法につ
いての記述である2｡本稿で訳出するのは､これら3節の全体である3｡
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<翻訳>
第 1節4 ｢砂糖きびとその圧搾所 (ma`sara)についていえば､それらは土地柄や地方に
よって異なり､またエジプ トとシリアとでも異なっている｡ さらにエジプ トの内部でも､
その製法は地域や地区や土地によって異なっている｡ただェジブ ト内部で異なることのな
い共通の原則は､砂糖きびには､濯概 (rayy)が行われ､ナイルの水で覆われる柔らかで､
しかも良質の土地 (a1-aradia1-jayydaa1-damitha)が選ばれるということである｡
アフリカハネガヤ (balfa')を除いて土地をきれいにした後､ムカルキラ (muqalqila)5
1大型の型 (mibrathkabir)-で6回型耕してから平らになるまでならす 〔264/265頁〕｡
それからもう一度 6回の梨耕 (barsh)を行う-パルシュとは梨耕 (ハルス)の意味であ
る｡ 鍬を使って耕地が平らで柔らかくなったら､ムカルキラで畝をつくり､ふた節あるい
はひと節ある2種類のきびを投げ植えする｡ これは耕地を港概池 (bawd)とし､そこに
水路から水が流れ込んでから行われる｡きびの苗は､長さが先端から末尾まで3ウンブ-
バ (unb缶ba)6以上である｡ このきびは､できるだけ節の間隔が短く､しかも芽の多いも
のを選択する｡
植え付けを終えたら､土をかぶせるが､苗は縦ではなく､横になるように植えなければ
ならない｡春 (rabi`)のはじめ7に植え付けをしてから､1週間に1度の割合で潅水を行
う｡砂糖きびが芽を出し､若葉が地表に現れる頃になると､アフリカハネガヤやスペルヒ
ユ (al-baqlata1-bamqa')も芽を出すので､中耕 (`azq)を行う｡ アズクとは､土を掻いて
きびと一緒に生えたもの 〔雑草〕を取り除くことである｡ この作業を砂糖きびが茂って強
くなるまで繰 り返す｡ したがって中耕を行 う者は､この間に耕地を離れることはできな
い｡これについては､以下のようにいわれている｡ ｢きびが中耕者を必要としなくなるの
は､そのひと節が伸びたときのことである｣｡なお桶 (q豆血S)による潅水の合計は28回
である 〔265/266頁〕｡
ナイル川沿いの揚水車 (mabalbabrani) 8を用いてきびを育てる慣行 (`豆da)は以下の
ようである｡丈夫な牛 (baqarjayyd)を使い､井戸の綱に近い 〔潅水可能な〕耕地であれ
ば､[1日の潅水面積は]8フアツダーン9である｡ この場合には､8頭の牛を必要とす
る｡ また井戸がナイルから遠く､揚水車も設置されていなければ､4フアツダーンから6
フアツダーン余りである｡ ナイルが増水したら､きびに ｢くつろぎの水｣(m豆'a1-raba)を
かける｡すなわちナイルが増水し過ぎた場合でも潅水しないように巡らされた土手 (jisr)
の片側を切り､土手に開けた陸路から水が流れ込むようにする｡ このとき水は地表に1シ
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ブル 10の深さまで溜まるようにすべきである｡ここまで溜まったら取り入れ口をふさぎ､水
の流入を止めて､水が温かくなるまでそのまま2,3時間放置する｡この後､土手の反対側
から排水を行う｡こうしてまた新しい水を入れて潅水するが､この作業をきびが成長して潅
水の必要がなくなるまで､一定の日数を置いて繰り返す｡
以上が砂糖きびのために行 うべき梨耕 (barth)･植え付け (nasb)･潅概 (rayy)･中耕
('azq)などの作業である｡確かにムバーシル (mubashir)1はこれらの作業 [の監督]を
しばしばないがしろにしてきたが､潅概による植え付けと ｢くつろぎの水｣をかけること
ができなかったとしても､それは ｢神による仕業｣(amrrabb豆ni)であっていたし方なく､
ムバーシルにはこの作業のすべてを強制する力はないといえよう (266/267頁)0
甘くなる前の砂糖きびには､虫 (S白S)がっくのを防ぐために､タール (qa申n)を流し
てやることが必要である｡ これについて説明してみよう｡ 底に穴を開けた桶 (qadBs)に
タールを入れ､アフリカハネガヤなどでこの穴を塞いでおく｡ 次に桶を水路の上にかけ
て､タールを水で溶かせば､タールは塞いだ穴を通して滴り落ち出てくる｡こうして水と
混ざったタールはきびに到達し､これによって防虫の目的が達せ られる｡
また､もしムバーシルがネズミの害 (fasada1-fa'r)を心配するのなら､その先端を砂
糖きび畑の外側に傾けた薄い土手を巡らせるべきである｡ これは ｢ネズミ除けの土手｣
(bitanal-fa'r)と呼ばれ､わらを混ぜた土でつくられる｡ こうすれば､ネズミがきびに達
するのを防ぐことができる｡なぜなら､もしネズミが土手によじ登ろうとしても､傾いた
先端がじゃまをし､頭を押さえてしまうので､ネズミは地面に落下してしまうからであ
る｡
以上が､砂糖きび栽培 〔の監督〕について､ムバーシルに課せられた義務であり､これ
を果たせば､賞賛と信頼が得られることであろう｡
コプト暦のキーハク月 (11月27日-12月26日)はじめになると､砂糖きびは刈り取ら
れ､葉を落としてから圧搾所 (ma'sara)-運ばれる｡ 翌年､また植え付けの時期がきた
ら､切り株を焼き､前述のように潅水と中耕を行う｡そうすれば､またきびが生えてくる｡
エジプ トではこれを ｢ひこ生えのきび｣(khilfa)といい､ 1年目のきびはラース (ra'S)
と呼ばれる｡ ひこ生えのきびからとれる粗糖 (qanda1-khilfa)は､概して1年目のきびか
らとれる粗糖 (qandaトra'S)より上等である｣｡
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第2節 ｢圧搾と精製および生産量について｡これらについてのエジプトでの慣行は以下の
ようである｡ラクダ (jamal)あるいはロバ (bimar)に積んで刈り取り場から圧搾所-運ば
れた砂糖きびは､｢きびの家｣(daral-qaSab)と呼ばれる場所におかれる (267/268頁)｡そ
こには [切断用の台]ワタラ (watara)と薪 (batab)があり､また大きな刃一長さが2/3
ジラー (約50センチメー トル)､幅が1/6ジラー (約 11センチメー トル)一によってきび
をさばく作業のために待機する男たちがいる｡彼らはきびの茎をきれいにし､｢みそっかす｣
(lakldk)12と呼ばれる甘みのない先端部を切り落とす｡また根と泥のついた茎の下部をきれ
いにする｡ これがクリーニング (i$labal-tathir)と呼ばれる作業である｡
次いできびは､このワタラから地面に高くつくられた土台に固定された別のワタラ-と
運ばれる｡ 土台の片側は ｢きびの家｣に近く､反対側は ｢ヌワブの家｣(baytal-nuwab)
に続いている｡ 台のうえでは､椅子に座った男たちが刃でさらにきびをきれいにする｡ 彼
らの前には固定されたワタラがあり､何本かの茎をまとめてその上におき､それらを小片
(qit`aSaghira)に裁断する｡ 小片は ｢ヌワブの家｣のなかに落とされ､そこからイヤール
('iy豆r)と呼ばれる中型の容器 (fard)にいれて石臼 (bajar)まで運ばれる. 丈夫な牛が
石臼を回して砂糖きびを搾ると､搾 り汁は石臼の下の穴を通って狭い場所に流れ落ちる
(268/269頁)0
石臼によるきびの圧搾が終わると､きびは別の場所に移され､アフリカハネガヤで底と
横を編んだ篭に入れる｡ これを ｢ベンチの水車｣(d缶laba1-takht)13の下に置き､水車を回
して最後までぎゅっと搾る｡ そうすれば残った液汁が出てくるので､石臼とベンチの液汁
を-カ所に集める｡ この液汁は別の場所に移され､篭に置かれた飾 (munkhul)にかけて
きれいにする｡ 筋にかけた液汁は ｢くぼみ｣(bahw)-流れ落ちるが､そこには一定の大
きさの容器が置かれている｡ 一杯になったこし汁は精製所 (matbakh)-運ばれ､ハ-ビ
ヤ (kh豆biya)と呼ばれる大きな壷 (qidr)で2度目の源過を行 う｡源過の後､くぼみのな
かの液汁はすべてこのハ-ビヤのなかに注がれる｡ それは60マタル (matar)の液汁であ
り､1マタルは1/2キンタール (22.5キログラム)に相当する｡ つまりハ-ビヤには､
くぼみに溜まるのと同じ3,000ラトル-1ラトル ･ライシー (aLratlal-1aythi)は200ディ
ルハムーの液汁が入ることになる14｡
次に圧搾所の外から点火し､ぐつぐつ煮てから火を弱め､次いで火を落とす｡煮沸がお
さまったら､煮汁は大きな壷 (yaq申n)に移される｡各容器の両側には腕のような長い木が
差し込まれており､煮汁は羊毛の布を通して (269/270頁)下の大きな容器 (dam)に注が
れるoこれが3回目の浄化であり､そのままダンのなかに放置する｡それから煮汁は釜 (dast)
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のなかのダンから ｢山羊｣(fadar)15-移され､そこでまた十分煮詰まるまで煮沸するO
石臼とベンチの水車で搾られた液を煮沸するには､石臼1基につき1つのハ-ビヤと8
つの壷 (キ ドル)が必要である｡真鈴製の釜 (ダス ト)-それぞれのダス トには､上部に
丈夫な木製の握 りがあり､男たちは釜の熱さをさけるためにそれをつかむ-で煮沸した
後､マジュラブ (majlab｢集められたもの｣の意味)と呼ばれる煮汁は､底に穴を開けた､
底が狭く､上が広い陶器 (fakhkhar)製のアブルージャ (ablaja)16に注がれる. 各アブ
ルージャには3つの穴が開けてあり､きびの茎で塞いである｡ これらのアブルージャは
｢滴りの家｣(bayta1-!abb)と呼ばれる場所に置かれる｡ そこにはかいば桶に似た細長い
ベンチがあり､それぞれのアブルージャの下には桶 (qadds)が置かれていて､そこにマ
ジュラブ17のエッセンス (raqiqa1-majlab)､つまり糖蜜 (`asalal-qag:)が滴り落ちてくる.
男たちは大きなスプーン (kamib)を持って作業し､アブルージャが [砂糖の塊で]一
杯になるまでこれを続ける｡このアブルージャの大きさはまちまちであり､1キンタール
(45キログラム)より多いこともあれば､それより少ないこともある｡ これが一杯になり､
作業が完了して固まってきたら､｢滞りの家｣から ｢寝かせの家｣(baytal-dafn)に移さ
れる｡ これを桶の上に置いておけば､残りの糖蜜が滴 り落ちてくる (270/271頁)｡
｢きびの家｣で取り除かれたきびの汚れ物 (残存物)については､別に圧搾し､煮沸さ
れる｡ これをハ-ビヤ (khabiya)といい､きびの糖蜜より質は落ちる.
圧搾により得られた液汁には､次のような名称と目方 (`ibar)がある｡すなわちダリー
バ (dariba)､ワドア (wad'a)18､ヤ ド (yad)である｡ダリーバは8ヤ ドであり､1ヤ ド
は滅過用の壷 (ハ-ビヤ)1杯分に相当する｡1ハ-ビヤは前述のラトル ･ライシーで量っ
て3,000ラトルである｡ したがって1ダリーバの水は､24,000ラトル (7,200キログラム)
となる｡上質のきびであれば､1ダリーバの液汁から凝固する粗糖 (カンド)は､15-25
キンタール (675-1,125キログラム)であり､糖蜜 (アサル)は8-12キンタール (360
-540キログラム)である｡ 結局､ 1フアツダーンの砂糖きび 〔畑〕から得られるのは､
3ダリーバである｡ つまり粗糖と糖蜜 (カ トル)〔用の液汁〕が2.5ダリーバ､ハ-ビヤ
糖蜜 〔用の液汁〕が0.5ダリーバである｡ 1ダリーバ 〔の液汁から得られる粗糖と糖蜜〕
は､エジプ トの重量で24キンタール (1,080キログラム)である｡ 質の悪いきびで､煮沸
しても凝固せず､カンドにならない糖蜜は ｢先送り｣(mursal)と呼ばれる｡
以上､私たちが述べてきた栽培法 ･収量 ･名称は､上エジプ トのクース地方で用いられ
ている用語である｡ それは他の地方と多少違っているとしても､この用法と大きく異なる
ものではない｣ ｡
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第3節 ｢シヤーム19の砂糖きびについて｡その状態は土地柄や地方や地域によって異なっ
ている｡ 同じ海岸地帯 (a1-Saw弛il)でも､トリポリとベイルー トとアッカーでは互いに異
なり､植え付けや圧搾の用語法も異なっている｡また水力や牛力による石臼で絞るところも
あれば､木目 (sih豆m)で搾るところもある｡ ただ [シヤームの場合には]､植え付け人
(insibab)20が必要とする重要事項を解説した記事はどこにも見あたらない (271/272頁)｡
私たちがエジプ トの砂糖きびについて述べたこと､それは現実に即した農法 (bil豆fa)･濯暦
法 (dawlaba)であって､書物にもとづく記述ではない｡それはムバーシルの技術を高める
不可欠の知識 ･情報であるといえよう｡
圧搾を担当するムバーシルの責務は､生産物の管理であ り､泥棒 (sariq)､詐欺師
(kh豆'in)､やくざ者 (mufarrit)などからそれを守ることである｡ 圧搾担当のムバーシル
には､昼も夜も搾られたもの､生産されたものを厳しく管理することが義務づけられる｡
圧搾が終わったら､ムバーシルは私たちが説明したようなすべての作業を会計帳簿 (aト
aw申 a`l-bisabiya)に記録しなければならない.
粗糖 (カンド)は､固まって縁が白くなりかけたら､砂糖精製所 (matbakhal-sukkar)
21-運ばれ､水と牛乳 (al-1abanal-halib)を加えて煮沸すれば､白砂糖 (al-sukkaral-bayad)
と上質の糖蜜 (qut豆ra)が得られる2｡ 1キンタールの粗糖から得られる白砂糖は1/6
-1/4キンタール､クタ-ラは1/4-1/3キンタールである｡ さらに煮沸を繰 り返
せば､きわめて純度の高い白砂糖となる｡ そしてクタ-ラはカ トル ･アルナバー ト (qatr
al-nabえー)に近づく. またナバー ト (nabat)23と呼ばれ精製されない種類の砂糖もある｣｡
註
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nomicLifeofMamlukEgypt,MMamlu-kStudiesReview,8(2004),87-107を参照.なお､イスラーム世界
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と大きく異なるものではない｣と断っている (Nuwayri,271)｡
3 本文中､( )は用語の原綴りや説明､〔 〕は訳者による補充を意味する｡
4 節の番号は､私が仮につけたものである｡
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5 Muqalqila (pl.muqalqilat) は､砂糖きび栽培の拡大にともなって開発 された大型の型であ
る (Sato,SlateandRuralSociely,207)
6 ウンブ-バは砂糖きびの節から節までの長さを表す｡
7 エジプ トのコプ ト暦によれば､｢春のはじめ｣とは､パルマハー ト月 (西暦 2月25日-3月26日)
の初旬に相当する｡佐藤次高 『中世イスラム国家とアラブ社会』山川出版社､1986年､304頁｡
8 Mabalは畜力による回転式の揚水車であり､校訂者も注 (1)でサーキヤ saqiyaと同義語である
としているOこれについては､以下の文献を参照｡H.Rabie,HSomeTechnicalAspectsofAgriculture
inMedievalEgypt,"inA.L.Udovitched.,TheIslamicMiddleEast,700-1900(Princeton,1981),71.
9 マムルーク朝時代の 1faddan は､6,368平方メー トルに相当する｡Sato,StateandRuralSociety,
184を参照｡
10 1shibrとは､親指と小指を張った長さで､およそ23センチメー トル前後｡
11 ムバーシルとは､中央や地方の官庁で働く官吏を意味する｡またアミールの管理所 (diwanal-
amir)において､イクタ-管理のために働く者も同じくムバーシルと呼ばれた(Sato,StateandRural
Society,89-90,251)｡ここでは､砂糖きび栽培の監督者の意味で用いられている｡
12 LaklQk は､おそらく ｢ぞんざいに扱 う｣を意味するア-ンミ-ヤlaklakaの動名詞である｡
13 この名前の由来は不明である｡
14 この容器に収められた液汁は約 1,350キログラムとなる｡
15 なぜ ｢山羊｣といわれるか不明であるが､煮沸用の釜であることは確かであろう｡
16 Abl申ja,abl申j,ubl申jは､ 砂糖のかたまりを意味するベルシア語 abl申jに由来する｡マムルーク朝
時代の1アブルージャは約 10キログラムの砂糖に相当する｡ここでは､10キログラムから数十キ
ログラムの砂糖ができるような容器を指して用いられている｡Sato,StateandRuralSocieO),219を
参照｡
17 校訂者の説明によれば､写本にはmajlabとあるが､malJlabと訂正したとある (Nuwayri,ⅤⅠII,
270,n.5)｡ しかし前後の関係を考えれば､やはりmajlabが正しいと思われる｡
18 結局､本文中にはこの語の説明はない｡
19 歴史のなかでのシヤームal-Sh豆m には､現代のシリア共和国､ヨルダン王国､レバノン共和国､
イスラエル (パレスティナ)､および トルコ共和国南部が含まれる｡
20 インシバ-ブを植え付け (nasb)をする人と解釈 したが､正確な意味は不明である｡
21マムルーク朝時代のフスター トには､スルタン､アミール､砂糖商人 (スッカリ-)､カーリミ-
商人などが経営 ･管理する65の砂糖精製所がおかれていた (IbnDuqm豆q,Kita-bal-Intisa-r,2
vols.,Cairo,1893,1:41-46)｡ Sato,"SugarintheEconomicLife," 99-100を参照｡
22 東京大学農学部農芸化学科畜産物利用学研究室の山内教授 と清水助手によれば (1985年)､タン
パク質は､煮沸されて凝固する際に､なかの雑物を吸収 して浮き上がる性質があるので､ミルク
を加えて煮沸するのはその性質を利用するためではないか､とのことであった｡ヌワイリーの記
述にも､十分な科学的根拠があったことになる｡
23 文字通 りには ｢生の植物｣を意味するが､ 1回煮沸 しただけの粗糖をさす｡Lippmann,Geshchile
desZuckers,101;E.Ashtor,"LevantineSugarIndustryintheLaterMiddleAges:ACaseofTechnologlCal
Decline,'inUdovitched.,TheIslamicMiddleEast,96;Sato,"SugarintheEconomicLife,'96を参照｡
(早稲田大学 ･文学部 ･教授)
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イブン ･アルハ-ツジュによる砂糖精製所の実態
佐藤 次高
SugarRefineriesinMamiukEgyptasDescribedbyIbma1-tlaii
SATOTsugitaka
Abstract
Ibna1-tIajj(d･737/1336),whowasnamedAb5'AbdAlahMuhammadb･
Muhammadal-'Abdial-Fasial-MaIiki,waswelknownasarealisticM豆likijurist
ofMamlukEgypt.AfterimmlgrationfromFastoCairo,Ibnal-IJajstudiedKita-b
al-Muwa.ta'byM豆likb.AnasandpublishedabookentitledIntroductiontothe
BetermentofConductbytheImprovementofIntention(Madkhalila-Tanmiyat
al-AEma-lbi-Tabsinal-Ntya-i),inonechapterofwhichhedesribestheactualsituation
ofsugarrefineries(matabikha1-sukkar)inCairoduringtheMamlukperiodasfわlows:
(1)Insugarrefineriesrawsugar(qand)isoftenboiledwithcatle'sdung,and
sincetheboiledsugarisleftinuncoveredbowls,itcontaminatedwithraturine
andinsects.
(2)Aftertheartisans(Sunna')boilrawsugarwithmilktorefineit,theyagain
leavethesugarinuncoveredbowls,whereratdungandinsectsareoftenfound･
(3)Theartisansandsugarmerchantshavevarioustechniquestodeceive
purchasers.Theyputthecoarsesugaratthebotomofthebowlsandfineone
ontop,andspreadwhitesugar(sukkarabyad)Onredsugar(sukkarabmar)toconvince
thepurchaserthatthewholelotiswhite.
(4)However,ifthemerchantsorsugarrefineryownersweretocorrectsuch
conductbylmprOVlngWOrker'swagesorcoverlngthesugarbowls,theywould
easilyexpecttheblesslngSOfGod･
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イブン ･アルハ-ツジュ (Ibna1-tlaj,737/1336年没)は､その名をアブ一 ･アブ ド･
アッラーフ､ムハンマ ド･ブン ･ムハンマ ド･ブン ･ムハンマ ド･アルアブディ一 ･アル
ファースイー ･アルマ-リキー Ab白A`bdAl豆hMubammadb.Muhammad.b.Muhammad
al-'Abdia1-F豆sial-M豆Iiki といい､社会の現実認識に重きをおく､マムルーク朝時代の
マ-リク派法学者としてよく知られている｡ただ､このようにそのニスバ (由来名)の一つ
をアルファースイーとする説が多数を占める一方では1､マムルーク朝時代の歴史家イブン･
ハジャル Ibntlajaral-`Asqalani(773-852/1372-1449年)のように､ Muhammadb.
Muhammadb.MuhammadIbma1-tIaja1-`Abdaria1-Farsi､つまりイランのファールス出身
者と伝える史料も残されている2｡しかしエジプ トの歴史家マクリ-ズィ-al-Maqrizi(845/
1442年没)の伝記集Kitabal-Muqafraをみると､｢イブン ･アルハ-ツジュは､640/1242
年以後､マグリブ地方の町フアースに生まれ育ち､学問を修得した後にカイロに来住した｣
と明確に述べられている3｡この記事によれば､イブン ･アルハ-ツジュの生まれはマグリ
ブ地方のフアースであり､したがってそのニスバはアルファールスイーではなく､アル
ファースイーとするのが正しいと思われる｡
カイロ-来任した後のイブン ･アルハ-ツジュは､アブ一 ･カースイム ･ウバイ ド･アル
アスアルディー (622-692/1225-93年)4に師事してマ-リク ･ブン ･アナス (179/796年没)
の法学書 『ムワッタ- Kita-bal-Muwa.ta'』を学び､やがて禁欲と善行と敬度さでよく知
られる法学者の一人となった｡737年ジュマ-ダーⅠ月20日/1336年 12月25日にカイロで
没し､壮大な葬儀の後､シヤーフイイー廟のあるカラーフア地区に葬られた｡すでに80歳
を越える高齢であったとされている5｡
主著は､732/1332年に脱稿した6『志を正して行為を改善するための入門書』al-Madkhal
il豆Tanmiyata1-A'm豆Ibi-Tabsinal-Niyat(4vols.,Beirut,1981)である (以下､『入門書』と
略記)｡ベイルー ト版の第 1巻は ｢知識を求めること｣｢休浴｣｢衣服｣｢食べ物｣｢女性がマ
フミル見物に出かけること｣ 7 ｢断食明けの祭｣と ｢犠牲祭｣などを扱い､第2巻は ｢預言
者の生誕祭｣｢家庭とマ ドラサでの学習｣｢モスク内の死者のかたわらで礼拝をすることの忌
避｣｢礼拝の仕方｣などに言及する｡続く第3巻は､｢戦利品と捕虜｣｢リバー ト｣｢幽隠 (ガ
イバ)｣｢ス-フィーの禁欲｣｢数珠 (スブハ)｣｢葬礼｣などを､そして第4巻は､｢農業｣｢土
地税｣｢生薬商 (アッタール)に必要なマナー｣｢病人が用いる飲み薬｣｢砂糖精製所の実態｣
｢パン職人｣｢水売 り｣｢屠殺人｣｢貴金属商人｣などを扱 う｡
全体に､法学上の知識を日常生活の諸問題に即して記述しようとする意図が明確に現れて
おり､法学書であるにもかかわらず､14世紀前後のエジプ トにおけるさまざまな生活習慣
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の実相を伝える書ともなっている｡本稿で訳出するのは､『入門書』の第4巻に収録された
｢砂糖精製所の実態｣(ベイルー ト版､第4巻､150-155頁)と題する1章である｡この部分
は､エジプトにおける砂糖の製法そのものの粗雑さや不潔さ､あるいは砂糖商人による販売
のごまかしについても直裁に指摘しており､この意味では､先に訳出した ｢ヌワイリー によ
る砂糖きびの栽培法と砂糖の製法｣ 8にかんする記述の､いわば ｢応用編｣としての性格を
備えているといえよう｡ ヌワイ リー (733/1333年没)とイブン･アル--ツジュ (737/1336
年没)は､共にスルタン ･ナースイル (在位 693-694/1293-94,698-708/1299-1309,709-
741/1310-41年)治下のカイロで活躍したマムルーク朝時代の代表的知識人である｡
<翻訳 >
｢砂糖精製所 (mat豆bikh,matbakhの複数形)における実態の章 (フアスル fa$1)｣ 9
砂糖の精製所は､各種の砂糖入 り飲み物 (ashriba,sharabの複数形)10をつくる素であ
ることを知らねばならない-神が私たちとあなたに慈悲をたれ給うように-｡そこには､知
識に応じて命じたり､忌避したりするような､注意を払うべきたくさんの驚くべき事があ
る｡その第1は粗糖 (qand)1 である｡ ある人が粗糖をもって計量の場所-やって来て､い
つものように､前もってその全部をほぐした (inkasara)ところ､一部が地面に落ち､家畜
の糞 (ziblaトdaw豆bb)や汚い土と混じってしまった｡しかし計量人たちは､このような混
じりものの粗糖を一緒くたにして精製し､規を越えて (ひどい事に)､これを家畜 (`uyh,
a`ynの複数形)〔の糞〕などで汚れていない､清浄な砂糖だと偽っているのである｡
1.次いで､精製所のなかで粗糖を全部ほぐして煮沸 (㊥bkh)し､｢懸かりの家 (baytal-
ta'1iq)｣ 12できれいにしてからボール (jifTan,jafnaの複数形)に入れた場合にも､彼らは
それに [ふたをせず]開けっ放しにしておく｡ そのため必ずネズミやその他の虫の尿がか
かってしまうことになる｡実際に､虫 (basharat)は何日もはい回り､うじゃうじゃとたかっ
ているのだOまた彼らは粗糖を寝かせようとするときには､｢寝かせの家｣(baytal-dafn)
にある土でそれを覆っておく13｡ しかしこの土は屋根のない粗末な家に置かれていて､この
空っぽの家には職工たち (!unn豆`,!ani'の複数形)が裸足で入ってくるのだ｡こうして彼
らは不潔な通りや空き家､あるいは例の 〔汚い〕通りを歩き､その足でかぶせた土を歩いて
踏みつける｡そして多くの場合､この土にはネズミ (fa'ra)〔アラビア語原文150/151頁〕が
住み着き､そのなかに子供を産んでいる｡そのため彼らが足で土を踏めば､その子供たちを
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殺してしまうことになる｡死骸が土と混ざってしまえば､後から取り出したとしても､もは
や何の効能もない｡なぜなら土は死骸ですでに汚染されてしまっているからである｡次いで
彼らは寝かせてあった粗糖をボールに入れ､砂糖 (sukkar)14からこの汚い土を払って､前
述のようにそれを ｢懸かりの家｣に戻すのである｡
2.砂糖を煮沸する大釜 (kh豆biya)15について｡
前述のように､職工たちは裸足で歩き､大釜を洗おうとするときには､ついでに自分たち
の足も一緒に洗ってしまう｡上等な糖蜜 (qutおa)についても､その容器 (aw`iya)にはふ
たがないので､ネズミやその他の虫の住処となっている｡彼らは容器の内外に湯をかけ､乾
いたものを取り除くが､これで容器をきれいにすることにはならない｡これによって汚れた
溶液 (ghusala)16が得られるが､こびりついた汚れはそのままにするからであるoしかも容
器はふたがないまま汚い場所に置かれるので､いろいろな虫やその尿が容器に残ることにな
るoその後､彼らは精製所内の ｢粗糖の家｣(bayta1-qand)にあるウブルージャ (ublaja)
17から滴り出たものを集める｡しかし､しばらくすると､せっかく洗浄したにもかかわらず､
前述のように裸足で出入りするので､精製所はまた汚れてしまうのだ｡この汚れた溶液 (グ
サーラ)を煮沸しようとするときには､彼らは全体をまとめて火にかけ､少しずつ牛乳
(laban)を加える18｡ これは雑物 (awsakh,wasakhの複数形)を釜の表面に浮かび上がら
せて､取り除くためである｡そのまま火を焚き続けると､液が固まってくる｡そうしたらこ
れをふたのない壷 (amtar,mataraの複数形)に移し､そのまま放置するが､壷のなかには
ネズミや糞やその他の虫が見つかることが少なくない｡まっとうな場合もあるが､〔つくっ
た物を〕くすね取ったりする場合もある｡けちな者は取り出したものを残らず同胞のムスリ
ムたちに売るが､これには不純物が含まれている｡ これは発覚しなければそれまでである
が､もし発覚すればとがめられる (lamyajuz)｡ また職工たちのなかには､多くの場合､煮
沸したときに量が減るのを怖れてどろどろの粘着物 (qaw豆m)19を取り除かない者がいる｡
そうすると [砂糖に]水分が残ることになり､すぐに酸っぱくなってしまう｡このような砂
糖をもって旅をする者は､すぐに酸味 (bum叫a)が強くなるので､これを無駄にしてしま
うことになろう｡
3･上質の糖蜜 (a1-qut豆raal-tayyba)について｡
彼らが壷の表面から糖蜜 (クタ-ラ)を取り出すことはめったになく､販売するときに
は､それぞれの壷 (マタラ)に家畜の乳衆 (ma$lal-`uy血)20を少し混ぜる｡次にこれを棒
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で撹拝 し 〔151/152頁〕､互いに混じり合 うようにする｡すると元の糖蜜は黒色であったの
に､壷の表面には黄色い泡が浮いてくる｡これを続ければ､いい色になるので､買い手はこ
れを純粋な粗糖 (sara'qand)だと思い込んでしまう｡このような訳で､たとえ表面は上質
な糖蜜であっても､しかしその中味は異なるといわなければならない｡
4.ごまかし (tamiq)について｡
深いボール (ji的n)の底に粗悪なもの (粗糖)を入れ､上の方には良質なものを重ねて､
空気にさらしておく｡ すると底は粗悪で生のままであるが､上部は乾いてくる｡すると買い
手は､その全体が表面と同じように乾燥した純粋な粗糖 (yabisnaqi)だと思い込んでしまう｡
5.上質糖 (a1-sukkara1-'豆1) について｡
彼ら (砂糖商人)のなかには､やろうとすれば､驚くような技術 (sina'a'ajiba)を発揮
する者がいる｡ それは以下のようである｡すなわち砂糖のかたまり (qam'al-sukkar)の表
面は白色 (abyad)であるが､買い手がこれを持って帰り割ってみると､その内側は赤色
(abmar)21であることを発見する｡これは､商人 (tajir)が売ろうとするときに､あらかじ
め細工をして粗悪なものに置き換えるからである｡それでこれを見た者は､中まで全部真正
なものだと思い込んでしまう｡しかも､この種のかたまりは残り少なくなると､航海や長い
旅､あるいは起伏の激しい道では､それ (赤砂糖)は溶けてくっついてしまうことになる｡
6.カ トル ･アルナバー ト (qatral-nabat)22について｡
彼ら (砂糖商人)にはまた別のごまかし方 (ghishsh)がある｡それはこうである｡ 一般
に､新鮮な砂糖 (tari)は､古い砂糖とは異なって､好ましいものである｡ いっぽう古い砂
糖は好ましくないものである｡ 買い手がやって来て､壷 (qudar,qidrの複数形)のなか
にカ トル ･アルナバー トを見つけたとする｡彼がそれを買おうとすると､彼らはそれを古い
ものと取り替えてしまう｡別の買い手が来て壷のなかにカ トル ･アルナバー トを見つけ､新
しいものと思い込んで買おうとしても､またもやそれは古いものなのだ｡手元に古いものが
なくなるまで､こういうことが何度も繰り返される｡これが､ムスリムたちに対する彼らの
ごまかし方であり､ぺてんの方法 (tadlis)なのである｡したがって前述のように､〔本来な
ら〕､もし壷のなかに残っている期間が長引い たときには､売却に際して ｢これは古くなっ
ていますよ｣と明言することが義務づけられている｡なぜなら新しいものは､古いものとは
異なるからである｡
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7.砂糖 (sukkar)についてo
砂糖のかたまり (qam )`の下部の表面が赤いときには､自らの技術を使って白砂糖 (al-
sukkara1-abyad)を赤砂糖 (al-sukkaral-abmar )の表面に塗りつけ､あたかも白砂糖で
あるかのように装って元に戻しておく者 (砂糖商人)がいる 〔152/153頁〕｡その結果､買
い手は内側も外側と同じものだと思ってしまう｡
ただ､以上は商人が行うささいなごまかしであり､警告 (tanbih)がなされたことについ
ては､残りの問題や命令を改めてたどる必要はないであろう｡神に讃えあれ｡責務の解消
(khalasdhimmatihi) 23や告発 (tabi'at)の免除を求める者には､いとも簡単に､現在でも
将来でも神の恩寵 (baraka)がもたらされる｡つまり彼は職工たちの賃金 (ujrata1-Surm豆`)
を少し上乗せしたり､容器 (aw`iya)を買うときに､それにかぶせるふたの数を増やせばよ
いことになる｡また委託した洗浄用の水の値段や容器のふたを取り付ける者の賃金､あるい
は職工たちを管理する監督者 (amin)の賃金を上げてやる｡ そうすれば監督者は職工たち
に足を洗うなどのことを命令するようになるであろう｡ただこのような事については､世間
に公表しないようにすべきであるOなぜならこれは義務的行為 (wajib)だからであるOワ-
ジブとは､一人のうちに秘めておかなければならない｡なぜなら行為能力者 (mukalaf)24
にとってもっとも重要なのは､個人の義務的行為 (fara'id, fardの複数形)25だからであ
る｡これをフアル ドというが､これと似たようなことは､製紙業 (wir豆qa)のところでもす
でに述べたおいた26｡つまり製紙業の親方 (sahib)は義務としての礼拝 (al-!alata1-wajiba)
の実行を職工たちに課したのである｡これは､行為能力者のすべてに課せられた､個人の義
務的行為 (fard'ayn)であった｡しかしある者は不善に慣れ親しんで､これを放棄してし
まったので､親方による職工たち-の義務づけが改めて求められたのである｡
かくして砂糖精製所についても､私たちは同じ道 (sabil)に立っている｡職工が自らの
信仰を守っているのに､雇い主 (musta'jir)が彼に仕事の継続を求めて､定時での礼拝を許
そうとしないとしたら､雇い主はそれによって罪深い人間 (athim)となってしまうだろう｡
なぜなら雇用条件に礼拝の実行が含まれていなかったり､またたとえ法的に保証されていな
くても､雇い主には彼に賃金 (ujra)を完全に支払う義務があるからである｡また雇い主は
職工に対し､礼拝や金曜日の集会､あるいはラマダーン月の断食のときには､自分に服従す
ることを止めさせなければならない｡なぜなら､〔そのような場合には〕職工は雇い主のも
とでの仕事を放棄できる責任主体 (ma'm血)だからである｡雇い主のもとにあっては､労
働 (`amal)こそが職工の救いである｡
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8.ただ､砂糖精製所の所有者たち (a!baba1-mat豆bikh)から､前述のこと (賃金の完全
な支払い)は容器 (aw`iya)の数が多いために不可能だといわれてしまった職工には弁明の
余地はないoなぜなら所有者たちは､容器のふた (aghtiya,ghita'の複数形)の費用を払
わなければならないし､またほとんどの職工は命令されたことや禁止されたことに耳を傾け
ないからである｡ これは､前述したところの 〔容器の〕微増に起因しているので､これに
よって 〔所有者には〕責務の解消や大きな報い､あるいは法外な見返りがもたらされる｡彼
は､病人たちが砂糖 (sukkar)や砂糖水 (ashriba,sharabの複数形)による滋養を必要と
するが故に､ムスリムたち-の助言によって自らの道を歩むことができるのである 〔153/
154頁〕｡病人たちは誰でも精製所でつくった砂糖や砂糖水を受け取るので､精製所の所有
者には大きな報いがもたらされることになる｡必要があって何か信頼できる物 (asibba',
!abibの複数形)を利用する者すべてについて､このことは当てはまるO昔だったら､行動
する人は言われたことを覚えておき､それに従って義務となる行為 (a1-amra1-wajib)を
行ったものであるが､現在では､こういうことは珍しくなってしまった｡しかしこの種の行
為 (善行)を行った者には､天国で証言がなされるであろう｡預言者一彼の上に神の祝福と
平安あれーの以下の言葉 〔ハディース〕がそれを示している｡｢私が死んだ後に､私の慣行
(sunna)を蘇らせてくれた人､それは私を蘇らせてくれたのと同じである｡私を蘇らせてく
れた人は､天国で私と一緒にいることになろう｣27｡預言者一彼の上に神の祝福と平安あれ
ーは､一つのスンナを蘇らせた人物と天国で一緒にいることを証言したのである｡ それで
は､ある人がたくさんの神の法令 (far豆'id)を蘇えらせ､暴君 (muta'addin)がそれらを利
用した場合はどうだろうか｡しかし 〔一般に〕暴君による善政 (al-khayraトmuta`addi) は
無能な君主より優っているといえよう｡なぜなら､この種の善政でも民にまったく行き渡ら
ない訳ではないからである｡ある民のところに善政が及ばなければ､他の民のところで見つ
かるのだ｡したがって売り手について尋ね､調べる人は､ある場所では難しいとしても､ど
こかでかならずや信仰の篤い商人を見つけることができるであろう｡
前述のような ｢無垢の砂糖｣(al-sukkaral-salim)は､間違いなくたくさんみつかるはず
である.それは上エジプトのある地方で生産される砂糖で､キフティー (a1-Qifti,｢キフト
産の砂糖｣の意味)の名で呼ばれる28｡ その値段は 〔他の砂糖と〕同じようなものである｡
ただ､もし欲しい人に売却を決めたために値が上がったり､またもしそれが払底しているよ
うなときには､蜂蜜 (al-'asala1-nahl)からつくられるもの 〔蜂蜜糖〕と取り替えてしまう
のが当然とされてきた｡この取り替えは蜂蜜糖の熱をさまし､形がまっすぐになってから行
われる｡このような交換が行われるのは､肝心な点､つまり売り手と買い手についての配
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慮､および責務の解消 (khalasa1-dhimma)についての考慮がないためである｡前述したこ
と (蜂蜜糖との取り替え)の原因をつくった者は､利益 (ra'ida)の欠如や少なさ､あるい
は資本 (ra'sal一m5.1)の損失や欠如について不満をもらすに違いない｡しかし人々の借金
(duydn,daynの複数形)は彼の責務 (ズィンマ)のもとにあるのだから､このすべては
自分自身の行動を配慮せず､同胞であるムスリムたちの忠告 (nasb)を受け入れないことに
起因するといえよう｡ただ忠告を受け入れ､支出の増大が前述のようにわずかであれば､神
の恩寵は次から次ぎ-とやってくるに違いない｡そうすれば彼には善事 (khayr礼 khayra
の複数形)が増大し､コーランに ｢もし彼らが勧告された通り行ったならば､きっと彼らの
ためにも得になり､さらに信仰が強まったであろうに｣(第4章66節)とあるように､これ
は 〔神の前で〕証言するに値することとなるであろう｡人間の行為はすべて神に帰すもので
ある｡私たちは､神が私たちに真理を明らかにし､神-の奉順を促し､また私たちに偽善を
はっきりと示し､さらにムハンマ ドとその家族およ教友たちのそばにいっも付き添っていて
下さらんことを願 う｡
註
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GeschichtederArabischenLilteratur,S.II,Leiden,1938,p.95)｡なおTheEncyclopaediaofIslam,
newed.では､｢イブン ･アルハ-ツジュは､737/1336年にカイロで生まれた｣と記され
ているが､これは ｢737/1336年にカイロで没 した｣の誤 りである｡
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13 ヌワイ リーは､煮沸後の砂糖は､｢滴 りの家｣(bayta1-Sabb)にしばらく置いた後､｢寝か
せの家｣に移 されると､述べている (佐藤 ｢ヌワイリーによる砂糖きびの栽培法｣､p.73)｡
14 文脈からすれば､これは粗糖 (カン ド)である｡
15 ヌワイ リーによれば､ハ-ビヤ (kh豆biya)は 1000キログラム以上の液汁が入る大きな
壷で､ 2度 目の液過を行った後で煮沸 し､煮汁は大きな壷 (ヤクティーン)に移 される
とある (佐藤 ｢ヌワイ リーによる砂糖きびの栽培法｣､p.72)0
16 グサーラは､一般には ｢汚れた洗い水｣を意味するが､ここでは ｢汚れた洗浄水を含む
砂糖きびの搾 り汁｣を意味 していると思われ る｡
17 ヌワイ リーによれば､ウブルージャ (ublBja)は､底が狭 く､上が広い陶器の入れ物で
あり､その大きさは 1キンタール (45キログラム)より多いこともあれば､それより少
ないこともあるとい う (佐藤 ｢ヌワイ リーによる砂糖きびの栽培法｣､p.73)｡なお前稿
｢ヌワイ リーによる砂糖きびの栽培法｣では､ベルシア語風にアブルージャと表記 した
が､本稿ではアラビア語のウブルージャを採用する｡ ウブルージャについては､以下の
文献も参照｡Sato,StateandRuralSocietyinMedievalIslam,･Sultans,Muqta`sandFalahun,
(Leiden,1977),pp.219-220.
18 ヌワイ リーは､｢粗糖 (カン ド)は､固まって縁が白くな りかけたら､砂糖精製所-逮
ばれ､水と牛乳(al-1abanal-balib)を加えて煮沸すれば､白砂糖 (al-sukkaral-bay叫)が得
られる｣と述べている (佐藤 ｢ヌワイ リーによる砂糖きびの栽培法｣､p.74)｡
19 砂糖きびを搾ってできる液汁を一度煮沸すると､粗糖 (カン ド) と糖蜜 (アサル)得ら
れるので､カワームとはこの糖蜜を指す もの と思われ る｡
20 ここでの u`yh (`aynの複数形)は､ラクダや羊などの家畜を意味している (W.E.Lane,
Arabt'cEnglishLexicon,vol.5,p.2216を参照)｡ したがってma$lal-`uyh は､家畜の乳から
チーズをつ くるときに分離す る乳梁を意味 しているもの と思われ る｡
21 十分に精製 されていない黒砂糖を赤砂糖 と表現 しているものと思われる｡
22 ヌワイ リーによれば､粗糖 (カンド)に水と牛乳を加えて煮沸すれば白砂糖と上質の糖蜜
(クタ-ラ)が得られる｡ さらに煮沸を繰 り返せば､きわめて純度の高い白砂糖となり､ク
タ-ラはカ トル ･アルナバー トに近づ く (佐藤 ｢ヌワイ リーによる砂糖きびの栽培法｣､
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23 ハ ツラーフは､｢ズィンマ とは､人間が他者に対する権利を賦与 され､他人のために義
務を賦課 され ることを可能な らしめる人間の生得的資質のことである｣ と定義 している
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エジプ トにおける文化財の保存問題
-デルタ地域の事例 -
長谷川 奏+､吉村 作治++
はじめに
本論は､都市開発と文化財保護という表裏の関係に着目し､開発の進展に伴って表面化
する文化財保護という問題-の対応のあり方に､イスラム国家の特性を読み取るところに
主眼を置いた論考である｡これまでに筆者は､エジプ トを事例に扱い､同様の観点から､
大カイロ圏1とルクソール 2の現状を報告してきた｡本稿はこれに続く続編として､デルタ
地域を扱 う3｡そこで､これまでに両地域の近年の両地域の特徴をまとめておきたい｡
まず大カイロ圏では､これまでは大都市圏固有の環境汚染に直面する点のみが強調され
てきたが､1990年代後半からは､特にピラミッドゾーンにおける開発傾向が顕著であっ
た｡これは環状道路と地域的な道路網の拡充､住宅 ･別荘建設､観光施設､通信施設の増
加という現象に代表される｡一方の遺跡区では､新たな博物館や遺跡の公開の推進､保存
修復事業の拡大といった傾向をみることができた｡これは古代遺産が集中する大カイロ圏
周縁部の傾向のみではなく､教会堂やモスクといった古代末期から中世に至る文化遺産が
集中する都市部にもあてはまり､都市開発と保存事業があたかも歩調を合わせたごとく､
急激に伸張していく状況を見て取ることができたのである｡もう一方のルクソールは､古
代文化遺産の集中する都市であるが､大カイロ圏と比較した場合､大都市が直面する環境
汚染というよりは､アスワン ･ハイダム建設などに伴う塩害の顕在化など､環境劣化の面
が強調されてきた｡しかしながら､ルクソールは特に1980年代から90年代にかけての人
口増加率が顕著で､1996年の人口センサスでは38万人を記録し､アシュー トを抜いて､
上エジプ トで第1の人口を有する都市になった｡そして､やはり90年代半ばあたりから
推進された住宅供給プロジェクトや､東岸と西岸を結ぶ新架橋の建設､これに伴う道路網
の拡充､観光および通信インフラの拡充といった現象がみられたのである｡これによって､
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遺跡集中区とそれ以外の周辺部の峻別概念が明確化し､遺跡集中区ではやはり､新博物館や
新たなサイト･ミュージアムの積極的公開､案内表示板を有効に活用した遺跡整備が推進され､
あたかも大カイロ圏と同様な潮流が顕在化していることが指摘された｡このような近年の潮
流が､デルタ地域ではどのように展開しているかが課題となった｡
1.アレクサンドリア
デルタ地域の人口構成は､アレクサンドリア (図1)が370万人でこれは700万人を擁する
カイロに次ぐ､エジプ ト第2の都市である4｡毎年､200万人の人びとがこの町を訪れてバ
カンスを楽しむために､同市は砂漠道路入り口にギリシャ語で市名を書いて個性を標梼し
(写真 1)､さらに道路幅拡張 (写真 2)･駐車場増設 ･湾岸架橋建設などによって､積極
的な都市環境整備政策を打ち出している｡
アレクサンドリアは､-レニズム時代において国際都市として繁栄した時代が著名であ
るが､都市の活況はさらにビザンツ時代から中世イスラム時代にわたって続いた｡ しか
し､中世から近世にかけて､ナイルのラシー ド支流から分岐して､アレクサンドリアの東
方に繋がるカノブス支流が途絶したり､ポル トガルによる大陸周航航路が開拓されてから
は衰退の時期が長く続き､再び繁栄の時期が訪れるのは､19世紀に綿花の輸出港として整
備されて以後に他ならない｡したがって､古代末期の遺跡群は､アレクサンドリアの町の
深くに眠り､近代以降の都市開発によって､容易に掘 り起こせないのが現状である｡
アレクサンドリアの考古学 トポグラフィーを飾る主要な遺跡が調査されたのは､19世紀
の末から20世紀初頭にかけての時代が中心であったが､その後は遺跡調査地周辺に宅地開
発の波が押し寄せ､無整備の遺跡が都市内に取り残される殺伐とした景観が長く続いた｡ア
レクサンドリアは地中海岸べりに位置するため､冬の降雨が遺跡を劣化させる大きな原因
となる｡1980年代後半～90年代前半までは､海岸地域に近い位置にある半地下構造の墓
地遺跡などは､降雨と海岸からもたらされる湿気によって､岩盤に振り込まれた墓坑など
が､苔むした状況が長く続き､観光客の視覚に訴える魅力にも欠けていた｡
このような潮流が大きく変貌したのは､おそらく1990年代後半に入って､フランスの
考古学研究所によるアレクサンドリア湾 (写真3)の海底調査が大きな成果をあげ始め5､
アレクサンドリアの考古学 トポグラフィーを見直し､新たな遺跡整備を行う機運が登場し
たからに他ならなない｡そうした流れは､2002年夏に建設が完成して公開されたアレクサ
ンドリア図書館の建設 6にまで繋がっている｡ ここでは､その現状を概観してみよう｡
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-レニズム時代の墓地遺跡には､アンフシの墓地､チャットビー海岸墓地､ムスタフア･
パシャ墓地 (写真4)などがあるが､これらが90年代半ば以後､再整備された7｡アンフシ
の墓地は残りが悪いが､後者の2例は､吹き抜けの中庭を持つ-レニズム墓地構造が理解
される貴重な例である｡ 遺跡内は庭園風に整備され､遺跡から出土した石棺や柱､柱頭な
どが露天で展示されている｡またムスタフア･パシャ墓地では､降雨による劣化を防ぐため
に､幕屋が建設されている｡ コ-ム･アル=シュカーフア墓地でも露天部分が整備され､カ
タコンベに降りる通廊も照明設備と階段が見学用に整備された｡
アムー ド･サワーリーのセラピス神殿虻は､遺跡整備が最も進んだ一つであるoセラピ
ス神殿虻は､柱などが殆ど残存していないために､元来の遺構範囲を視覚的に追うことが
難しかったが､入口から庭園風に整備した小道を遺跡後方まで繋げ､さらに回り階段を設
営して､神殿の床面があった近辺の高台まで見学者を導入して､遺跡全体が見渡せるよう
にしたのである｡この高台に登ると､ポンペイ柱がふもとから見上げることができ､この
セラピス神殿虻からみつかった王朝時代遺物を露天展示で見ることができる (写真5)0
コ-ム･アル=ディッカの円形劇場虻も大きく変貌した遺跡である｡ まず､露天部分に､
アレクサンドリア湾海底調査で引き上げた遺物を展示し､これをオープン･ミュージアム
風に展示する空間を作ったのである｡円形劇場に関しては､劇場とその横を走るローマ時
代の街路の景観を観覧しながら､野外で音楽や演劇を鑑賞できるような新しい観劇施設が
作られ､市民の憩いの場としても用いられるようになった｡さらに円形劇場から､ビザン
ツ時代の浴場比を抜けた遺跡の東南隅には､本遺跡から出土したモザイクを現地で鑑賞で
きるオープン ･ミュージアムの施設が作られた8 (写真 6)｡
博物館施設に関しては､100年以上の歴史を誇るグレコ･ローマ博物館に加えて､2002
年から2004年にかけて､アレクサンドリア図書館内に設けられた博物館と､ナショナル･
ミュージアムの2つの博物館が新たに建設された｡前者は､アレクサンドリア図書館の建
設場所近郊からみつかったモザイクやアレクサンドリア湾 ･アブ ･キール湾の水中から古
代から引き上げられた出土品を目玉にし9､後者は古代エジプ トからイスラムまでの文化
を適時的に概観することができることをめざし､初出の展示品を全土から集めた施設と
なった10｡ アレクサンドリア図書館には､さらにイスラム古文書を電子パネルで閲覧でき
る陳列､近代の旅行記やアレクサンドリアの古写真展示､映画監督シヤーディー ･アブド･
アル-サラームの業績展示などがあり､積極的な文化財の展示 ･公開が展開されている11｡
アレクサンドリアは東西に長い地勢であり､東西の移動は トラムか､海岸通り (コルネ
イシュ)を車で移動するしかないが､政府は東はポー トサイ ドから西はマルサ ･マ トル-
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フにわたる高速道路を建設しており､アレクサンドリアの市内における環状道路建設や架橋
建設などの交通整備状況も､こうした潮流と連関している12｡
2.アレクサンドリア外郭部
アレクサンドリアでは､東のスタンレー海岸あたりから西港あたりまで､古代の都市遺
構が広がる｡ 西側では西港からディケイラあたりまでには工場地帯が広がり､東側 ･西側
の都市外郭部には､石灰岩の尾根沿いに､湖が広がる環境にある (図1､2)｡
モンタザ宮殿の東側 20kmには､アブキールがある｡ここは古代末期には､カノブスと
呼ばれたオシリス信仰の拠点であり､その神殿痕が若干残るものの､軍営地にとりこまれ
てしまっていて､観光の対象にはなってこなかったが､1990年代後半からアブ･キール湾
で水中考古が進み､古代のメノウテイスあるいは-ラクリオンに同定される都市に由来す
る多数の遺物が取り上げられて､注目されている13｡ さらに30kmほど西方のナイル支流
の河口には､ラシー ドがある｡ ラシー ドは､特にオスマン朝時代の家屋と要塞が残り､イ
スラム文化遺産の宝庫の一つでもある14｡ ただし､ラシー ド-のアクセスは､これまでア
レクサンドリアからは､ダマンフールを経由するルー トしか用いられてこなかったため
に､その不便さから､観光対象となっておらず､むしろ天然ガスの供給地としての役割が
強調されてきた経緯がある｡ しかし､地中海沿岸部を結ぶハイウエイ道路は､マレオテイ
ス湖～イ ドウク湖～ブルルス湖を結び､かつてのナイルの支流のみを結んだ交通路を大き
く変えつつあり､今後の観光政策も大きく変貌するものと思われる｡
一方のアレクサンドリアの西側では､ディケイラの南西には､海岸べりには鉄工場が､
マレオテイス湖に沿ったアル-バイダァ､カフル ･アル-ダッワルなどには械後工場など
が広がる15｡ ここを抜けて､アレクサンドリアより30kmほど離れた地は､かつてはボル
グ ･アル-アラブと呼ばれる古代末期の塔にちなんだ名で呼ばれる砂漠地帯が広がってお
り､ベ ドウィンたちが放牧を行う格好の場となっていた｡この塔の立つ場に隣接して､タ
ブ ･オシリス ･マグナと呼ばれる神殿があり､ここも古代末期には､オシリス信仰の中心
地として栄えていた場所であり､賑やかな祭礼が行われた16｡ 多神教世界の終蔦に伴って､
このボルグ ･アル=アラブの南側の砂漠内には､聖水信仰と地中海一帯から巡礼者を呼び
寄せた聖メナス修道院がある｡同修道院は､発据された古代の遺構の脇に､1950年代末か
ら新たな修道院ができ､90年代に入るまでは､このような砂漠の辺部な場にも､巡礼者が
訪れる景観があった｡しかし､90年代に入って､このボルグ ･アル-アラブ一帯が一大住
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宅建設推進地域となり (新ボルグ ･アル-アラブ住宅､新ムバーラク住宅)､アレクサン
ドリア､カイロ､アラメイン側の三方に繋がる舗装道路が整備され (写真 7)､道路沿い
には多数の大型工場が林立するようになった17｡ これによって､メナス修道院の位置する
場所は､もはや砂漠に孤立して立っ修道院ではなくなり､またボルグ ･アル-アラブ地域
における農業振興政策は､地下水の上昇をも誘発し､オリジナルの修道院はこれによって
深刻な劣化に直面することとなった (写真8)0
3.東部および西部デルタの主要都市
ここでは､アレクサンドリア以外のデルタの主要都市と遺跡を扱 う (図3)｡ 東西デル
タの中の主要なスエズ､イスマイリー ヤ､ポー トサイ ド､ダミエツタ､タンタ､ダマンフー
ル､ザガ-ジーク､バンハ-などの都市は､その人口が約40万人ほどに飛躍的に伸びた
のは1970年代から80年代にかけてであった｡その中で､イスマイリーヤとポー トサイ ド
は､スエズ運河の建設に伴って成立した都市であり､ダミエツタはアレクサンドリアが中
世以後の停滞期に入ってから､脚光を浴びた港湾都市である｡ これらの地域は､旧約聖書
の出エジプ トの故事や中世の十字軍戦争には深く関っているが､現実の遺構として残って
いるものはほとんど無い 18｡ スエズは､古代末期にはクリズマと呼ばれる紅海交易の拠点
であったが､1930年代に行われた港湾都市の痕跡は､現在では都市開発の波に飲み込まれ
て､ほとんど確認することができない19｡またタンタやダマンフールでも､都市発展に覆
い尽され､実際の遺構として残っている例は殆どみられない｡
また､デルタ地域には､聖家族の逃避行の故事にいわれをもつキリス ト教会がいくつか
あり､聖者廟として名高いタンタ-のアフマ ド･バダウイーのモスクや､イブラーヒ-ム ･
ディスークなどの著名なモスクもあるが､古代末期や中世の遺構部分が実際に残っている
ものは少なく､こうした教会やモスクで､大規模な修復が進んでいる事例は僅少である｡
その一方で､イスマイリーヤ､ポー トサイ ド､ダミエツタなどには､19-20世紀の近代建
築が多く残っている (写真9)｡これらの建造物は､ヨー ロッパ ･地中海遺産 (EurDnd -Heritage)
と称され､ヨーロッパ共同体 (EU)とエジプト政府 (cUuNAT)による保存修復プロジェク
トが進められている20｡現在の保存計画は､当面はカイロとアレクサンドリアに限られている
が､上記の諸都市でも緊急の保存が課題となろう｡
これらのデルタの主要遺跡の中でも､イスマイリー ヤ､ポー トサイ ド､タンタなどでは地
方博物館が作られている21｡これらは､規模自体は､ルクソールやアスワンでみられた博物館
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に及ぶべくもないが､それぞれの地域史に触れることができる (写真10)｡
ちなみに､これらの主要都市は､イスマイリー ヤ道､ダミエツタ道､農業道路､砂漠道路
といったように､従来はデルタを流れるナイルの支流あるいは運河 (ワディ･ツミラート)に
沿った舗装道路が幹線道路となっていたが､地中海沿岸を通るハイウエイは､さらにスエズ
運河沿いの道路および､スエズ以南の紅海沿岸ハイウエイ､スエズ～カイロあるいはイスマ
イリー ヤ～カイロの幹線道路に連結しているので､交通環境は大きく迅速化が図られている｡
古代遺跡の痕跡が､主要都市に残る例の代表は､ザカージークとバンハ-である｡ ザ
カージークには､テル ･パスタと呼ばれるバス ト神を配った著名な遺跡がある｡ここでは､
近年では遺跡地区を整備 して､シャルキーヤ県の著名な遺跡 (カンテイールやタニスな
ど)から出土した柱､彫像などの石製遣物を､庭園風にあつらえた野外で展示する場を
作った22 (写真 11) ｡ テル･パスタでは､さらにこの地を調査するドイツ調査隊が､花園岩
ブロックを整理して､神殿の復元修復を行っており､公開を待っている (写真 12)｡バン
ハ一には､テル ･ア トリーブの遺跡があり､ここは1950年代からポーランド隊が調査を
行い､主に末期王朝時代からギリシャ･ローマ時代のバシリカ､ローマ風呂などが残るが､
近年では周囲が既に住宅街のアパー トに取り囲まれてしまっており､遺跡整備が既に望め
ない大都市圏固有の問題に直面している (写真 13)0
このようなデルタの主要都市とは離れた農耕地に､著名な遺跡がいくつか分布してい
る｡ 東部デルタ地域では､タニス～カンテイール～アパリスなどの一群､ダミエツタ支流
沿いでは､テル ･アル-バラムーン､ビフバイ ト･アル-ヒガーラ､メンデース､西部デ
ルタ地域のラシー ド支流沿いでは､サイス､ブト､ナウクラティスなどである｡ これらの
ほとんどが遺丘 (コ-ム)をなした状況で､農地からは隔離された中で保存されているた
め､現代住宅に押しつぶされてしまう大都市圏に特有な危機的状況に陥っているものはま
ずみられない｡
タニスは､これらの中でも､最も遺跡整備が進んでいる｡ タニスは､第3中間期のネク
ロポリスとして名高い遺跡であるが､ラメセス朝時代の行政拠点であったカンテイールの
大型石材を再利用 した遺構が多数分布 しているために､これ 自体がオープン･エア ･
ミュージアムの格好の素材となる｡ 近年では､遺跡の導入路に従って､中型サイズの石材
が配備され､ラメセス2世の大型彫像やオベリスクが散乱する景観と､第3中間期の墳墓
群を見学することができる (写真 14)｡タニス以外の遺跡も､学史の上ではいずれも極め
て重要な遺跡であるが､現状では観光の対象となるべきものがないために､タニスと同様
な遺跡整備は現状では望むべくもない｡より積極的な保護が望まれる点があるとすれば､
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まず防犯が緊急の課題となる遺跡が､ビフバイ ト･アル-ヒガーラである｡ これは､第30
王朝からプ トレマイオス王朝時代にかけてのイシス神殿の祉であるが､地震で倒壊したと
される花南岩石材には､神々の見事なレリーフが野ざらし状態で山積みされており､実際
にここからレリーフが切 り取られて売買される事件が勃発している23 (写真 15)｡ さらに､
デルタ地域に固有の問題として､地下水が湧き出しにより､遺構が埋没する危険に晒され
ている点がある｡ラシー ド支流沿いにあるナウクラティスで 19世紀末に発見された遺構
は､今や完全に水の中にあり､サイスの一部でも地下水の上昇が顕在化している24 (写真
16)｡近年では､エジプ ト政府は､新たな開発に伴ってみつかる遺跡 と､消滅の危機が迫
る遺跡を総合 した遺跡分布図を､リモー トセンシング技術を応用 して作成する試みを開始
してお り､この作業は最も緊急性が叫ばれるデルタ地域から開始されている25｡
おわりに
本稿では､デルタ地域における近年の都市の発展と文化財の保存の現状をみてきた｡
デルタ地域は､最大の都市アレクサンドリアでは､市内に数多くする分布する古代末期
の遺跡において活発な遺跡整備が進められ､加えてアレクサンドリア新図書館の建設や新
たな博物館設備の充実化が進行している｡ これらを大きく推進させたきっかけが､アレク
サンドリアとアブキールで進められた海中調査であり､カイロやルクソールにおける文化
遺産関連の動向と類似した点を指摘しうる｡
一方､アレクサンドリアの外郭部でも開発が大きく進行し､アレクサンドリアの東方で
は､これまで観光対象となっていなかったラシー ドなどが地中海沿岸道路の整備に伴っ
て､新たな整備拠点のなっていく可能性がある｡ また西方のボルグ ･アル-アラブでは､
大きな住宅供給プロジェクトが進行し､古代末期のキリス ト教修道院遺跡は､大きく変貌
する遺跡環境に置かれ､上昇する地下水問題も顕在化するようになった｡
デルタの古代遺跡では､ザカージークのように積極的なオープン･ミュージアムを作 り
上げている例があれば､バンハ-のように住宅地にとりか囲まれる大都市固有の遺跡環境
に晒されている例などさまざまである｡ その中でも､防犯対策や上昇する地下水に対する
緊急の保護が図られるべき遺跡がいくつかみられている｡ 地中海沿岸やスエズ運河沿いの
都市では､19世紀後の近代建築の保存修復も､近々重要な課題となろう｡
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Abstract
Thispaperexaminestheoasesareaintermsoftherelationbetweenurban
developmentandpreservationofculturalproperties.Herefわuroasisaretreated,
sothatBahriya,Farafra,DakhlaandKharga.Inrecentyears,ahighwaynetwork
connectstheoasesarea,whichbecameiteasilyaccesiblefromtheNilevalley,
buttourisminfrastractureandsitearrangementhasnotbeenfullydeveloped.
However,therearetheremainsofahugehumannetworkrangingfromtheprehistoric
totheRomanperiodintheoasesarea.Moreover,anewtrialfわrpreseⅣationand
restrationisunderwayatthesitesoftheOldKingdomperiod.Ifthesiteisdeveloped
andthetechniquesusedatmanysitesoftheNilevaleyandmuseumpreparation
areimplemented,theareawouldappeartooffergoodbusinesspotential.
は じめに
本論は､都市開発と文化財保護という表裏の関係に着目し､開発の進展に伴って表面化す
る文化財保護という問題-の対応のあり方に､イスラム国家の特性を読み取るところに主眼
を置いた論考である｡これまでに筆者は､エジプトを事例に扱い､同様の観点から､大カイ
ロ圏､ルクソール､デルタ地域の現状を報告してきた1｡本稿はこれらの続編として､オア
シス地域を扱う｡1990年代には､エジプ トでは開発推進傾向が顕著となり､遺跡集中区と
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周辺部の峻別概念が明確化し､遺跡集中区の外側では､道路網､住宅建設､観光 ･通信イン
フラの拡充が急速に進められる現象が共通してみられていったが､遺跡集中区では､新博物
館や新たなサイ ト･ミュージアムの積極的公開､遺跡整備などを通じて､地域的な個性を前
面に押し出すような傾向も顕著であった｡そこで､本稿では､オアシス地域の事例を取り上
げて､その潮流を報じたい｡本稿で紹介するのは､ナイルの西方に位置するオアシス群のう
ち､最も地中海側に近いシーワ･オアシスを除いたバハリーヤ､フアラーフラ､ダークラ､
カールガ の4つのオアシスを扱 う2 (図1)｡ これらのオアシスは､バハリーヤのみはギ
ザ県にあるが､残りの3つのオアシスは､新渓谷県に所属する｡政府が1950年代から推進
した産業振興プロジェクトによって､いずれのオアシスも確実に人口が増加している｡これ
らのオアシスは､農産物も豊かであるが､鉱物資源ではマンガンやリンなども産出するた
め､バハ リー ヤからは同じギザ県を代表する工業地帯である-ルワン-の資材運搬鉄道があ
り､またカールガ ･オアシスからは､ナイル流域のケナ-を通り､さらに東部砂漠を通って
紅海沿岸のサファーガにまで結ばれる鉄道が整備されている｡道路網は､これらのオアシス
を連結すると共に､最南端のカールガからは､中部エジプトのアシュー トあるいは上エジプ
トのアルマントにまで渡る舗装道路網が整備されている｡
1.バハ リーヤ ･オアシスとフアラーフラ ･オアシス (図2)
バハ リー ヤは､新王国時代のナイル河谷の墳墓の壁画には､｢北方のオアシス｣として描
かれており､農業とワイン生産で知られる地である｡末期王朝時代には､オアシス独自の有
力者を頂いていたようであり､ローマ時代には軍隊の駐留拠点となった｡
バハリーヤのバウイ-ティーには､末期王朝時代のオアシスの富裕層 3の墳墓がいくつ
かみられる｡これらはいずれも､地下の岩盤に埋葬室が設けられたもので､ナイル河谷と同
様の冥界の神々が描かれた彩色された壁画と偽扉装飾､円柱などが残っている(写真 1)｡ま
た末期王朝時代からローマ時代にかけて､ベス信仰も盛んであったらしく､ベスを配った神
殿がみられている｡またこのバクイーティーに近いアル-カスルには､末期王朝時代のアマ
シス王に捧げられた碑文を有する神殿や､ベス神に捧げられた神殿がある｡バクイーティー
の地下埋葬室のように､エジプト政府が修復を行ったものも部分的にあるが､全体的に計画
的な遺跡整備は進んでいない｡
バハリーヤは､1996年に発見されたローマ時代のミイラによる集合埋葬が著名である4｡
これは､バハ リー ヤ･オアシスの中心部から6kmほど離れた砂漠内丘陵から105体のミイラ
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がみつかった｡これらは､岩盤を繰り抜いた岩場に並んで埋葬されたもので､その総数は1
万体を超えるものといわれる｡ これらのミイラは､顔面に被せられた皮製あるいはカル ト
ナージュによる多彩色のミイラマスクが良く保存されているのを特徴とするが､装飾の無い
人型棺やミイラを葦でくるんだに過ぎない単純な埋葬も含まれている｡これらの中で最も保
存の良いものの6体は､カイロ博物館等の展示施設に陳列されているが､残りはバハリー
ヤ ･オアシスの地方博物館に収められている｡博物館自体はまだ観光に適したインフラを備
えてはいないが､エジプ ト政府はこれらのミイラを原位置保存する基本姿勢を強調している
ために､今後の整備が期待される｡
ローマ時代からビザンツ時代にかけての軍営拠点にはアル-ハイズとカスル ･ムハ-リブ
がある5｡アル-ハイズでは､砂漠の中にキャンプ､ワイン製造の施設､教会堂などが残っ
ている｡ 教会堂は聖ジョージを配ったもので､5-6世紀のものとされる｡またハイズは､
2003年以後チェコ隊が調査を行っており､ここにローマ時代からビザンツ時代にかけて､多
くの人口を擁したことが推測されている｡カスル ･ムハ-リブは､古代のキャラバン･ルー
トの通過点にあり､日乾煉瓦による要塞壁やいくつかの居住地が残る｡これらはいずれも未
整備であるが､西方砂漠の歴史的重要性や地域的個性を引き出す可能性を秘めている6｡
バハリーヤにおいては､遺跡整備は全体的に大きくは進んでいないが､バハリーヤから
フアラーフラにかけては､鉄分を含む黒色の岩砂漠 (黒砂漠)と､粒子の細かい石灰岩砂漠
(白砂漠)の対照的世界は､幻想的な景観を作り上げている｡これらは､自然遺産として極
めて重要な保護対象となっているもので､近年の文化遺産 ･自然遺産のデジタル化潮流の中
でも､その動物相､植物相が頻繁に紹介される対象となっている7｡当該地域の厳しい自
然環境は､-ロドトスが記述したペルシャ軍の行軍とその壊滅の逸話 8 と重ね合わせて紹
介されており､オアシス観光の中でも最も大きな位置を担っている｡
2.ダークラ ･オアシス (図3)
ダークラは､2000Km2を占め､最も奥まった地に位置するオアシスであるo カールガより
も小規模であるが､新渓谷県の中では最大の75000人の人口を擁する｡王朝時代､ローマ～
ビザンツ時代､イスラム時代と､豊かな文化遺産が分布しているのが特徴的であるが､特に
古～中王国時代に重要な位置を占めた点が特筆される｡
ダークラの中心部から140kmほど離れた地点にあるティナイダの岩絵であり､砂岩の壁面
にキリン､ラクダ､ウマなどの動物画を中心とした岩絵が残されている｡これらの岩絵の年
- 265-
基盤 (A) IT等の科学技術の視点を踏まえたイスラム問題の現状と今後の展開に関する研究
代を正確に位置づけることは不可能であるが､歴史時代のものも多く含まれていると考えら
れ､オアシス交易が担った豊かな歴史を伝える貴重な文化遺産となる｡
古王国時代の遺構を代表するのは､バラ- トの地にあるアイン･アシールとキラア ･ダッ
バである｡アイン･アシールは､古王国時代の住居遺構であり､一方､キラア ･ダッバは
この地の有力者が墳墓を造営した墓地という関係がある｡アイン･アシールは､33-クター
ルを占める広大なエリアに作られた大規模な住居遺構で､第6王朝のペピ1世- 2世の時代
には地域行政の中心地であった｡方形区画の路地の周囲に､役所などの公共施設､中庭など
が作られた大規模住宅､ボル ト天井作りの穀物倉庫などがひしめいているが､これらは古王
国時代の末に廃棄されたと考えられている｡ 1977年より､ここをフランス隊が調査し､破
損した日乾煉瓦壁や床面などを修復し､見学者にもその構造が把握できるような視覚的な修
復事業を行っている (写真 2)｡
アイン ･アシールの地は､先史時代から活動痕跡をもつ遺跡であるが9､最も顕著なも
のは古王国時代の遺構である｡キラア ･ダッバは､第6王朝のオアシスの有力者のマスタバ
墓が数基残されている｡構造はナイル河谷の古王国時代のマスタバと同様で､メドゥネフェ
ル､イマペピ10､ケンテイカウ･ペピなど､地上の礼拝施設と､地下の埋葬施設よりなる
大型の墳墓がいくつか残されている｡これらの墳墓を代表する一つとして､オアシスの有力
者ケンテイカの墓がある (写真3､4)｡ケンテイカのマスタバ1 は､ここを調査したフラ
ンス考古学研究所が､地上部分の礼拝施設と地下の埋葬施設の空間を分離して､視覚に訴え
た保存をしているところにその特徴がある｡地上の礼拝施設に関しては､最奥部のプランを
白色石灰岩と日乾煉瓦の新材を消失部分に加えることによって､分かり易い空間構成を復元
している｡他方の地下の埋葬施設は､元来竪坑を通ってのみ導入される地下10mほどの空間
を､地上遺構を水平にずらすことによって､広い吹き抜けの空間として､見学者の導入を
図っている (写真 9)｡ 見学者は､マスタバの入り口部分から､斜路を通って埋葬室に降り
ていくことができる｡埋葬室には､ケンテイカが死者の国で礼拝をするモチーフなどが豊か
な彩色で描かれている｡
新王国時代には､都市の中心は､現代の町の中心部に近いムー トの方に移行したようであ
る｡ムー ト･アル-カラーブに4万平米ほどのエリアに多数の壁体が残存しており､新王国
時代の王のカル トウ-シュや､第3中間期のステラなども見つかっているが､遺構としての
残存は良くない12 ｡
ローマ時代の遺跡には､ディール ･アル-ハガルとムザッワガがある｡ディール ･アル-
ハガルは､エジプト政府とカナダ隊が調査を行った神殿であるが､神殿の入り口にはこの神
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殿の平面プランや 1990年代以降､カナダ調査隊とエジプト政府が共同で進めてきた調査の
歴史､調査成果を写真パネルで見学者が見ることが出来る施設が作られている13 (写真10)｡
ナイル河谷においても､遺跡の概要は野外の案内掲示板で表示するのが一般的であるので､
このような見学施設の存在は稀なことである｡主要門と至聖堂の外壁周辺に記された碑文や
彩画からは､この神殿が1- 3世紀を中心に栄え､テ-べのアメン信仰の強い影響下にあ
り､在地の神々の信仰も盛んであったことを伺わせる｡また神殿は､ビザンツ時代にキリス
ト教施設として利用された｡ディール ･アル-ハガルでは､参道部分から､神殿部分の列柱
空間や後期に改変されたキリス ト教時代の空間構成までを､見学者が理解しやすいように整
備が行われている｡
ムザッワガは､ローマ時代初期の岩窟墳墓である｡砂漠の縁の崖に300ほどの岩窟墓が造
られている｡ ここは20世紀初頭から､1970年代のアフマ ド･フアクリーの調査を経て､現
在に至っている｡ぺ トウパスティスの墳墓など､彩色が豊かに残る壁画もあり､エジプ ト政
府が修復を進めた経緯もあるが､現在は閉鎖されている｡岩窟墓に埋葬されたミイラの中に
は､原位置に安置されているものもあるが､墳墓自体は全体的に未整備である｡
ローマ時代の遺跡には､さらに､イスマント･アル-カラーブとアム-イダがある｡ここ
はオアシスの中心部の東西に位置する｡これらは､貯蔵施設などを有する住居､神殿､墳墓
などの複合遺跡であったようで､住居遺構から多数出土した土器や､アメン神の三位や在地
の神々を配った神殿､集中出土したミイラなどから1-3世紀を中心に栄えたと考えられて
いる14｡ これらの遺跡の計画的な整備は行われていない｡
またイスラム時代の住居遺構にはカスル ･ダークラがある｡ ここはローマ時代の町の上
に､12世紀のアイユーブ朝あたりに基礎が作られたもので､全体が厚い外壁に取り囲まれ
た中に､住居､モスク､マ ドラサなどがひしめいている (写真 5)｡ここはダークラの人々
の生活復元をするのに欠かせない遺構となっており､部分的に修復は行われているが15､町
の全体的プランや住居部分の細部を概観できるような､カイロのイスラム邸宅で行われてい
るような総合的な整備は行われていない｡
総じて､ダークラは､古王国時代のアイン ･アシールやキラア ･ダッバ､ローマ時代の
ディール ･アル-ハガルにみられるように､ナイル河谷と比較しても遜色ない遺跡備が進ん
でいるところがある16｡ ダークラには､先史遺跡からイスラム遺跡までが存在しており､こ
のうちの主要遺跡がこのような整備が進んでいるので､見学者が十分にその地域史を把握で
きるように整備されていく可能性がある｡
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3.カールガ ･オアシス (図4)
カールガは､新渓谷県の県庁所在地であり､人口は6万人を数える｡公官庁､商店､道路
などからなる都市インフラは､他のオアシスを圧倒した規模を誇る｡北西方向のダークラか
ら入った道路は､さらに北東方向のアシュー ト方面と､南方向のバーリー ス方面-という主
要道路に分かれるが､これは古代のナイル渓谷とスーダンを結んだ隊商ルー トであるダル
ブ ･アル-アルバァイーン (darbal-`∬ba`in:40日のルー ト)の名残りである｡
町の中心部には､よく整備されたカールガ地方博物館が作られているのがこの町の魅力で
ある｡ここでは､ダークラの諸遺跡やカールガの遺跡から出土した主要遺物を､先史時代か
らイスラム時代に亘るまで､一同の下に見ることができるのが大きな魅力となっている｡
ダークラのアイン ･アシールとキラア ･ダッバにおける古王国時代の石碑や生活雑器の展
示､同じくダークラのケッリス出土のローマ時代の碑文資料などの展示は､オアシスの文化
を雄弁に語っている｡その中でも､西方オアシス一帯に分布する石器類の展示室では､解説
ボー ドを利用しているのが注目される (写真6)｡
カールガには､遺跡が多数分布しているものの､一般の見学者が困難無く見ることができ
る主要な遺跡は､時代的にはローマ～ビザンツ時代に集中している｡これらのうち､オアシ
スの中心から､アシュー ト方向に向かう道路の入り口近くに位置するヒビスは､古来より､
オアシス行政の中心地であったと考えられている地である｡ここに残る神殿は､末期王朝時
代～プトレマイオス時代～ローマ時代を中心とするが､その基礎は新王国時代以前に遡るこ
とが確認されている｡ヒビスはカールガの歴史性を物語る重要な遺構であるが､その神殿基
礎が脆弱な基盤に建てられたために､既に1930年代から修復が重ねられており､現在はエジ
プト政府によって､従来の地点より400m北側に移築する作業が行われている17 (写真 7)0
ローマ時代のカールガの重要性を示すもう一連の遺跡群は､ダークラの中心部から南方の
ヌビア方面に向かう途中に位置する､カスル ･アル-グウェイタ､カスル ･アル-ザッヤー
ン､カスル ･ドゥ-シュなどである｡これらは､いずれもダルブ ･アル-アルバァイーンに
沿ったローマ軍の前線拠点として､重要な役割を担っていたと考えられるもので､いずれも
神殿と住居の複合体をなしている｡これらの中で最も規模の大きなものは､最南端に位置す
るカスル ･ドゥ-シュである｡ここは､砂漠内を見渡すことができる丘陵の高台に建つ遺跡
であり､東のナイル渓谷の側では､エスナやェ ドフと深く結びついていた｡ここは1976年
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からフランス隊が組織的な調査を行っており､特にローマ時代に大きく拡張された神殿とキ
シスと呼ばれる住居の総合的調査を行っている18｡ これらの遺跡群は､ふもとの駐車スペー
スから丘を登ってアプローチすることが可能であり､整備された遺構は､ローマ帝国領の外
周縁をなした地域の軍事上､経済上の重要性を認識させてくれる｡
カールガのビザンツ時代における豊かな発展は､ヒビスの1kn北側にあるアルエバガワ-
トにみることができる｡ここは王朝時代の墓地の上に作られたキリス ト教の墓地であり､4
世紀～ 11世紀に渡って用いられた｡砂漠の縁の丘陵部に､チャペル型の墳墓が266基建てら
れているが､これらは単一の墓室からなるものと､柱や ドー ムをもつ家族墓のものがある｡
中でも最も残りの良いものは､墳墓内に旧約聖書の故事をモチーフとして描いた壁画が残る
｢出エジプ トのチャペル｣と ｢平和のチャペル｣の2つである｡ これらの墳墓は､墓地内の
街路に沿って整然と分布しており､簡単な案内板を用いた遺跡整備も行われているので､墓
地全体の広がりと､それぞれの墳墓を十分に見学することができる (写真8)｡ ここは､将
来的には､ルクソールの王家の谷と同様の遺跡整備がめざされることになるであろう｡
カールガから､ナイル渓谷に戻る道路をとるならば､オアシスの中心部からアシュー トを
めざす道と､オアシス南端のカスル ･ドゥ-シュ近くから東の砂漠を抜けて､アルマントに
到達する2つの選択肢がある｡このうち後者は､ルクソール観光とつなげることができる長
所があり､ルクソールから空路でカイロやアレクサンドリアに抜ける､ルクソールからさら
に南方のアスワンに向かう､あるいは東部砂漠を抜けてハルガダ方面に向かう､などの選択
が可能となる｡このいわゆるルクソール～ファールシュー ト砂漠道路は､極めて安定した舗
装道路であり､通行にもなんら支障が無い｡なによりも､このルー トを通過することで､
チ-ベ (ルクソール)の地がいかに古来より､豊かな砂漠のネットワークに依拠して繁栄し
てきたかを示すものに他ならない 19 ｡
おわ りに
西方砂漠のオアシスに対して､道路整備が進んだり､観光開発が積極的に展開するのは､
近年になってまだ日が浅いために､観光インフラや遺跡の整備も必ずしも十分には展開して
いない面はある20｡ また新王国時代の文化が豊富に残るルクソールなどに慣れてしまった
見学者には､この時代の遺構の残りがさほど多くなく､むしろ末期王朝時代～ビザンツ時代
の遺構が豊富に残る現況には､必ずしも満足のいく内容が無いと思われるかもしれない｡
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しかし､その点を大きく補うのが､先史時代の壮大な人類の活動痕跡､古王国時代の有力
者が築いた都市と墓地､ローマ時代の隊商路と国家防衛のための大規模な軍営ネットワー
ク､キリスト教時代の豊かなオアシス生活の断面などである｡これこそ､新たな地域性の開
発に他ならず､今後､ナイル渓谷の諸遺跡で展開されている遺跡整備が進めば､十分な内容
をもつ事業として展開していく可能性を有している｡
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写真 7
基盤 (A) IT等LIT)科学技術 の視点を踏 ま え た イ ス ラ ム 問 題LT.)現状と今後とIl車間に関する研究
写
吉村 作治､長谷川 奏､小野 隆彦 古代の医術と医療器具
古代の医術と医療器具
-エジプ ト･ルクソールの地方博物館から-
吉村 作治 +､長谷川 奏十十､小野 隆彦 = +
古代エジプ トのミイラは､これまで製作されたミイラだけが鑑賞される潮流が強かった
が､近年では､古代エジプトの葬送習慣やミイラ作りの手法を分かり易く解説する書籍が出
版されたり1､エジプ ト現地においても､見学者-の理解を意識した展示が行われている現
状がある2｡古代のミイラ作りは､古代の医学や薬学と深い関係を持っていたので､展示遣
物にもこのような視点が反映されていると考えられるが､ギリシャ医学やイスラム医学など
との接点を意識していけば､見学者にもさらなる興味を喚起させるものと思われる｡筆者ら
は､2004年春に､ルクソールに新たなミイラ資料がもたらされるとの情報を得て､現地の
公開状況を確認 したので､ここにその動向を報じることとする｡
エジプトのルクソールは､カイロより600km南に位置する都市であり､古代エジプトの宗
教的な中心地であった｡したがって､ルクソールは､カイロとならぶ古代遺産の集中地域で
あり､毎年多くの観光客が訪れる地として知られているが､1990年代の後半から､特に積
極的な遺跡公開あるいは博物館展示の充実化が進められている潮流がある｡そうした動向の
延長線上に､2004年の3月に､さらにルクソール博物館 (写真 1)において大きな動きが
あった｡これは､ルクソール博物館の一角に設けられた､｢エジプ ト帝国の時代とと戦争｣
とでもいうべきテーマ展示である｡
ルクソール博物館は､既に1975年のサダ ト大統領の時代に､フランスのジスカールデ
スタン大統領の来賓のもとに､ルクソールの地方博物館として建設された歴史がある3｡そ
の折から､このルクソール博物館は､厳選された数量の展示品を､夜間にわたるまでゆっく
り鑑賞できる特色を備えていた｡それがさらに､1991年には､ルクソール神殿のカシェ (隠
し場所)から､多数の彫像が発見されたことを受けて､博物館にその特設コーナーが開設さ
れた4｡したがって､ルクソール博物館では､今回が3度目の､大規模な公開事業となる｡
この展示のために､たとえばカイロ博物館からは､ツタンカーメン王の戦車などが運びこ
まれ､さらにドゥラ･アブ一 ･アル-ナ-ガ-からスペイン隊により発見されたミイラボー
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ド､カルナクのムト神殿域でアメリカ隊によって発見されたラメセス3世像など､この2-
3年間に発見された代表的な遺物を加えて､古代エジプトの戦車､武具､捕虜を踏むファラ
オ像などが集められてオープンした｡展示コーナーは､ガラスケースに収められた細かな細
工品と､重量感のある石製遺物の双方を､十分なスポットライ トのもとに見学でき､いくつ
か解説プレー トも用意されている｡
しかし､この展示の核は､もうひとつある｡ それは､ラメセス1世といわれるミイラが外
国から返還されたことを記念して､もう一体､ヒクソス戦争の折に暗殺されて死んだといわ
れるアフメス王のミイラとともに､特別展示の中央に展示したことである｡ アフメス王は､
対アジア戦争のシンボルとして､またラメセス1世は軍人からファラオとなった人物とし
て､いずれもこの展示企画にふさわしいミイラとして展示された5｡
ルクソールにおけるミイラ展示のもう1つの中心が､ミイラ博物館である (写真2)｡ カ
イロ博物館には､2階に既にミイラ展示室が1994年に作られているが､その建設の途上に､
ルクソールにミイラ博物館をもつ構想が立てられ､1997年にこの案が実行に移された｡こ
れが､現在､ルクソール神殿に隣接する海岸通り (コルニーシュ)に面して作られたルク
ソール ･ミイラ博物館である｡この博物館-の入場口は､コルニーシュの地表面と､渡し舟
の接岸面の双方のレベルにあり､ナイルの川岸で夕涼みする観光客をも誘致が可能である6｡
ミイラ博物館の展示室は､平地の1階部分からだけなるこじんまりとした作りである｡順
路の始まり部分がスロープ 状になっているので､2階構成になっている錯覚を覚える｡この
導入部分では､壁画風にしっらえた線画のパネルで､ミイラづくりから葬儀の場面や口開け
の儀式､冥界におけるオシリスの裁判やイアルの野のイメージなどを紹介している｡このス
ロープ部分を降りたところから､実際のミイラや遺物などが展示されている｡ミイラは､亜
麻布に巻かれて木棺に埋葬された人間のミイラばかりではなく､ヒヒ､ヒツジ､ネコといっ
た動物厚葬を表す動物のミイラ7 (写真3)や､死者の食料として供された魚 (写真4)や
牛腿部のミイラなども展示されている｡
この中でも特に興味深いものは､ミイラづくりに実際に使用されたと思われる各種の医療
器具や､薬剤の類が展示されていることであろう｡医療器具に関しては､植物繊維をまいた
ブラシや青銅製のスプーン､ピンセット､紺子､穿孔器､鋸､剃刀､聖などが揃えられてい
る (写真5a-C)｡これらは､アマルナ､テル-グラーブ､テル-パスタ､ルクソール､ア
ビドス､サッカラなど､様々な遺跡からの出土品であり､その年代も古王国時代からギリ
シャ･ローマ時代にまでわたっている8｡また薬品に関しては､ミイラの乾燥化に用いられ
たと思われる固形のナ トリウムが袋に入れられているもの9 (写真 6)や､術後に遺体に塗
られたビチュメン (写真 7)､摘出した内臓を包装した後の香り付けに用いられた香料など
も展示されている｡脳を摘出した後に､頭骨内に詰め物をした痕跡や､ミイラ作りの工程に
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関しては､-ロドトスやディオ ドロスなどの古典作家の描写が著名であり､近年ではX線撮
影やCTスキャンなどを用いる分析も一般化し､遺体包装の具体的な手順や､護符を巻き込
んだ位置などを紹介する書も増えてきた4｡しかしながら､ミイラ製作に使用された医療器
具や薬剤に関しては､多くが割愛されているのが現状である｡しかしながら､古代の科学を
探る手がかりとして､ミイラ製作の技術的な側面にこのように一般にも公開される潮流は､
近年のエジプ ト考古学の重要な トピックになるだろう｡
註
1古代エジプ トのミイラ葬法に関しては､Ikram,S.andDodson,A.,TheMummyinAncientEgwt,
EquippingtheDeadforEternity,London,1998.古代エジプ トの医学を､医学パピルスの記
述や､呪術との関わりなどの観点からも解説した書に､Nunn,J.F.,AncientEgwtianMedi-
cine,London,1996.などがある｡
2 近年開館されたアレクサンドリア図書館考古学博物館や､ナショナル ･ミュージアムに
おいても､埋葬のあり方を棺､副葬品などと共にわかり易く展示されている｡
3TheLuxorMuseumofAncientEgwtianArt,Catalogue,Cairo,1979
4Brock,E.(rep.),"Onview:16StatuesfromtheLuxorCachete",M -AModernJournalofAncient
Egwt,no.3-2,1992,pp.35-45
5このラメセス1世とされるミイラは､1871年にラス-ルー族の手により､海外に売却さ
れたといわれる｡ その後､ナイアガラ港布博物館 (NiagaraFalsMuseum)を経て､アト
ランタのミシェル ･カルロス博物館 (MicheaelCCarlosMuseum)に渡り､同博物館か
らエジプト政府に返却された｡一方､アフメス1世のミイラも､ディール ･アルエバフ
リー のカシェで発見されたものが､長くカイロ博物館に所蔵されていたものが､このた
び移送された.(Rep.)NavineEl-Aref,"PresentationofArmsM,al-AhramWeeklyonline,no.684,
2004(htp:/weekly.ahram.org.eg/print/2004/684nle1.htm)
6matabafal-tabnl-tal-'uqsuruZa7aal-thaqa7Ta,a1-majlisa1-a'1豆1il-athar,a1-qahira,1997.
Salah,A.,"Luxor'sBest-keptSecretRevealed,TheMuseumofMummificationM,M T,vol.1111,
2000,pp,19-25:ArabRepublicofEgypt,MinistryorCulture,SpremrCouncilofantiquities,
MurmificationMuseum,Luxor,1997
7Ikram,S.,b御 ′aWa-natmabbu-ba:mumlya-wa-ial-bのγのVa-na-tminmiSral-qadma,uzalaal-
thaq豆fa,a1-majlisal-a'lalil一融har,a1-qahira,n.d.
8これらの医療器具の用いられ方に関しては､一例として､コム ･オンボ遺跡の壁画に残
る器具が参考事例となる｡ Nunn.∫.E,op.°it.,Fig.8.2.またローマ時代の考古学遺物に即し
て､使用例を分析する研究もある｡ Jhonson,良.,HRomandoctorsandtheirinstruments,re-
centresearchintoancientpractice"JournalofRomanArchaeology3,pp.5127.
9Taylor,J.H.,DeathandAfterlfeinAncientEgypt,London,2001,pp.54-56
(+早稲田大学 ･人間科学部 ･教授､十十早稲田大学 ･エジプ ト学研究所 ･客員助教授､
十十十早稲田大学 ･空間科学研究所 ･客員教授)
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吉村 作治､長谷川 奏 中東文化遺産の公開手法とデジタル化
中東文化遺産の公開手法とデジタル化
-フランス ･ルーブル博物館 -
吉村 作治+､長谷川 奏 ++
本稿では､フランス ･ルーブル博物館における古代オリエント文化遺産の開示手法を報告
してみたい｡2002年3月､フランスのモナコにおいて､｢地中海地域における文化財の保護
問題｣と題するシンポジウムが行なわれた1｡この会議は､近年の科学技術の進展が､文化
財の保存や開示に､どのように利用されているかを､環地中海圏の文化遺産を事例に問うも
のであり､西欧諸国と北アフリカ ･東地中海沿岸のイスラム諸国において､共通に取り組む
べき問題を模索したものであった｡その折りに､フランスによるいくつかの注目される報告
があった｡その一つは､現在マルセイユで進められている､ヨーロッパ文明博物館の開設構
想であり2､2008年に公開される予定のこの博物館では､従来に無い文明史的あるいは社会
史的な切り口によって､歴史的な文化遺産の公開を予定するものであった｡そして､もう一
つが､古代オリエント文化遺産の電子化を進めるルーブル博物館であった｡
そこで､筆者らは､私たちの専門分野である古代エジプト文化が､西欧とイスラム諸国の
双方において､どのように受けとめられて､それが一般に還元される展示 ･解説という公開
手法につながっているかを探ることとし､第1回目は上記の会議でも最もその動向が注目さ
れたフランスのルーブル博物館を対象にした｡ここでは､電子化という対応に限らず､展示
の手法や出版物においても､同博物館を訪れミュージアム･ショップなどに立ち寄った一般
が手軽に触れることができるものを概観することにしたい｡
ルーブル博物館が､装いを新たにし､博物館入場口にピラミッド型の吹き抜け天井を配し
たのは2002年のことであった｡博物館のチケット売り場は､この吹き抜け直下の地階にあ
り､ここらら､デウノン､リシュリュク､シュリー と3つに分岐した展示室に向かうことに
なる (写真 1)｡ 古代エジプ トの文化遺産は､このうちのドノンに集中して集められている｡
ルーブル博物館における美術品展示には､3次元的な手法を用いた遺跡のデジタル表現や
コンピューターを用いた美術品の閲覧などいった､近年流行の展示手法は用いられておら
ず､どちらかといえば､古典的な展示方法と言えるだろう｡しかし､随所において､鑑賞の
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工夫を凝らしている箇所がみらえる｡たとえば､古王国時代の偽扉では､その用途がはっき
り分かるように､マスタバ状の壁面にはめ込んで､その一部であることを認識させている｡
石製遺物の展示コーナーでは､大小の規格からなるパピルス柱､レリー フ､彫像といったも
のを､一同に集合させて､石製遺物の重量感､壮大さといった臨場感を作り出している (写
真2)｡また土器の展示室や新王国時代の家具の展示コーナーでは､土器が副葬されていた
墳墓の1室や家具が置かれていた日用の部屋空間の復元を意識して､これらをガラス張りで
作り､ここにビール壷あるいはベッド､椅子､化粧道具といった家具のセットを集めて展示
することによって､古代の部屋空間を想起させることに成功している (写真 3,4)0
最も近年の工夫が結集されている所は､コプト美術の展示室内に特別コーナーとして作ら
れているバウイ- ト修道院展示室であろう｡バウイ- ト修道院は､ルーブル博物館が1910
年代に調査を行った中部エジプ トの遺跡であり､柱やフリーズなどの装飾を初めとする多く
の出土品を得た3｡新たな展示室では､中央ホールに教会の復元模型を置き (写真5)､周囲
の壁面には､バウイ- ト修道院出土のフレスコ画､織物､木製品などの展示スペースにあ
て､奥室に広いスペースを利用して､フリーズ類の組み立て復元を行っている (写真6)0
ルーブル博物館が､建造物のデジタル復元をしているのが､古王国時代のマク-テプの墓
である｡ これは､1903年にルーブル博物館がサッカラで行った調査であり､豊かな壁画が
残っていた｡電子化に際しては､このマスタバの構造が3次元的に把握できるように構築
し､壁面のモチーフを手がかりにこれをクリックしていくと､古王国時代の文化の全体像に
触れられるというものである｡ルーブル博物館では､この電子化の成果は､博物館内の施設
を用いたコーナーとしては使わず､あくまでもウェブ上で閲覧できるしくみになっている4｡
刊行物においては､ルーブル博物館の所蔵品を紹介した小冊子ColectionSoloが､一般を
対象にしたもので､大英博物館のShireEgwtologyシリーズに匹敵すると考えて良いであろ
う｡2004年8月の時点で､エジプ トのコレクションはまだ4巻ほどであるが､いずれも学
術的に高度な内容がわかり易く記されており､充実した内容を誇るものとなっている5 (写
真7a)｡
最後に､ビデオやDVDに関しても､いくつか充実した内容のものがみられる｡最も臨場
感の高いものには､アレクサンドリアにおける最新の考古学情報を盛り込んだAlexandrieが
ある6 (写真7b)｡これはフランス考古学研究所が､1990年代前半からアレクサンドリア湾
の海底調査を行った記録をまとめたものであるが､内容はそれにとどまらず､アレクサンド
リアにかつて多数分布していた貯水槽 (シスターン)の調査成果や､新アレクサンドリア図
書館の建設に先駆けての試掘調査など､豊富な内容に満ちている｡おそらく､日本でエジプ
トの考古学を学んでいるものも､ルーブル博物館でこうした貴重な映像を得ることができる
ことを知らないものも多いはずである｡
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またその他に､エジプ ト考古学史を扱った3巻の貴重なDVD資料がある7 (写真 7C)0
LesAxenturiesdel'EBWteでは､ドノンから始まり､シャンポリオン､レブシウス､ペ トリー
など､フランス人に限らず､エジプト考古学に偉大な足跡を残した人々の業績が､ドキュメ
ント式に作られている｡中でも､フランスの考古学者ピエール ･モンテのタニス発掘など
は､さすがに貴重な映像をふんだんに使っての作品に仕上がっており､大学の講義などにも
利用できるレベルになっている｡
VIDEO資料も､王朝考古学の主題に偏重しないで､｢フアイユーム肖像画 (Portraitdu
Fayoum)｣｢コプ ト考古学L･EPtecopte｣｢スーダンSoudainJなどの映像がある8｡この中で
′
も､｢スーダン｣は､ふだんなかなか紹介されることのない､ヌビア地域の自然と人々の暮
らしぶりを交えて､この地で調査を行うイギリス隊の成果を報じたものである｡ これら､
DVD資料やVⅡ)EO資料は､いずれもフランス語の吹き込みだけに限られているのが残怠で
あるが､映像の質は大変高く､利用の方法によっては､高い教育教材としての価値も持つで
あろう｡
註
1IIeRecontresInternationalesMonacoetlaMiditerranee,NouvelesTechnologleSauServicedu
PatrimoineMgditerranienetdeladifnJSiondesaculture,2003,Mars13-15
2会議の名称は､"LeMuseedesCivilizationsdel'EuropeetdelaMiditerranie"
ノ
3ChassinatE,FouilesaBaouit,Memoirespublisparlesmembresdel'InstituteFrancaisd'archaeologle
orientaleduCaire(MIFAO),ⅩⅠⅠⅠ,1911,LeCaire
4MinisteredelaCultureetdelacommunication,DeSaqqaraauMus6eduLouvre:Lemastaba
′
d'AkhthetepCapte)(htp:/www.saqqara.culture.govn.fr)
5Colectionsolo,apartmentdesAntiquitasEgwtienne:no.11LeChristetl'abbeM6na,1998;no･18
Baouit-une6glisecopte,2002;no.20PadimenipetfilsdeS6ter,2002;no.21Lescribe"accroupi",
2002
6Alexandrie,DVD,GEO,ARTEFranceDiveloppment.2002′
7LesAventuriersdel'EgypteAncienne,DVDEditionsMontparnasseetlaReuiniondesMusees
Nationaux(RMN),vol.113,2002
8PortraitduFayoum:ledernierregard,VIDEO,EditionMontpamasse,1998;L'Egwtecopte:2000
anschristianisme,VIDEO,RMN,2000;Soudain,RoyaumessurleNil,VIDEO,RMN,1997
(+早稲田大学 ･人間科学部 ･教授､十十早稲田大学 ･エジプ ト学研究所 ･客員助教授)
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吉村 作治､長谷川 奏 中東文化遺産の公開手法 とデジタル化
中東文化遺産の公開手法とデジタル,化 エージプトの事例-
吉村 作治*､長谷川 奏=
ExhibitonMethdandDigtalTnndofNewfhstemHeritages:BasedonEgypt'sCase
YOSHIMURASakuji,HASEGAWASo
Abstract
Egyptunderwentrapiddevelopmentinthe1990sasinformationand
telecommunicationstechnologyprogressedandcomputerizationwasintroduced
inthefieldsofadministrationandfinance.AprojecttOdigitizeculturalheritage
wascarriedoutbyCULrNATintheMinistryofCommunicationandlnfbrmation
Technology.ThispaperreportshowCUuNATisdigitizingbothtangibleandintangible
heritages,andhowthisisinfluenclngthepublicationtrendofthegovernmental
archaeologysection.
エジプトでは､1990年代の半ばから大規模な開発が推進された｡ハイウエイはナイルの河
谷部だけではなく､従来対象となっていなかったオアシス､地中海および紅海沿岸部､シナ
イ半島を連結し､緑地帯では住宅建設や､観光インフラ･通信インフラの整備が進み､砂漠
地帯では緑化事業が進行してきた｡新たな潮流は､文化遺産が分布する遺跡区の周りで急激
に進行したために､開発地区と遺跡区の境界領域は極めて明瞭な線が引かれることとなった｡
さて､こうした開発潮流はまた､エジプト全土の行政 ･金融サービスの迅速処理化 (電子
政府､電子取引1)を推進する政府の基本方針と一体化し､エジプ トでは通信 ･情報技術省
(MinistryofCommunicationofInformationTechnology)が1999年以来先端技術の振興を担当
してきた2｡同省は､①電子ネットワーク整備 (e-Readiness)､②電子教育 (e-Leaning)､③
電子政府 (e-Govemment)､④電子取引 (e-Business)､⑤電子厚生 (e-Health)､⑥電子文化
(e-Culture)､⑦先端技術輸出振興 (ICTExportInitiative)などを目標としている｡ これらの
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計画は､中東地域を代表する情報通信のハブを作ることに目標がある3 ｡ これらによって
進められる電子化事業の中で､⑥の電子文化プロジェクトの中に通称CUuNAT(TheCenter
forDocumentationofCulturalandNaturalHeritage)という組織が進める文化遺産のデジタル事
業がある4 ｡
これはITビジネスの振興をめざして､外国企業を税金や投資関連の条件で優遇して招致
し､ピラミッドのふもとのアレクサンドリア道路の始発地点に330エーカーの土地を拠点と
するスマー ト･ビレッジ計画の一環で勧められているもので (写真 1)､アレクサンドリア
図書館と提携し､有形文化財と無形文化財の双方が対象としたデジタル化プロジェクトであ
る. CUuNATでは､現在以下の7つのプロジェクトを中心に進めている｡
1) ｢エジプ トの考古地図｣("TheArchaeologicalMapofEgypt")(写真2)は､GISシステ
ム (GeographicallnfbmationSystem)によって､国内全土を眺めるスケールの遺跡地図から､
モニター上のズームによって各県内の位置､さらには詳細な遺跡分布図にまで到達させるも
のであり､代表的な遺跡には3-Dによる立体映像を作っている5｡
2)｢エジプトの建築遺産｣("TheArchitecturalHeritageofEgypt")(写真3)は､エジプ ト建
築の中でも､特にヨーロッパ文化の影響が強く与えられた1860- 1940年代の建造物のアー
カイブを行うものである｡ カイロを中心としながら､他の都市にも分布する建造物を対象
に､｢考古学地図｣と同様なアーカイブでシステムを構築する6 ｡
3)｢エジプ トの自然遺産｣("TheNaturalHeritageofEgypt")は､シナイ半島､東方砂漠､
西方砂漠を含め､国内に残されている植物相､動物相､地質のアーカイブを行うものであ
り､その成果は､自然史に関心を持つものから､環境NGOに所属するものまでが利用できる
集成の作成にある7｡
4)｢エジプトの民俗資料｣("TheEgyptianFolklore")は､都市と農村の日常生活に残る長
い伝統世界をアーカイブの対象とし､現在に残る祭礼､説話､詩､建築や農業の技法などの
記録をめざす｡成果報告はまだ準備中とのことであるが､イスラム地区の職人技術や､ラマ
ダン月の慣習などから取り組みが始まるという｡
5)｢エジプ トの音楽遺産｣("TheMusicalHeritageofEgypt")は､アラブ音楽が力を持った
1920-70年代において､希少な音楽の数々をアーカイブするものである｡これらは､まず
音楽情報の基礎資料を整理し､音楽家たちの活動年譜を作成し､旧来の録音を最新のメディ
アで再生できるようにグレー ドアップを図ることにある8 ｡
6)｢エジプ トの写真記録｣("ThePhotographicMemoryofEgypt")(写真4)は､19世紀末
から20世紀の初頭を中心にして撮影された古写真のアーカイブである｡これらの中には､考
古学の発掘風景､都市や農村で暮らす人々の日常風景などが写されている｡これらの古写真
は､カイロのラーナ- ト･ランドロック社が保有する1200以上のプリント版に加えて､ガ
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ラス版などで残る初期の資料を世界各国から集めたものである90
7)｢イスラム科学文献遺産｣("TheScientificIslamicManuscriptsHeritage")(写真 5)は､2001
年よりユネスコの基金と協力して始められたもので､中央アジアからマグレブ地方にわたる
イスラム科学に関する文献のアーカイブ計画の一環である｡エジプトでは､ダール ･アル-
クトウブやアズハル大学所蔵の書籍の中から､天文学､物理学､化学などの領域に関するデ
ジタル化が始められている10 0
CULTNATは､上記の 7つのプロジェク トに加え､｢WEBに見る永久なるエジプ ト｣
("EternalEgyptontheWEB")を進める. これはファラオ時代からイスラム時代までの文化
遺産を対象として､WEBを通じて､2-D画像による基本情報を検索できるもので､アラビア
語 ･英語 ･仏語の3カ国語に対応する｡ このシステムは､エジプト政府とIBMの共同で構
築されており､代表的な文化遺産は3-Dによる閲覧を可能とする｡
もうひとつは､CULM (写真6)と呼ばれるデジタル映像のシステム開発で､これは
直径 10mの円弧上の半分(180度)にわたって広がるスクリー ンを利用して､長い歴史の時間軸
を見渡しながら解説を加えたり､長大なパノラマ画像を映し出すなどのインパクトのある画像
演出を行うものである｡筆者らが実見したのはCUI:mATの本部であるが､これらは小スケー
ルサイズのものも含めて､世界各国の考古学展示に併用して用いられる予定であるという｡
さて､これらの近年の文化遺産のデジタル潮流が､主に筆者らが専門とする考古学の領域
の中で､どのような影響を与えているかを､次に述べてみたい｡
リモー トセンシング技術の応用は､考古学の領域でも積極的に利用された｡王朝時代遺跡
では､たとえばルクソールなどで､都市と墓地の位置関係を把握するための精密測量がエジ
プト政府と外国調査隊の共同で行われた｡さらにより細かいスケールで､王家の谷の墓地の
分布図が作られ､さらに各墓地で精密測量に基づいたアイソメ図の作成が行われ連結され
た｡これによって､極めて精巧な遺跡地図ができあがり､その成果が観光客のための案内掲
示板に生かされている (写真 7)ll 0
考古遺物のデジタル情報は､また一般の観光客にも開示されて､展示遺物をより把握しや
すく､博物館を魅力的な施設にするためのインフラとしても活用が見込まれている｡エジプ
ト考古学博物館では､19世紀の末から現在に至るまで利用されてきた博物館施設が遺物の
収容量､新たな施設建設のための収容面積､交通アクセスなどの点で限界がきており､代替
の新博物館をピラミッド･ゾーンに建設するプロジェクトが進行している｡ここでは､見学
者が､備え付けのパソコンを利用して､出土遺物の由来や､さまざまな属性の情報を検索す
ることがめざされており､2003年に完成したアレクサンドリア図書館のイスラム写本室や､
2004年に建設されたアレクサンドリア ･ナショナル ･ミュージアムでは既にこうした試験
的な試みが開始されている｡
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考古行政に関わる公的機関のホームページには､エジプト考古最高会議 (SupremeCouncil
ofAntiquities:"ThePlateau:0ficailWebsiteofDr.ZahiHawass,htp//guardians.net/hawass/)があ
り､考古博物館には､エジプ ト博物館 (htp/www.egyptianmuseum.gov.eg/)､グレコ･ローマ
博物館 (htp/w w.grm.gov.eg/)､コプト博物館 (htp/www.copticmuseum.gov.eg)がある｡ 前
者では､SCAが行う発掘の成果や将来的な博物館展示の情報などを開示し､さらに外国調査
隊の調査成果をトピックとして伝えている｡後者では､博物館収蔵遺物の一部を解説を加え
て紹介したり､保存修復中の遺物を紹介するページを作成している｡
上記のようなデジタル潮流の中で､SCAの刊行物も､内容､装丁のいずれにおいても､充
実化が図られている｡これらの中には､SCAが前世紀から刊行を続けてきた紀要も含まれて
おり､いくつかの代表的な学術論文と各国の調査成果が､見やすい写真 ･図版と共に報じら
れている｡また保存修復に関する報告書も､その作業経過や問題点を精巧に報ずるものが出
来始めている (写真 8)12｡
博物館や遺跡などにおいて販売されている一般向けの映像には､博物館収蔵遺物やツタン
カーメン王のコレクション､エジプト全土の遺跡紹介などを､DVDやCD-ROMで紹介した
ものがあるが､多くはこれまでのVHS版を焼きなおしたものの域をでていない ｡ 今後､大
きな展開が期待される分野である13｡
註
1 各省が求める700以上のサー ビスに応えるための技術提携をマイクロソフ ト社 と結んで
いる｡MinistryorCommunications皮ⅠnfbrmationTechnology(以下MCITと表記):http://
ww .mcit.gov.eg/display_press.asp?id-860日an.24,2004
2 従来の運輸･通信省から分離独立 してできた省である｡
3 中東域は概 して都市 と地方の格差が大きく､インフラの整備 も困難 といわれるが､同計
画の中では､地方にも600近くの政府が援助するインターネ ッ ト基盤 を整備 して､この
格差の解消に努める計画が進行 している｡またIT教育に関 しても､IBM､オラスコム､
Ericssonなどと共同して､5年間で20000-25000人のIT専門職 と､4000-5000のネッ
トワーク構築専門職の養成をめざす｡MCIT:http:/www.mcit.gov.eg/ptraing.asp/
4 CULTNATの活動指針は､以下に詳しい.MCIT,StrategicApproachtoEgyptkCulturalHeritage
(htp:/ww .cultnat.org/download/PdLstrategic_approach.html)
5 プロジェク トの成果報告には､現在までに知られている考古学遺跡を､全て6桁の数字で
表記し､およそ5000分の 1のスケールの地図上にプロットした地図集成がある｡uzaraal-
thaqafa,al-majlisal-'`alalil-豆thar,markazal-ma`lGmatal-jughr5fiyalil-atharmashr5',a.tlafal-muwdqi`
al-a-tha-rtya,bi-mubalzaal-sharqtya,2001(vol.1)一mubalazaal-minya-,2004(vol.7),a1-qahira
6 プロジェク トの成果報告には､MCIT(BibliothecaAlexandrina& CULTNAT),Cairo,19thand
201hCenturyArchitecturalHeritageofDowntownAreaという名のCD-ROM版があるQ
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7 プロジェク トの成果報告には､MCIT(BibliothecaAlexandrina皮CULTNAT),TheNaturalHeri-
tageDocumentationProgramCD-ROMⅠ,TheWildWorldofEgyptがある｡この中では､エジプ
トの晴乳動物､腫虫類､鳥類などが写真 と絵で紹介 されている｡
8プロジェクトの成果報告には､a1-markazal-qaumi li-tauthiqal-turathal-ba申r1-waal-tabi`ai
(CUuNAT),mausu-∫a`la-mal-mu-siqial-`arabiya,vol.1'ummkulthu-m(2001)-vol.3.muhammad
a`bdal-wabba-b(2002)がある｡これらの書籍の巻末には､音楽家たちの代表的な音楽が
CD-Rで収められている｡またサイ- ド･ダルウイ-シュの時代の国民歌謡を集めた以下
の書が出版されている｡MCIT(BibliothecaAlexandrina&CULTNAT),al-'abla-nal-wataniyaji
'aSrsat-ddarwish.
9 ラーナ- ト･ランドロック社が保有する青写真に関しては､MCIT(Lehnert皮 Landrock,Ori-
entArtPublications良CUuNAT),Photographt'cHeritagesofEgwt,CD-RomI,Egypt1920が出版さ
れた｡この中では､古写真が､都市､イスラムとコプ トの記念物､ファラオの記念物､工
人と人々､肖像､ハイライ ト等の分類項 目によってアーカイブされている｡
10 プロジェク トの成果報告には､MCIT(d豆ral-kutubwaal-wath豆'iqal-qaumiya&UNESCO
&CULTNAT),TheContributionsofthearabandIslamiccivilizationstomedicalsciences,"Selections
fromtheManuscriptsColectionoftheNationalLibraryandarchivesofEgypt'がある.この中で
は､11世紀のイブン ･ジャザ-ラによる体の調整法の書､9世紀のフナイン ･イブン ･
イスハ-クによる眼病の書､18世紀のウマル ･アル-シファーイの病気治療の書､2世
紀のガレノスの解毒の書のアラビア語翻訳､13世紀のイブン ･アル-バイタルの処方等
の書などが収められている｡また関連の出版物としては､17世紀のアブ ド･アル-ラフ
マン ･アルニス-フィーの天体に関するアラビア語文献やイスラムの観測義に関する小
冊子などがある｡MCIT(d豆ral-kutubwaal-watha'iqal-qaumlya&UNESCO&CULTNAT),
Suwaru`l-Kawakab:ADescrt'ptionofConstelationsbyA`bdul-Rahmanal-Suji,n.d.
11sabri`abda1-'aziz,muhammada1-baili,KentWeeks,EdwinBlocket.al.,wa-dial-mulu-k,･dl-lal-lafta7,
a1-majlisal-'`al豆lil一五th豆r,n.d. イスラム考古学の分野では､リモー トセンシングは､アズ
ハル地区の修復に際 して､マ ドラサやワカーラなどの分布調査にも利用 されている｡
12 これ ら近年の科学的な出版は国際的な水準をめざしたものであり､エジプ ト考古学の新
しい時代を切 り開くものと位置づけられているoMinisteredelaculture,Departmentdespub-
1icationsscientifiquesduS.C.A.imprlmerieduconceitsupremedesantiquitis,AnnalesduServicedes
Antiquite'sdel'Egypte,vol.78,2004,leCaire,p.13.その他に､zahibaww豆S,jazl-rakala-busha,al-
qahira,2004.ja-mi`abmadbuntu-lu-n,al-qahira,2004.など,
13王朝考古学の分野では､FreidiFilm,TheEgyptianMuseum;FreidiFilm,SplendorofthePharaohs
などのCD-Rom版がある｡またコプ ト考古学では､TheAudio-VideoLibrary,TheHanging
ChurchなどのVideoCD版がある｡
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PreservIngtheuOldnandCreatingtheuNewn●
:FormationandDevelopmentofOttomanIdeasonCulturalHeritage
MiyukiAOKIGIRARDELLⅠ
Introduction
Befbretheemergenceora"WわrldHeritage"conceptinthelate20thand21st
century,thedefinitionof"culturalheritage"ineachcountryreliedonwhatpeople
consideredvaluableintheirownpast.Inotherwords,whattheyregardedastheir
nationalhistory.IIntheearlymodernperiod,OtomanandEuropeanstandardson
theevaluationofculturalheritagedidnotnecessarilycoincide.IntheEuropean
viewthemostobviousexamplesofheritageintheOtomanlandswerenumberless
sitesofGreek-Romancivilization.Contrarily,throughouthistory,asmanypublications
show,documentspreservedinBasbakanlkOsmanlArsivleri(PrimeMinister
OtomanArchives)telushowcarefulytheOtomanauthoritypreservedmonuments
andheritagesthatwererecognlZedas"theirs".FromAyasofyatoholyrelics,the
Otomanapproachtoheritageseemstoberatherfunctionalthanaesthetic･Signs
ofthepastwerepreservedinsofarastheyrepresentedafom ofpoliticalcontinuity
oranobjectofsocialandreligiousconcern.Inotherwords, heritagehadtobe
somethingaliveandintegratedinthecommunityratherthananobjectofpure
contemplation.
ComlngtOthe19thcentury,itwasaRertheOtomansacceptedtheWestern
politicalandintelectualparadigmsthattheynewlystartedtorecognlZethevalue
of"culturalheritage"intermsofWesternhistoricistandaestheticcategories.2The
re-evaluationofculturalvaluesinthelワthcentury-includingnotonlyhistorical
importanceb山alsomarketvalueorcourse-remindsusthesimilardestinyofJapanese
woodblockprintings.WhenconfinedtotheJapanesecontext,Woodblockprintswere
mostlyobjectsofpopularculture,butaftertheirre-ContextualizationintheWestem
artisticenvironmentandmarket,theirmeanlngChangedaltogether.Ofcourse,the
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OtomanEmplreWasalwaysinclosercontactwiththeWest,butitisonlyinthe
weremostlyobjectsofpopularculture,butaftertheirre-contextualizationinthe
Westemartisticenvironmentandmarket,theirmeanlngChangedaltogether.Ofcourse,
theOtomanEmpireWasalwaysinclosercontactwiththeWest,butitisonlyin
the19thcenturythatalargepartoftheIslamicandnon-Islamicheritageofthe
Emplrebecameaccessibletoagrowlngnumberoftravelers,scholars,artistsand
colectors.Atthispoint,themeanlngOfheritageintheOtomancontextbeganto
change.
Today,Turkishhistoriographicaldiscourseonthisperiodseemstobepolarized
aroundtwoextremes:Ononesidethereisself-denialandemphasisonasupposed
lgnOranCeandlackofsocialconsensuscomparlngtOtheEuropeancondition.The
otherextremeisarathernationalisticatitudethatdefensestheOtomanperfect
careofculturalheritage.Bothsidesseemtruewhenweconsiderexamplesshown
●●
bydifferentauthors.OnethingwecanseeintheveryorlglnOfthisanbivalence
maybeabiasinthevaluesystemgeneratedbytheparadigmshifHTromtraditional
tomodern.
1･OsmanHamdiandHisRoleinProtecting砧TurkishMHeritage
lnthedebateonculturalheritage,OsmanHamdiBey(1842-1910)appearsas
aheroicfigureinTurkishdiscourse,astheintelectualandstatesmanwhosaved
the"nationalheritage"fromtheexploitationbyEuropeancountries(Fig.1).Being
thesonofaSadrazam,trainedinParisfromearlyyears,hewasanOtomanelite
bureaucrataswelasadistinguishedpainteroftheperiod(Fig.2).Hisroleasa
directorofMize-iHumayan(ImperialMuseum)laterArchaeologicalMuseumin
IstanbulandhisformulationofanewAsar-iAtikaNizamnamesithatpreventthe
culturalheritage-mainlyarchaeologlCalfindings-togooutofthelandarehighly
estimated.3
HebecamethefirstOtomandirectorofImperialMuseumin1881a洗erBritish
andGermanonesthatarerathersaidtohavehelpednumbersofarchaeologlCal
pleCeStObeincludedtothemuseumcolectionsoftheirmotherlands.Amongthe
numerousexamples,aZeusAlterfTromBergamainTurkeylSVeryfamousasthe
wholestructurewasbroughttotheMuseuminBerlin.4
HisheroicsituationinTurkishdiscourseisunderstandableifweconsiderhis
contributionastheculturalequivalentofthepoliticaleffortsmadebytheOtoman
governmenttoresistWesternexploitation.
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Inthissituation,forOtomanauthorities,preventingculturalheritagethatnewly
startedtoberegarded"national"fromtheoutflowabroadseemstobeasurgent
asprotectionfTromnaturaldisasters.ThisbeglnnlngOf"national"heritageconcept
canbeexplainedasapartofOttomanreactiontotheradicalWesternization
movement,reflectingthedifferentatitudesbetweentheerasofSultanAbddlmecid
(1839-1861)ononeside,andthoseofAbddlaziz(186111876)andAbddlhamidII
(1876-1908)ontheother.Inaddition,wemustsaythattheconceptof"nation"
involvesakindofcontradictionthatwastyplCallyOttoman･LookingatOsman
Hamdi'sbackground,hisfatheribrahimEdhemPa!a,whohasaveryIslamicname,
wasad6nme,aconvertedtoIslamandhisoriginissaidtobeRum(Greekorthodox).
OsmanHamdihimselfalsocannotbeconsideredvery"Turkish"or"Islamic"inhis
thoughtandprivatelife.HavingaFrenchandthenanAustrianwife,hislifestylewas
ratherEuropeanasmostofOtomanelitemembers,whoconsideredthemselvesas
Europeans.ConcemlngthecreationofOtomannationalculturalimage,hisfatheribrahim
EdhemhasalsoanimportantroleasaeditorofthebookofUsul-uMimari-iOsmani5,
0mwhichwewilmentionlater(Fig.5).
2･ProtectingtheCulturalHeritagefromNaturalDisasters
Thenotionofprotectingculturalheritagefromnaturaldisastersintheprocess
ofWestemizationoftheOtomanEmpire,MustafaRe!itPa!a(1800-1858)'sideas
oncityplannlngOHstanbulin1830'sisknownasanearlycase.SimilartoEdo
Japan,theOtomanCapitalIstanbulhasbeensufferedfromfrequentfiresthat
destroyedlargepartofthecity,asmostoftheresidentialfabricinbothcities
wasmadeoftimber6.Topreventthis,MustafaRe!idPa!a,whobecamelater
SadrazamforSultanAbddlmecid,promotedconstructioninbrickorinstonein
Istanbul,afterhisexperienceinLondonasOtomanAmbassador･Masonrystructure
insteadoftimbersymbolizedstronglyWesternizationinbothcountries,although
aninterestingcontrastwithTbkyoisthatherebrickstructurewasprohibitedaRer
theGreatKantoEarthquakesin1912.7Theappearanceofcompositetimber-Stone
constructionistypicalintheAegeancityofAyvalkafteranearthquakesinthe
1840'S,showlngthatMustafaRe!idPa!a'sideaswereinfluentialnotonlyinthe
capitalbutalsoinprovincialcities.Thisalsoshowsthatsuchideaswerenotsimply
appliedinaliteralsense,butratheradaptedanddomesticatedaccordingtothe
localarchitecturalculture(Fig.6).
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MustafaRe!idPa!aisalsoknown asapatronofSwiss-ItalianarchitectsFossati
brothers8thatexecutedtherestorationworkinAyasofyabetween1847149･Asan
architecttrainedinBreraAcademyinMilan,theelderbrotherGasaparewassend
toIstanbulbytheRussiancourtwithanappolntmenttOCOnStruCtthenewRussian
EmbassybuildinginBeyo菖ludestroyedbythefirein1831･Getingfavorofboth
TsarandSultan,hestartedtoworkalsofわrtheOtomancourttogetherwithhis
youngerbrothersGiuseppeandVirgilioandtheyweresuccessfulinWesternNeo
classicalstyledesignssuchasDardlfhun(TheOtomanUniversity)andamansion
forMustafaResitPasahimselfontheshoreoftheBosphorous･
AyasofyaatthattimewasoneofthegreatestmosquesinIstanbulandabove
alitwasasymboloftheOtomanizationoftheByzantineEmplre.Ithasbeen
carefulyrestoredorpartlyrebuiltthroughouttheOtomanrelgn,includingwork
byMimarSinan,theOtomancourtarchitectofthe16thcentury.9Thechoiceof
FossatibrothersforthissignificantmonumentwassurelynotonlyfortheirWestem
academicbackgroundsbutalsothekindoftechnologyneededfわrthereinfわrcement
ofthebuilding.
InthefamousbookAyasofyaConstantinoplepublishedinLondonbyGaspare
himselfwiththepatronageofSultanAbddlmecid,hestatesthatheinlayedabig
ironcircleinthebotomofthemaindomeinordertopreventthedomefrom
colapslngduetotheoutwardtrust.10Theuseofironcirclefわrthereinfわrcement
ofthedomeisknowninEuropefromthe18thcenturyaswasintheSaintPeter's
CathedralinRome,butwasnewfわrOtomanarchitecture.
3･ApplicationofuNew"TechniquesforRestorationinthe19thCentury
ThesametechniqueisknowntohavebeenappliedbyaFrencharchitecト
decorator,LeonParvil16e(1830-1883)totherestorationofearlyOtomanmonuments
intheoldcapitalBursaafterthebigearthquakesin1855.l RegardingParvilee's
camierpnortoBursa'swork,hewasaprofessionalrepresentingtheParisianidentity
andlifestyle,decoratingWesternstylednewpalaceofDolamabah9eOrfashionable
FrenchstyledcafgsinBeyo善Iu(Fig.7).
CorrespondencebetweentheOtomanauthoritiesandlocaladministrationreports
howthedamagewasseriousandhowseriouslythelocaladministrationtookcare
oftheproblem.However,itwasnotsoonaRertheearthquakeshappenedbuta洗er
eightyearsthatthelocaladministratorembarkedontherestorationprojectOfthe
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majormonumentsbelonglngtOtheearlyOtomanperiodincludingYe!ilCami,Ye!il
Tdrbe,OrhanCami,MuradiyeCamiandUluCami･TheprojectWascombined
withageneralprogramforthemodernizationofBursaconductedbyAhmetVeflk
Efendi,laterPa!aandSadrazamforSultanAbddlaziz.BeingInvitedbythis
francophoneOtomanelite,Parvi16estatesinhisbookArchitectureetde'coration
turquesauxXViSi～cle12thatin1863,theYe!ilTbrbewasruinedandthedome
hadcracksbigenoughforamantopassthrough(Fig.8,9,10).Parvilee,apupil
ofViolet-1e-Duc,doesnotmentionmuchaboutwhathedidpracticalybutwe
canfindanothertraceinthebookofUsulu-uMimari-iOsmani/L'Architecture
Otomane,afirstarchitecturalhistorypreparedbytheOtomanauthorityinthe
occasionoftheViennaWorldFairin1873.13
Accordingtothat,thedomeoftheYe!ilTbrbewasrestorednotonlybyinlaylng
anironcircleinthebotombutalsobyfilingthecrackwithakindofconcrete
thatwasradicalynewasamethod.14ThewritersofUsulregardhighlythisapplication
ofnewtechniquestothemonumentasabraveenterprlSe.
AlocalnewspaperreportsonthisrestorationprojectuSlngtheexpressionthat
theworkfわrUluCamiwasdonein…Tarz-lCedid"lliteralymeaning,"NewStyle".15
Generaly,thewordsTarz-iCedidinthatperiodexpressedarchitecturalstyles
importedfTromEurope,thatwerenewfわrtheOtomans.ItmaybeBaroque,Rococo,
EmpireorNcoClassicalstylesandlaterevenArtNouveauorOtomanOrientalist
stylethatwerepreferredforthedesignofnewbuildingsneededforremakinga
cityinaWesternizedandModernizedfashion.Actualy,"Cedid"couldsometimes
express"modern"itself.
Conclusion
ThemeaningOf"Cedid"transformedintheprocessoftimeandinearly20th
century,thedocumentsonrestorationworksoftheGreatMosqueinDamascus
byltalianarchitectRaidomdoD'Aroncotelusthatitstartedtobeusedasthe
contraryofTarz-iAtika,theoldstyle,whichmeanstraditionalmethodof
construction,andbecametheequlValentofnewtechnologyofreinfわrcedconcrete.16
RaimondoD'Aroncoisalsoanarchitectwhoappliedthe"New"topreservethe
oldmonuments:afterthegreatearthquakesof1894inIstanbul,D'AroncoisknOwn
tohaveproposedthereconstructionprojectOftheGrandBazaaruslngmodern
materialslikeironandglass,withonlyunderstatedrefTerencestotheclassicalOtoman
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instyle.SimilartoParvil16e'sworkinBursa,hisapproachtorestorationisalso
influencedbythetheoryofViolet-1e-Due.
Violet-1e-Duc'sapproachtorestorationwasactualyinlinewiththeOtoman
atitudeofrevitalizingratherthansimplypreservlng.Andtheexperiencesofthose
whocontributedtotheprotectionofOtomanmonumentsinthiscrucialphase
showthat,notwithstandingculturalandgeographicaldistanceinspaceandtime,
thereisalwaysapossibilityofdialoguebetweentraditionandmodernity,aswel
asbetweendifferentcultures.
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マレーシアの文化に根ざした
情報通信技術政策の展開
高橋 謙三
EvolutionofICTPolicyBasedonMalayslanCulture
●
TAKAHASHIKenzo
Abstract
About10yearshavepassedsinceMultimediaSuperCorridor(MSC)Pr亘iect
started.Thoughsomemassmediacriticizedthat"theSiliconValeyofEastAsia
wasbadlywounded"duetotheworldwiderecessioninthebeglnnlngOfMSC
development,bothMalayslanGovernmentandprivatesectorssuccessallyovercame
theeconomiccrisisunderthesuperbbeliefandleadershipoftheGovernment
executivessothatMSCalsohasbeenevolved.Itlookstobebasedontheir
expectationtoapeacefulmulti-racesocietyandMalaysianIslamiccultureenabling
thesociety.ThispaperdiscussesthedevelopmentOHCTpolicyinMalaysiathrough
theexperienceofcreatingMultimediaUniversityandsupportingMSCdevelopment
asProfessorandDirectorofInternationalRelationsover7years.
は じめに
マルチメディア ･スーパー ･コリドー ル (MSC)計画が開始されて約 10年になる｡当初､
世界の報道の中には､この計画が折からの世界的経済停滞の影響を受け破綻したと批判する
ものもあったが､政府首脳の信念と卓抜した指導力の下に官民が一致協力し､見事に危機を
乗り切り､MSCもまた堅実な発展を続けている｡その背景には､歴史的な相克の中で培わ
れた多民族国民融和-の願望と､それを可能にしたマレーシアのイスラム文化があるように
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思われる｡ 本稿は､筆者が当初段階より現地に駐在し､マルチメディア大学の創設に参画
し､開設後は教授兼務国際部長として延べ7年余に亘ってMSC計画に関する政策展開の一端
を担ってきた体験から､マレーシアにおける情報通信技術政策の展開の過程を考察する｡
1. マレーシアのイスラム文化
14世紀末シュリービジャヤ王朝の末商パラメシュワラが､今は古都となっているマラッ
カにマラッカ王朝を開いて以来､マレーシア連邦が成立するまでの約500年間に亘ってマ
ラッカを中心とした社会が形成されてきた｡当初はヒンズー教を国教としていたが､第3代
国王のラジャカムの時にイスラム教を国教とした社会-変遷し､その後マレーシアイスラム
文化の潮流が本格的に形成されることとなった｡イスラム王朝の成立後間もなく欧州諸国の
植民地化政策に巻き込まれ､1511年にはポル トガルがマラッカ王朝を征服､以降オランダ､
英国に宗主国が交代し､長らく国土に対する権益と自由が制限されてきた｡マラッカは1644
年にオランダの東インド会社に､1795年には英国の東インド会社に征服され､その後植民
地の統合が進んだ｡ジャワ島の中心部を抑えていた英国の東インド会社はオランダの東イン
ド会社と取り引きし､ジャワ島を譲り､マレー半島全体とシンガポールを領有､巨大な植民
地を形成した｡1867年には英本国がペナン､マラッカ､シンガポールを領有し､海峡沿い
の植民地を形成､これが今日の3大海峡都市の基となった｡1941年から5年間は日本が支
配､終戦と同時に英国が帰還､翌年にはマラヤ連合が成立､国民の意気は高揚し､1948年
には英国総督の同意を得てマラヤ連邦が成立､サルタンの地位を確保し､非マレ一系国民の
市民権を制限した政策がとられた｡1957年にはマラッカにおいて独立宣言､英連邦の一国
となった｡1963年にはサバ､サラワクの2州を統合し､マレーシア連邦となり､1965年に
シンガポールが独立して､今日のマレーシア国が確定した｡マレー語を国語とするが､共通
の公用語として英語も使用されている｡主要民族はマレー (58%)､中国(26%)､タミール
(7%)であり､言語､宗教ともに今も各々独自の社会を構成し､共存している｡中国系は出
身地が多様で､同じ文字に対して発音も異なり､各々独自の風習を有することからも､基本
的に多民族国家である｡
この民族のるつぼの中に置かれ､長い植民地時代が続いた間にもイスラム文化が定着し､
社会のマジョリティを形成してきた｡マレーシアの現在の国土面積は我が国とほぼ同程度の
33万434kが ながら､2004年度の人口は2350万人であるから､人口密度は我が国の約 1/5､
さらに国土の約70%が広大な森林の緑に覆われ､平野は肥沃で､農産物も豊富である｡ サ
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ラワクでは石油､天然ガスが産出され､我が国も依存するほどの生産量を確保している｡熱
帯雨林気候とは言いながら､東西マレーシアで異なるものの､概して気温は年中約28度､雨
季でもスコールが1日に30分間降る程度であるから､長雨の危快はない｡歴史的過程と､こ
のような自然の恵みを享受した環境で形成されてきたマレーシアイスラム文化の特徴は､
① 誠実｡人間として正直であることに誇りを感じ､互いに信頼を置けることを信条とする｡
② 慈愛｡より貧しい人に恵みを分け､共有する｡ ザカー トの真髄である｡
③ 闘争を好まず｡歴史的過程で多々闘争はあったが､基本的に平和を重んじ､善行を積む｡
④ 人間第-｡社会は人を支え､将来の社会は人によって支えられる｡
⑤ 規則遵守｡不測の状況に追い込まれても､信条を変えず､約束を守ろうと努力する｡
であろうと､筆者は実体験を通して痛感している｡これらの信条はコーランのスーラの中に
位置づけられており､マレーシアの風土に育まれて､人々の心の中に定着してきたと考えて
いる｡ そして､このような文化が国民一般の中に定着していたからこそ､以下述べるよう
に､マレーシアにおける国土開発の止まない努力が結実していったとも考えている｡
2.持続する社会経済発展の長期計画
マレーシアでは､長期的視野に立った社会経済発展の展望とロー ドマップは､いくつかの
長期国家計画に描かれている｡中でも2020年に向けた国家大綱であるWAWASAN2020と､
並行し10年毎の評価､反省の上に立って社会経済開発の方向付けを行 う長期計画OPP
(OutlinePerspectivePlan)､具体的なロー ドマップを示した5カ年計画(MalaysiaPlan)､専
門分野毎に策定される長期計画がある｡これらの計画は元来独自の意味合いがあったが､今
やwAWASAN2020の達成を目標にベクトルが符合しているように思われる｡
2010年までの展望と方向付けを行ったOPP3(200ト2010)の基本理念は､回復力のある経済
的自律性と経済 ･金融危機等いろいろな衝撃にも勝ち残れる国際競争力の向上にある｡国家
構想政策 (NW )の基本的考え方は､知識ベースの社会-脱皮することにある｡ OPP3では
特にマクロ経済の経営管理強化によって国際競争力を高めること､そのために総合生産性
(TFP)の向上による経済成長の達成が標梼されている｡さらにTFP向上の具体策としては､
インターネット技術を初めコンピュータとICTの高度利用が重要と位置づけ､併せて､人材
のスキルアップが晶質と経済性向上に不可欠とし､長期的視野で他国のスキルに依存しない
自国民のスキルアアップ､ひいては高度専門人材の確保を目標としている｡
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opp3はまた､国内-の民間投資が経済の自律性向上には重要と位置づけ､海外からの投
資拡大を企図している｡その重点は資本を集約したハイテク産業であり､マレーシア国内に
おいて研究開発活動を行うだけでなく､研究開発拠点をマレーシア国内､特にマルチメディ
ア ･スーパー ･コリドー ル (MSC)計画の特別地域に置くよう求めている｡ 情報通信技術
(ICT)を経済社会の牽引役と位置づけ､資源依存型産業やサービス産業を含め､国際競争
場裏で生産性を高めるにはICTを利用することが重要であり､そのためには知識ベースの経
営､研究開発や高度人材育成が必要と結論している｡
3. 情報通信技術を結集したMSC計画
マラヤ連邦の独立後シンガポール分離を経て､今日のマレーシア国が形成された1965年
頃から､国土開発の拠り所となる5カ年計画が開始され､以降今日まで5年毎の評価 ･次期
計画策定を経て､逐次遂行されてきた｡第6次マ レー シア計画 (1991-1995)の初期には､
マハテイル首相から提唱された構想wAWASAN2020が､策定後30年以内に世界をリー ドす
る国の一つと成るべく開発の目標を掲げ､その後のルックイース ト政策の根幹となった｡
1995年にはMSC計画が策定され､インターネットの利用とICTに特化した知識集約型産業
の振興が図られてきた｡国家の将来を担うものは人材であるとの認識の上に立って､知識集
約型産業-重点を移し､以前のアセンブリ型産業からの脱却を図っている｡さらにMSC計
画は､過去数次に亘る5カ年計画の実績を踏まえ､ICT関連の産業振興､人材育成および研
究開発推進のための政策を集大成した｡
MSC計画はシリコンバレー開発の歴史に学び､アジア地域で率先して行われた巨大国家
プロジェク トの代表例の一つである｡ 計画開始後今日までの投資総額は1兆5000億円を超
える｡マハテイル首相が明言されたように､マレーシア政府は投資環境を整備し､国を差別
せず､自国を含め万国誰もが参加できる環境を提供した｡それを如何に有効に生かすかは参
加者の意思に委ねられる｡要するに政府丸抱えのプロジェクトではなく､投資環境をガラス
張りにし､民意主導で進める国家プロジェクトである｡自然発生的でないところがシリコン
バ レー との違いとされるが､民意主導の観点では大差ない｡マレーシアには､それができる
社会環境が整っているから､必要とする人々と恵みを共有する考え方である｡
投資環境を企業にとって魅力あるものとするため､参加企業にMSCステータスと言う特
権を付与し､これまで誠実に実行してきている｡環境整備の一貫として､投資企業の権利と
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義務を定めたサイバー法が世界に先駆けて整備された｡経済危機の影響を受け､プロジェク
トの運営が困難に直面したときも､諸外国の期待を裏切らないため､官民一致協力して経済
を守り､国内通貨リンギットの米 ドル連動 ･互換を貫き､プロジェクト遂行の意思を曲げな
かった｡その結果信頼感が増し､経済が回復したと広く評価されている｡年間の経済成長率
は今やグロスで約 7%まで達成､経済危機直前の高度成長を維持するまでに回復している｡
MSCステータスを取得した企業には､向こう10年間の企業活動に対して法人税免除､5
年間の新規投資免税の特権が付与され､さらにICT振興のためのマルチメディア機器の輸入
や､教育や社会福祉を目的とした機材の国内外の購入にも免税措置が可能である｡外国人雇
用についても､国内一般では国民の就業率改善のため多様な制限条件が課されているが､
MSCステータス企業については､比較的寛大である｡国際動向から､ICT産業では､特にイ
ンターネット関連産業ではゼロから出発して､エンジンをかけるに至る仕組みと需要見合い
の生産性向上の見通しが得られれば､急速に成長できる傾向があることから､このような投
資環境はICT企業の成長のために非常に有利である｡ベンチャービジネスを側面から振興す
るため､MSCステータス企業の中で､必要とする企業には光通信やインターネット設備の
整った特別施設の専用利用を認めている｡
MSC計画の一元的管理運営に向け､マルチメディア開発公社 (MDC)が設立され､その
初代総裁には教育省次官として実績のあった国際派のオスマン ･ヨッブ ･アブドウラー博士
が抜擢された｡2002年にアリフ ･ヌン博士がcEOとなり､オスマン氏は他界されたが､病
弱の間も引き続き公務を遂行され､MSC計画の成功を信じておられた｡オスマン氏はマ
レーシアイスラム文化の象徴のような敬度にして誠実な人柄をもち､人懐こく､物静かなが
ら世界の指導階層と交友を結び､積極的で記憶力は抜群だった｡筆者は1996年末マルチメ
ディア大学 (MMU)創設-の協力を要請され､オスマン氏が責任者となった教育省指導下
の大学創設委員会に参加し､以来オスマン氏の人柄に魅かれた｡我が国や欧米先進諸国の大
学 ･大学院教育の実績を参照し､氏の下で､委員が一丸となって､今日のマMMUの基本理
念､学部4部門 (法経 ･芸術 ･工学 ･IT)と大学院から成る構成､各部門の役割などが草案
された｡
MSC計画遂行の舞台はマルチメディア ･スーパー ･コリドー ルと呼ばれ､クアラルンプー
ルの中心にあるペ トロナス石油公社のKLツインタワーを北端とし､クアラルンプール国際
空港 (KLIA)周辺を南端とする幅 15km､長さ50kmの75,000-クタールの広大な地域で､
中がいくつかの機能都市に分割された｡
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主要都市はプ トラジャヤで､クアラルンプールのダマンサラ地区から政府主管庁が漸次集
団移動､集結し､米国のワシントンDCと同様な行政首都のある特別州として2001年秋に正
式に遷都発足 した｡領域は4,250-クタールに及ぶ｡ 既にMSCプロジェクトの一環として
認証､発注 ･納品 ･決済､銀行ATM､高速道路のETC､戸籍 ･身分 ･婚姻証明､パスポー
ト代用まで可能な多目的カー ドが開発されたが､MSC区域の中心部にある官庁の内部は最
新の電子設備で構成され､世界に先駆け電子政府が完成､多目的カー ドで入館者を認証して
いる｡首相官邸では､内部に回廊があり､要所に設けられたゲー トで通過者を認証し､不法
侵入者は直ちに選り分けられる｡閣議室は理想的な電子化が図られ､ベーパレスの会議がで
き､資源保護の推進を自ら実行している｡端末はⅣネットワークに接続され､資料の引用､
審議内容の記録､関連機関-の指示などは容易とされている｡内部のスクリーン､カーテン
の開閉などもすべて遠隔操作可能で効率的にできている｡官邸の賓客用応接室から巨大なガ
ラス張りの窓越しに見えるプトラジャヤは霞が関の官庁街にも匹敵する整然とした街並みを
有し､隣接の巨大な人工湖の周りに官庁街とともに､心のよりどころとなる国立モスクが配
置されている｡ 首相官邸からほとんどの省庁が一望できる構造になっている｡
隣接のIT都市サイバージャヤはMSC計画によるICT推進の要で､領域は7,000-クター
ルに及び､その中心部にMDCとMMUがある｡ 筆者が現地に赴任常駐 した 1998年 1月頃
は､末だ計画開始当初で､NTT､テレコムマレーシア､ペ トロナスしか入植しておらず､周
辺はパーム郁子が整列して一面原野のごとく緑で覆われていた｡その後丘陵の多くが切り崩
され､赤土むき出しの､降雨時には道は泥沼の世界であったが､今や広々とした平野に近代
的な研究所､オフィスなどが群生する都市国家に変貌した｡
MDCは入植企業の目標を世界的クラス､ローカルの2種に区分し､各々数次に分け､着
実に拡大を果たしてきた｡当初､世界の新聞論調には危ぶむ声もあり､邦掃されたが､めげ
ずに努力を続けた結果､今日ではMSCステータス取得企業が1000社を超え､そのうち約200
社がサイバージャヤで企業活動を展開している｡特に世界的クラスの､いわゆる著名グロー
バル企業の数は2003年開催の第 7回国際顧問会議 (IAP)で当初 5年間の目標50社を達成
した｡その後も拡大基調を続け､今や67の著名グローバル企業がMSCステータスを取得し
ている｡参加企業の大部分はソフトウェア､マルチメディア応用の開発に関連､広大な地域
の包容力と経済危機からの脱却を背景に､今後も拡大の一途をたどると推察される｡
MSC計画に参加する企業-のインセンティブとして､前述のように早期にサイバー法を
整備し､MSCステータスを準備したことに加え､1996- 1997年の都市区画整備 ･道路建設
時に､MSC地域の道路の下には2.5- 10GWsの超高速光ファイバ網が完成している｡MSC
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地域にクアラルンプールや周辺都市を加えた広大な領域に多重リングネットワークを構成
し､障害時の高信頼化も実現している｡ MSC地域でのネットワークの利用料金には種々の
割引きサービスがあり､参加企業が優遇される｡インターネット関連ではISPの数が約40社
に達し､データセンターや電子署名認証機関も充実､コンテンツ配信や ドットコム ･ビジネ
スのようなマルチメディア新規事業の立ち上げが有利に展開されている｡
このように､経済危機を克服し､MSC計画が着々と進展してきた背景には､長い歴史的
過程でマレーシアのイスラム文化を形成し､そこで育んできた人々の厚い相互信頼感と前向
きの止まない努力があるように思われる｡やれば何でもできると言う信念を表した国民的標
語 ｢マレーシア ･ボレー｣ には､その響きがこもっている｡｢東を見よ｣ のルックイースト
政策では､他国の模倣ではなく､知識ベースの､独自の道に向かって国民全体が一丸となる
ことの重要性が説かれ､この信念が貫かれている｡
4. 長期計画に即した高度専門人材育成
OPP2(1991-2000)の段階で策定された国家IT構想 (NationalITAgenda)やMSC計画の要
点の一つはICTを基礎とした高度専門人材の育成 ･スキル向上にある｡ またOPPと並行し
て､分野別に詳細目標を定めた長期実施計画の歴史を見ると､底流には､マレーシアの未来
が人材の如何にかかっていると言う認識がある｡
マレーシアの教育は長い歴史をもち､マレーシアのイスラム文化が形成される14世紀頃
には､親から子-の伝承的教育に加え､モスクやスーラウ (祈祷所)でグル (導師)がイス
ラム法やコーランを子供達に教え､教育の役割を担っている｡欧米流の近代教育が始まった
のは英国の植民地となった1786年以降で､1816年にはペナンに英国国教会の学校が設立さ
れ､民族､宗教の区別がない教育が行われている｡逐次､マラッカ(1826)､タイピン(1883)､
クアラルンプール(1890)に中等教育の学校が開設され､アジアの中では比較的体系化された
学校教育が早期に展開されてきたと言える｡その後は､錫鉱山の開発に加わった中国系労働
者やゴム園のインド系労働者の急増に起因して民族構成が変化､多様化し､英国の植民地政
策に従って英語学校に加え民族別の学校が普及した｡全体的な傾向として､農民として保護
されたマレー系の教育は都市部での教育に比べ遅れがちであったため､マラヤ連邦独立後､
ラザク報告でマレー語を国語とする平等な教育が叫ばれ､1961年に現行教育-イアラーキ
の基となる新教育法が制定された｡第1次5カ年計画 (1966-1970)以降第4次 (1981-1985)
までは一貫して初 ･中等教育の普及に主眼が置かれていたが､第 5次5カ年計画 (1986-
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1990)で科学技術及び経営のための人材育成が重視され､第6次で(1991-1995)では､
wAWASAN2020の目標に向けた教育方針が確定､高等教育が重視されるようになった｡第7
吹 (1996-2000)はICTを基礎とした教育の重要姓とMSC計画の展開が包含されており､第
8次 (2001-2005)-継続されてきている｡
MSC計画の中では､政策具現のためフラグシップアプリケーション7プロジェクトが提
唱された｡一部プロジェクトは2002年に修正され､ICTを利用した製造拠点のネットワーク
化がテレマーケティングとともにe-ビジネスに統合され､新たに新領域創生 ･起業家育成が
プロジェクト化された｡各プロジェクトは現在も継続実施されている｡特に教育 ･研究など
高度専門人材育成に関連のあるプロジェクトは以下のように要約できる｡
① スマー トスクール
全国の小中学校の中から､当初90のパイロット校を選定し､コンピュータ教育､通信衛
星を用いた遠隔教育をMSC計画と整合させ､実施した｡当初の1997年頃は､コンピュータ
教育や遠隔教育のあり方など基本的な考え方が教師の間で議論され､多様な可能性の中､方
向を模索する状況にあったが､あくことない努力の末､早期にスマー トスクールが実行に移
された｡MSC地域の小中学校が率先してプロジェクトを実施した｡筆者も各学校を視察し､
指導者や関連教師と意見交換する機会を得たが､誰もが積極的にプロジェクト遂行に加わ
り､小学生にしてワー ドやエクセルをこなしていたことから､その頃の我が国の教育事情と
対比して目を見張るものがあった｡これらの学校は2Mb/S専用線を用いた高品質のテレビ
会議システムで結ばれ､相互教育を試行していた｡その後コンピュータやインターネットの
爆発的普及に伴い､e-ラーニングが都市地域から次第に全国に拡大､スマー トスクールは成
功裏に､約 10,000校に及ぶ全国小中学校-と全国展開されていった｡
スマー トスクールは当初､MSC地域から全国の拠点に教育プログラムを配信､拠点の教
師を育成し､各教師が生徒を育成する2段構成の教育プロジェクトと解釈されていたが､そ
の後全国各小中学校でのコンピュータ教育の実施に加え､教育内容の向上とICTを駆使した
e-ラーニングのネットワーク化により､一元的な教育手段に変貌し､周辺諸国や遠くは中近
東､アフリカ､中央アジア､東欧諸国等が注目し､視察のため来訪もしくは代表団派遣を要
請する程までに成長した｡筆者は2002年春に､ミヤンマ政府の要請による同国-のマレー
シア代表団の一員として参加したが､MDCと同様な役割を持つパガンサイバーテックを中
心としたe-ナショナル ･タスクフォース-の支援が中心課題で､ミヤンマにおけるスマー
トスクール試行-の協力が重点となった｡その後もマレーシアにおけるスマー トスクールは
順調に進展している｡
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② マルチメディア大学 (MMU)
スマー トスクールと並行して､高度専門人材育成と研究開発能力の向上 ･研究推進を掲げ
るMMUの創設 ･運営はフラグシップアプリケーションの重点の一つと言える｡前者がICT
による基礎教育の向上を目標としたのに対し､後者はMSCステータス企業-の高度専門人
材の提供ひいては国の将来をかけた高度専門人材の育成､輩出を目標としている｡MMUに
おける筆者の主な役割は工学部教授としての授業や助言教育 ･卒業研究指導､大学院の授業
や研究 ･学位論文指導など基本業務と並行し､理事会委嘱による学長特命事項として､開設
当初国内は勿論国際的にも無名の大学であったMMUを一流の国際大学に育てるためのリー
ダシップと､先進各国特に日本の産学官との太いパイプを形成することであった｡学長のガ
ウス ･ジャスモン教授はロンドン大学に9年間学び学位を得た国際派で､欧米のマナーも身
につけた敬度なイスラム教徒である｡数々の試練にも屈しない周到にして積極果敢な態度が
大学を成功に導いたとも言えるが､その誠実さが人の心を打つ｡ 以前､名門校のマラヤ大学
の工学部長だったが､首相に嘱望されてMMU学長に抜擢され､10年経た現在も活躍して
おられる｡筆者もまた人材育成にかけるマレーシアの歴史と文化を知り､学長を初めそこに
働く人達の心の琴線に触れ､微力ながら､無から始めた大学を何とかしたい一心に駆られ
た｡在任期間中に招請または受け入れを図った日本から来訪の産学官指導者層は1000人を
超え､12連携プロジェクトと正規の日本語講座開設 ･目マ文化交流を実現 ･支援した｡大
学間交流のMOUは筑波大､早大､東海大などとの間で実現し､遠隔教育では総務省､経済
産業省､JAXA､JICA､NIME､ALIC､京大の支援を実現した｡諸外国との連携では､米､英､
ドイツ､フランス等先進国との交流に務め､環太平洋諸国から､北はモンゴル､西は中央ア
ジア ･南アジアまでを包含するアジア各国との交渉にも力点を置いた｡またMMUを拠点の
一つとするBHNテレコム協議会のアジア選抜学生研修を実現し､現在も参画している｡
教育省指導下の大学創設委員会の構想では当初､MMUは､私立大学法の成立とともに発
足した電力公社､石油公社､テレコムマレーシア所管の3大学に加えて､4番目の私立大学
として新たに設立する予定であった｡しかし早期設立を目指す政府方針に従って､テレコム
マレーシアがマラッカに開設したテレコム大学を母体として発展させることととなり､以降
着実な大学拡充が展開され､1999年6月サイバージャヤ-移転､MMUが開校した｡この
間､各私立大学は教員､学生ともに､より優秀な人材を求めて競争条件下にあり､それぞれ
大学の特徴を打ち出し､従前の国立大学にはない､即実行性の斬新な運営方法や国際水準の
教育が社会の注目を浴び､新聞報道を賑わした｡1998年には欧米諸国に準じた法学系大学
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院やMBAコースが開設され､普及が図られている｡広く国民一般の教育重視 ･向学心､産
官学相互の信頼関係､長期的視野に立った政府方針に対する忠誠などがこのような高度専門
人材育成の短期実現を可能にしたと考えられる｡マレーシア以外の諸国で果たして同じこと
が実現し得たであろうかと考えるとき､成功の不可欠な要因としてマレーシアのイスラム文
化が底流に感じられる｡
MMU は都市開発構想に基づき､サイバージャヤの中心の､80-クタールの丘陵地帯に配
置された｡現在はサイバージャヤとマラッカのトウインキャンパス構成で､計7学部と1教
養部､4学術センター (外国語､インターネット通信教育､ディプロマなど)､25の研究開
発センターから構成される｡ 共通部門は21ユニット､ディジタル図書館､コンピュータセ
ンターなどから成る｡入学競争倍率は国立大学が名門校も含め1倍前後を低迷しているのに
対しMMUでは10-20倍を維持し､全国から優秀な学生を集め､学生総数約20,000名､教
員約700名の規模に達した｡特に教員登用に当たっては､マラヤ大学等から優秀な人材を抜
擢したことに加え､欧米日豪など海外で歴史と定評のある著名大学-の留学修了者等を選別
採用してきたため､最新の国際動向を踏まえた教育 ･研究が実践できている｡
MMUは開かれた国際大学である｡ 教育 ･研究ともに英語を基礎とする｡MSC計画に則
り､世界的な水準の教育 ･研究のCOEを目指している｡欧州､アジア太平洋､アフリカ等
諸外国からの留学生も増加傾向にあり､約40カ国から550名の留学生が学ぶ｡MMUは国内
は勿論海外からの留学生についても､学ぼうとする者に人種の差別をせず､基礎学力を有
し､向学心があれば誰でも入学を認める｡留学生に対する助言 ･指導も手厚い｡中国､南ア
フリカなどに分校を開設し､教員を派遣し､最新のマルチメディアIT教育を展開している｡
連携教育も盛んで､欧米､豪､日本､韓国等と大学間交流協定を締結し､教育水準は高い｡
また通信衛星を用いた国際遠隔教育を早くから実施してきている｡
産学連携教育も充実していて､双方向インターンシップは開校と同時に実施し､既に約10
年間の実績を有する｡協賛企業はウェブシェーパー組織を構成し､有資格者の講師派遣､奨
学資金供与､機材供与を実施するとともに､スポンサー付き研究室を学内に開設している著
名グローバル企業も多い｡一例としてマイクロソフト社はビルゲーツ自身が来訪し､スポン
サー付き研究室2室を供与､寄贈した約100台のコンピュータに搭載のマイクロソフト製ソ
フトウェアのすべてがライセンス付きで自由に使え､かつインターネット接続されている｡
学内ではこれらのコンピュータを教育や研究に日常使用している｡
派遣型インターンシップでは､毎年学部最終学年の学生全員が長期派遣型インターンシッ
プ生として､約2ケ月余協賛企業各社に派遣され､開発業務や営業業務に従事し､企業での
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体験学習により､企業の実態に即した高度専門知識を修得する｡ 学内では派遣前指導に加
え､派遣終了後に報告書作成 ･発表会を指導し､評価 ･必須科目としての単位認定を実施し
ている｡ 筆者もまた指導者の一人としてNTT､ジーメンス､インテルなどグローバル企業
やITベンチャー企業との事前調整､派遣中訪問､事後指導などに従事した｡
MMUは､サイバージャヤキャンパス創設後5年目を節目として､さらに学生の収容能力
を拡大し､教育 ･研究を発展させるため､MSCの基本構想に準拠して､第2期の展開に入
り､キャンパスの約半分を占める未着手地域の開発を今も進めている｡完成すれば､収容能
力は倍増し､研究機関も拡充される｡海外留学生-の門戸は広く､第2期の長期計画では学
生総数の約30%を留学生枠として開放する予定である｡
MMUはマルチメディアITに特化したユニークな教育 ･研究を進めている｡工学､法 ･経
営､マルチメディア芸術の3分野ともにマルチメディアITを共通の拠り所とし､最新技術､
知識経済､3次元アニメ芸術などをカバーする｡ このため､サイバージャヤとマラッカの
キャンパスの両方に設置したコンピュータセンターの相互約 150km区間はⅣベースの6MⅣS
専用線で連結されている｡各コンピュータセンターを中心としてサーバ間は622Mb/S､遠隔
端末までは156Mb/S､その他は10- 100Mb/Sイーサーネットで接続されている｡ コンピュー
タ端末数は約 1000台稼動し､工学分野ではC十十､JAVAなどを利用､芸術分野ではシリコン･
グラフィクス社の最新端末を装備し､学部授業などで使いこなしている｡すべての教室､教
員室に電話と共有のインターネット接続端子があり､IDが割 り当てられ､隣接して安定化
電源端子が配置されている｡200名が受講できる多数の階段教室や 50-80名が受講できる
一般講義室には､インターネット接続されたコンピュータ設備とワンタッチ式の最新式視聴
覚設備が装備され､特に階段教室にはISDNが接続されているので､国内外との遠隔講義が
できる｡
MMUは創設後の歴史の短さ故に､厳しい経済環境の中で困難にも度々直面してきたが､
幹部 ･一般職員皆が互いに協力して一つ一つ解決してきた｡私立大学として政府の直接の資
金援助は皆無で､すべての資金は授業料等学生の負担と､毎年政府や民間企業で公募される
奨学資金 ･研究費の獲得に依存している｡授業料は我が国の国立大並みであるが､物価水準
が1/3以下であることを考えると､我が国の私立大と比較して非常に高い｡それにも関わ
らず､高い入学競争倍率を維持してきた主な理由は､学生の98%以上が公募の厳しい競争
で奨学資金を獲得し､優秀であること､多くの教員の学歴 ･業績が抜群であることに加え､
学長の陣頭指揮下結束して大学を他大学より､一層魅力あるものに育て､日々向上に努めて
いることにある｡
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5. むすび
以上､本稿はマレーシアにおけるICTの国家的規模の開発が世界に先駆けて推進されてき
たこと､その中で高度専門人材育成が重視され､具体的な育成策が長期展望に沿って展開さ
れてきたことを述べた｡また成功裏にプロジェクトが進展したことの背景に､長い歴史的過
程で形成され､人々を育んできたマレーシアのイスラム文化があると考えられることを述べ
た｡ICT推進の象徴であるMSC計画は2010年頃に第2期の節目を迎える｡途中経過をもっ
て結論すべきではないが､順調な発展状況にあることは確かである｡
かってマハテイル首相が東アジアでの自由貿易協定 (FTA)の必要性と構想を提唱され､
粁余曲折を経たが､ASEAN自由貿易圏 (AFTA)が成立し､早晩必要と言われていたマレー
シア等と我が国とのFTAが逐次締結され､経済の地域グローバル化が格段に進展すること
となった｡今後社会経済の発展 ･高度人材育成に向け､緊密な連携を維持していくには､マ
レーシアの文化を理解することが肝要と思われる｡
註
高橋､"EvolvingICTandMSCDevelopmentBasedonMalaysianCulture',Waseda-U/Multimedia-U
JointWorkshoponIslamandIT,S-ト3,2004
2 高橋､"マルチメディアスーパーコリドー計画の展望"､2003年度通信 ･放送国際協力
フォーラム ･パネル講演､ITUジャーナル vol.34､ no.2､ 2004､ pp.27-29
3 高橋､"マ レーシアのインターネ ッ ト事情"､ラウンドテーブル､ITUジャーナルvol.32､
no.2､ 2002､ pp.48-52
福井大学 ･工学部 ･教授､マルチメディア大学 ･教授
Professor,UniversltyOfFukui&Professor,MultimediaUniversity
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コミュニケーション･エイドとしての管楽器
:電力の供給を必要としない音声合成器
池畑 光浩+､及川 靖広++､永野 桃子*､山崎 芳男**
1 はじめに
2004年3月 3日にマレーシアマルチメディア大学にて開催されたワークショップにおい
て､我々はイスラム科学の多様性とコミュニケーション技術の可能性について述べた 1｡
我々は快適な音環境の実現を目指し､｢縦波コミュニケーション｣をキーワー ドに基本原
理に立ち返 り､多機能 ･高能率なコミュニケーションシステムに関する研究を進めている
が､中世のイスラム文化にも通ずることが多々ある｡産業革命以来､我々は国内外の紛争
の解決方法として科学技術を使用してきたが､古代ギリシャの理論に基づき技術を発展さ
せ､一般市民のレベルで生活の質を向上させた中世イスラムの文化に学ぶべきことが多い｡
例えばイスラム教徒が受け継いだ計算のシステムの中には指を使った計算方法があっ
た｡図1のように､それぞれの指の位置によって計算を処理する方法であり､右手の指は
-の位と十の位を､左手の指は百の位と千の位を示している｡ 両手を使用するこの計算方
法は今日においても計算機に手慣れた人よりも速いことがある2｡ 日本の ｢そろばん｣を用
いた暗算も､手の動きを利用して10桁を超える計算をも可能とした優れた計算方法であり､
現代の日常生活においても大いに活用されている技術の一つである｡
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図1指を使っ た 計算の例を 示 している図解2
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ところで､人の声はコミュニケーションにおいてテキスト表現されうる "文字"だけでな
くイントネーションやアクセント､あるいは声の "かすれ"や "のび"と言った生理的な音
響現象をも利用している｡話し声はもちろん､歌や楽器なども人間のコミュニケーション手
段の一つである｡音楽はその表象の一つであり､人の声が多様な音色を生み出すことに長け
た優れた楽器である｡我々は多機能 ･高能率である人の声の発音原理に学び､人の声が出せ
る自然楽器の開発を行っている3~5｡
指の動きや形とことばが連動したコミュニケーション ･エイ ドとしての管楽器は､楽器
本体のどの部位を押さえるかによって発音される音が決まるので､手の動きだけで音を想
像することが出来る｡また同時に､外部電力の供給を必要としないことも大きな特徴である｡
西洋の楽器の歴史を振り返ると､それぞれの楽器がその音色を大切に継承しながら音域
と音量の幅を増大させることに力を注いできた｡前世紀の電子楽器の登場以来､様々な音
色を表現するための楽器が登場したが､その一方では電力を用いないアコースティックな
楽器が登場する余地がなくなってきた｡本稿では優れた楽器の一つである人間の声に着目
し､コミュニケーション ･エイ ドとしての管楽器､つまり電力の供給を必要としない音声
合成器の発音原理と開発経過について述べる｡
2 発音原理
2.1 多機能かつ高能率である人の声
人の声は多機能であり､共振周波数を巧みに変化させられる楽器の一種と見ることがで
き､我々は生み出された多様な音色をことばとして捉えている｡ 音量に関しても表情豊か
に調整することが可能で､歌手であればppからfまで自由に調整する｡ 人の声はまた高
能率である｡もともと肺と食道を分ける弁に過ぎなかった声帯を声の音源として転用して
いるし､音を生み出すための気流は呼吸における排気という､元々無駄であったものを利
用しているのである｡
このように多機能 ･高能率である人間の声を楽器開発に生かし､演奏者の声質や音域に
関わらず歌を歌うことが出来る楽器､声帯を失った人でも歌を歌う感覚を味わえる楽器､
シンギング ･エイ ドとしての管楽器を開発した｡本稿では図2のように人間の声の出る仕
組みを単純化し､図3のように音源部 ･共鳴部 ･放射部の3つに分け､それぞれを過渡的
に形状変化させられる機械的な仕組みを解説する｡
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図2 人間の音声発生モデル
肺
百 ･ 回 ･卓 ･
)))合成音
図3 音声合成器の発音モデル
2.2 過渡的な形状変化が可能な声道物理モデル
機械系による発声物理モデルの研究は18世紀のⅦnKempelenによるSpeakingMachineか
ら現在まで様々に行われてきた｡現在では声道の過渡的な形状変化による聴覚フィー ド
バックに関する研究報告もある6｡我々は電力を用いない楽器として音声合成器の開発を進
めており､この管楽器は楽器としての用途だけではなく発話器としても用いることができる｡
人間は自由に音色やピッチを変えながら声に様々な表情を持たせている｡ そのようなこ
とが可能なのは人間が音源部 ･共鳴部 ･放射部を巧みにコン トロール しているからであ
る｡従って理想の声道物理モデルに基づく音響管は音源部 ･共鳴部 ･放射部の全てが過渡
的に形状を変化させ られるものであり､｢声の出る管楽器｣はそのモデルに基づき開発を
進めている｡
また音源部においては､人間の歌声を発声しているときの声帯､笛式人工声帯､および
管楽器の音源部を比較 し､歌声を生成することが出来る自然楽器-の応用を検討 した｡
3 音源部
3.1 声帯の物理モデル
音源部では主に基本周波数を決め､声のピッチを生成する｡ 母音の音源は声帯の振動で
あり､声帯は肺からの定常 (直流)気流を周期的な気流パルス列に変換する｡ 声帯振動を
開始し維持するメカニズムは､解剖的な仕組み､筋肉による調整､流体の作用による非線
形の振動､声道内圧によって生じる声門体積流(glotalnow)と声帯運動との相互作用など
からなる複雑な現象である7｡
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声帯の物理モデルには低次元のものから2質量モデル､3質量モデルのような高次のもの
があるが､本稿では過渡的に音程と音量をコントロールすることを目標に音源を求めた｡ ト
ロンボーンのように管の長さを調整し音程を取る方法もあるが､この楽器の場合は共鳴部と
放射部の制御に手を用いたいので､口元だけで音程を調整できることが望ましい｡笛式人工
声帯を口の中に加え舌で弁を押さえて音程を取るという簡単な方法もあるが､笛式人工声帯
では流入する空気の量のほとんどが音程を左右するので､クレッシェンドなどの音量の変化
を作るには困難である｡そこで最も単純な声帯の1質量モデルに基づく機械系での再現から
開発を試みた｡ 1質量モデルとは､左右の声帯組織をそれぞれ一つの質量で近似した側方変
位のみのモデルである｡この楽器の音源部では､左右の声帯組織の運動を､唇または歯の上
下運動により再現する｡声門を完全に開いた状態で空気を流入すれば無声音を出すことが可
能になる｡
母音と子音､あるいは有声音と無声音との区別は主に音源の種類に依存することが大き
いので音源部の役割は重要である｡つまり声帯の開閉によって生み出されるパルス音に
よって有声音が合成され､声帯の非振動時に生ずる白色雑音によって無声音が合成される
ので､音源部ではパルス音と白色雑音を切り替えられなければならない｡また声帯の閉め
具合によって過渡的に数オクターブもの音域で音程を変化させていることも人間の声が非
常に優れている点である｡
3.2 開発した音源
音源に用いたのは伸縮可能なゴムであり､声帯音源波形に近い音を目指した｡現段階で
は約4オクターブの音域を表現できる｡ 図4､5に約 900Hzの高い音と約60Hzの低い音の
波形を示す｡さらに図6に1オクターブ間における基本周波数と音階の変化の様子を示す｡
基本周波数に対する倍音が豊富な点や､微分音の表現も可能であるという点は､声帯の特
徴に近い｡
I■一一r' 'I ●､=1'':'･
0 時間【msl
図4 高い音程 (約900Hz)の音源波形
0.5
- 314-
時間rmsl図5 低い音程 (約60Hz
池畑 光浩､及川 靖広､永野 桃子､山崎 芳男 コミュニケーション ･エイ ドとしての管楽器
この音源を管楽器に応用することで特定の音に限れば歌声に近い音を生み出すことができ
たが､より人間の歌声に近い音源を求めた｡
Howardらは基本周波数変動と対応して声帯が閉じている(ClosedPhase:CP)時間に着目し
たCQ値(ClosedQuotientvalue)の分析を行った.様々な音声に関して声帯の振る舞いを観
察した結果､図7のように歌唱の経験､あるいは訓練されたほど､声帯のCq値が高いこ
とを報告している8｡ また表 1は歌唱の訓練 ･経験と話し声および歌声のCq値の測定結果
であるが､歌唱の訓練 ･経験とCq値の相関が示されていると同時に､個々人の声でも話
し声と歌声によってCq値が違 うということを示している｡
以上を踏まえ､音声波形を声帯の開閉運動による二つの声道インパルス応答の重畳であ
ると考え､音声波形のエネルギー減衰のみから声帯開閉周期を推定する手法9を用い､さ
まざまな音源を解析した｡この手法は従来のElectrolaⅣngographを用いる手法とは異なり､
発話者に測定器具を装着する必要がないので自然な発声を評価することができる｡音源に
は笛式人工声帯､ダブルリー ドの管楽器､人間の話し声､および歌声の音声波形のエネル
ギー減衰曲線から声帯の開閉周期推定を試みた｡人間の声に関しては､胸声､頭声､裏声
(フアルセット)など出来るだけ様々な声に関して分析を行った｡
図8は笛式人工声帯と声道模型vTM-1010を用いて発音された母音/a/の波形(上段)とエ
ネルギー減衰率(下段)である｡ CPは声帯が閉じている段階であり､OPは声帯が開いてい
る段階であることを示している｡ ___ ヱ◆R:旦 = :fi:吏 T =
t'=tl_ヨ ーFBI■l]fTt▲･-(%
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5 放射部
声道は口腔と鼻腔に分岐し口唇と鼻孔で外界-と放射される｡口唇には舌 ･歯 ･唇がありこ
こで主に子音が生成される｡
舌 ･歯 ･唇の全てを機械系でコントロールするのは容易ではない｡現段階では放射部に右
手を用意して一部の子音が表現出来る段階である｡また音源部を振動させずに息のみを用
い,声道の形状を変化させることで雑音の周波数をある程度コントロールすることが出来る
が,硬口蓋を用いる子音や破裂音,有声子音
などの表現に達するには,より複雑な放射部
の構造が必要である｡
放射部が未完成なぶん､舌や唇の高度な
調整が出来ない人間の赤ん坊が発音しやす
いことばに近い音を再現することができた｡
ここでは音響管で生成した声 ｢まんま｣ の
サウンドスペクトログラムを図11に示す｡
? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
?? ?
? ? ? ? ?
臥望 0.4 0.6 0.8 1.0 1L2 l.EI 1.6
timeE怠l図11 音響管で生成し
た声 ｢まんま｣のサウンドスペクトログラム
6 むすび人間の多様な発声法に学び､電力の供給を必要としない音声合成器の発音原理
を音源部 ･共鳴部 ･放射部に分けて開発した｡｢あいうえお｣などの母音の発音､放射部を工夫
することによる/m/や/p/あるいは/b/の子音の発音が可能である｡また音源にトラ
ンペットのマウスピースを用いることにより赤ん坊の泣き声の表現が可能である｡ つまり ｢オギ
ャー｣｢まんま｣｢パパ｣といった､人間の幼児が発音可能な声の表現に達している段階
である｡本稿では特に音源部について詳しく紹介した｡人間の男声から女声を合わせた音域に相当
する約60Hzから900Hzまでの間で1/12オクターブの音階を取ることが確認でき
た｡振動部の完全開口時にホワイ トノイズを発生することができるが､低い音程に既にその
ホワイ トノイズの成分が現れている｡声帯の優れた機能に学ぶという点では声帯の特徴にま
で充分に追求できなかったので多くの課題を残した｡今後は声楽
的な声やフアルセットといったような様々な歌声の表現や､操作性などに関しても開発を続けていく｡
ま
池畑 光浩､及川 靖広､永野 桃子､山崎 芳男 コミュニケーション･エイドとしての管楽器
声を発声しているときの声帯､笛式人工声帯､および管楽器の音源部を比較した｡CQ値の
観測のみによれば､笛式人工声帯の音は話し声に近く､歌声を発音できる自然楽器の音源に
用いるには改良が必要である｡ 今後は音源そのものをス トロボ画像やレーザーを用いて観察
し､歌声を生成することが出来る自然楽器に適した音源はどのようなものであるかを探る｡
共鳴部に充分な体積があれば様々な母音を生成することが確認できたが,放射部との組み合
わせによる破裂音や摩擦音などの生成に関して今後検討を加え､より高度な物理モデルに基づ
いた機械系での再現を目指す一方､操作性の用意な構造などについても考察してい く ｡
なお､ トー キング ･エイ ドとシンギング ･エイ ドのどちらがより高次のものであるかと
いう問いに対 しては容易に答えは出ない｡｢歌声｣が ｢声｣全体の一種であり単なる "特
殊な例"なのか､それとも ｢声｣の範境とは別に定義されうるのか､という問題意識から､
音楽の本質 ･コミュニケーションの本質､さらには人の言語獲得 ･表現獲得-の糸口を模
索中である｡
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高速 1bit信号とHD映像での
無形文化遺産等の記録伝送システム
及川 靖広*､木村 洋介**､山崎 芳男***
RecordingandTmnsmissionSystemofHigh-speed1-bitSignalandIiDVldeo
OIKAWAYasuhiro',KIMURAYosuke',YAMASAKIYoshio…
Abstract
Thispaperdescribesanewrecordingsystemofhigh-speedトbitsignaland
HDvideouslngIEEE1394.TheAD/DAconverterandthevideocamcorderare
connectedwithPCuslngIEEE1394interface.TheAD/DAconverter,whichis
compliantwithmLANprotocol,isabletorecordandplaybackhigh-speed1-bit
signalsof16or8channelsfor2.822MHzor5.644MHzofsamplingfrequency,
respectively.WecanalsorecordandplaybackHDvideothatisMPEG21TSsignals
insyncwith1-bitslgnals･ThissystemoperatesonLinuxoperatingsystem･We
scheduletomakethesesourcespublic.Weusethissystemtorecordtheintangible
heritage,etc.asitis.
1.まえがき
我々はこれまでユネスコと協力し､世界遺産や無形文化遺産のあるがままの収録､伝送を
試みてきた｡近年､音も映像も記録には大容量化が進んでおり､音については192kHz標本
化24bit量子化や2.8MHzあるいはその2倍､4倍の周波数での標本化lbit量子化するシステ
ムが提案されている｡ 映像に関してはHDTVが提案されている｡ 一般に標本化周波数が帯
域を､量子化ビット数がダイナミックレンジをそれぞれ独立に決めているように捕らえられ
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ているが､実際には両者は密接な関係を有していて伝送路の質を表すのは両者の積である1･2｡
高速1bit符号化は1bitで量子化する代わりに標本化周波数を高く取り､何らかの方法で量子
化雑音を所望の帯域外に集中させることによりダイナミックレンジを得る方式である3｡
今回､我々はIEEE1394を用い高品質の音､映像をパソコンに記録､再生するシステムを
構築したので報告する｡音に関しては高速lbit符号化､映像に関してはHDTVを用いる.ま
た本システムを用いることにより高精細な映像と音のあるがまま伝送を行っているので､こ
れについても報告する｡
2.高速 lbit信号処理
高速1bit信号はディジタル信号でありながらアナログ信号のスペクトルをそのまま保存す
る､アナログ信号に復調する際も原理的にDA変換器を必要としないという特徴がある｡
lbit量子化であるがゆえに相対誤差が存在せず単調性が保証され､簡単なローパスフィルタ
だけでアナログ信号に戻すことが可能であり､D/A､AD 変換器として用いる場合､多数の
量子化ステップをアナログ回路で正確に実現する必要がなく､微分誤差を減らし同時にコス
トダウンを図ることが可能である｡また高速1bit信号処理では1bit量子化であるがゆえに信
号と量子化雑音の電力和は常に一定であり信号帯域の確保には量子化雑音の制御が重要であ
る｡量子化雑音制御には線形予測等いくつかの方法が考えられるが∑』変調が広く用いられ
ている｡
2-1.∑∠4変調器
∑』変調はフィー ドバックループの中に量子化器と積分器を設け量子化雑音を高域に集中
させる方式である｡ 図1に∑∠4変調器の構成を示す｡この伝達関数は
Y-X+(1-Z-I)Nq (1)
となる｡同様に図2に示すようにn次の∑∠]変調器の伝達関数は
Y-X+(1-Z-1)nNq (2)
となる｡ここで Xを信号入九 Yを出力､ Nqを入力に無相関な量子化雑音とする｡し
かし一般に高次の∑』変調は不安定であり､lbit量子化では量子化雑音が入力信号と相関を
持つなどの理由により安定動作するのは2次までで高次の∑∠]変調で安定動作を得るには何
らかの操作が必要となる｡
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<Presentationl>
ITinIstanbulTechnicalUniversity
TayfunAkgdl
DearGuests:
WelcometoourUniversity.Today,IwilbrieflyglVesomeinformationabout
ouruniversity.･IstanbulTechnicalUniversitywhichinshortwecalITU.
First,letmebrieflytalkaboutthevisionofIstanbulTechnicalUniversity:Our
visionistobecomeanationalandinternationalfわcalpolntOfpioneerlngStudies
inthefieldsofscience,technology,socialsciences,andtheartsandourmission
asahighereducationandresearchinstitutiondedicatedtotheadvancementofbasic
andappliedsciences,istoeducatethetechnologlCalleadersandentrepreneursof
thefutureinarichintelectualenvironmentsensitivetobothlocalandglobalissues.
OurgoalsandobjectivesinEducationandResearchare1-Ataininternational
standards,2-Beawareofthenationalandinstitutionalvalues,3-Provide
interdisciplinarydomains,4-Helptoprovideaninternationalandalocalcompetitive
edgetoindustry;5-AssistyoungTurkishuniversitiestobuilduptheirfaculty,
teachingandresearchsubstructure;6-Buildtwo"Technocity"sitesfわrmutual
benefitofumiversityandindustry;7-Createintersectionsofengineering,architecture
andscienceeducationandresearchwithmusic,art,fashion,humanitiesandsocial
sciences;81Establishworldwideknowncentersofexcelence.
Youmaybeawareofthefactthatouruniversityisoneoftheoldestinstitute
inTurkey.Now,letmegiveyouthebriefhistoryofourUniversity:IstanbulTechnical
Universitywasestablishedin1773,duringthetimeoftheOtomanSultanMustafa
III.withanorlglnalname"Muhendishane-iBahr-iHumayun",TheRoyalSchool
ofNavalEngineering,itsresponsibilitywastoeducatechartmastersandshipbuilders.
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In1795,the"Muhendishane-iBerr-iHumayun",TheRoyalSchoolofMilitary
Englneerlng,Wasestablishedtoeducatethetechnicalstaffinthearmy.In1847,
educationinthefieldofarchitecturewasalsointroduced.TheSchoolofCivil
EnglneerlngWasestablished1883withtheaimofteachingessentialskilsneeded
inplanningandimplementingTurkey'snewin斤astructureprojects.Gaininguniversity
statusin1928,theEnglneerlngAcademycontinuedtoprovideeducationinthe
fieldsofenglneerlngandarchitectureuntilitwasincorporatedintoITUin1944.
Finaly,in1946,ITUbecameanautonomousuniversitywhichincludedtheFaculties
ofArchitecture,CivilEnglneerlng,MechanicalEnglneerlng,andElectricaland
ElectronicEnglneerlng.
Currently,wehavethefolowlngFaculties:
-FacultyofCivilEnglneerlngWiththeprogrammesof:1-CivilEnglneerlng;
2-GeodesyandPhotogrammetryEnglneerlngand3-EnvironmentalEnglneerlng.
-FacultyofArchitecturewiththeprogrammesof:1-Architecture;2-Urban
andReglOnalPlannlng;3-IndustrialProductDesign;4-1mteriorArchitecture;5-
LandscapeArchitecture.
-FacultyofMechanicalEnglneerlngWiththedepartmentsof:トMechanical
Englneerlng;2-ManufacturingEnglneerlng.
-FacultyofElectricalandElectronicEnglneerlngWiththeprogrammesof:1-
ComputerEngineerlng;2-ElectricalEnglneerlng;3-ControlEnglneenng;4-Electronics
Englneerlng;5-TelecommunicationEnglneerlng.
-FacultyofMineswiththeprogram esof:1-MiningEngineering;2-Geological
Englneerlng;3-PetroleumandNaturalGasEnglneerlng;4-GeophysicalEnglneerlng.
-FacultyofChemicalandMetalurglCalEnglneerlngWiththeprogrammesof:
1-ChemicalEnglneerlng;2-MetalurglCalandMaterialsEnglneerlng;3-Food
Englneerlng.
●
-FacultyofNavalArchitectureandOceanEnglneerlngWiththeprogrammes
of:1-NavalArchitecture;2-OceanEnglneerlng.
-FacultyofScienceandLetterswiththeprogrammesof:1-Mathematics
Englneerlng;
●
2-PhysicsEnglneerlng;3-Chemistry;4-MolecularBiologyandGenetics;5-
EnglneerlngSciences;6-HumanitiesandSocialSciences.
lFacultyofManagementwiththeprogrammesof:1-ManagementScience
●
andEnglneerlng;2-IndustrialEnglneerlng.
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-FacultyofAeronauticsandAstronautics
1-AeronauticalEnglneerlng;2-MeteorologlCalEnglneerlng;3-Astronautical
Englneerlng.
-MaritimeFacultywiththeprogrammesof:1-MarineEnglneerlng;2-Deck･
-FacultyofTextileTechnologiesandDesignwiththeprogrammesof:llTextile
Englneerlng;2-FashionDesign;3-TextileDevelopmentandManagement･
Additionaly,wehavethefblowlngInstitutes:
InstituteofEnergy;InstituteofScienceandTechnology;InstituteofSocial
Science;InfbrmaticsInstitute;EurasiaInstituteofEarthSciences.
WehavealsothefbllowlngDepartmentsunderRectorate:Departmentof
LanguagesandHistory;DepartmentofFineArts;DepartmentofPhysicalEducation
andSports;TurkishMusicStateConservatory;AdvancedStudiesinMusic
Department.
WehavethefolowlngResearchCenters:
Urban&Reg10nalPlanningandResearchCenter;Prof.Dr.AdnanTekinHigh
TechnologlCalCeramicsandCompositesResearchCenter;EnergyScienceand
TechnologyApplicationCenter;ElectronicsandControlApplicationandResearch
Center;MachineConstructionScienceandTechnologyApplicationandResearch
Center;MaterialScienceandProductionTeclmologyApplicationandResearchCenter;
OceanographyandAquaticScienceApplicationandResearchCenter;Transportation
VehiclesApplicationandResearchCenter;BuildingandEarthquakeApplicationand
ResearchCenter;EarthSciencesandNaturalResourcesResearchCenter;Bio-
englneerlngResearchCenter;IstanbulResearchCenter;BuildingResearchCenter;
TechnologlCalandEconomicDevelopmentResearchCenter･
Wehaveatax-fTreetechnologlCaldevelopmentzone,namely"AriTechnopolis,"
whereITcompanieslocatedincampustoaimtodevelophightechresearchproducts･
WehaveITUIEuropeanCentrewhosedutyistoestablishandcoordinateresearch
andteachingactivitiesamongtheuniversitiesofEuropeanUnioncountries.
Wehavevariousjointdegreeprogram esbetweenIstanbulTechnicalUniversity
andStateUniversityofNewYork(SUNY).Studentsenteringthisprogramare
educatedbothinlm campusandSUNYcampusinaltematingyears.Thesucceeding
studentsobtaindoublediplomasbothfromITUandSUNY.Thelanguageofthe
programisEnglish.
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AtilaBiretal. OtomanDistanceArchery,BowsandAm ows
<Presentation2>
OtomanDistanceArchery,BowsandArrows
AtilaBir*,MustafaKa9ar*,SinasiAcar…
ArcheologlCalfindstracethehistoryofarcherytoearlyprehistorictimesand
showthatthisweaponwasextremelywidespreadthroughouttheworld.On
prehistoriccavepaintings,onefindspicturesofarchersfighting.andhuntingwild
animals.Bowsandarrows,likehorsesandtents,playedaverylmpOrtantpartin
thedailylivesofthenomadicTurksonthesteppesofAsia.Thesearchers,like
G6ktbrks,Scythians,Avars,MongolsandTartars,armedwithbowsandarrows
lived,mlgratedandhuntedonhorseback.
IntheearlyOtomanperiod,bowsandarrowswerethemosteffectiveweapons
usedbythearmy.However,asthefirearmsbecameincreasinglyreliable,from
themiddleofthe16thcentury,OntheOtomanarmythemoreeffectivemuskets
andriflesgradualysupersededthetraditionalbowsandarrows.However,thearchery
isnotabandonedandlivedasanimportantsportamongtheTurksuntilthebegirmlng
orthe20thcentury.
TheOtomanArcherCorporation,withitsregulations,electedbodyofoficials
andmanyregisteredmembers,numbersamongtheearliestsportsclubsinthehistory.
TheslgnificantcharacteristicofarcheryasasportisthewaylnWhichbrings
togetherpeopleofdifferentclassesunderequalconditionswithoutdiscrimination.
Since,likecaligraphy,poesyandmusic,thearcherylSaPartOflifestyleofan
educatedperson,itwasthemainactivityofmostoftherelgnlngOtomanSultans.
TheOtomanSultansarethefわunders,protectorsandsupportersofthearcher
corporation.
Thedergahorthedervishconventwasakindofclubtocompeteandpractice
archeryapplications.TheshootinggroundofIstanbulistheOkmeydanl(arrow
space),establishedimmediatelya洗ertheOtomanconquestofIstanbulontheorders
ofSultanMehmedII(145ト 1481),infわrmofanindependentfわundation.Royal
edictsrelatingthesubjecttelusthattheshootinggroundwasintendedtobeused
asaplacewheresoldiersandmembersofthepubliccouldpracticearcheryand
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intimeofwar,massprayerscouldbeheld.
Thedreamofeveryarcherwastoachievearecordbreakingshotthatwould
becommemoratedbyastonepilarknowasthenlざantaざl･Atempttoofficialy
breakexistingrecordsrequiredpermissionfromtheSheikh,theheadofarchery
fieldandthecommiteeofelders.UntiltheSixteenthCenturythenumberofrecord
breakingshotsdidnotexceed10or12.BytheNineteenthCenturythisnumber
hadincreasedto50,whilethenumberofpilarsrecordingoutstandingshots
numberedover300andithadbecomedificulttodifferentiatethisstones.
Whenanarcherexceededthedistancemarkedbyapreviouslyerectedarchery
pilar,theplacewerethearrowstruckgroundwouldbeholowedoutslightlyand
filedwithpebblesasatemporarymark.Thecommemorationstonewaserected
withinsixmonths.Mostofthecommemorationsstoneswereinthefbm ofmarble
pilarswithandinscriptiononthesidefacingthedirectionofthearrowglVlng
thearcher'sname,occupation,thedistanceofshotandthedate.Archerystones
markingshotsbythesultans,viziersandstatesmenwereinthefbm ofmonuments
reflectingthedecorativestileoftheperiodandtheirinscrlPtionswerewritenby
eminentpoets,designedbythefinestcaligraphersandbycarvedbyskiledmasons.
Thesepilarsaretherefわrenotonlyhistoricaldocumentsbutalsoworksorart.
ThetargetstoneofSheikhHamdulahistheoldeststonefoundattheOkmeydanl.
TheCaligrapherSheikhHamdulah(1429-1520),wasafamousarcherofhistime.
AtthetimeofSultanBeyazidII(148ト1512)hewastheresponsibleSheikhof
thesiteandtheteacherofthefamousarcherTozkoparaniskender.Hisstonehas
beenerectedwhenheshoothisrecordof1105,5cubits(737m)(Pl.1).
Inscription:
Sahib-ilmenzilHamdulahibn-iざSeyhRefs-ilhatatl'n,
Seyh-ijrr∂miyan
Sene911lHijra](1505/1506).
ThegreatestarcherofalltimesTozkoparanlskendertookhisnickname
T`ozkoparan'whenhecrushedthewoodofabowtopeacesofdustinhishand.
Hebroke10separaterecordsthroughouttheEmplre,noneOfwhichwasever
exceeded.Hisgreatestdistancewaswhenhebroketherecordwith1281.5cubits
inaneastwind.Thisisaworldrecordof846meters.
ThefirstbookdevotedsolelytotheOtomanArcheryisUmdatal-mutanasilin
(ThemethodofArrowBarb)whichwaswritenin15thcentury.Thebooktouches
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uponthemethodofuslngbowsandarrows,rulesofarchery,propertiesofthe
usedwoods,archerymaterialsandtheissueofdistance.
ThefamousarcherKemanke!HacIHasanb.HacIBahtiyar,whobrokerecords
ineightdifferentdistancesandcausedatargetstonetobeerected,wroteaTurkish
Ok-na^mein1552･Thebookcontainsfamousarchersandarcherysquaresfrom
thetimeofMahomettheConquerort01552.Mostimportantbookonarchery
practicedforsportiveactivitiesandhuntinginthe17thcenturyisKavsnamewhich
waswrittenbyanarcherymaster,KemankesMustafaEfendi･Thebookstarting
withthevirtuesofshootingarrowsgoesonwithtargettraining,distantarchery,
distancebows,hitingbowsandtheirdifferencesandsoon.
ThelastandmostsignificantbookwritenondistantarcheryisTelhis-iResail-i
RumatbyMustafaKaniBey,SultanMahmudII'Skahvecibaざl(apersonincharge
ofpreparingSultan'scoffee).Theauthorstartingtowritehisbookupontheorder
oftheSultanin1835,atemptedtocreateasummeryoffわrmerarcheryliterature,
asitcanbededucedfTromthenameofthebook.KaniBey,leavlngOutunnecessary
details,Compiledandassessedalrelevantinfわrmationonarchery.Heusedand
benefitedalotfromKatipAbdulahEfendi'sKavaid-iRemy,andfinishedhiswork
in1838,butitwasonlypublishedin1848.Offeringgeneralandproperinfomation
onTurkisharchery,thisworkisthefirstTurkishpublishedbookonthefield.
SomenotesconcernlngtheStructureofTurkishBowsandArrows;Otoman
bows,whichachievedthefinalformattheendofthe15thcentury,arereflex
bows,whichmeanthatwhenunstrung,thelimbsbendintheoppositedirection.
InordertousefulytheadvantagesoftheenergystoringpropertiestheOtoman
bowismadeofthreedifferentmaterials(composidbow).Atthemiddleofthe
bowawoodbodyofmaple(aksaagaざ),attheinsideasheetofoxhornandatthe
outsideasheetofoxsinew(tendon)isused.Alpartsareputtogetherwithvery
strongrlShglue(E･ega)(Pl.3).
Otomanarrowsaretheshortestknownusedbyanysociety.Theywerealso
slender(0.7m)andthismadethemlight(10-18g),sotheyremainedintheair
longerandtraveledextremelylongdistances.Arrowscanbeshotinfわrstanding
positionsandinfivesittingpositions.Thephotographsshowthecelebrated
caligrapherandarcherNecmeddinOkyay(1883-1976)(pl.2).
Thethumbring(zihgirorざaSt)waswomOntherighthandtoprotecttheknuckle
frombeingcutorcalousedbythebowstringwhileshooting.Atthesametimean
arrowguideprotectedthefistofthearcheratthedrawfromtheoutflyingarrow.
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TheOtomanbow,whichachievedthefinalform attheendofthe15thcentury,
isareflexbow,whichmeansthatwhenunstrungthelimbbendtotheopposite
direction.TheOtomanarrowsaretheshortestknowntohavebeenusedbyany
people.Theywereslender,andthismadethemlight,sotheyremainedlongerin
theairandtraveledextremelylongdistances.Whenthestringofabowisstretched,
thearchersmuscleenergylSStoredonthebendlimbofabowaspotentialenergy
andwhenthestringlSreleased,thisstoredenergyistransfわrmedtothearrowin
theformofkineticenergy.Theobjectofthebowproduceristocreatethegreatest
energybyreachingtheupperendurancelimitoftheusedmaterials･TheOtoman
reflexbows'reversalbendingcharacteristiccreatedanadditionaldrawforce,So
thattheinitialaccelerationorthearrowbecomesextremelyhigh.
Mathematicalythearrowcanbeconsideredasapointmassmlkg]movingin
the(x(t),y(t))plane･Fora,constantea血 acceleration∵ectorS-
andairfrictionforcem.k.UproportionaltovelocityVector(opt
一g)r【m/S2],
)lm/S]and
proportionalityconstantk>0[1/S],thedynamicequationforthearrowcanbe
writenas dS
m盲-m･8-m･k･C
Tocalculatethemaximumstartingangleam,therelatedorbitandmaximum
targettakenbyanarrow,onehavetoknowthestartingvelocity〟ofthearrow.
OnabowtheaccumulatedpotentialenergyEistransferredtothearrowinform
ofkineticenergy.IfoneconsiderantypicalreflexbowForce-Drawcurve(Pl.4),
theaccumulatedpotentialenergycanbewritenapproximatelyasthe75%ofthe
drawingforceFappliedtothebowstringmultipliedbythedrawlngdistanceAs,
whichhavetobeequaltothekineticenergytransferredtothearrowwithstarting
velocityuandmassm; m.u2
E芸0,75.F.As-
TakingtheairfrictionandthebigenergyofthecomposidOtomanbowin
consideration,themathematicalmodelderivedinthisstudyandtheresultsobtained
forthearrowshootingareingreataccordancewiththeapplicationsofthearchery
andthetransmitedhistoricalrecords.
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